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如何なる 人， 何れの 民族に も 鄕土を 想 ふの 念 は ある。 同じ 搖 藍に 育つ 

たもの が 誕生の 地、 墳墓の 地を懷 慕す る— 所謂 鄕土 愛の 精神 は、 人間、、 J 

しての 極めて 自然 的な 發 露であって、 此鄕土 撫育の 精神 は大 にして は 民 

族 愛、 祖國 愛の 精神に 一 致す る もの、、」 信ずる ので ある，」 

吾が 深 草の 地 は 近時 京都の 都市 的 膨脹に 影響され て 地理 的に 著しく 變易 

更替を 告げ、 史蹟 は 壞れ、 傳說地 は 湮滅し、 今や 往昔の 俤 げ^ぶべく も 

なき 實狀 であり、 尙ほ 永く 資料の t 鬼 集 を 怠らば 遂に 史上に 飛躍せ し鄕土 

文化 の 成 跡 は 探訪し 能 はぬ に 至る であらう C 

不背 深く 之れ を憮 し、 數年 前より 古書 記 錄を迪 りて 其處に 一 樓の殘 影 


を 停む る もの を 尋ね、 神社 佛閣 に關聯 せる もの は 之れ が緣 起. 等を考 

證查窮 し、 巷 說區々 たる もの は 古老 識學 に钆、 し、 以て^^料の大成を朋し 

たる も 其 完成 は 恐らく 終生 不能なる べし VI 信ぜられる。 されば 錯 に脫 

漏す る 貴重なる 考證は 他日 篤學の 士に俟 ち、 ^に t 兜 集、 し 得た るな It に 数 

日の 稀 正 を 加へ て 深 草 誌 を編述 刊行せ、 し 次第で ある C 先賢の 蹤績 幸に 舰 

土人に 稗 補す る處 あらば 編者の 欣快 之れ に 過ぐ る もの はない。 IV： 

昭和 八 年 十月  ニヌ」 
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第一、 舊跡 名所 

本 編に 記述す る處は 社寺 編 ど 關係 する ものが 多い ので、 その 社 

寺 編で は 記述の 重複 を 避け 或る 程度まで 省略す る。 

佛國 寺の 祧水 

一生 を 貧しき 者 や、 乞食の 群れに 身 を 置いて、 怫の 慈悲 忍 辱 を 身に 歌った 桃 水相尙 は、 日本でも稀有の§^,者と 

云 はねば ならぬ。 實に 和尙の 一 生 は 怫に被 養 さる >r 野の 雲雀であって  >  世人から 乞食と 云 はれた 和 尙の行 狀ゃ言 

葉 を 憶 ふ 時、 筆者 は 自然と 頭が 下る ので ある。 若し それ 我 日本の 産める 眞の 出家 沙門み」 兒 やうと せば、 和 尙にそ 

の 理想的 典型的な 姿 を SI- る ことが 出來 やう。 

此 意味から 深 草 誌 を 編む に當り 土地に 因み ある 人物と して 先づ挑 水和尙 を擧げ 得る こと をな： ばし く 思 ふの だが 

遺憾ながら 和 尙に關 して は 殆んど 記録が なく、 筆者の 調べた 處 では 明治 五 年 版 肥 後 雲 龍 山淸潭 禪寺藏 本と、 安岐 

安右衛門 氏 著の 「乞食 挑 水」 あるの みで、 其 他で は 各種の 人名 辭 書に 散見す る 丈け である。 竟り 和尙は 一 世 を 塵 

埃に？ i 晦 して 世間の 表面に 現 はれて 居らぬ から、 生前 も 死後 も 社會が 問題に せなかった 譯で、 そこに 和 尙の而 目 

躍如たる ものが ある。 

和尙は 一 處に 一 年と は 同じ 事を爲 さす、 轉 々所 を更へ 姿を更 へて 人生 を 遊戯され た。 或る時は大津の^？がぉで近 

1 


二 

隣の 人 < ^より 「あの 翁 は 凡夫 ぢ やない」 と 見抜かれ、 富者 商人が 锺を 接する に 至った ので、 間もなく 大 を 遂« 

し 跡を隱 した、 と ある。 又は 有 馬 温泉に 奉公し、 若く は奈 良の 大佛の 掃除 男と 姿を變 へたと あるが、 此等 でも 名 

利に 恬淡た る 和尙の 性情が 解る と 思 ふ。 

或る人の 言葉に 「眞の 隠士と は 山に 遁 るに 非す、 又 巷に 住む にあら す、 已が德 を！^ す 仁 こそ 誠の^ 士 なれ」 と 

あるが、 桃 水 和 尙は飽 迄 己が 德を隱 し 切った 大徳の 人で あると 思 ふ。 兹に 和尙の 片鱗 を 鋭 ふに 足る 「洞 上聯 投錄」 

から 柚けば  - 

師は攝 津法巖 寺の 住 憎な り、 肥 後の 人、 形 貌戆の 如くに して 內_„ ^だ 聰敏 なり、 流 長 院の阐 -极.：1； 小 鉄 公 を 帥 

として 事へ、 徧く 宗匠に 參す、 然れ共 其 人に 非 ざれば 與に 交らす， 初め 島 原の 向 束 寺に； す、 微く 意に 適 は 

す、 退いて 肥 後の 河 尻に 盧 する 事 八 載、 後ち 法厳夺 に 住む、 四方の 禪侶風 を 問いて 来り 赴く：^ P 外に 充っ、 

1 朝 潜 かに 遁れて 其の 如く 所 を 知らす、 己に 年 あり、 其の 徒 密禪勢 州の 驛路を 過ぐ、 1%^ 奴 あり， ^を苑 川 U 

に 織る、 熟 々見れば 則ち 師 なり、 禪駿 いて 拜 謁して 曰く、 我等 師を失 ふて 兒の乳 を 離る、 が 如く 日夜 怨^す 

師 奚ぞ此 にある と。 師 笑って 對談 し偈を 示す、 禪師 泣いて 別れ 去る。 又 一 士の師 を 知る おあり， 偶々 て 之 

を怪み 曰く 師 何の 故に 形を變 して 奴隸 となると、 師 曰く 今時の 價侶 口に 身 は 弊：^ の 如しと 說 くも その. ぽを知 

らす。 是を 以て わが 身 を 捨て- - その 實を 試みん と 欲する のみと。 其 後 京師に 到り 或は 倾奴 となって 新な 遠近 

に 負 ひ 或は 乞食と なって 食 を 乞 ふ。 一日 雲 山. m 公 第五 橋 を 過ぎ、 師の簽 を 荷って 菜を黉 り 去る を！ Is- る、 ，：： 公 

乃ち 後を趁 ひて 其の 家に 至る、 師は老 娘と 盤 を 同じ ふして 飯 を 喫す、 C ら を：^ て 喜び 共に 往時 を談じ 去る。 


師偶を 送って 曰く、 

行脚 昔年 閙 n 利 名-、  相 依未 盡老夫 情、 

東 山幸ト 閑居 地、  來伴 一一 洛陽 風月 淸ー、 

それより 居 を鷹ケ 峰に 移し、 紙 衣 繩帶酢 を 寶るを 以て 活業 となす。 天 和 三年 九月 十九 日 臨終に 端座し 偶 を 書 

して 曰く- 

靑山運 歩 明月 耀， 目 臨レ行 一 喝 汗 滴 n 鐵 鎚。 

桃 水和尙 が勤勞 生活の 中に 入って 佛の 慈悲 忍 辱 を 身に 歌った ことに 就き 佛大敎 授の梅 原 眞隆氏 は その 著に 

和尙 の酢屋 生活 は 一. 面から は 巧みに 角 倉を濟 度した 身業說 法と も 見られる、 即ち 角 倉の 施 心 を、 淨 化し 洗練す 

る營 みとして 一種の 三輪 體 空に 觸 着せし めた のであった、 施しつ- - 施し を 忘れし める 爲 めの 活 手段 ともなつ 

た。 此 意味から 見れば 「酢屋 の 通念」 が 市井に 現 はれて 救 はる. -者は 桃 水よりも 寧ろ 角 倉で ある 

と 云って ゐ るが 此觀察 は 推理 的 だが 尙の 境涯 を 確かに 穿つ ものと 云 ひ 得られ やう。 

最後に 和尙が 如何なる 高僧に 愤憬し たかを 思 ふに、 勿論 得度 をう けた 圍巖 宗鐵禪 師は刖 として、 宽永八 年 二 拾 

歲の 時！： の 下 を 離れ 諸 國遍參 に 登った ので あるが、 分けても 黃檗山 萬 福 寺に 掛 錫し、 彼の 有名な 隱元禪 帥の 棒喝 

を 受けた の は専覽 だ。 當時禪 帥の 高足であった 木 庵、 即非 などの 偉 僧に 逢 ひ 其 峻烈な 氣 風に 接して 境涯に  一 ^の 

進展 を來 した 事で あらう。 即ち 露の 帥と して 慕った ものに 黃檗 系の 僧が ある こと は 桃 水 和尙の 眼界に •：( 小 派の 偏见 

が 微塵 もな く 只正師 あるの みなる を 知る ので ある。 

H 


四 

鷹ケ 峰で 入寂した 和尙 が黄檗 五代の 高 泉 禪師を 開山 始祖と する 佛國 寺に 墓所 を 定めた の は當然 で、 愛弟子^ 傅 

琛洲の 墓^ 1 一基 も 今 は 苔 蒸して 師 僭の ものと 並び 建てられて ゐる。 

蜘珠の 圍を拂 つて 碑銘 寫 しけり  金 風 

俊 成 卿と 照 兆 

壽 永の 昔、 武人で 短歌に 堪能な 平忠 度が、 出陣の 途中より q?; 返し、 師と仰ぐ 五條 三位 藤 原 俊 成 卿の 門.^ 敲 き、 

1 首の 和歌の 詠草 を 差 出し、 千載 集へ 選擇 されん 事 を 懇願した て ふ 優に やさしい 逸話が ある。 實に 卿は當 時の 名 

家た るの みならす、 永く 朽ちざる 歌道の 大家で ある。 尙深草 を 詠 じた 

夕 ざれば 野邊の 秋風 身に 泌 みて 鶉 鳴くなる 深 草の 里 

世に 膾炙 せらる. - 名歌で、 その 頃の 深 草 は 非常に 鶉の 聲 がよく 態 々大宮人 も此 旭へ 1^ の聲を 聞きに 來 たとの 

である。 此 名歌に 對し蜀 山人が 

1 つと り 二つと りて は燒 いて 食 ひ 鶉 無くなる 深 草の 里 

と 詠み 換え を 行った が、 追が 趣向に 於て 普通の 狂歌 師の 及ばぬ 處 があった。 

この 俊 成 卿の 五輪の塔の 向 側に 自然 石の 兆 殿 司の 某が ある。 東 福 寺の 大 1?^ 槃像を ® いた 有名な 明^で、 此 附近 

1 帶を 俗に 输具 谷と 稱 する は 明 兆が 揮毫の 顔料 を 採取した からとの ig- 說が ある 程に 明 兆の 遣した 歲幅は な も 

のとな つて 居る。 慕 地 は 東 福 寺の 南、 願 成 町の 丘上で、 八幡 以北の 山城 國は 一 眸の 中に 烏瞰 され、 視野の 魔^な 


勝地で ある。 

小町と 少將 

小 野 小町 は 公選の 歷臾に はなく、 從 つて 根 據の 甚だ 曖昧な 種々 の 傳說を 生んで 居る が、 中で 最も 名高 いのは 深 

草 少將が 九十 九 夜 通 ひつめ、 百夜に 當る 夜の 大雪で 少將が 凍死した て ふ傳說 である。 この 澤 山な 敎訓を 含む 美し 

い 傳說を 其 儘う け容れ て墨染 の欣淨 寺に は兩 人の 墳墓 を殘 して ゐ るが、 筆者 は 何の 程度まで 傳說を 承認すべき か 

に 就て 此機會 に 詮索 を 試み て 見やう 0 

小町 は 小 野 家の 系圆を ると 小 野 篁の 孫と なって ゐ る。 篁 は 平安朝 初期の 有名な 公卿で、 百人一首の 歌に 

和 田の 原 やそし まかけ て 漕ぎ出ぬ と 人に は 告げよ 海女の 釣 舟 

の 作者で， 彼の 遣唐使と して 支那へ 渡った 小 野 妹 子の 玄孫が 參議正 四伉岑 守で あり、 その 岑 守の 長子が 篁で、 更 

に 篁の 子に 出 羽の 國司を 勤めて 良赏 —— 或は 良眞 とも 良貞 とも 霄 いて 在る —— と 云 ふ 人が あり、 ^人に 一 一人のお 

があって 姉の 名 は 分らぬ が 妹 は 小町で ある。 

小 野 家が 出 羽の 國司 として は 篁よりも 前に 瀧 雄が あり、 瀧 雄と 良 眞とを 混同す る 時、 小町の 時代に 喰逮 ひが 起 

る譯 だ、 即ち 小町 は 篁の 孫であって 姉妹 揃って 釆女 となり 朝廷へ 仕へ たので あるが、 朝廷で は 宵 女 を  一 n に 「町」 

と 云 ひ、 小 野の 小町 は 姉と 一 緖 である 故、 姉が 小 野の 町で、 妹が 小町と i5i 別され たので ある。 

小町 は 何時頃の 人 か、 それ は 仁 明 帝の 御 即位より 光孝 帝の 御 即位 頃まで 各種の 書に 其 名 を 散見す るから、 千餘 
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年 前の 人た る は 疑ふ餘 地がない。 殊に 小町の 歌に 「四の みこのう せた る」 との 端し 齊 あれば、 峨天皇 の^ 四 子 

基 良 親王の 外に 當篏る 方な く、 親王 は 深 草の 帝 (；： 明) の 三番 目の 御^ なれば、 天 長 八 年 六 H に^ぜられて 居り 

小町が 哀悼の 歌 を 詠む 年頃で あるから 幾分 か 親；  土より 年上と も 想 はれる。 

されば 深 草の 帝 (仁 明) 御 即位が 二十 四歲 なれば、 小町 は^ 九 か 二十歳の 年 S であり、 釆女は m: に 御 P" 部に 立 

さはり て 宮中のお 給 使役 なれば、 天子に も 皇子に も 接近し 得られる 譯だ。 

此 小町が 男に 對 しての 態度 は 作歌の 上から 判 斷出來 るが、 當時は SR 女 問 打 解けて 戀心を 歌に 修飾した りする 時 

世 なれば、 無論 才色兼備の 小町に は 常時の 若殿原 も惱 まされた 事で あら ふ。 然し 操 持^ 固な 小町に は 少しの t^^ 

もな く、 それ は、 

とも すれば 仇なる 風に さぐ 波の 魔くて ふごと 我れ 縻け とや 

の 歌で 分る と 思 ふ。 

海松 布な きわが 身な 浦と 知らねば やかれな で 蟹の 足た ゆく 來る 

此歌は 在 原 業 平に 答へ た 歌 だら うと^ 勢 物語の 註 釋 書に あるが、 足 繁く通 ふ を 冷やかに 嘲笑した 痛快 さ が^ばれ 

る 0 

此 通り 小町 は 堅固であった、 當 時の 餘り淸 からぬ 風磷に li せば 赏に 不思議な 程に 心が 淸淨 である。 と 云って 小 

町 は戀を 解せ ぬ 女で はない。 痛切に 或る 一 人 を 戀ひ慕 ひ 奉った ので ある。 然し 藤 原 氏が •  要職 をお め、 子孫 相 傅へ 

て攝 政たり 關白 たる 時世で は 系譜 を 異にして 遂げ 得べき 戀 ではない。 問 もな く 藤 原 氏に より i» ！戒 され、 {a 中を逐 


はれ 小 野の 里に 陀び 住み、 御 心 深く 寄せ 給へ し 尊 さの 感激に 心を領 され、 歌に 苦悶 を 紛らせ、 夢に 逯瀨 を樂ん - 

ので ある。 

思 ひつ X 寢れば や 人の 見えつ らん 夢と 知りせば さめ ざら まし を 

うた X 寢に戀 しき 人 を 見て しょり 夢て ふ もの は賴 みそめて き 

いとせ めて 戀 しき 時 はぬ ば 玉の 夜の ころも を 返して ぞ ぬる。 

寢卷を 裏返しに 着て 寢れ ば戀 しい 人 を 夢に 見られる、 て ふ 昔の 言 傅へ を 詠む も、 夢ょり外に逢ふ道なき人を1^^ 

れば こそで ある。 

兹で 小町の 心情 を 詮議し 得 たれば、 飜 つて 「百夜 通 ひ」 の 深 草 少將を 究める 必要が 起って 來 る。 即ち 欣淨 寺の 

由緖 書に は 

當山は 深 草 大納言 義平 公の 御子 四位少 將義宜 卿の 宅地に して 弘仁 三年 三月 十六 日夜 g お 去す。 則ち 遣骸を 葬り 

佛閣 を爲し 石塔 を 建て 云々 

と あり、 小町の 生れ は 幾ら 繰 上げても 弘仁 三年 ほど 早くなら す、 仁和寬 平の 頃に 六十 九 歳で 死んで 居る から、 結 

局 深 草 少將の 死んだ 弘仁 三年に は 未だ 小町が 生れて 居らぬ 譯だ。 假 りに 一歩 讓 つても 乳臭の 女：：^ が少 將を悔 殺せ 

しむる 苦がない。 結局 史上にない 義平、 義宜 父子 は 架空の 人物で、 從 つて 少將の 文字に 重き を 置かす 「深 草」 の 

二字に 重點を 置けば、 眞の 小町の 戀人は ズット 高貴の 方た る ことが 首肯され やう。 

人 呼塚と 欲の 池 

七 


衍の池 は 新 池 又は 熊廳の 池と も稱 し、 稻荷 本社より 御山 巡りの 登 山路： S 五^ 程で 建す る 所に ある。 ：5Sfi£ の 翠^ 

滴って 碧波靜 かに 動く 閑寂の 幽境で あるが、 此 池の 傳說 に、 昔 京洛の 地に 失 者が あると、 緣 族の 者が 池 昨に 來 

り、 遠く 中の 峰の 人 呼塚に 向って 手を拍 ち、 その 拍手の 反響す る 方向に 從 つて 搜索 すると 必す 手懸り が^られ た 

と 云 ふの だ。 即ち 欲の 池の 名 はこれ に 起る もので、 山の 神性 を認 むる 尊い 傅說 とせねば ならぬ。 

今 は 期う した 傳說を 信す る 者 もなから うが 蠻蒼 とした 太古な がらの 樹立ち の 山 や、 E^zs の 山々 を讀 して： 人お に 

聲 ゆる 山の 容姿に は、 之れ に對 する 者 をして 甚 しき 神秘の 感を與 へ、 思 はす 敬の 念. ケ 起さし むる もの だ。 多く 

の 山に 必す 神社が 祀られ て あるの は 後世の 考へ 方から すれば 勿論 其 山 を 「うし はく」 祌 であるが、 それの 起-股 は 

山 そのもの- r 祌性を 認めて 其 靈を拜 する 祌殿 であらう と 思 はれる。 

樹木 を 神と して 祭る 事 は 後世 民間に は往々 見る 所では あるが， 古く 反 ，を 「コ ダマ」 と呼んだのは木^の^？^味 

であって、 森林が s ら？ F ま m する 力 を 有って 居る と 信じた 所から 來た言 ^であらう。 即ち 池 f の 拍手が 遠く 中の 峰 

の 人 呼塚の 森に §2 する I 所謂 反響 は、 矢踪 者の 行衛を 示す 神の 啓示と はられた もので、 の 人々 に は 山 は^ち 

に 神で あり、 崇 拜の對 象で あつたの だ。 

大 岩、 水 0 

大 岩山 は德川 家康 上洛の 時 * 乘 馬の 飼 草 を 賄った 處 から 佣 人通稱 して 御 草 山と も 云 ふが、 大 おの 名 稱は大 お 小 

岩に 對 する 近年 著しき 信仰から 阪神 地方 迄 も 知らる-' に 至り 京阪 電鐡^ 网 前 停^場から は 聯絡の 乘合 n 動 車で 


者が 運ばれ、 お籠りと 稱 する 連日の 祈願 者 も 日に 拾 數名は あるの 賑ひ 振り を呈す やうに なった。 

神魏が 岩石 を 依 代 (ョ リシ P) としての 其 處に發 生す る 信仰 は、 我が 京都府 下にあって は大 岩、 小 岩 だけで あ 

るが、 斯うした 自然 物に 靈性を 認めて 宗敎 的に 信仰す る 思想 は 我が 古代 國 民に 於ても 見出し 得る ところで， 今 も 

尙ほ 日、 月、 山嶽、 樹木、 岩石 等に 於て 全！： 的に 多くの 赏 例.^ -擧げ 得られる。  . 

即ち 官幣 大社 鹿 島 神宮の 耍石を 第一 に、 同じ 鹿 島 郡 大和 ffl の 主お 神社 は延霧 式の 官社 であるが、 石を祌 鉢と し 

て祀 るが 故に この 稱號が あると 信ぜられる。 更に 景行天 皇紀に 「始め 天皇 は 土蛛蜘 の賊. ^討たん とし 柏峽の 大野 

に 幸す、 その 野に 石 あり、 長 六尺， 廣 三尺、 厚一 尺 五寸、 天皇 之れ に 祈りて 曰く、 朕 土 蛛蜘を 滅すを 得ば 云々」 

と あり、 高く 秀でた もの や 地表に 孤 生して 一見 それ を 識^され る ものに 天降る 祌、 憑る 神 を 想像し 信仰の 對 象と 

する こと は餘 りに 原始的で あると は 云 ひ、 尙ほ 今日の 相當發 達した 知識に 於ても i¥ けられ、 繰 返されて ゐる處 だ 

これが 佛寺 であれば 構造の 莊嚴を 以て 人心 を 感動せ しむる 镇合も あらう が、 我が 國には 未だ 殿舍の み 拙ない 

草眛 未開の 時代から 旣に 天神 地 職が あり、 社殿の 如き は 只 その 神 座 を 標識す るた めに 設けられた ものである こと 

は、 異常に E 犬な 岩石 や 樹木が あって 其 傍らに 小祠が ある 所が 往々 あるに 徵 しても 明白で あう。 

此 意味から 神社 は、 其 境內に 生育す る 老樹、 岩石 を 以て 本體 とする もので、 草木 茂り、 數 kn 歲を經 た 老樹、 K 口 

蒸せる お 厳の あるに 依りて 神威の 赫灼 たる を 想 はしめ、 この 森厳の 氣 によりて 人心 を 正しう せし むる を 木 意と す 

べき だと 信す る。 

面積 現在に 數 倍した を 想像され る 巨 椋池を 包む 濕澤 池の 先史 時代 は、 地質 的に R 巖大 石な く、 盆地の 周 緣部は 


1 〇 

僅かに 耕作に 生く る 住民 あるの みで 丘^ 地も雜 草、 雜 木の 交る 平凡な 起伏 を 見せる 土地であった を 想 はしめ る：^ 

此 地域に あって 獨り大 岩、 小 岩の 存在 は 祌秘の 念 を 起さし むる に 足る もので あり、 祌 秘は驄 て 崇敬の 念と なり、 

この 巨岩に 宿る 精と か靈 魂と か を 承認せ しむる に 至る は當然 であらう。 

偕 行 社の 沓塚 

偕 行 社地內 にある 古坡 は、 ^團 設置の 際，. 一 -ぉ 取拂ひ 地均しの 沙汰が 起り、 支障あって 取 止め 現；；^ されて ゐる 

が， 杏 塚の 由來は 眞言 血 脉抄に 

僭 聖寳普 明 寺に て 遷化、 牧柁の 後ち 柁の輕 きを 怪み 開き 見れば 双歷 のみ あり、 則ち 其展. ^納めたり 

とあって、 塚 は 聖寳理 源 大師の 杏 を 塊め た處 から fi 人 は 行者 塚と も稱 して 居る。 兹で僧 聖齊を 高附 傅、 

傅、 元 亨釋書 等に 探れば 

聖寳は 醍醐 寺の 開祖な り、 兵部大 輔葛聲 王の 子に して 弘文 帝の 末な り。 拾六歲 にして 露雅 法師に 投じ 得度 

す。 三論 を元舆 寺の 願 曉に學 び、 其他圓 宗唯識 華嚴. 密敎に 至る まで 悉く 研究す。 い：！：： 觀の 末^ 蝴寺を 1^ き、 

顯密の 二 敎を演 す、 又 東南 院を 南都に 置いて 三論 を講 す。 仁 和 三年 勒 して 傳 法阿闕 梨の 位 を 賜り、 又い；：： 觀 

寺の 座主と なる。 後ち 僭 正の 職に 住す。 延喜九 年 寂 を 普 明 寺に 示す。 年 七 拾 八、， 扉： 源 阿 開 梨と 號す。 一： ム々 

即ち 聖寳は 寅 觀四年 七月、 嘉祥 寺の 西院を 以て 充てた 真觀 寺に 一 時 座主と なって 居る から、 その 贞觀寺 (份坊 

町 附近) より 程近い 普 明 土寸で 入寂され たと せば、 と 深^の 地との 緣因も 深く、  ^塚の傅？^？^も竹せさ^-る。 ；；^ 


みに 當 時の 普 明 寺 は 今の 偕 行 社 敷地で、 K 觀寺 と共に 聖： 寳の 草創す る處 であり、 和 州 法隆寺 記に 「今の 講堂 は 山 

城 國普明 寺より 移す」 と あり、 更に 醍醐 寺緣 起に 「於 普 明 寺 造 八 尺 四天王 像、 拜 書！：； I 之 部 大乘經 等、 即 供大. 呻 s 

此 白太 上 法皇 御幸 云々」 と あり、 當 時の 普 明 寺 は 結構 宏大な ものであった らしい。 

元 政 上人の 墓 

墓 は 端 光寺の 西、 變蒼 たる 樹木に 圍 まれて 繞らす 柵に 石塔 も 建た す、 緩 かに 三轮 竹に 所在 を 示す のが それで あ 

る。 上人、 俗稱は 石井吉 兵衛、 又 源 八郞. 午 之亟の 別稱が あり、 別に 日 政、 日峯、 妙 子、 不可思議、 霞 谷、 子、 

幼 千の 數號が ある。 幼に して 顏異、 長 じて 高 識"： 異、 九 歳で 建 仁 寺の 大統院 を 拜し九 巖和尙 に？ 1 し、 後ち 彥 根城 

主 伊井 侯に 仕へ、 二十 五 歳の 時 主に 從ひ 江戸へ 上って 居る。 此江戶 詰め 中に 三 浦 屋ニ代 高 尾と 情意投合し、 後ち 

高 尾が 故あって 自殺す るゃ壓 世の 念 起り S 几緇 して 僧と なった との 傳說 あり、 後世の 批評家 は 西 i 羽) に 文覺と 

袈裟 あり 東 (深 草) に 元 政と 高 尾 ありな ど.. 對 照し、 或 ひ は 一 遊女 身 を 殺して 高僧 を 後の世に 送るな どと 云って 

ゐ るが、 元 政と 高 尾の 關 係に 就て は尙ほ 多少 疑 ひ を 挾む 餘 地が ありと 云 はれて 居る。 

元 政 は明曆 元年、 深 草に 草庵 を營 み、 竹 葉 葡と號 し、 孝心 深き 慮から 父母 を 寺の 傍らに 住まし めて 孝養 至ら ざ 

るなかった が、 萬 治 元年、 父 元 好 道程の 喪に 逢 ひ、 翌ニ年 母 妙 種 七 拾 九 を 奉じて 身延 山に 詣で、 歸途江 尸に 入り 

母 を 伊井 邸に 托し、 元 政 は 日本 橋に 旅 したる に、 井 直 澄 は 元 政の 肺 子なる を 以て 運々 元 政 を 其 邸に 請 ぜんと 

した。 けれども 固辭 して 赴かす 再び 母 を 奉じて 深 草に 歸り、 此時佛 殿 を 11 いて 端 光 T: ォと號 した。 
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元 政が 寬文八 年、 四 拾 六 歳で 示 寂す る 迄、 元 政の 風 猷を欽 じ 々訪ね 来った 人に 佛敎嫌 ひの 熊澤蕃 山が あり、 

無ニの親友でぁった丈けに倶に詞文を1^_.^り、 その 兩 人の 遣 墨 は 現在 瑞 光寺に 數 多く 造され て る。 尙ほ 常に 柄 荷 

の 人 荷 田信詮 と共に 文！ 風流 を 交へ、 又 明の 歸化人 陳元赞 と唱酬 し、 門 を 叩く 者 多かった 丈け に 著 i* も 頗る 多く 

重なる ものに 釋氏 二十 四 孝、 扶桑 隱逸 傳、 身 延山七 面 記、 溫泉遊 草、 草 山樊、 ^^^p山i?和^^等がぁり何れも刊行さ 

れてゐ る。 

曾て 元 政が 草庵の 壁に 貼付けた 自傳が ある。 一 讀 戯文の 範 たる を 知る ことが 出来 やう。 

不幸に して 世に 背ける 墨の 衣に は あらす、 髮を 結ばせる むつ かし さに 頭 を 剃り、 茅の 軒端 竹の 柱に 身 を輕 

う 愛に 留 おき 樂 しむ 心から 浮世 を 見る に、 東西に 走り 南北に 行く 人 多く は 身 を 思 ふ 事業に のみ 足 を {41- にな 

して、 吉 野の花の あはれ を も 知らす、 深 草の 鶉の 聲を 聞いても 燒 いてして やりた とば かり 思 ひ、 後に 何に 

なる 事ぞ や、 かく 靜 ならぬ 蔡は 人間の みならす、 山 を 出 づる雲 は 雨 を 催さん とて 岫を 出で、 深山の 鹿 は 妻 

を戀ふ 世話に 聲の 限り を啼 明す、 是れを 思 ふに 此身 ほど 隙に 樂な 事な し、 惠 心の 作の 佛一體 持て ども 後世 

を 願 ふために も あらす、 持傳 へたる 道具 なれば 御宿 申す までな り。 極樂へ 行きて 樂 みたい と 思 ふ愁が 無け 

れば 地獄へ 落つ る 恐れ もな し、 死ぬ るまで 生きて 居ようと 思へば 年の 寄る も 糸瓜と も m わ はす、 離の こぼれ 

種の 朝顔 も ゆがもう が、 すぢ らふが あんな ものと 思 ひ 時雨 ふる 夜の 小夜 嵐 吹かう が 吹くまい が 我， せひと り 

の 苦に もなら す、 膝を容 る." 二 枚 敷 一 つに て 事足り 雜賓食 はぬ 身に は 聞かせ まいと は 云 はぬ 1:^ も 快よ く M 

き 夜着 持たぬ 家に はさすまい ともい はぬ 依估 最負 のない 窓 もる 月 を 眺め， 寢る 苦の 目 なれば 眠たければ 2^1 


も かきこ もり あるく 害の 足 なれば 手の 奴 足の 乘物こ X ろの 行く 所へ 迷 ひ ありけ ども 盜 みせぬ 身な... ば 人 も 

咎めす、 覺 えた 事 も 無ければ 忘れる 事 もな し、 歲を數 へた 事なければ 幾つ やら 知らす、 あら 樂 しゃ 人目が 

人と 思 はねば 人 を も 人と 思 は ざり けり。 


深 草の 元 政の 坊は 死なれたり 我 身ながら も あはれ なりけ り 

▽ 伏 見 途中 

杖レ藝 緩步思 悠悠。 望 n 盡靑山 1 傍 n 水流，。 來 n 往 風塵 1 多少 客 _ 

▽ 三 遊 平等 院 

三 遊 平等 院。 擧レ目 思 凄 凄。 何 謂 n 鳳凰 殿,。 獨成 燕雀 樓。 

筵 地。 向レ誰 問，， 舊 題，。 

▽ 重 過 詩 僧 元 政 上人 墓 

政 公 填 慕 在。 傳是此 棲 通。 除 有 三竿 竹。 終 無雙宇 碑。 

人 高 饅谷隱 C 我 愛 草 山 詩。 重 過留題 去。 祗應 地下 知。 

▽ 僧 元 政 


僭 元 政 

桃花 夾& 不&レ 頭。 

寶池幽 草 合。 縷 瓦 古松 低 _ 

鳥 山 芝 軒 . 


田 部 苔 園 


托跡禪 門日掩 門。 此 心長與 白雲 閒リ 

小 堀 遠 州の 


篇獨 樂記猶 在。 野 竹 淸風深 草 山 _ 
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小 堀 遠 江 守 政 一 は 元 和 九 年より 二 拾 四 年間、 伏 見の 郡 代 兼 代官に 輔 せられ、 在職 中に 逝去され たが^^ は 紫 野 

大德 寺に 葬られた こと 一 般 茶道 を嗜む 者の 知る 處 である。 然るに今：^：：-深草誌の资料調^中に攀^！？：が偶然佛^寺の 

墓地に 於ても 發 見し、 碑 面に は 「孤 蓬庵大 有宗甫 居士」 E 保 四之歴 丁亥、 二月 初 六日、 と 刻され て あり、 明らか 

に 遠 州の 慕 碑た る を 知った ので あるが、 即ち大德寺と佛國寺の双方に慕碑がぁるからは其ー 方が^^^^„;;くは分# 

なる を 思 はねば ならぬ。 

怫國寺は黃樂五代の高^：水禪師が開山でぁって、 遠 州 逝去の 正 保 四 年より 約 二十 六 年を經 て^ 立され たと せば 疑 

ふ 餘地も ある 譯 だが、 然し 怫國寺 は 豊公伏 見 築城の 時 御 香宮祌 社 を 鬼門 鎭 護の 意^から 大驅ハ <: (今の 古 御水：；) に 

移す に當 り、 從來 その 地域に あった 寺院 を取拂 つて 居り、 後ち 德川 家康が 再び 御 香宮を 地に 役し 伏： 一 鄉の 

守と したので、 古 御 香の 境域 は 挾めら れ 再び 一 寺院の 建立 を 見る に 至り、 それが 怫國 寺に 引 直された ので あるか 

ら、 孤 蓬 庵の 碑の ある は 不自然と も 思 はれない。 遺憾ながら 之れ に 就て 佛國 寺に 何等 徵 fl^ すべき 記錄を して 

居らぬ から 後人の 考 證に俟 つより 仕方がない。 

Is- まれ 兹には 深 草に 因み ある 人物と して、 小 堀 遠. 江 守の 閲臉を 扶桑 肅 人傳、 野 ST 茶人 系 傅 全 等より； i いて 

置かう。 

小 堀 政 一 、 遠 州 流 茶 式の 祖 なり、 祖は正 治、 父 は 正 次、 世々 近 江に 住す。 政 一 初め 宇 は 作 助、 IK は l^Ht に 築へ 

後ち 家康に 仕へ て 遠、 江の 田 一 萬 石 を 賜ひ從 五位 下に 叙せられ 遠. 江 守と 稱 す。 禁裡お く は 柳營の 作^ 奉行 を勒め 

元 和 九 年 伏 見 奉行に 補 せらる。 職に 在る こと 二十 四 年、 li^ 保 四 年 二月 六日 卒す、 年 六 拾 九。 政 一 點茶法 を 古田 


重 能に 舉 びて 其 法 を 熟 得し 兼ねて 和歌 書 書 を 能くし、 活 花の 法に 通す。 又 器物 を 鑑定す るに 委し、 せに 松 花 堂 

と 交り 親しく 春 屋國師 に參禪 し剃髮 して 宗甫大 有 居士と 號す。 孤 蓬 庵 を 紫 野に 起す、 《丹 て 茶 js- を 以て 將軍家 光 

の 師範たり。 云々  . 

燒塩屋 の 墓 

伏 見 奉行 小 堀 和，：： 水 守 政 方の 暴政に 苦しむ 奉行所 管下の 住民 を 救 ふべ く、 挺身 事に 鹿し、 千 辛 萬 苦、 以て 伏 見の 

褰亡を 阻 4- したる は、 赏に文 珠九助 以下の 六 氏で ある。 實に七 氏の 義烈 は 永く 住民の 敬 仰す る. となって ゐ るが 

中に 深 車の 地から は 燒塩屋 權兵衛 が此篛 擧に參 加して ゐる。 

燒塩屋 の 姓 は 平 田、 その 先 は 播州 赤 徳 より 出で、 文 祿 二 年 伏 見 闭 町に 來 つて 瓦 製造 を營 み、 豊 公伏兑 築城に 當 

つて は 天守閣の 瓦 を 製造して ゐる。 初め 瓦 町に 住んだ が 二 代 目 權兵衛 より 寬 永年 問に 直 遠 橋 九 丁目に 移り、 三代 

目標 兵衛の 次男が 一家 を 起して 初代 平 右衛門と なり、 平 田家 は 代々 に 瓦 製造 や 本業と したが、 一： 几祿の 副^と し 

て 燒塩を 製した ところ、 それが 美味で 大に 珍重せられ、 土地 名物の 一 つに 數 へらる. -に 至った。 即ち 人 呼んで 燒 

塩屋と 云った 處 から 屋號を それに 因んだ もので、 義民 權兵衛 は 實に其 七 代 目に 當り、 町 年寄に 推され 大いに 公共 

の 事に 盡 力した。 

氏 は 素養 も あり 且つ 辯才も あり、 常に 堂 * の 論 を 吐いた ので、 奉行の 暴政に IS 起した 同志と 猪^ 協議す るに 當 

つて は 同志の 氏 を 敬す る處 深く- 推されて いつも 謀議の 首領と なり、 作 戰計劃 は 殆んど 氏より 出で たと 傅 へられ 
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て 居る。 

即ち 初め 同志 集合場所 を 瓦 町 眞宗院 としたの も、 氏の 計 劃の 一 つであって、 瓦 町 は伏见 奉行 W お 外で あり 殊に 

眞宗院 住職 杳山 和尙 は攀德 兼備し、 氏と 交り 深く、 和尙も 同志と 謀議に 參 加し 援助 を惜 まなかつ たので ある。 

斯 くして 當 初の 有志 會 合に は 二 S 餘名も 集まった が 淛 く 奉行所の 探知す る虚 となり 警戒の 手が 延びた ので、 身 

に 危險の 迫る を 知った 有志 は爾 后の 集合に 頭 數を减 する やうに なり、 僅. <數 名に 過ぎぬ やうに なった。 次いで 桀 

會所を 氏が 宿坊で ある 瓦 町 善 福 寺 後 堂に 移し 熟議 を 重ねた 結 菜、 此上は 幕府に 訴 ふるの 外 策な しと 决 して 丸 lil 九 

兵衞 この 住に 當り 天明 五 年 五月 伏： を發し 江戸に 向った が、 更に 謀議の 必要が 起って 一旦お 伏し、 m: ねて 善 1 寺 

の 後室に 會 合し、 其 結 2^ 九 助、 九 兵衛、 傳兵衞 の 三 氏が 同年 七月 二十 一 日 伏 見を發 して 江戶に 入り、 、深川陽！：^寺 

住職の 仁俠に 助けられて 遂に 九月 十六 日 寺社 奉行 松 平伯誉 に守訴 ふる を 得た のであった。 

茲に 上訴の 目的 を 達して 同志 は歸 したが 一 方 幕府 は 伏 見 奉行 小 堀 政 方に 東 下の 誓 を i." し 其^な 免じた ので、 

多年 暴政に 苦んだ 奉行所 支配 下の 住民 は 救 はる-に 至った。 其 後、 京都 町奉行 所が 多數 -1 係 者な 召して， 都 ii: を 

始め、 九 助、 權兵衛 氏 以下 同志 七 人 を獄に 下し 容易に 事件の 落着 を 見す、 此問麴 嵐 傅 兵衛が is- 下りの 顿旅 中の 死 

を 除き、 何れも 獄死し、 燒 屋は 天明 八 年 十 一 月 四日 死去した のであった。 

燒 1^ 屋 權兵衛 拉致され てより 八拾餘 日、 遂に 獄裡に 歿した こと は 相次いで 獄死せ る 同志と 俱に、 いかに 其 死が 

尋常でなかった か を識る ことが 出來 やう。 斯くて 燒 屋の 遺骸 は 塗り込め 地藏堂 後の i お 地に 葬られた が 後ち^ 塔 

寺山內 共有 墓地に 改葬され た。 尙ほ 氏の 遣 子 佐 吉氏は 分家 平 右衛門 氏に 累の 及ばん こと を 恐れ： 丸 製造業 を胺 して 


職工と なり 他の 同寨 者に 雇 はれて 一生 を 終り、 子孫 相次ぎ 明治 二十 一年に 系統 全く 絶えた が、 遗 族に 對 する 奉行 

所の 爾 迫が 烈 であった こと は 他の 同志の 遣 族 も 同様 血族 絕 ゆるに 至った 寧 資が雄 辯に 物語って ゐ る。 

藤 森の 手水 鉢 臺. 

府社藤 森 祌社拜 殿の 西南 隅に ある 手水 鉢の 臺石は 宇治 中の 島に 於け る 十三 塔の 上：^ の もので、 石 川ド" ：.；： 衞 門が 

取 外し、 窃かに 運んで 藤 森 社へ 寄進した との 傳說が ある。 五右衛門の 寄進 は 所謂 傳說に 停まり ^寶は 誰 人 か 宇治 

川 中に 塔の 一 筒を發 見し、 拾 ひ 上げて 運び 來っ たもので あらう と 信す るが、 その 臺 石の 廻りと 形狀 から^れば 

洪水で 崩 倒した 時の 歷 塔の 一 つで ある こと は 首肯され る。 

そこで 塔 建立の^ 來と崩 倒の 事資を 探る に、 怫心者 は 菩薩 道の 修行者で ある 丈け 人 一 倍殘 忍の 行 爲に惻 0 の 心 

が 送る わけで、 弘安九 年 拾 月 比丘尼 道秀が 宇治川に 濫穫 さる &魚 .1 供養の ため、 高さ 七^ 餘、 九輪 九 尺 廻り、 塔 

臺八尺 四方、 笠 九 尺 四方の 十三 塔 を 宇治川の 中洲に 建立して ゐる。 竟り 遡る こと 六 百 四十 年の 大化ニ 年に 宇治橋 

を 架けた が、 洪水の 都度 押 流されて 居り、 これ は 魚 鶴の 祟りから であると て此 流域に 於け る 漁り を 禁じて 供養塔 

を 建てた ものである。 爾米 宇治橋 は 流失 を 免る- r に 至った が、 後光 嚴 帝の 延文 年？ i に 洪水 あり 崩 倒した ので 同年 

秋に： 冉 興され、 又も 桃阔 帝の 寳暦六 年 九月に 洪水で 崩 倒し、 永らく 土砂に 埋もれて 居た が 明治に 人り て. ゆ 興する 

時、 警塔 中の 一 茵が發 見され す、 止むな く 新たに 補充して 現在の 十三 塔 を 成す に 至った ので ある P されば 膝森祌 

社に 於け る 手水 鉢の 臺石 は、 此崩倒 後 永らく 河底に 埋もれて 居た もの を 拾 ひ 上げた もので、 十三 格- 冉 興の 際 不足 
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せる 一 箇の 所在が 判明せ なかった の は事實 として 今 も 宇治 町の 古老が 語り草に 殘 つて ゐる。 

藤 森の 猫 獅子 

同じく 藤 森 社 前の 石 柏の 一 對は 府下に 於け る 各 神社の それに 較べて 姿態 極めて 珍ら しく、 後世の 拍犬 (獅子) 

が 佛敎關 係から 阿 1^ の 形式 を 正しと せる に反して 阿の みの 形態 を 見せて 居り、 開 n 雄 豪の 相貌 を 1; 小して 全く 佛敎 

を 離れ 獨 立し 發 達せる 極致の 出來榮 えで ある を肯 かしめ る。 舊 約の 創世記に は 「彼 は 牡 獅子の 如く 伏し、 牝 獅子 

の 如く 蹲る」 とあって、 牡 獅子 は 伏し 牝 獅子 は うづく まると あるから、 伏す は 即ち まさに 飛び 懸 つて. 忠人 に^み 

つく 勢 ひで あり、 守護の 住に 當る祌 社 特有の 据ゐ 物と して は沟に 意義深き もの あり、 藤 森 神社の それ は、 ー對何 

れも 伏せる 姿態で ある 處に、 古く 席 時代の 型を捉 へて ゐる 1:^ しさが ある 譯だ。  ， 

飜 つて 府下に 於け る 各 神社々 頭の 拍 獅子 を 見る に 一 樣に熹 座の 上に 胸 を 張り、 頭 を 後ろに ^き- 前脚 を 前方へ 

片脚 だけ 出し 或 ひ は 揃 ひ、 尻 を 伏せて 居る。 此等は 頭髮が 流れ、 又は 捲 v;-^ であり、 又は 缺 けて 居る 杯の 部分的 

相違 はあって も、 獲物 を覘ふ 姿態で ない 丈け に 雄 豪の 相貌 はあって も、 何處 となく 落着いた 處が あり， 惡 人を氣 

殺す る 凄 さが 缺 けて ゐる。 

惜 むべき は 藤 森 神社の 石拍に 工人の 名を缺 くが、 德川 末期の 彫刻で 非凡の 腕の冴え を 見せて 居り、 播州より^ 

信者が 伏 奉行所へ 送りつ けた もの を、 奉行所の 取 計 ひで 藤 森へ 屈け、 社頭に 据ゐ たと くので ある。 然るに 時 

の 植村狩 知事 は神怫 分離 社僧 復 飾の 太 政宫布 達に 基き、 石狗は 所謂 獅子で 印度の 文化が 生める 怫敎 思想の 所 布 • な 


れば祌 社に は 不必要な ものであるとの 見解から 臺 座の 取 拂ひを 命じた ので あつたが、 後ち この 一 sii に 燈籠仕 換え 

の 工作 を 加へ、 油 料 寄進の 講中 を 作って 再興し， 現存す るに 至った もので、 府下に 數 もる：，；： ria 美術品 中に 於て 異 

彩 ある もの だ。  ， 

石 —— 又は 「かへ し 石」 とも 云 ひ 一 i 森 神社 境內 にある こと 都 名所 n 總ゃ山 州 名跡 志に も^せて ある 

が、 東 量 二 拾 貰 あり、 德川 時代に は 所 司 代 巡檢の 際、 祌職 をして 返さし むる 一つの 行蔡 もあった 程で、 年史 

蹟 天然記念物に 指定され た。 

▽ 藤の古 木 11 小 侍從の 歌に 「むらさきの 雲と てよ そに！ 3- へつ る は 木 高き 藤の 森に ぞ ありけ る」 と あり、 

拜 殿の 西南 隅に 數 百年 を經た 藤の 古木が 今尙ほ 年毎に 花 を^ かせて 居り、 傍らの 「紫 藤 之銘」 ^は 遠山 蓝 山の 

筆で ある。 

▽i^ta 嫁 11 同じく 境內に 石の 玉垣 を繞 らし、 二列の 古墳 七 ッは土 膨らみて 根笹 茂り 朧 ろげ に； i の 所在 を 

示して 居る。 舍人 親王が 蒙古 勢 を 討ち、 敵將の 首級 を 擧げ來 り、 戰利 品と 共に 此 地に 埋めた との 傅 説が ある。 

伊藤 若 冲の墓 

石 寺 後山に は 六尺 許りの 釋 尊の 立像と 涅藥 像が 安置され、 これに 十六 羅漢 五百大 弟の 石像が かれて 居る。 

風餐雨 食、 彫^ < ^朴、 僅かに 其 面目 を認 むる 程 だが、 之は霜家$:藤若冲が^11ら書ぃて彫刻せしめ石，条寺へ寄附し 

たものと 稱 されて 居る。 

I 九 


二 〇 

その 若 冲の墓 は 後山の 麓に あって 墓表に は 「斗 米 巷若冲 居士 墓」 と あり、 慕 側に は赏名 海 屋の撰 》 に 成る 一 碑 

が 建って 居る。 

若 冲の名 は 初め 春敎、 後ち 汝釣、 宇は景 和、 若冲は その 號 である。 又 斗 米 菊と も號し 京都の 靑物 問屋の 主人で 

あった。 幼より 霸を 好み、 初め 狩 野 家に 學び、 後ち 元 明の 古蹟 を模修 し、 又 光琳の 摯意 を^ じて 一流の^ 風 を 出 

したので ある。 人物 山水 草花 鳥獸 いづれ も 能くし、 殊に 鶴の 揮毫に 巧みで あり、 偶々 鶴の 粛を講 ふ もの あれば 必 

ナ米 一 斗 を謝禮 として 受けた との 奇談が 殘 つて ゐる。 後年 石 峰 寺の 側に 閑居し 黃蘗 派の 傳拘 和尙 に參禪 したが 寬 

政 十一 一年 九月 拾 日 八 拾 五 歳で 逝去した。 

伊藤 若冲碑  貫 名^ 撰 

奇 哉若冲 居士 之 用心 乎 丹 靑也余 每覽遣 跡 想 其爲人 及讀其 壽藏^ 其 用意 5^ 異於 常人 後上 石 峰觀共 じお^ 五&應 

眞像始 知 用 其 終身 心 力 於 阿堵焉 居士 自少 專務 新奇 不欲涉 奪 習 釗意單 情 作 水 墨 翊毛或 評 云 若 冲截難 ェ山於 水 

墨 至沒色 不能 居士 聞 之 仍作沒 色 數十幅 又 鄉意賦 彩 人 所 不爲今 見 藏相國 寺^ 是也善 平生 合作 0; 惜 小妄與 人お 

藏諸 名山 之 意 云 夫 古 之 名匠 如 觀陸吳 季其心 靈其腕 妙 仙 风所到 意 描 51： 出佛經 中！^ 變 相似 肱 發宇 《£ 之 秘幻技 至 

此可 謂盡矣 後生 鬻出皆 隨若莫 敢企後 慶倘有 鞭 勵之士 進歩 又 進々 A 不止其 勢 必將^ 思 及於茲 居士 乃 寄^^ 

無 朕 之 石像 焉盖其 意 謂 若 就 彼 無 相 有 相 之 間千奇 變寳光 百出 譎詭 條誕如 行雲流水 不可 捉； y 雖ぉ 祌仙點 化お 

安 得 窮極 哉 然則有 相 之 不足 盡無相 而無相 乃 足 盡有相 也 故 獨寓焉 居士 初 置 石像 肆 頭お 未 請 謚者使 出 一 鋪资旣 

而厭塵 土 則 矗毛縛 难石峰 石像 之 次 一 霜 換斗米 終 以身， I 其 用意 可 不謂奇 哉 至 ilim. 倣 擎形意 不能 忘 於^ 哀 


哉^ 寅 秋 京 輦地大 震 多 所所 頹摧應 眞亦不 免 歳癸已 居士 孫淸房 修理 復舊 使余識 其^ 於 慕 表 居 有 孫 一お 

▽ 石 峯寺觀 石 羅漢  市 村 水 香 

1 點傳心 悟 者 誰。 靈山 會裡證 明師。 應眞五 百點無 語。 猶似當 年聽法 時。  . 


山つ じて る や 五 百の 塞の 石 

若 冲忌頑 石 を 見に 山 に 行く 

老鶯ゃ 石の 羅漢 は 草の 中 

廣鬥の 赤き 壁 見 ゆ 竹の 舂 

阿羅漢が 肱に 擧に 落葉 かな 

廢 門に 卽 非の 額 や 白 牡丹 

三， 昧 の 羅漢 五 百に 風薰る 
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sp の 床と 竹の 下道 


々 

風 


隱棲 する もの 多く、 歌 詠む 者 は、 竹の 

確かに それと 判斷 のつ く 舊蹬は 一 つも 


平安朝 時代の 深 草 は 所謂 大宮人の 慷れの 地で、 此 地に 別業 を營む もの. 

下 直、 竹の 葉 山、 鶉な く 単； など 數 限り もな く 風 Is 今日に 遣して 居る が、 

ない。 これに 就き 都 名所 圖 絡に は  ., 

鶉の 床 は 深 草 野の 叢ら に與 をく む を 云 ふ 也、 此 所に 鶉の 床と 云 ふ 所 一所 あり、 竹の 紫 山の 邊 りなり。 後世 一 

二 1  一 


ニニ 

和歌に よりて なづ くる もの か。 昔より 鶴の 名所に して 聲は 他鄉に 優りたり とて 都下の 詞客 中秋の こ、 に 

来りて 美罄を 間く。 總 じて 鹑は 荒れた る 野に 鳴く ものな り。 萬 葉に は雜 鳴く 古り にし 里と 詠めり。 殊に 深 

草 は 荒れて 露 深き 邊 りなれば の 床 はしめ て 名のみ なる さま 也 云々 

と あり。 その 竹の 葉 山の 邊り 云々 に 就き、 名跡 志 は 竹の 葉 山の 所在 を 道 澄 寺の 南へ 一町 西へ ニ町餘 とし I. おの 床 

たる 地所に 隣る と說 いて 居る。 

此 說に從 へば 飯 食 町 西 裏、 竹 W の 境界に 在る 墓地 を 指す ので あるが、 俗稱 コクポ のお 地 附近と 爲すは 疑 はしい 

寧ろ 深 草 一 帶の麟 野に S 银 ひたる を 以て 深^ 野 を 指し 鶉の 床と 稱 する を 適 當と思 ふ。 

又、 竹の 紫 山に 就ても 名跡 志 は の 床に 隣る と說 いて ゐ るが、 同じく 都 名所 n 紛には r 齊塔寺 東より 一 帶の凹 

地を痕 谷と し 西方に 竹の 葉 山 あり」 と 記して 居り、 是れは 足利時代の 地 11 に徴 して 大和 大路に 沿 ふ 竹の^ 山の 

所在と 同 一 であり 事责に 近から う。 

竹の 下道に 就て は 名跡 志 も 名所 Ms. も墨染 寺の 邊り、 欣淨寺 襄の戴 地な りと 記して あるが， 往時 京都より 伏：： > - 

へ 往来す るに は 大和 大路より 深 革鄕內 (昔の大和大路は今の^^遠橋通ょり數町東にぁり^^水涌寺の馬缀先ょり來幅 

寺の 中 を 過ぎ 寶塔寺 前 を 南へ 過ぎ、 更に 木幡關 道と 伏 街道と に 分岐) に 至る もので 路傍 竹林 多き こと 古 ii の 示 

す虚 なれば 此 等の 竹林 を 指した もので あらう。 

V  後鳥羽院 

獵 にこし 鶴の 床の 荒れ はて- -冬 ふかく さの 野邊ぞ さびしき 


その 色 も わかぬ あはれ も 深 草 や 竹の 葉 山の 秋の 夕暮ニ 

V  一 

ふかく さや 竹の 葉 山の 夕霧に 人 こそ 見えね 鶴 鳴なる 一 

深 草 や 竹の 下道 わけ 過ぎ て ふしみ にか \ る 雪の 明 ほの 一 

厶  ^ 

深 草 や 鶉の 床 をけ ふより やい と、 空しき 秋の 古里 

ふかく さや 鶉の 床の 朝露の 袂に うつる 秋の 夕暮 ■  ^ 

竹の 下 冬 鶯の來 りけ り  一 


無 品 親王 

家  隆 

前關 白太 政 大臣 

後鳥羽院 

慈  鎖 

靑  々 


稲荷山の 劍谷 

一 の 峰の 北溪、 末社 長者 社の 舊蹟 で、 俗に 御劍 社と 云 ひ、 老杉 として 茂り 幽离 その 間 を去來 する 11 富に 

靜寂 そのもの、 境地で ある。 屹立 せる E 巖は靑 苔を帶 びて 滑らかに、 山氣 流れて 水よりも 冷たく、 彼の 一 代の 刀 

匠！ 二 條小鍛 治.： 一： 小 近は此 處に參 籠して 神の 吿げ により 山の 坡を 採り 燒^ の 川と し、 始めて 多くの 名刀 利劍を 得た と 

二三 


二  SI 

の 傳說が ある。 されば 移、 世 冶金の 職に 在る 者 祈願き 御劍 社に めて 名匠の 名ん 諷 はれん とする に 至り、 お 年 十 一 

月 八日に 木 社で 執行す る 火 焚 祭 は 一 っには||祭とも稱し鍛治のェ人として凡そ|^を使ふ程の者はこの0:の^}_>詣を 

怠らぬ ものと なって 居る。 祠 前の 祌， M  r 燒^ の 水」 は 今 も滚々 流れ出て i 鍊 匁の 昔 を 私語いて おる 

> 御腾 谷. 1 同じく 稻荷 山の 御 ii 谷 は、 往古 此處に 上中下の 三 社の 御 殿が あり、 文 永^ 問から は 冗. 社の 神 

變殿 として 此處 から 供進し、 御 勝 谷み 稱 さる、 に 至った。 今 も 1$ 年  一 e: 五 c: 大山 祌専み 執行し、 此 蹄の 石 g 亂 

で 山上の 祌々 に淸濁 一 一種の 祌酒を 供へ る 式が ある。 即ち此祌酒み盛った十器.^頂く事にょって新しぃ^幅が？：- 

られ ると 信じ、 式 後 ic= 格 逞しい 壯者 達が 雲集し 土器の 爭 奪に 肉塊 相 搏っ物 凍い 爭 振り を はせ るので あるが、 

この 暴風の 如き 厳 上の 狂 鬪も不 田- 議に 未だ 一 人の 負傷者 も 出さす、 聽て跪 風 一 過の II けさに 返り 祌 is- が： e らか 

に 終る の だから 一 つの 珍 行事と されて 居る。 

1> 十 石 塚 i 稻荷 山お 產镇の 池に 臨む 樹林 IK 蒼た る 丘 地が ある。 近年お 山 巡りの 新 逍が問 かれ、 此の 丘 地 を 

開鑿した が、 十 石橋 を 渡れば 新道に 接して 丘陵 あり、 これに對し池ほて小^1-陵み爲すのが荒疲せる市3¥とも觀 

られ尙 ほ 新道の 東に も 丘 狀の地 あり 總稱 して 十 石 塚と 云 ふが、 末 だ 考證を 進むべき 资 料がない。 

V 昭宣 公基 經の墓 仁 明 天皇の 嘉祥昭 宜公は 深 苺の 地に 極 樂寺を 建立した が、 この 域に 當る 現今 

の 喘 光寺 門前に 骄祌の 森と 稱 する のが ある。 反別 一反 一 ， ぬ、 形 方圓を 兼ねて 高サ 一 丈 餘の& 陵.^ 爲 して わるが 

山 州 名跡 志に は 是れ昭 { け； 公の 慕な りと あり、 雍州府 志に は 昭{ 一  H 一公 丼い 經の塔 は 木 播山淨 妙. 一 十に ありと し、 深^ 

と 木幡の ニ說に 分れて ゐる。 然し 古今 集に は 「堀川のお ほきお ほい まう ちの 君、 みまかりける時に！^；！^ゃの山に 


おさめけ る 後に よみけ る」 とて 

うつせみ はから を； つ \ も なくさめ き 深^の 山烟 だに たて 

深 草の 野べ の 樱し心 あらば この 春ば かり 墨染 に^け  上野 火 「雄 

此歌 並に 詞 によれば、 深 草に 葬りし こと 事 I 莨と 信ぜられる。 されば 深 草に て 火 化し、 この 慕 を 本^と して 木幡 

へは殘 骨で も 納め 塔 を 建てた ので あらう。 故に 雍州府 志に も 塔との みある。 因みに 淨妙寺 は 其 顷藤原 氏 代々 の 墓 

所があった 

\寺 本 中ん 吉の墓 雍州府 志に 「寺 本 氏の 墓 は 深 草 山上に あり、 繳田信 長と 足 利義昭 公と 六條 河原に 戰ふ時 

4if 本 氏 は 信 長 公に 從ひ戰 死す、 斯の人 深 草の 人な り、 故に 斯 山に 築く」 と ある。 今 はこの 資塔寺 中の 大雲院 

の 北に^つ て 土サ木 內藏允 忠吉、 法名 は 誠 本院 擧翁宗 心 居士で ある。 

▽ 少將. K —— 墨 染欣淨 寺 境 內に深 草少將 の 慕 あり、 池畔 老樹の 下、 少將 水と 云 ふが ある。 深山 狼に 「題 少將 

. 水」 の 詩と して 

少將誰 家郞。 代 遠 失 姓氏。 身 立 仁 明朝。 家 住 深 草 里。 獨傳 好色 名。 身 死 名 未 死。 君 名 不可 洗。 穴 r: 留少將 水。 潔 

士何 容飮。 入與貪 .M 比。 只有吳 隱之。 一 啜 可 未耻。 

\ 九 條家累 やの 墓 —— 攝政關 白 藤 原 道家 公は洛 東に 於て 大 伽藍 建立の 發願 あり、 洪 基に 於て 東大寺の 東 

の 字 や 取り、 盛業に 於て 興 福 寺の 一 i の 字 を 取って 兹に禪 刹 五山の 一 たる 朿， 1 寺 を 起した とい ふが、 其^ 家公以 

後數 代の- 圾 おが 煙 減して ゐ たるに 明治 拾 四 年 九月、 東 福 寺 山の 南、 車 坂と 稱 する 處で發 された。 即ち こ X に 

二 五 


二 六 

は 嫌 足 公より 二十代に 當る 道家 公 を 始め、 敎實、 忠家、 忠敎、 師敎、 房窗、 ^敎、 經敎、 忠甚。 滿敎、 政 基、 

尙經 公に 至る 三 拾 一代 迄、 更に 遡って 十八 代兼實 公の 坡慕も 塔 中 桂 al 院 (今 は疲 寺) 車 坂に 於て お i 拾 五 年に 發 

見され た。 

▽ 阿保 親王の 墓 -—— 伏兑 街道 三ノ 橋より 北、 阿保 にあり、 町の 凡そ 一町 許り 東に 小 土 封が あって 是れ 

が 親王の 墓と 稱 せられて 居る。 

▽ 記 < マ ^山 ，11 山村 町の 北 林 宗次郞 氏が 日露 戰役 後に 丘 地 を 開拓して 戰役 記念 碎を 建てた 處 から 一 般に 記念 山 

の 名で 稱 せられて 居る が、 今 は 日蓮 上人の 丈餘に 及ぶ 座像が あり、 之れ に對 して 淸正 公の 銅像と 乃木將 5^ の 馬 

上 颯爽た る 英姿が 臺石 上に 仰がれ、 道 を狹む 下良ケ 谷の 丘に も 白砂 稻荷 を勸 請し、 小祠に 近く 幅 祌の陶 像が^ 

てられて 一 小 公園の 觀が ある。 殊に 土地 は 山城 盆地 を 双眸 裡に 鳥瞰し 得る 丘 地 なれば 樹木 圍繞 する も 低く， 視 

野 を 遮る 何物 もな く、 俚 人 半日の 淸 遊に 適せる もの だ。 即ち 深 革に 於け る 新ら しい 名所の 一 つで あらう。 

雀の お 宿 11 f い 一 遠 橋 通の 鍵 谷 氏 宅 を 雀のお 宿と 云 ふが、 今より 二百 年 程 以前より 多くの 雀が 座敷と 云 は 

す臺所 迄、 W 梨 を 造り 喧しく 囀す る樣は 全く 意 話の 世界 その 儘で あり、 深 草の 名に 負 ふ 名所と 云 はねば ならぬ。 

サ右竹 や 雀が 宿の 新枕  支 考 

むら 時雨 崔 ひさ ごの 影法師  靑 A 

^見に はいる 二人が 頭巾 かな  同 

うるめ 燒く 雀が 宿 は 古り にけ り  同 


竹の 卷 雀の 宿の 雨 さびし  蝶 衣 

ふくべ 吊る 亭主に 馴染む 雀 哉  虚 明 

春の 宿と は f 雀の 留守な りし  可 種 

▽ お茶の 淸水 I 石 峰 寺 前 石段の 南側 畑の 中に 井筒が ある。 往昔 大和 大路 は 石 峰 寺 前 を 寳塔寺 前へ、 更に 

南した もので、 傳說 では 大官に 仕へ る 要職の 人、 茶を嗜 み、 態々 宇治橋 三ノ 間へ 河水 を 汲まし めて ゐ たが、 そ 

の 使 ひの 者-誤って 水 を 零し、 再び 後戾 りの 勞を偷 んで石 峰 寺 前のお 茶の 淸水を 吸み 歸 つた。 然るに 主人 は 茶の 

嗜み 深い 慮から 忽ち 水の 變 つたこと が發覺 しお 叱り あると 思った ところ 反って 三ノ 間の 水に 優る と 褒められ。 

繭來 使の 者 は 遠く 宇治 へ 使す る勞が 省け る やうに なった とのこと だ。 此 お茶の 清水の 地 は 石 峰 寺 一 一代 石 門 が 法 

藏庵を 建て 隠居せ る境內 に：^ し、 明治 初 (牛 取 潰し 畑と なった 凹地 だが、 近年 地 盛りした- -め 新たに 井筒 を^し 

現存して 居る。 又お 茶の 淸水は 西 半 町の 鉄道線路に 近き 茶碗. 3  (チヤ ワン コ) だとの 一 說も あるが 缀所 は蔡大 

和 大路に 沿 はぬ ので 疑 はしい。 

猿 九 太夫 古跡 

三十 六 歌仙 傳、 皇胤紹，^^錄等にょれば猿丸太夫は攝津蒐原郡深1草鄕の人で、 後苹近 江の 曾 束 山中に 隠れた が 時 

代は詳 かで なく、 恐らく は 一 兀慶！ a- の 人 だら うと ある。 或は 戶 皇子の 子、 山背 大兄 王の 第三 子 弓 削 王の^ 名 だと 

も稱 されて 居る、 是れは 萬 葉 集の 弓 創 王の 詠 中に 猿 丸の 歌が 列記され て あるた めの 推定で あらう。 雍州府 志に、 
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猿 丸太 夫 は 深 icf 鄉の 人で、 奥山に 紅葉 踏み わけ  の 名歌 は 藤 森 社の 北に 小山と いふ 字 名の 畑が あり、 その 奥 

山め. 古跡で あると 云 ひ、 扶桑 隱逸 傅に、 猿 丸太 夫 は 深 の 人、 今 も 深お を 名 づけて 猿 丸 鄉と云 ふ、 と かれて あ 

る 0 

深 草 師圑の 設置から 衞戊 病^ 敷地に 充てられた 處に古 境が あり、 今 は 地 均ら しされて 終った が、 それが 猿 丸の 

塚 だと 云 ひ、 或は 藤 森 を 離る- - こと 東南 約 二 了 俗に 庚申 塚と 云 ふの が 隠棲の 古跡 だと 云 ふな ど、 ズは猿 丸太 夫 

の. 古跡 調 杏に 甚だ 腦 まされた が、 觅 まれ 深 草の 鄉の 人た るに は 誤りが ないやう だ。 そこで 筆者に 1 つの 疑 ひが あ 

るの は 猿 丸太 夫 は 職業の 名で、 名歌 を 遣した 人が 其 職業 を 代表し 其 名を獨 占し、 猿 丸太 夫と 云へば 其 人な りと 後 

世に 信ぜられ たかに 思 はる 、 ^^o 

太夫 か 職名で ある こと は 誰 人 も 信す るが 猿 丸 は 更に 分類され た 特殊な 職業的 部族 や 形成した もの II と 推 £ えす 

れば、 その 部族が 特殊の 位地 を 守って 何 を 爲し來 つ たかを 考 へねば ならぬ。 旣に 特殊な 部^と 斷定 して 其 職業 を 

考 ふるから は、 茲に野 r 儿宿彌 の 後裔た る土師 連に 率いられた 雜 戶を考 へて 兑る 必耍が 起って くる。 即ち 土 帥 部 は 

野 見 宿 彌に率 ゐられ て 出 雲から 大和に 來た 民族で あり、 出 雲 地方に 定住した 朝鮮 民族で ある こと は 祝 部 土器が 朝 

鮮 土器の 系統に 屬 する を 見て 判斷 され やう。 

されば" 凹 部 日本海 岸 地方に ゐた 沿岸 民族 系統であって 天孫 民族より 以前に 日本に 居 を めた 先： お 族 だが、 野 

見 宿彌の やうな 英傑 を 出しながら 一 般 的に は 一 般 民族の なかに 解消され す、 特殊な 部族 をい つ 迄 も 形成して 来た 

ので ある。 此中 にあって 優れた 藝能を もつ 者 は、 その 藝能を 職業と する に 至った が、 取纏めて 云へば それ は 千秋 


萬 歳と 獅子舞で ある。 就中 禹歲の 藝能は 最も 古い もので、 恐らく 彼等が 諸處の 大社 等に 隸 場す るに 至った 以前 か 

ら、 これ を 以て 各地の 農家 を 訪れ、 農作の 豐饒を 祝ぎ 廻った もので あらう。 それが 年の 變り 目の 春に 來る萬 歳の 

正しい 意義で ある。 而 して 此萬 歳の 藝能は 猿樂、 能にまで 深い 影響を及ぼして ゐ るが、 彼の^^樂の能の最も寬き 

ものと される 「翁」 は此萬 歳の 藝 能の 系統に 屬 すると 信じて よいと 思 ふ。 

以上の 筆者が 考察から 猿 丸太 夫 は 即ち 職名で あり、 中に 天禀の 才能 ある 者が 名歌 を 遣し、 その 人が 職名 を 代表 

し獨 占した ものと 斷 じたいの である。 

小 天皇 趾 

偕 行 社 前に は 老樹 數本 あり 雜 草の 茂る に 任せて 荒廢 せる 儘に 顧みられね 一 丘^が ある。 ゎづ かに 小 天皇の 標石 

建ちて 何等かの 由緒 ある 地で ある を 想 はしめ て 居る が、 是れ府 社 藤 森 神社 西 殿の 祭神た る 井上 內 親王、 早 良 親王. 

伊豫 親王の 三 柱を祀 つた 舊趾 である。 即 ら延應 三年、 關 白九條 道家が 東 副 寺 を 創む るに 當り、 本 町 十六 丁目 現在 

の 未定 陵の 跡に 塚 本の 社が あった を 深 草 極樂 寺の 南で ある 現在の 小 天皇の 地に 遷 した もので、 後ち 應 仁の 亂に社 

頭 悉く 兵 愛に 催り 灰 減した 處 から 藤 森に 遷し、 西 殿 に^けて 祀る こと.^ なり、 小 天皇の 舊地 はお 旅所と して 小； 1 

を 建てた が、 今 は それ も朽廢 しお 旅所と して 低ぶべき 何物 も なくなった。 
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第二、 御陵 墓 

緖 言 

太古の 陵 は、 その 制詳 かで ない が、 多く 山 顚に營 築せられ、 石棺 を^ ひられて 居る。 神武 天皇 以後 は 大抵 丘に 

よりそへ て 御陵 を造營 せられた が、 開化 天皇の 顷 より 陵 is がの 制 大に備 はり、 山に よりて 前方 後圆形 を^し、 圓形 

は 三 段に 作り、 圓 形の 處を高 くし、 石柑を 設けて 御 松 を 納め 奉って ゐる。 而 して 方形の 處は 稍々 平にして g 形の 

處と 前後 相 接し、 其 間は卑 くして 狹く恰 かも 瓢の 如く、 陵の四面には溝を|-り廻らす.^常とし、 兆 域 は ^だ 魔く 

、 頗る 廣大を 極めて ゐる。 それが 用 明 天皇より 後に 至って は總 じて 圆形 となり、 山麓 山 股 又は 平地 を 撰び 御^ 營 

ある やうに なり、 奈良朝 時代 を經て 平安朝 時代に 入って は 佛敎が 隆盛 を 極め、 火葬 を 行 ひ 給 ふやう になり、 a つ 

簿葬を 以てせら る- -に 至り、 時には 遣 詔に よって 山陵 を 起し 給 はぬ 事 も あるに 至り、 それが 爲め 後世 御陵の 所在 

を詳 かにせ ざる もの も ある やうに なった。 

即ち 至尊の 御 火葬で は持統 天皇 を 始めと し、 御 遣 骨 は天武 天皇 陵に 合 葬し 奉った が、 嵯峨 天 皇には 、水く 祭祀 を 

絡て よと 遣 詔し 給 ひ 山陵 を 起されす、 淳和 ||<皇 も 亦 遣 詔せられ て 御 骨を大 原野 山上に 散し 奉らし め 給 ひたれば、 

此兩帝 は 山陵 を 起され ざるに 依って 後世 荷 前の 例 SB に 預り給 はぬ ので ある。 

これより 後 は 多く 寺院に 葬り 奉った ので 山陵の 制 は 古の 如く 行 はれす、 後白河 天 の 御^ を 法 華 堂に 收め 奉つ 


た 以後、 後深草 天皇 も 之れ に 倣 はれて 安樂 行 院の法 華 堂に 納め 給 ふ あり、 次で 此深草 法 華 堂に は 伏 兄、 後伏見、 

御 光齩、 後 圓融、 後小松、 稱光、 後土御門， 後柏原、 後奈良、 正 親 町、 後陽成 天皇の 十一 代の 御せ を 納め 奉り、 後 

水 尾 天皇 以後 は曩 に四條 天皇 を 葬り 奉りし 泉 涌 寺に 納め 奉った ので、 同 寺 は 恰も 御菩堤 所の 如く 觀らる \ に 至つ 

たので ある。 

然るに 慶應ニ 年 十二月， 孝 明 天皇 崩 じ 給 ひ、 同 三年 正月 御 葬送 を 行 は せらる. r や、 從來 永く 行 はれ 來 つた 茶 si- 

の 御 儀を廢 し、 壯大 なる 後月 輪 東 山陵 を 起された が、 これ 変に 我國 上古の 葡 制を複 興し 給へ る もので、 明治天皇 

伏 見 桃 山陵、 昭憲 皇太后 伏 見 姚山東 陵 大正 天皇 武藏多 摩 陵 は 申す も畏 きながら、 山陵の^ 構、 宏壯 雄大に 拜し奉 

るので ある。 

山陵 は 列聖神 靈の鎭 まり ませる 靈 域で あるから 御 歴代 天皇の 崇配敬 重し 給 ふこと は、 もとより 言 を俟 たない。 

されば 御 歴代 天皇 は 即位の 初、 必す吿 陵 使 を 立て. - 即位の 事 を 奉告し 給 ひ、 立太子、 改元、 外 藩の 來朝、 朝貢、 

祥瑞 等、 いづれ も 之れ を 巾 陵に 告げさせられ、、 また 天皇の 御惱 又は 天下に 災異 ある 時 は、 山陵に 奉幣して、 その 

平癒 鎭護を 祈請し 給 ふた 例 は 頗る 多い。 即ち 龜山 天皇の 文 永 五 年 六月、 異國來 製の 報 ある や 特に 山陵 使 をして、 

祌功皇 后、 天智 天皇、 宇多 天皇、 後三條 天皇、 後 由 河 天皇、 後鳥羽 天皇、 土 御門 天皇の 七 陵に 禅 吿文を 奉らし め 

00$ 國 .：}^ 平安 の さ れ たのであった。 

現代の 制に 於ても、 即位の f 及び 大 祭の 御擧行 期日 决定 せる 時 は、 之れ^^^^；：^所、 ，M.H.I. 殿、 神殿に 奉告し 給 ふ 

と 同時に 神宮、 祌武 天皇 山陵 並に 前 帝 四 代の 山陵に 奉幣し 給 ひ、 卽 位の 禮 及び 大 §1：! 祭訖 りたる 時 は、 天皇、 皇后 

三 一 


三 二 

と共に、 祌宮、 神武 天， M 山陵 並に 前 帝 四 代の 山陵に 11 し 給 ふの 外、 fK.rr 御成 年式、 天な, - 御大 婚、 皇太子、 ，M 太 孫 

御 結婚の 御 式に も、 奉幣 又は 御 親 謁の御 定めで ある。 

列聖の 山陵 を 尊敬し 給 ふこと 斯の 如くで ある。 されば 中古 山陵の 制、 殊に 嚴 で、 之れ が 修理 保存の 道 亦缺く 

る 所な く、 大寳の 制で は 治 部 省に 諸 陵 司 を 置かれて 專 管され、 喪 葬の 禮、 供幣の 典， ^く 倫 はり、 その 下に 陵戶 

があって 山陵 を 守られた。 即ち 陵戶は 雜戶の 類で、 山陵 を 奉 護し、 その 職 は 世 錢で調 店 及び 雜^ を 免ぜられ、 若 

し 陵戶少 くて、 その 陵に 充 つるに 足らぬ 時 は、 附近の 百姓 を點 じ、 年 を 限って 膪役を 除き 之れ に 充てられた。 

延喜 式に よれば.' 凡て 諸 陵墓 は 毎年 二月 宫人を 差遣して 巡檢 せしめ、 兆 域 を 正し、 Ig 溝を修 し、 崩壤 や》 の 25^ が 

あれば 特使 を發 して 修理 補 築せ しめ 給 ふた。 又 山陵に 對 する 刑罰 は 律令に 明文が あって、 兆 域 門. r に閬 入し^ 水 

を攀 折す る も 罪に 虚し、 山陵 を 毀たん こと を 謀る もの は 謀 大逆と し 斬に 處す るの 殿 制であった。 然るに 後世 戰亂 

相次ぎ、 政權 武門に 移った 處 から 皇室 式微と なり、 尊厳 無比の 靈域 も、 雨露 荆 棘に 瑰 もれ 恐懼に 堪えぬ お 樣を昆 

るに 至った。 

山陵の 荒廢を 嘆いて、 1: 代 御陵の 調査 修築 を 行った は、 實に德 川 五代 將軍 綱吉 である。 初め 川 越！^ 柳澤告 保の 

家 Hll 細 井 知愼、 その 兄 基藏の 意見 を 聞き、 元 祿十年 その 主柳澤 侯に 建言し、 更に 柳澤 侯より 建 fS せる に i^: くもの 

で、 德川實 記元祿 十二 年 四月 二十 九日の 條に 

こたび 本朝 元 弘建武 の大亂 以後、 古 帝王の 寢 陵荒廢 して、 其 有が 確かなら す、 椎牧雄 免の^ 徑 となりき、 

然る を數 百年 を經て 修理す る 事な し、 是 一大 闘 典と いふべ し。 しかる を當^  (綱 吉) 感じ 思 召 ありて、 こ 


の 年頃 御料 は 代宫、 私領は 領主に 仰 ごと 下り、 普ね く 古跡 を搜 索せ しめ、 藩籬を.^-ぅけ、 樵釆を 禁ぜられ 

しに、 この 月 その 琪 成功せ るよ し。 京 職 松 平紀伊 守信庸 より 注進す (中略) すべて 祌武 天. M より 後花園 院 

まで 百 三代、 重 卵 二 代と 安德 天皇 を 除きて 外、 崇神、 仁 賢、 繼鉢、 欽明、 陽 成、 宇多、 村 上、 花 山、 一條 

、 三條、 後 一 條、 後朱雀、 後冷泉、 後 三條、 堀川、 ニ條、 六條、 後深草、 伏：： 儿、 後 伏见， i> 稱 光の 二 

十二 陵 は湮沒 して 其 跡 もさ だかなら す、 現存 七十 八 陵のう ち、 十二 陵 は舊垣 あり、 六十 六 陵 はこた び 新た 

に 表 章 せらる 云々。 

と、 これより 先き 三 拾餘年 前， 萬 治 元年 雲 州 松 江 侯 松 平 直 政 隱岐を 巡視す る や、 後鳥羽 灭 陵 (資は 御.^ 所 

) の荒廢 せる を 修理し、 ， ^に 延寶七 年- 佐 渡 奉行 曾 野 五郎兵衛 吉 4- 國中 巡視の 後、 順德 天お 陵 (御 火葬 所) の 荒 

れ粱 てた る を 歎じ、 幕府に 上 請して 修理 を 施した 事が あり、 共に これ 聖她 修補の 先^と されて 居る。 又 元祿修 5^ 

の顷、 京都に ド：： ^林と 云 ふが あり、 醫を 業と したが 夙に 帝陵の 荒廢 せる を 歎じて 一お 記 を招獵 し、 地 を 踏资し 

口 碎傳說 を査毅 し、 元 祿九年 前 王 廟陵記 ニ卷を 著し、 以て 後世 を 警めて ゐる。 天 保 や 中には 蒲 生 秀^が 詣 國を跌 

涉し、 苦心 經營の 後ち 山陵 志 ニ卷を 著し， 大に 勤王の 志氣を 鼓舞す る あり、 この. ぬ 水 戶烈公 も 光園の 遗志 を紹ぃ 

て 諸 陵の 荒. M せる を 歎き、 殊に 神武 天 皇陵の 修援 せざる 可から ざる を 思 ひ、 老中 大久保 加 賀守忠 腐に 請 ふ 所 あつ 

たが 容れ られ す、 この 後 時勢 はー轉 して 勤王の 志氣 上下 を 風靡す ると 共に、 山陵の 荒廢を W る は 一種の 時代^神 

となり、 若宮 水 枝、 世 古國栖 雪、 平 塚 瓢齊、 谷 森 種 松、 矢 盛 式部、 砂 川 政 故、 今 井 通 倭、 高^:5敬、 水 島 永 政， 北 

浦定 政、 山川 定宜、 戶 W 通 元、 川路 聖膜 等の 山陵 研究家が 續 出し、 著書 も 亦 頗る 多く 出で、 茲に 文久元 治の 大修 

三 三 


三 四 

補 を 促した のであった。 

文 久ニ年 字 都 宮候戶 田 越 前 守 忠恕 は、 書 を 幕府に 呈 して、 山陵 修補の 事 を 請 ふた。 蓝し此 前年 は IIS 侯に 令 

して r 國 政に 就きて 氣 付きた る 事 あらば、 忌憚な く 上申せ よ」. とあった からで、 忠恕の上書は即ちー：#府り令^1!1!に 

對 する 答申と 云 ふべき ものである U 其 要 3in に 

今日の 急務 は 士氣を 振興す るに 在り、 士氣の 振與は 報 本反始 によりて 人 ira を 厚 ふし、 忠孝の 觀念を 養 ふ を 

最耍 とす、 その 人情 を 厚 ふして 忠孝の 觀念を 養 ふ は、 千餘年來荒廢せる天朝御代々の御^^所を修袖するょ 

り 善き はなし 

と 論じ、 且つ 「山陵 修補の 事 は 主上に 取りて は、 追 遠 莫大の 御 孝道と なり、 將 5sf 家に 於て は^ 火の 忠節と なり、 

公武 合體の 趣旨 彌々 顯 はれ、 海內 一般 その 德 化に 浴し、 報 本 反 始の情 厚く、 眞に 忠孝の 士氣板 起 .Tii 云々」 と 云 

ひ、 愈々 御陵 修補の 事、 許可 あるに 於て は、 その 任務 を 自己に 一 任せられむ 鼎 を 懇請して 「私 依 も元來 勝手 本 如 

意に は 御座 候へ 共、 斯御 時節 御爲 筋に 相 成 候に 付、 如何様 共力 を盡 し、 家中 粥 を 啜 候 共、 尊敬 心 切 を心掛 修補 可 

仕 候」 と 忠誠 切實を 極めた 處 から、 幕府 も 直に 之れ を 採 川し、 宇都 宮 藩に 命じて、 山陵 修 柳の is^ を iwi^ せしめた 

のであった。 

時に 藩主 忠恕 尙 弱年の ため 大任に 當る ことが 出来ぬ ので、 幕府に 請 ひ 同族の 家老 瀨三郞 忠至を 本姓に 役し、 

戸田 大和 守と 稱し、 藩主の 名代と して 實務 に當 り、 文久 三年に は 神武 陵の 修補が 成り、 廣 應元ハ 牛に ：4H つて 各 御陵 

の 修補 全く 成功し、 この 故 を 以て 大和 守 は 特に 大名に 列せられ 高 一 萬 石を附 せられた。 惟 ふに 慶應ニ 年 十二月、 


孝 明 帝 崩御に 際し、 山陵の 制 を 復舊し 給へ る は、 この 大和 守の 建白に 基く ものと 斷 じて 良から う。 

御 深 草 天皇 深 萆北陵 

嘉元ー 一年 七月 十六 日 (八月 廿 五日) (紀元 一 九 六 四 年) 富 小路 殿に 於て 崩御、 十七 日夜 深 草 殿に 渡し 奉る 。伏晃 天皇 

の 頃から 後花^ 天皇の 御代まで 後深草 院 への 山陵 使 はいつ も 深 草 法 華 堂に 立てられ たから、 陵 は 此處に 定まる。 

► 御 事蹟 11 御名 は久 仁、 御諱は 素實、 常 磐 井 殿、 又は 富 小路 殿と も稱 す。 後嵯峨 天皇の 第三 皇子、 御 母 は大宫 

院藤原 佶 子、 第 八十 九 代の 天皇、 寬元 元年 六月 十日 御 降誕、 同廿 六日 親王 宣下、 同 四 年 正月 後嵯峨 天皇の 禪を受 

けて 四 歳に して 即位し 給 ふ。 在位 十三 年 改元す る こと 五、 正 元元 年 拾 一 月 後嵯峨 上皇の 意に よって 位 を 泉 太弟恒 

仁に 傅へ 院政 を 聞き 給 ふ。 嘉元ニ 年 七月 十六 日 崩 去御壽 六十 二。 天皇 孝 友 和 順、 譲位の 後ち 毎に 後嵯哦 上皇に 侍 

して 宴遊の 度 每に從 ひ、 後嵯峨 上皇 崩御 0 後 は龜山 天皇 親ら 庶政 を决 し、 後深草 上皇 は 殆んど 何の 御, 係 もな く 

唯 名のみ の 院政 を 見られた。 後宇多 天皇 即位 せらる X に 及んで、 益々 憂 lg にか- -られ たから 北條 時宗 天皇の 第一 

皇千を 後宇多 天皇の 皇太子と した。 天皇の 意 初めて 釋然 たる ものが あつたと いふ。 伏 見 天皇 即位の 時、 淺 原爲輟 

0 謀 逆が あった。 衆議 粉々 として 龜山 法皇の 意に よった ものと 爲す ものが あった。 藤 原 公衡勸 めて 法， M を 六 波 If 

へ遷 さんと した。 後深萆 上皇 潜 然として 曰く 「浮言 信じ 難し、 何ぞ速 かに 此に 至らん、 先帝 もし 知る あらば 朕 を 

何と 思 ひ 給 はん」 と 事 遂に 釋然 たる ものが あった。 

伏 見 天皇 深 草 北 陵 

三 五 


三 六 

文 保 元年 九月 三日 (十月 十六 日) (紀元 一九 七 七 年) 持 明院に 崩御。 五 ：11 深 草 5g にて 御 火葬、 御 骨 は 後深草 院 

の 法 華 堂に 納め 奉る。 

► 御 ^蹟 11 御名 は熙 仁、 法名 素融、 後深草 天皇の 第二 皇子、， 御 母 は玄輝 門院； i 原焙 子、 左大臣 ぽ 雄の 女、 ^九 

十二 代の 天皇に 當ら せられ、 文 永 二 年 四月 御 降誕、 建 治 元年 十月 後宇多 天，： iiii の 皇太子と なり、 弘 安十ハ 小.：'：：^ 卄 一 

日 受禪、 正應 元年 三月 十五 日 即位、 十 一 年 改元 二度、 永 仁 六 年 七月 廿 二日 位 を 後伏兑 天皇に 讓り院 中に 政 を聽き 

給 ふ。 延慶 元年 花園 天皇 即位し 給 ふや 再び 院 中に 政を聽 き、 正 和 二 年 十月 機務を 後伏見 上皇に 驢 し難髮 して 伏 

殿に 移る。 乾 元 二 年 三月 又 持 明院に 移り、 文 保 元年 九月 三日 崩御。 深 Ic!- に 火葬し 法 華 堂に 御^ を納 む。 天，：： ぶ 和歌 

をよ くし、 書に 巧みであって 嘗て 藤原爲 兼に 命じ 萬 葉 集 以下の 和歌 を 選ばし め 玉 葉 和歌 槳と 名附 く。 初め： 太.：：：」 北 

條 時宗の 援立 する 處 であった から 時宗の 子處 時と 謀って 御 伏 3- 天， M を 立てられた、 後宇多 法， M 其 先帝の 說に f はへ 

る こと を 責められた から貞 時と 議定して、 後深草、 龜山ニ 帝の 皇胤 を迭 立す る lerj となし、 十 年 を 以て 期^と す。 

兩院迭 立の 爭ひ 之れ から 起る こと.^ なった C 

後伏見 天皇 深 萆北陵 

延元 元年 四月 六日 (五月 廿 五日) (紀元 一 九九 六 年) 持 明院に 崩御。 八： EC 嵯峨 野に 火葬し 仙骨 は 後 深 おの 法 

華 堂に 安 じ 奉る C 

► 御慕蹟 11 御名 は 魔 仁、 法諱は 初め 輝： 覺、 後 行 覺と改 む。 伏 見 天皇の 第一 皇子、 母 は 准三宫 藤原經 子、 ^i^ 


氏の 女で ある。 第 九十 三代の 天皇に あたらせ 給 ひ、 正應 元年 三月の 御 誕生、 八月 親王と ならせ、 二 年 四月 皇太子 

に 立つ、 永 仁 六 年 七月 禪を 受け、 十月 十三 日 大政 宫廳に 即位、 平安 三年 正月 位 を 皇太子 邦 治 親王に 譲る。 在位 僅 

かに 三年 之れ 全く 大覺寺 派の 天位 を 望みし 結 である。 そこで 天皇 は ニ條富 小路 殿に 移り 新 院と稱 した。 花園 天 

皇正和 元年 上皇 專ら 院政 を 行 ひ 文 保 一 一年 伏兑 上皇、 後宇多 天皇と 兩統 十年迭 立の 約 を 結び、 後一 一條 天皇 皇子 邦 良 

親王 を 立つ、 蓋し 邦 良の 祖母 は 後深草 天皇の 女、 遊義 門院で あると ころから、 持 明 院統を 和らげん とした もので 

あった。 後伏見 上皇 これ を 喜ばす 元享 元年 十月 石淸水 八幡に 祈り 皇子 景： 仁 を 皇太子たら しめんと し 正中 一 ー年皇 太 

子 邦 良 する や 北條高 時の 力 を かって I 立 年 量 仁 を 皇太子に 立て 早く 大統を 受けん こと を 加 茂 社に 祈る _ 益し 是れ後 

醍蝴 天皇の 約に 遠って 譲位の 意志がない ところから である。 元弘 元年 後醍, 天皇 笠 il^ 山に 遷幸し 給 ふや、 高 時 

仁 親王 をた て- - 光厳 天皇と し、 上皇 常 磐 井 殿に 居して 院政 を 行 ひ 給 ふ。 三年 三お 赤松 則 村、 後醍謂 天皇の 勒を奉 

じて 来り 攻め 上皇 及び 天皇 並びに 花園 上皇 を 六 波 羅に遷 して 諸方の 兵を徴 し、 五 月 足 利 尊 氏 上京. 上，ぉ大に，-^.-び 

給 ふたが 尊 氏 却って 後醍國 天皇の 詔 を 奉じて 六 波 羅を攻 む、 上皇 大に 驚き 圍み をつ き 近 江 伊吹 太平 護！： 寺に 幸し 

駐る こと 十八 日、 京都に 歸り 六月 持明院 に薙髮 し、 延元 元年 四月 六日 崩御。 御 齢 四十 九。 

後小松 天皇 深 蘼北陵 

永 享五年 十月 二十日 (十二月 十日) (紀元 二 〇 九 三年) 崩御、 二十 七日^ 誦 寺に 火葬し 御 骨 は 日 野 新 中納首 御 

手函 に 入れ 深 法 華 堂 に 納め 奉る。 

三 七 


三 八 

亨御 寧蹟 11 御名 は § 仁、 法諱は 素行 智、 後圓融 天皇の 長 皇子、 御 母 は 通 陽 明院嚴 子、 第 九十 九 代の 天皇、 永 和 

三年 六月 廿 六日 御 降誕- 永 德ニ年 譲り を 受け 同 十二月 即位、 御 年 六十 ニ歲。 北朝の 第 六 代に 當り、 足 利 義滿將 

の 時世で ある。 明德 三年 閏 十月 吉野 朝と 媾和し、 父子の を 以て 後龜山 天，：： ：1 から 神器 を 受け 給 ふ。 應永 十九 年 八 

月 位 を 皇太子 奮 仁に 譲り、 在位 三十 年、 改元す る こと 五 度、 政を院 中に 聽 かれた。 、水享 三年 三月 剃髮、 同 五 年 十 

月 一 一十 曰 洞院仙 居に 崩御。 

稱光 天皇 深 草 北 陵 

正畏 元年 七月 二十日 (九月 八日) (紀元 二 〇 八 八 年) 土 御門の 皇后の 黑戶に 崩 去、 二十 九日， 2^ 誦 寺に 火 都、 三 

十日 御 拾 骨， 中納言 經成鄕 御^ を かけ 深 草 法 華 堂 に 納め 奉る。 

► 御事躐 11 諱は實 仁、 法諱 は大 寳簿、 後小松 天皇の 第一 皇子、 御 母 は 日 野 資國の 女 光範 院資 子、 第 百 代の 天皇 

に當ら せられ、 應、 水 八 年 御 降誕、 十华 親王 宜下、 後小松 天皇の 譲り を 受け 二十 一 年 十 一 月 即位、 天. M 佛を 好み 給 

ひ、 常 齊し給 ふて 鋼が なく、 因て皇 弟 後花園 天皇に 位 を 譲り 給 ふた、 在位 十六 年、 正 長 元年 七月 二十 御、 御 

齢 二十 八、 改元 二度、 

後土御門 天皇 深 草 北 陵 

明 應九年 九月 一 一十 八日 (十月 三十 一 日) (紀元 一 一 一 六 0 年) 崩 去、 拾 月 四日 御 入柁、 御柁 は， 謹 寺の 寺 {= -の沙 


汰數 日で 遲引 するとの 事であった から、 御 稍と 稱 して 實は 桶に 入れ 奉る。 尤も 蓋 あり、 絕 にて 悉皆 張り 廻し、 十 

一 月 十 一 日 泉 涌 寺で 火葬、 入費の ない 處 から 四十 餘日 あまり 延^し、 武家が 納めた の は 唯 一 萬疋 であった から、 

泉 涌 寺の 盡カ により 辛うじて 御 葬送が 出来た 次第で ある。 十一 一日. 御 拾 骨、 せ 露 寺中納 I 一目 深 草 法 華 堂に 籠め 奉る。 

此法華 堂 は 安樂 行 院の內 の 一堂で あつたが、 此 頃に は 本院 旣に 返轉 して 此 一堂の みが 殘 つて 居た ので ある。 

► 御事蹑 11 御名 は 成 仁、 法， S は 正 等 觀、 後花園 天皇の 第一 皇子、 御 母 は嘉樂 門院 藤 原 信 子、 贈 太 政 大臣 信宗の 

女、 第 kn 二 代の 天皇に 當ら せられる。 嘉吉ニ 年 五お 二十 五日 御 降誕、 寬正五 年 七月 十九 日、 父 天皇の 讓りを 受け 

翌年 十二月 二十 七日 即位、 在位 •  二十 六 年 改元す る こと 六 度、 明 應九年 九月 崩 去、 御壽 五十 九。 

後柏原 天皇 E 萆北陵 

大永六 年 四月 七日 (五月 二十 八日) (紀元 ニー  八 六 年) 小 御所に て 崩 去、 十一 日 御 入柁、 五月 三日 泉？^ 寺に て 

御 火葬、 四日 源 宰相 中 將御骨 を 肩に かけ 深 草に 納め 奉る。 僧 衆 請 ひ 取って 之れ を收 めた から 宰相 中 將は共 所 を 昆 

なかった とい ふ 事で ある。 

► 御 isi- 蹟 11 御名 は 勝 仁、 後土御門 天皇の 第一 皇子、 御 母 は 贈 皇太后 源 朝 子、 第 百 三代の 天皇で ある、 寬正五 年 

十月 二十日 御 誕生、 文明 十二 年 親王と なり、 將軍義 政の 邸に 元服、 時に 十七、 明 應九年 三十 七で 踐 し、 永 正 十 

八 年 即位の 禮を行 ひ 給 ふた。 在位 二十 六 年、 改元 三度、 大永六 年 四月 七日 崩 去， 聖壽 六十 三。 

後奈良 天皇 深 草 北 陵 

三 九 


弘治 三年 九月 五日 (十バ 七： n) (紀元 ニニ 一  七 年) 5g; 去、 十 一 日 御. 松、 十 一 明 二十 二日 tl^Ifi 寺で. i<f 葬し 二十 

五日 御 拾 骨、 廣 橋大納 1H 御：^ を 肩に 懸け、 深 草に 納め 奉る。 

ザ 御^ m 11 御名 は 後柏原 天ね A の 第二 皇子、 御 母 は豊樂 £Si 原 藤 子、 贈 大臣 勸秀寺 敎秀の 女、 第 百 四 代の 天皇、 

明 應五年 十二月 二十 三日 御 降誕、 大永六 年 四 巧 二十 九日 踐舴、 在位 三十 一年、 改元す る こと 三、 弘治 11: 年 九 五 

日 崩 去、 御壽 六十 二。  - 

正 „ ^町 天皇 漆 萆ま陵 

文 祿ニ年 正月 五日 (二月 六日) (紀元 ニニ 五三 年) 仙 洞に 崩 去、 六日 泉 浦 寺に 渡御、 二十 三日 火葬し 奉る。 

V 蔡蹟 11 御 講は方 仁、 後奈良 天皇の 第一 皇子、 御 母 は 贈 皇太后 藤原榮 子、 百 五代の 天皇、 永 正 十六. 五月 二 

十九 B 御 降誕、 天文 二 年 親； 土と なり、 弘治 三年 十 巧 御 年 四十 二で 即位し 給 ひ、 永祿 ：；； 年 正 H 即位の 禮 を^げ 給 ふ 

た。 在位 二十 九 年、 改元す る こと 三度、 天 正 十四 年 十 一 e: 位 を 皇太孫 和 仁に 譲って 太 上 天皇と なられ、 文 ニ^ 

正 M 五日 崩 去、 寳壽 七十 五。  ， 

後陽成 K<皇Kyi#l 陵 ， 

元 和 三年 八月 二 拾 六日 (九月 二 拾 五日) (紀元 ニニ 七 七 年) 仙 洞に 崩 去、 九月 三十 ncs^ 浦 寺に 火葬に，^ 御 骨 

を 深 t;: 十 法 華 堂に 納め 奉る。 

> 御 ^蹟 11 御名 は 周 仁、 幼名 は 和 仁、 正 親 町 天皇の 孫、 陽光 院誠仁 親王の 第 一 皇子、 御 母 は 新 上^ 門 藤 Isi^ 子 


第 百 六 代の 天皇に 當ら せらる。 元 龜ニ年 十二月 十五 日 御 降誕、 天 正 十四 年 九月 正 親 町 天皇の 子と なり、 十 一 

月 七日 禪を 受け、 二十 五日 即位、 御 年 十六、 十六 年 四月 四日 關白豊 臣秀吉 の 請 ひに より 聚樂の 第に 行幸が あり、 

皇室 尊嚴 漸く 舊に復 した 感 があった。 十五 日 秀吉縱 下に 諸 大名 を盟 はしめ 御料 を 內裏仙 洞に 奉った、 十八 日 還 幸 

文祿 元年 正月 二十 六日 又聚樂 第に 行幸が あり、 慶長九 年に は 徳川家 康供 御料 を献じ 一 萬 石 を その 額と した。 在位 

二十 六 年、 改元 二度、 同 十六 年 位 を 後 水 馬！ K 皇に 譲り、 元 和 三年 八月 二十 六日 崩 去、 寳毒 四十 七。 

後光 嚴天皇 g| 萆北陵 

應 安七 年 正：！：  二十 九日 (三月 二日) (紀元 二 〇 三 四 年) 柳 原 殿に 崩 去、 三十日 御 入柁、 安樂 光 はの 長老 之れ を 

沙汰し 二月 二日 泉 1^ 寺に 火葬、 三日 拾 骨、 藤 原 中納言 忠光鄉 頸に かけ 奉り、 法 華 堂に 納め 奉る。 

► 御 ie^ 蹑 —— 御名 は彌 仁、 法 光融、 光嚴 天皇の 第二 皇子、 御 母 は 陽 祿鬥院 藤原秀 子、 北朝 四 代の 天皇、 歷應元 

年 三月 二日 御 降誕、 觀應 三年 八月 足 利 尊 氏 天皇 を迎へ 立て、 時に 御 年 十五、 南朝の 諸將 a.- 兵 を 起し 來り征 む。 

よって 天皇 歷々 所々 に移遷 さる。 在位 十二 年、 改元 五 度、 應 安四 年 三月 位 を 太子 緒 仁に 讓り、 七 年 正月 二十 九日 

腐 去、 御 年 三十 七。 

後圓融 天皇 深 萆北陵 

明 四 年 四月 二十 六日 (六月 十四日) (紀元 二 〇 五三 年) 小山 殿に 崩 去、 二十 七日 泉 涌 寺に 火葬し 御 廿は法 

堂に 納め 奉る。 11 以上 十二 帝 は 皆 法 華 堂に 鎭 まり 給 ふが、 此堂は 世の 亂れ 打續 きて 荒れ て. -ゐ たの を 後陽成 
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四 二 

天^：！^舗御の時^興がぁり、 今の 法 華 堂 は 文久ニ 年の 修築で 二 間 四方で ある。 十： 稱を 廻らし 正面 は 稱审： 門が ある。 

► 御事蹐 —I 御名 は 緒 仁、 法諱は 光淨、 後光 嚴天皇 の 第二，：：：.： 子、 御 母 は崇賢 門院 仲 子、 北朝 五代の fj::r 延文三 

年 十二月 十三 日 御 誕生、 應 安七 年 十二月 即位、 在位 十一 年、 改元 三度、 位を^：ー：：太子：&仁に讓って院にぁって政を 

聞かる。 明 德四年 四月 二十 六 曰 崩 去、 寳壽 三十 六。 

► 深 草 十一 一 帝陵に 就て 

以上 深 in:f 法 華 堂に 鎮まり 給 ふ刘聖 のうち 當 時の 御 治世 を 回想し、 臣チ として 殊に 恐懼に 堪えざる は 御 土 御門、 

御 柏 原、 御奈 良の 三 帝で あると 信す る。 即ち 後土御門 帝の 御 治世に は 寬正五 年の 御踐祐 より 三年 を 經て應 仁の 亂 

起り、 山 名.： 示 全、 細 川 勝 元が 互 ひに 黨を 集め 合して 二十 餘禹、 大軍 京都の 地に 爭 ふこと 拾 K 牛に 及ぶ ので あるか 

ら世は 亂れて 麻の 如く、 皇室の 式微 も甚 しかった 時で ある。 この 天下 騒然たる 有様に 就て は 太平 記に、 

京都の 堂 社 宮殿 殘り 少なく 燒け 失せぬ る こと、 だ^ iiil- とも 覺 えす、 唯 法滅の 冈緣、 干； 城の 衰微と ぞ见 えた 

りけ る。 禪院、 律院、 御^ 禱所、 三 拾餘筒 所の 佛閣 も皆此 時に 燒 かれけ り。 されば 來山 西郊 寺 K も 稀れ に 

貝 鐘の 聲も 幽かに して 無明の 睡り も覺め 難し、  - 

と あり、 更に 後 太平 記に も 

近年 打繽き 飢饉の 後 なれば、 世の 亂を 好む 軍贼、 物 取 ども、 時を5忡たりと^5-び、 京 中に 走り 廻って 町 架 商 

屋に火 を 放ち、 金銀 米穀 を 押 取り、 剩 さへ 王城 を も 恐れす や X も すれば 禁門を 犯し 椋め しかば、 六 門 の， 


固お びえ 騷ぎ、 鉢 を 差 置く 間 もな し。 後花園 上皇 これ は 如何なる 世と なりぬ と 叙 慮 を 倾け給 ひ、 寢襟穏 や 

かなら ざれば、 諸 卿 侖从議 あって、 世 は旣に 魔魅の 掌に 落ち、 人心 を 失 ひ、 十 善の 君 を だに も 知ら ざれば、 

斯ては 金闕爭 てか隱 やかなる べき (中略) 今 は妨亂 凶賊の ため 遽 かに 御 忍 幸 御 坐し ませば、 月 卿 雲 客殿 上 も 

直 衣の 裳 を 挑げ 歩行 跳に て 夜半に 紛れ 密かに 忍 歩お はしける。 鳴呼亂 世と は 云 ひ 乍ち 一 天の だに も、 斯 

かる 亂妨 の災ひ をば、 王化 を 以て も 免れ 給 はすと、 貴賤 感嘆せ すと 云 ふ 寧な し。 云々 

されば 皇室の 御料 も、 武人の 專橫に 委せて 上納す る ものな く、 1K 皇 世の ra^ 敢な きを 恨み 出家の 思 召が あり、 又 

文明 拾 一年に は 東宮に 位 を 譲らん とし 給 ふたが、 幕府の 献 する 費用 乏しく、 それさへ 出來 ぬ御惱 みがあった ので 

ある。 次で 後柏原 帝の 御 治世 は、 應 仁の 亂後 衰微 その 極に 達し、 即位の 大禮を 行 ふこと が 出来す、 踐祚後 二 拾 一 

年を經 たる 大永 元年に 至った 大阪 本願 寺の 僧 光典が その 費用 を 奉り、 漸く 大禮を 行 ふこと を^た ので ある。 

また 後奈良 帝の 時 も 先帝の 御 治世と 等しく、 踐 肺の 費 乏しく して 使 を 四方に 派し 北條 氏の 五 萬疋、 今 川 氏の 三 

萬疋、 朝食 氏の 一 萬：，^、 白山 は 百 疋を献 じ、 天文 五 年 大內義 隆其總 費用 二 拾 萬疋を 上納す るに 及んで 僅かに 即位 

の大 禮を擧 ぐる ことが 出来、 實に踐 祚後十 年を經 たので ある。 而 して 此年は 日蓮 宗 京都 諸 山の 活動 目 しく、 宗 

獨特な 强き立 正 安國の 精神が 何物 も 折伏せ しめす に は 澄かぬ 勢 ひとなり 他宗 折伏の 鋭鬪を 各所に 演じ、 天^^ゼ.の宗 

徒 は發展 しゅく、 新宗に 一大 痛棒 を與 へて 一 擧に 屏息せ しめんと 大法 亂を捲 起す に 至り、 他方、 illg 國の守 誰 人 火 

名高 家 も紊れ たる 無力の 政 に啼を 吐いて、 國 を擧げ 益々 搖蕩 し、 關束 では 北 條と上 杉が 戰ひ北 では 長 尾が 全 

道 を援亂 し、 山陰 ひ-は 尼 子經政 攻め 動き、 伊豫で は 河 野 父子 相戰 ひ， 安藝で は 毛 利、 武 田、 吉川等 所領 を 論じ、 

四 三 
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全く 國內は 九 夷の 亂戟 が績 いたので ある。 

斯うした 御 治世 なれば illr: 室の 式微 も 極度に 達し、 紫 寝 1" の 築地， れて 三條梳 上から 內侍 所の 燈火を 見^る やう 

に 荒れ Ei- て、 左 近の 橘の 附近に は 毎日 茶 を賣る ものが あり、 ^fa と共に 御 脇に 結びつけて jss- けば、 筆の 百 人 一 

首 や 伊勢 物語が 下がる と 云 ふ 話 は、 實に此 御世の 幕であった。 されば 天， M 夢の 中に 

梓弓と ると も 菊な 厩 ふなよ 野 はふ じ 袴い つれ を かはん 

と 御 歌 を 詠 じ 給 ふたと 聞く ので あるが、 何たる 悲慘の 御製で あらう。 if 者 は 深 草 北 陵に 鎖 まり 給 ふ 列 の 御 治世 

當時を 追想して 感溉 殊に 鋭く 恐懼に 堪えざる ものが ある。 

仁朋 天皇. 鏍萆陵 

嘉祥. 二 年 三月 一 一 拾 一 日 (五 十日) (紀元 一 五 〇 一 年) 淸凉 殿に 崩御、 一 一十一 一日 装束 司、 出 作 司、 養 役夫 司、 治 

路司を 任じ、 二 拾 五日 深 草の 山陵に 葬り 奉る。 经 終の 禮 は皆儉 約に 從ひ、 綾羅 錦 繡の類 帛巾ゃ 以て 之れ に換 へ、 

鼓吹 方 相の 儀 悉く 停止せ しめた。 是れ遣 詔に 依る もので、 四 W: 十二 日 山陵に 樹木 を 列 栽し、 問 を 一 丈と し 行 をな 

さしめ た、 陵 は 今 丘の 形 をな さす、 長方形に 小 陸 を 廻 らして 居る。 周圍百 三十 間。 

A 御 事蹟 11 御名 は 正 良、 世に 深 帝 草と 稱す。 嵯峨 天皇の 第 三 皇子で、 御 母は禮 林汽. ^后 橘嘉 I" 子、 _ め 五十 代の 

天皇 である。 弘仁元 ハ牛御 誕生、 十四 年淳和 天 皇の 太子と なり、 天 長 十 年 二月 受禪、 承和三年初めて檢非^^使廳を 

置き、 六 年に は 彈正臺 が 逮捕の 任に 堪えぬ とい ふ處 から 其 任 を も 使廳に 委ねた。 旣 にして 九 七月^ 帶刀伴 健 


5r 但馬權 守、 橘 逸勢 等 皇太子 恒良 親王 を 奉じ 東國に 走って 亂を 謀る との 風聞が あつたから、 詔 を 下して 伴 健 3^- 

橘 逸勢 等 を 捕へ て 配流し、 太子.^ 廢 した。 これ 恒良 親王の 藤原氏の出 でない 處 から 藤 原 良 房 等が 喜ばなかった 結 

鬼で ある。 在位 十七 年、 改元す る 事 二、 嘉祥 三年 三 巧 廿ー 日 崩御、 資靡四 拾 一。 天皇 叙 聰明で 衆 藝を包 綜し最 

も 經史に 耽り、 諸子 百 家の 書に 通ぜ ぬと いふ こと はない。 兼ねて 文藻 を 愛し 漢音の 淸濁 を精辦 し、 射に 巧みに、 

書 を 能く せられた。 

A 女御 貞子墓 11 名跡 志 云、 仁 明 天皇の 女御 巴、 天皇 陵の 傍 有 此墓由 載。 三代 窗錄 曰、 良 觀六年 六月 三日 丁 已：： 11- 

日 仁 明 天皇 女御 正 一 一位 膝 原 朝 Hil 貞 子薨、 勅 贈 正 一 伉 葬 深 草 山陵 兆域內 云々 

仲恭 天皇 九條陵 

天 幅 二 年 五月 二十日 (六月 二十 五日) (紀元 一八 九 凶年) 崩 去、 同 二十 三日 御郝、 陵 は 今 圆壞で 周 ii 百 四十 五 

間。 

A 御眞蹟 11 御名 は懷 成、 世に 九條廢 帝、 又は 半 帝と も稱 せらる。 順德 天皇の 第 四 皇子、 御 母 は 東 了 條院、 第 八 

十五 代の 天子で ある。 建 保 六 年順德 天皇の 太子と なり、 承久 三年 四月 禪を受 く、 時に 御ギ 四、 藍し父天皇は後^:! 

羽 天皇と 共 y 討幕の 師を擧 げんと し 給へ るが 故に、 便宜上 位 を 避け 給 ふたので あった。 既にして {：：：：^ 述 敗して 北 

條 泰時大 ：4- を^ ゐ 上京す る や、 同年 七月 }K 皇祌器 を 閑院內 裏に 菜て. -九條 おに 避る。 在位 僅かに 七十 餘日、 文^ 

元年 五月 二十日 九 條院に 崩 去、 得 毒 拾 七、 明治 三年 七 明治天皇、 仲恭； 大皇 と謚 せらる。 

i  ,  i  四 五  1  . 
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第三、 神社 

緖 言 

筆者 は 兹に祌 社篇を 設け、 深 草に 於け る 各 神社の. S 緒 を明徵 にす るに 當り、 一言 我國 民の 間に 獨 お 的に 發 し 

來 つた 固有 神道の 意義 を 明らかに したいの だが、 實は 之れ を 明らかにする ことの 容易なら ぬを感 する ので ある。 

开は 吾々 の 祖先が 遣した 所の 神話に 據 つて 考察す る 外に 途 のない を識る 時、 その 神話が 纏められて 構成され た 記 

紀 の傳說 なる もの も、 旣に 朝鮮と 交通 を 始めてから 遙 かに 後ち の裹 であり， 支那と も 盛んに 交通して ：5 つた 時代 

であるから 編者 は 何れも 漢文 を擧 び、 支那の 書籍 を讀 み、 支那の 文化に 憬れ、 何惠も 支那 を 模範と し、 之れ を模 

傲す る 事 を 努め やうと した 人々 であり， 從 つて 支那の 神話 を 取り 潤色す る は 極めて， Z 然な 事で、 現に 日本書紀の 

初めに ある IK 地 闢 なと は 唯 南 子 や 三五曆 記から 借り 來 つた 說が 多分に 識 込まれて ゐる専 は 旣に學 ^の 論 明して 

ゐる處 である。 

假 りに 斯様な 事 は 比較的 重要で ない 部分と しても、 其 神話が 祖先から 傳へ來 る 問 に は、 絶えす 輸入せ られつ- r 

あった 支那の 古傳說 などに 影響され て 知らす 識らす 固^の 神話が 變 化して 來る こと は 想像に 難から ぬ處 である。 

されば 純粹の 固お 思想と 云 ふやうな 事は容 に 使用し 得ない 言葉で ある を 知る の だが、 然し！^ 際に 於て 固有 神^ 

が 存在した 事 は 疑 ひ 得ない ことで あるから、 兹に 筆者 は 充分に 注意 を 加へ て 考察 を 行 ひたいと 思 ふので ある、 

四 七 


四 八 

神道 信仰の 對象は 云 ふ 迄 もな く 神で ある。 その 「力 ミ」 の 語義 は 如何、 換言すれば 古代人 は 如何なる もの を 「 

カミ」 と 呼んだ か。 これに は 古來學 者が 様々 に說を 立て 

1、 明 神と 書いて 日本 *1 記に 「ァラ 力 マミ」 と訓 ませて ある 所から 見る と 「力 ミ」 は 「力  >  ミ」 の^ 略で あ 

ると 云 ふ說。 

1、 すべて 尊い もの を 「力 ミ」 即ち 上と 稱 すると 同じ 意味から 来て 居る ものであって、 長 {0:1、 頭 髮等を 「力 

ミ」 と稱 する 所以で あると 云 ふ說。 

1 、 「力 ミ」 は 明 見の 略、 即ち 祌明 照臨す るの 意味で あると 云 ふ說。 

1、 隱り 身の 省略で、 即ち 人の 目に る 事の 出來ぬ もの だとす る說。 

1 、 「力 ミ」 は 牙 (力 ビ) であり、 日本 書記に 「天地 末 剖 陰陽 不分、 渾沌 如 鶴 子. S 悻而含 牙、 云々」 と ある 

此 牙が 祌々 の 現 はれ 始めであって、 之から 「力 ミ」 の 語が 出た と 云 ふ 平 田^ 胤一 派の 說。 

次に 本 居 {ー 且長 も、 總て 尊き もの、 恐るべき もの、 強力なる もの、 奇 しきもの 等、 世の常 ならざる もの ケ 指し 「力 

ミ」 と 云 ふとして 居る が、 此說は 多く 迎 へられて 居る やう だ。 

惟 ふに 「力 ミ」 は 被る と 云 ふ 語と 關 係が あるら しい。 一般に は 上、 長上 等の 意味で、 遲？；^ の 地 を 下と 云 ふに 對 

して 首都に 近い 地 を 「力 ミ」 と 云 ひ、 河の 上流 を 「力 ハ カミ」 と 云 ひ、 人 問の 頭髮も 「力 ミノ 毛」 と 云って る 

。 更に 帝， 貴人 等の 堪合 にも 用ら れ るので ある。 此 意味から 人と しての： 大， おは 「力 ミ」 と稱 され、 EE を 神 鳴り、 

狼を大 神、 各地 方に 蟋 居して 覇を なす 酋長が！： 津 神と 呼ばれ もした 譯 である。 耍するに祌は單に宗敎的の^！；^味に 


のみ 用 ひられた 丈け でな く  一  31  い 廣汎な 言葉で あり、 神道 信仰 上の 「神」 は 其 中の 一 部の 「力 ミ」 だと 解すべき が 

妥當 であらう と 思 ふ。 斯く 論じて 來 ると 國民 信仰の 對象. となって ゐる祌 に は 如何なる ものが あるか、 大^ すれば 

自然 神と 人間 神と であり 更に 精密に 考 ふる 時 は 頗る 複雜な 問題が 起って 來 るので ある。 

自然 神と 云 ふ 中には 自然 其 もの を崇拜 する のと、 ，：n 然物义 は 自然現象 を 神格化し、 それが 其 SI 然を司 掌す る 神 

となった ものと が ある。 然し 此等 は擎 者の 編む 深 草 誌の 現在の 祌 社に 何の 關係も 及ぼす もので ないから か；： く 事に 

して、 人間 祌と云 ふ 中には 人 問 其 ものが 直ちに 神と して 尊崇 せらる \ ものと、 死後其霞が神となって^^ポ；^せらる 

i ものと ある。 その 最も 著し いのは 天地 11 闘の 神々 であって、 之れ は 人間的の 神と 云った 方が よいで あらう。 即 

ち 現在 人 問で あらせられる 所の 天皇の 御 祖先で あると 云 ふ^から 云へば 當然 人間で なければ ならぬ が、 それ は 形 

體を 具へ す、 獨り 生り ませる 神で あると 云 ふ 点に 於て 最初から 一種の 祌 であり、 或 ひは總 ての 点に 於て 人間性 を 

^つて 居る が、 而も 山川 河 海 を 生み出す と 云 ふやうな 超 人間的の 働き を爲 せる 点に 於て 又 最初から 1： である。 即 

ち我國 の. 傳說 上、 神代に 現 はれた 神々 は 皆 超 人間性 を 有つ 所の 神で あり、 同時に 何れも 日 木國： il^ の 祖先で ある 

点に 於て は 人 問で ある。 斯く 神と 人間との 間に 嚴 格な 別 を 立てない 所に 我が 國民 信仰の 特色が あるの だ。 

然し 乍ら 神道 信仰の 本體 は、 人間の 鎮魂 を 神と して 崇禅 する ものである。 人^ は 9? 肉の 二 元から 成って：^ て， 

肉體が 生沾を 失って； 鶴 魂 は 不死の 生命 を 保ち 神性 を 具へ て 超自然的な 働き を爲す ものであると：： ムふ のが 我が！！ 

民の 本來 的に おって 居る 信仰であって、 今日 迄國 民の 神道 的 信仰と して 維持 せられて 居る のは赏 に此 信仰で ある。 

この^ 後に 於て 〔g 魂が 神と なると 云 ふの は 日本 國 民に 限った 信仰で はない が此 信念が 祌迫 信仰の^ 礎 をな す も 

w 九 


五 〇 

ので、 靈 魂の 中で も 特に 自家の 祖先、 氏の 祖先、 國民 全體の 祖先と 信す る 所の 大祖の 讓を祀 る 事に きを？ はく 故 

を 以て 神道 は 祖先 崇拜敎 であると 云 はれる ので ある。 而 して 期く 祖先の 靈位を 崇拜 する は 其 接 位が 其 子孫 を 保 i」 

すると 信す るからで あるが、 兹に 一 つの 異例 は、 其 子孫、 北 ハ國民 を 保 謹す ると 信す る 反面に、 敬す る 祌は人 ii 

神で あるが ため 反對 に呪咀 する 事 も あると 信ぜられて ゐる。 例へば 寃 罪に 依って 殺された とか、 に 角 失脚した 

人々 は それが 縦し 充分の 理由 ある 處の 制裁であった にしても、 その 制裁 を 受けた に 就て 怨念 を 含み 崇り をな す^ 

合 ありと 考 へられて 居る の だ。 此 意味から 祌 として 國家、 國 民が 崇敬せ る ものに 上、 下 御、 軸 ^ 神社、 北野祌 社、 白 

峰宮が あり、 崇道 天皇 以下 菅原 道眞 まで 八 柱の 神様が 祀ら れてゐ る。 

吾が 深 草に 於け る 藤 森 神社の 祭神 中に も 早 良 親王が あり、 親王は桓武帝の^^でぁるが、 長 岡： 邀 都の 述議 おで あ 

り皇都 造營の 長官であった 中 納言藤 原種 繼に對 し 憤らせら る- -事 あり、 延 四 年 九お、 桓武 帝の 平城官 行幸 中に 

留守の 種繼は 刺客の ため 暗殺せられ、 下手人 は 直ちに 逮捕され たが 延 いて，！：；.： 太子と なった：： 十 良 親王に 及び、 遂に 

太子 は廢 せられて 淡 路に遷 され、 途中 斷 食して 崩 去 あらせられて 居る。 又聖武帝の第ニ^；：^女で光仁天^：！-の^^！-后で 

あらせられた 井上 內 親王と、 光仁 天皇の 第三 皇子で 大同 一 一年 事に 座し 乙 訓郡菱 川の 誠 所に 幽 死され た 三 品 中務伊 

豫 親王の 御靈 も、 词 t  く 塚 本の 社に 祀ら れ、 後ち 膝 森 神社へ 合祀され て る。 

足 利 尊 氏 兄弟が 吉 野に 御 崩御の 後醍醐 帝の ため 夢 窓國師 をして 緣故 深き 組 山 離 一 の 地に 一 大 伽藍 を 建立せ しめ 

たの も 是れ御 怨讓を 和め 奉り 自己の 安心 を 求める 爲 めであって、 當 時の 信仰と して 其 怨^の 崇りを 怖れる 情の 殊 

に 切であった 事 は 察する に餘り あり、 神社の 建立が 人心の 極く 微妙な 機微に 觸れ てゐる こと は 信仰 史ぶ ポ敎 史上 か 


ら見遁 す 可から ざる ものである。 

筆者 は、 神道の 中心が 人 靈崇拜 であり、 神道の 特色が 此所 にある 所以 を 述べ 盡 したと 信す る。 そこで 吾 園の 神 

なる もの は 後世の 發 達し た宗敎 意識 か ら 云へば 完全なる 性格で あると は 云 ひ 得ない。 即ち 耶蘇 敎 の ゴット の 如く 

全智 全能の 神で はなく、 怫敎の 彌陀怫 の 如く 唯 一 絕對の 存在で もない こと は 云 ふ 迄 もない が、 是れを 人間に 比較 

する 時 は、 超自然 力 を 有って ゐる 丈け に、 より 貴き 存在で、 同時に 人間的の 弱点、 人^らしい 感情 をお つて 居る 

から、 時 ありて 怒り、 喜び、 哀しみ、 好み、 惡む ものであると 信ぜられて 居る。 此結m^uして祌が人間に近ぃと 

云 ふこと は 反 對に人 節が 神に 近づき 得る と 云 ふ 事で あり、 神 を 絶對の 彼岸に かす、 人 も 努力に 依って 神た る 

事が 出來 ると い ふ處に 神道の 犬なる 道 德的價 値が あると 思 ふ。 

神道の 神 は斯の 如き もので あり、 德川 時代の 國舉者 は 此純粹 固有 神道 を强 調し 來 つたので あるが、 然し 宗敎は 

時代の 進歩に 伴って 進歩すべき ものであるから、 神道 を强て 古代の 儘に 停止 させて 置かう とする は 問 遠って 居る 

即ち 固有 神道の 良い 点 は飽迄 擁護し 保存せ ねばなら ぬが、 同時に 失 はれた もの を 恢復し 併せて 外部からの 刺戟 を 

受けて 發 達を績 ける 永久性 を 保たねば ならぬ ものと 信す るので ある。 此 意味から 儒 敎佛敎 の 輸入 は、 中に 神 近 精 

神 を破壞 する やうな 事 もあった が、 然し 影響 を 受けて 往昔と 著しい 變化 を： a るに 至った は事寳 である。 

是れは 違った 思想 信仰 を 有する 二つの 國 民が 相 接する 時、 必す 相互に 影響す る 自然の 過程で あり、 その 場合 進ん 

だ 方が 他の 方に 對し、 より 多く 影響 を與 ふるもの なので ある。 此結 菜と して 今 も 尙ほ國 民の 一部に 信仰 を 保ち、 神 

社 側に 於ても 漫然 これ を 容認し、 否 中には 固有 神道への 思想の 混 清 を歡迎 しつ i ある 極端な もの ある を兑 るの は 

五 1 


.  五 二 

彼の 〇 緯 說に關 係の^ 5 星の 信仰で ある。 此 北辰 北 斗の 信仰 は 神道に 入って 神社と して 現 はる 》 に 至った が、 平安 

朝から 鎌倉時代 にかけ 大將 軍を祀 るの 記錄は 甚だ 多く、 本來は 陰陽師の 行ふ處 の！： 化の 祭りな ので ある。 即ち 京 

の 地に 神社と して 所謂 大將軍 社なる もの- - 生れし は、 例へば 玉 城の 四面に あつたと いふ 束 方 南禪寺 e: 前の もの ( 

今は絕 えて 其 跡 を大將 軍と いふ) 、 西方 紙屋 川 一條 東 入の 大將軍 社、 南方 膝 森 神社の 大將 5^ 社、 北方 大德寺 門". S 

の 大將軍 社 等で あり、 此 等の 創始 時代 は詳 かで ない が、 玉薬承久ニ年四月拾四日の條に？^阁社燒亡の^^を調べて 

延久ニ 年 十月 十四日 戌尅 感祌院 榊地燒 亡、 牛 頭 天 王足燒 損、 八 王子 御 體並蛇 一一 ^氣 神， 大將 5^ 御 體燒亡 

と あり、 祗鬨 社の 如き 佛 寺と 神社の 中 問 を ゆく 所謂 宫 寺に 始め 佛の 性質 を帶 びて 祀られ たもの が、 祗^ 社 は^ 世 

段々 神社と しての 色彩が 强く なり、 且つ 非常に 廣く 信仰 せらる- - やうに なった 時に、 其 中の 大將ポ も、 や H 灭王 

や 八 王子と 共に、 諸方に 勸 請せられ たもので は あるまい かと 思 ふ。 鬼 まれ 藤森祌 社に は 今 も 八幡 社と 共に 此大將 

箪 社が 攝 社で あり、 其 建物 は特建 保護 物と なって 居る が、 今 は 五行 生 刻の 思想に 何の 關聯 もない 岩 長 姬命を 祭 祌 

と稱 して ゐ る。 

次 は 佛敎の 天 部 諸 神と 吾が 神道の 神との 所謂 神佛習 合に 就て 一言せば、 此習合 は 吾が 國の 神が、 外來の 怫敎を 

保護す ると 云 ふ 思想から 始まり、 車實 佛敎の 護法 神た る 天 部 諸祌は 吾が 國の 神明と 何の 交涉 もない に 拘らす 之れ 

を 混同して 批難 を 廻 避し、 彼の 東大寺 大怫鑄 造に 際して は 宇佐 八幡が 幕 業 を 援助した と ひ、 加護の 御 禮と稱 し 

て 金字 最勝 王經、 法 華經其 他を献 じ、 兹 に怫經 奉献、 神前 讀經の 端 を 開き、 國 n ^信仰の 方向 轉換を II る 手段と し 

たのであった。 舉 者はヒ の 祌佛習 合に 就き、 僧 行 基の 本 地 垂迹 說は 姑ら く 措き 最も 活動せ る 人に 叙 山の 傅敎と ia- 寺 


の {4i 海^ 擧 ぐる ものである。 即ち 傳敎は 叙山鎭 守の ため 赤 山 明 神を勸 請し (元 亨釋 書)、 空 海は稻 荷の 神が 老翁と な 

つて 現 はれ 佛法 保護の 誓 を 立てられ たと 朝廷に 奏聞して、 東 守の 鎭 守の 祌 とし、 稻 荷の 神木 を 請けて 塔 を 建てた 

(廿ニ 社本緣 等) そこで 尙ほ 一歩 を 進め、 國 民の 信仰が 未だ. 相の 现觀 によりて 解脫を 得る を 本 匕 "とする grif 的佛 

敎に緣 遠く、 只 加護の 恩 惠に浴 せんとす る宗敎 心より ない 専を 知る や、 茲に 吾が 國の神 は S 荼界會 の 諸 尊の 垂 

迹 なりと 說き， 息災、 增益、 敬愛、 調伏 等は修 して 靈驗 あらぬ と 云 ふこと はない と說 いたのであった。 素より {<丄 

海に して は 現世 祈禱の 低い 宗敎 心.^ 善導し、 やがて.： ：！ 心 怫を開 見し 解脫の 境に 住せし めんとの 思念から であり、 

此阶 により 禱の門 を 11 くこと は 信念 向上の 過程と して 餘儀 なきものと 觀 じたからの 事で あらう。 

空 海が 祌佛習 合の 善 巧 方便と して 現世 祈 禱を說 くや、 忽然 稻荷 山に 現 はれ 擧身投 地の 徹底的 行 法み- 修し 十界頓 

超の 现 念に 突入 を 期した 人に 淨藏货 所て ふ修驗 者が あった。 即ち 空 海の 息災、 增益、 敬愛、 調伏 を 人の ために 

も修 したので、 その 信仰者 は 法 筵に 充 ちた と聽 くので あるが、 今は單に古地圖に行^^の所在を殘すのみで、 加贺 

白山の 泰 澄の 如く、  二 荒 山の 勝 道の 如く 傅說 のみ 傳 はり 確 實 なる 史料が 乏しい から、 何の 程度 迄が je^ 實 がお：.^ に 

定め 難い ものが ある。 然し 此 等の 修驗者 は 多く 眞言 秘密に 屬 する もので あり 之れ に 系統 を 引く こと は 後世の 修驗 

道が 眞言 宗と關 係の 深い 所から て 其 性質が 想像 せられる。 

" 始め 案 氏が 稻荷 三ケ 峰に 祖先 を； まり、 (社 傅、 二十 二 社 註 式) 秦 氏の 一族 代々 社 司と なり 山城 地方に 1^ 然 たる 勢力 

を， 示す 一族の 信仰 を 鍾め來 つた ものが、 後ち 签海現 はれ、 朝廷に 奏聞して 東 寺の 鎮守と し 現世 祈 禱を爲 すに 至つ 

て". 眞言 宗の 隆盛と 共に 稻荷社 も 朝野の 歸 i ん になり、 初午詣 でが 京都 の 一 風俗と 讅 はる- 1 に 至った 事 は 

五三 


諸蔡 記に 徵 して 明らかな 處 である。 斯くて 鎌倉時代よ. 

として 本 地佛の 沙汰の 無い もの は 無い 有様と なった が- 

▽  s£ 荷 神社 は  一 


下 社  如 一 

中 社  千 一 

上 社  十一 

田 中  不. 

命婦，  文 一 

四大祌  昆： 一 

ゥ 藤 森 神社 は更 に戰國 時代 に 入って 一 

本社  藥 

西 御前  十一 

束 御前  文 _ 


意 輪觀世 

手觀世 

1 面觀世 


珠 

沙 


菩 

r 


五 ra 

南北朝時代に 入る や 本 地 垂迹 說は 益. - 盛んになり、 神社 

此 時に 於け る 


音 

音 


面觀世 

珠 菩薩， 

、 此 等の 諸佛が 神と 如何なる 本 迹關係 を 結ぶ かに 就て は に现. E が 

見當ら す、 同じ 大山 咋命 にしても 松 尾 神社 は 釋迦、 爲 沙門、 十一 面 等なる に、 日 吉祌社 は^ 迦、 彌陀 等で あり、 

そこに 何等 統 一 なく 只 漫然 取 極めた ものと 思考され るので ある。 


以上の 如く、 本 地佛は 大抵 十三 佛 中に 在. 


斯の 如く、 神道 信仰の 對 象た る祌に 就て 國氏は 混沌た る 理解の 儘に、 加護の 恩 浴 を 祈念し 來 つたので あるが、 

兹に 明治 新政の 出現す る や 思想界 を 風靡した 所の 襟 語 は舊習 一洗で あり、 舊來の 陋習 は 破られて、 國 iH^ 思想の 根 

底に 永く 潜んだ 敬神 崇 狐の 風 は、 勢 ひよく 頭 を 擡げて 来たので ある。 此結 ra^ として 明治 元年に は祌佛 分離、 社僧 

復 飾の 布 達が あり、 國家的 民族的 祖先の 露の 祌を 崇敬し 得る に 至った ので ある。 

府社藤 森 神社 

▽ 祭 神 (士ー 柱) . 

素鑾鳴 命、 別 雷 命、 日本 武命、 應仁 天皇、 仁德 天皇、 神 功 皇后、 武 內宿彌 (以上 本社) 

天 武 天皇、 舍人 親王 (以上 東 殿) 

井上 内親王、 早 良 親王、 伊豫 親王 (以上 西 殿) 

ザ， 緣起 11 始め 神 功 皇后 征韓 より 凱 陣し給 ふや、 山城 國深 草の 里 藤 森 を 神 在す の猙 地と して 撰 ひ 給び 歳^ を樹て 

兵 具 を 納め、 塚 を 造って 尙武の 皇威を 八紘に 輝かし、 弓矢 墓： ni の 法を修 して 神懸りし 給 ふたの が當 社の 起り であ 

る、 時 まさに 皇后 攝 政の 三年であった。 斯の 如く 祭神 は 何れも 武功の 祌々 であらせられ るから 桓武 }K,::K の 延歷十 

三年に は 詔して 弓矢 政；^ の 寳稱を 授けられ、 奠都 奉幣の 御 俊が 嚴蕭に 執り行 はれた。 

▼i 11 天武 H< 皇、 舍人王 親の 二 柱で、 淳仁 天皇の 天平 寳 字の 年、 深 草の 里 藤 尾の 地に 祟め 祀 られ、 同時に 親 

主に 對し崇 道盡敬 皇帝の 謚號を 賜 はった、 即ち 尾の 地 は 今の 稻 荷の 社 地であって 弘仁七 年嵯峨 天皇 官 IB を 奉ら 


五六 

れ£% ^海の 奏請に よって 鴨 川の 西、 九條の 地より 五條 (今の 松原) の 地 迄の 產土 敷地 を 稲荷の； 1 に らしめ 

、ふ 事と なった。 舍人 親王 は 持統、 文武 天 正、 ii; 武、 の 五 朝に 膀 仕して 政に 參與 され、 老 E 年に は 日本 紀.^ ^し 

"て 叙 感を賜 はり、 又 弓矢 暮 目の 秘法 を 傅 えられて 御子 fit- も 皆榮 えた。 攝政九條良！：^-等！^原 一 門の^{〈小敬_5,"く、  A 觀 

, の^、 良 房の 九條の 第に 淸和 天， M の 臨幸あった 時、 天， おの 齊祚を 祈り 奉って {n: 妝山を 棒げ、 ^^の神^：？^を執行せら 

や， ら^。 是れが 深 草の 貞觀の 御祭の 始めで ある。 

ns 森 祭」 は寳酢 1^ 長國家 安隱を 祈ら しめらる-^ 御 であるに 依り 九 條{ 夂佌々 の 公 は 齊个を 表して： 0 矢 

鎧な ど を 納め 奉る を 嘉例と した。 

永 享十年 SIH- 二十 八：！！ に は 後 花 II 天皇の 勒で將 軍足 利 義敎稱 荷の 祠を 三ケ 峰の 麓 藤 M の 地に； し； i:^ 大神を 膝 森 

に遷 坐し 束 殿に 祀られ て 宵 ie の 御 儘が あった。 

Kg! 殿 11 n 十 良 親王 は 光仁 天 e 一 の 第二 皇子で 天應 元年 四月 一 日 御 兄 山 部 親王に 越して， M 太子に 立せられ た。 此" 腐 

ハ牛 即ち 齊^ 十 一 年に i! 奥の 伊治 大領错 磨 謀反して 朝 命に 服せ す、 勢 ひ 獗 したので 親 ：+; は 立太子と 共に 征肘將 

の宜 Jin を 蒙られ、 親王 は 即ち 軍勢 を 催し 籠 族を飜 して 賊徒 細滅に 出陣の 擬勢 を 示された 所、 奧賊 之れ を 何 へ^き 

て 忽ち 畏怖し 悉く IE 伏 平定し、 出征の 將士も 皆 京師に 凱旋した ので 都鄙の 道俗 は歡 呼して 親王の 威武 を 11 歌し 

たえ 

. 斷 がる 英武のお 方で あつたが 延歴四 年 幕に 11 して 淡路に 諮され、 途中 斷 食して 神 去り 給 ふたので ある。 後ち 十九 

^桎武 天皇 は 親王の 1- に 道 天皇と 謚し、 深 草の 里 嫁 本の 地に 齊き 祀られ たので あ IV が、 其 以前 跑六ギ js- に 坐 


して 大和 國宇智 の Ji 所で 皇子 他戶 親王と 共に 神 去り 給 ふた 井上 內 親王と 光仁 天皇 第三 皇子で 山城 変 川の 誠 所に 祌 

去りました 伊豫 親王の 御 霞の 尙ほ鎭 まり まさぬ ので 天 長 三年 正月 五日 勅して 二 柱の 御 魂 を 嫁 本の 宮に 合一 祀 せられ 

官幣の 御 儀が あった。 

即ち 西 殿の 三 柱 神 は 斯く荒 御 魂であった から 朝廷の 崇敬 も 他と 異なり、 离元ニ 年 五月 十一 日の 內裹 炎上、 同年 六 

月の 數 度の 大地 露の 際 は 神人 卷原通 十の 邸に 皇后 親王の 車駕數 日の 難 を 避けられ、 圆融 天皇 亦奉敝 £御 祈願あって 

駐策 時の 功 を 賞せられ 祌鎖ニ 千 五百石 を 深 草の 地で 賜 はり、 通 十 は 正 五位に 叙せられ た。 社領の 恩典 は 之れ を以 

て 始めと する。 

► 社殿の 沿革 —— 天 喜 三年 九月 二十 七日 隣 地 法 成 寺より 火 を 失して 塚 本の 宫も 類燒の 難に 遭 ひ 宮殿 悉く  おに 歸 

したが、 白 河 天皇 勅して 再建せ しめられ、 大納言 能 信奉 行して 承 唇 元年 十月 二日 落 鹿した。 建久 三^ 十 一 月 六日 

に は 後鳥羽 天皇 ii 原 故 守 をして 官幣の 御 儀が あり、 延暦 元年に は九條 道家が 塚 本の 宮を 極樂寺 南の 小 天皇に！ i し 

たが 應 仁の 亂で 社頭 悉く 燒失、 此時藤 森に 纏して 西 殿へ 祀ら れ、 蔡趾小 天皇 をお 旅所と したので ある。 又、 後 土 

御門 天皇に は 藤 森 三坐大 神へ 官幣を 奉られ、 越えて 文明 一 一年 勅 を 奉じて 社殿 を IS 建 改造し 本殿 及び ffi- 四兩 殿の 高 

裏に 三 所 大神を 別けて 齊き， 紀り、 三 所 を 一所に 合して 藤森大 神と 稱へ 申す に 至った。 

永 正 十八 年に は 後柏原 天皇が 正月 十六 日に 宫 IB の 御 傣を行 はせられ たが 其 後 は 世 漸く 紊れ^ 雄割據 の戰國 時代に 

入り、 皇窒の 式微 しく， 貞元ニ 年の 勳 功から 圆融 天皇より 恩賜の 所領 深 草の 地 二 千 五百石 も、 何時か 武家の 横 

奪す る 所と なり 僅かに 紀伊郡 三 栖の水 S 四百 石を附 せられて 居た が豐 臣秀吉 天下 を統 一 して 文 fSSU や 正月に は 社 

五 七 


五八 

參の砌 り 所領の 事 を 聽 くに 及んで 葡地深 草の 地に 於て 二 ぼ 名を增 して 三栖の 水田 四百 石に 替え、 徳 川-:^ も 亦 先 

規に 倣って 秀忠 以後 家 茂の 萬延 元年に 至る 迄 里 一 印 を附し 安^の 寄附 狀を與 へられて 居た。 斯くて 明治 初年 地領奉 

還の 祿制布 かれ， 公债證 書に 替え 社頭 補 人 等に 下賜され て 全く 無 r# となった ので ある。 

尙ほ 現在の 本殿 並に 拜殿は 正 德ニ年 後水尾 天皇より 御 下賜 御 寄附と なった もので、 木 殿 は 宫中內 侍 所 (^所) の 

御 建物で ある。 更に 神前の^ 籠 は 三^ 宛 左右に あるが 是れは 正： f 官 毎に 時の 伏 見 奉行より 寄 逸された もので 

▽ 元錄 十二 年  建 部 內匠頭 源 政 宇 

▽ 正 保 巳年  風化の ため 判讀 不能 

▽ 文政 二 年  丹 羽 式部 少輔源 氏 昭 

▽ 安政 六 年  內藤豐 後 守 正 繩 

の 刻字 あり、 他 は 寄進 年代す らも 判明せ ぬ 迄に 風化 雨 蝕して： li^ る。 

► 例祭 其 他の 祭日 11 例祭 は 十 一 月 五日、 私 祭 は 六月 五日で ある。 維新 以前 迄 は 正月 八日、 五月 五日の 刚 度； $ たや 

朝廷より 御撫 物に 白銀 五 枚 を 添へ 御 下賜に なり、 六月 五日、 (舊 五月 五日) に は 德川將 軍より 太刀 一 板、 馬 一頭 を 

献上し、 同日 武運 長久の 祈願 をされ た。  - 

古來 五月 五日 (現今 六月 五日) に は 貞觀の 面の 守護神で ある 虚の 祭祌 g ゃ長姬 命を祀 り， 今 尙ほ方 除け の祌 とし 

て 衆庶の 崇敬 敦く 祈願す る 者が 多い。 

► 茲に德 川 時代に 於け る 家 康公御 黑印を 始め 代々 御朱印の 社領 二百 石 (此定 取 百 四十 二 石 四 斗 六 升 二 合) に對す 


る內 譯を舊 記より 柚けば 

玄米 十五 石 年中 社 入費、 玄米 四十 八 石 九 斗 社 役へ 配當、 玄米 七十 八 石 五斗 六 升 二 合 神主へ 收納、 外に 內 

餘地 東西 百 十五 間、 南北 二百 三 問、 此反^ 三 町 收獲米 二十 三 石 五斗 (明 和 年中に 開拓) 神主へ 收納 され 合 

計 四十 八 石 九 斗 社 役人へ 配 當の分 內譯は 

玄米 七 石 四 斗 社 役人 三人、 同 五 石 同 一 人、 同 八 石 一 一斗 神樂役 一 人、 同 一 一石 七 斗 同 助役 一 人、 同一 一 石 七 斗 巫 

子 一人、 同一 一石 七 斗 神人 三人、 (極 樂寺村 中 村の 兩 村に て地領 寄附)、 

► 更に 祭禮 略記 を 安永 年間 前後の 窗 記に 徴 すると 

四月 晦日 神輿 出御 

五月 四日  具足 揃へ 

五月 五日 當日寅 刻 出門 朝 t 卯の 半 刻露拂 (東 福 寺 門前 大 下町より 勤む る を 例と した) 辰の 上刻 御 公 

儀 御 警護 着 住、 同 刻產子 地より 願望に て 差 出すべき 兒馬、 走 馬、 拂馬、 差 社、 

マ晝 の馬刘 

1 、 御 公儀 警固、 頭 本、 御 弓 持、 御 野太 刀 持、 御 小 野太 刀、 持、 神主、 役人， 社 役人、 兒 馬屋 形 ロニ 騎 

乘込走 馬、 拂殿 馬、 以上 

▽ 神輿 渡御 略 記 

一 、 北 組 本 町 六 丁年 寄、 長柄 鍵 二十 本 並に 組 付 大亀谷 村 年寄 麻转 にて 總中 供奉、 先驅、 太鼓、 榊 持、 祌興 

五 九 


六 o 

？ S 屋 町並に 八 町 年寄 麻 S£ にて 總中 供奉 三ッ具 を 奉持す、 太皴、 榊 持， 祌舆、 神馬、 祌子、 社 役人、 神 

主、 頭 本、 御 公儀 御 固、 以上 

右 渡御 常 社 南門より 出御， 大龜 谷、 伏 見に 至る、 伏 兑稱道 一 ノ 橋遙拜 所に 於て 神與奉 下、 同所にて神主^^..^^ 

祝祠 あり、 次で 同町 西の 鳥居より 出御、 伏兑 街道 を稻荷 鳥居の 裏 北の方 祭 敏藤尾 社、 此處 にて 神與奉 下、 

稻荷祌 社より 神酒 神饌 を 供献、 此處 にて 祝；！ を 了り、 同社 を 出御して 本社 南の 馬 より 還 幸 後 亥の刻 邀宮 

五月 六日 午の 刻產子 地の 賴來 りて 神與の 飾り を 解き 祌與 社に 牧む、 

1、 氏子 凡そ ニ千戶 祭典 費 安永 年 問 前九條 本殿に て 頭 本 を 勤められ 此諸費 同家 領 庄屋、 年^,.-之を肪ひ、 安 

永 後 中絶して 本社 領極樂 寺 村、 中 村の 兩村 庄屋、 年寄 謂 事 之 を 務めた。 

一 、 祌舆 の出與 並に 御旅、 中當日 渡御の-諸 费は 其當^ 町より 悉く 之 を支辨 して 來た。 

下手の せて Hi;- も 遊ぶ や 膝の 森  太 祗 

馬 馳る陣 の ゆかり や 藤の 森  ^ 山 

かつぎ 行く 宿 漏の 太刀 ゃ椎若 十 夜 

芋の 薬の 路の 彼方 や 藤の 森  虚 子 

. 靑雲ゃ 松の 高 きに 冬日 影  靑 々 

松 榊 赤き I 貧 を 見る 冬 木 かな  同 

冬木立 ふきぬく 風 ゃ根赞 鳴る  金 風 


初 烏 ほの 東雲の 藤の 森  無 果 

府社東 九 神社 

マ 祭 神 荷 田春滿 大人 命 

古神 道の 先覺 者に して 阈擧四 大人の 鼻祖た る 荷 W 春滿 (東 丸と も 書く) は 寬文九 年 正月 三日 稻荷 社正官 御殿 预 

り 正 五位 下 主 膳正稻 ffl 信詮の 第二 子に 生れ、 幼より 顧 悟に して 深く 皇國 の舉に 志し、 元祿十 年に は g デ兀 天皇お 五 

皇子 妙法 院宫 堯延 親王に 歌道の 御 進講 を 申 上げ、 御 信任 を 蒙った が 夙に 皇室の 式微 皇國舉 の： 晦を慨 き、 之れ が 

挽回 興復を 以て 己が 任と 爲 せる を 以て 宮家 を辭 し、 江戶 に遊學 する こと 十四 年、 刻苦 研燈 遂に， 典 古道の 蘊奥 を 

究め 名聲 四方に 高くなる に 至った。 

この間 彼の 赤秘 義士の 義擧 ある や 窃かに 之れ を 援助せ る 蔡資 あり、 又 大人 は 固より 敬神の 念敦 くお に 稻荷神 ^3 

の弘 通に 務め 神社の 發展に 留意し、 天正以 來中絕 せる 日 供 再興の 如き 其 記 文に よって 證 する 蔡 が出來 る。 而 して 

其 三度 東 下す る ゃ德川 幕府より 百般の 公文 書籍 等の 檢閱 の特 權を與 へられた が、 漢舉 隆盛の 時に 當り斯 くも 幕府 

の 信寵を 得られた る は 實に異 數と稱 さねば なるまい。 大人 は此頃 

踏み わけよ やまとに は あらぬ 廣 鳥の 跡 を 見る のみ 人の 道 か は 

の 一首 を 詠 じ、 以て 國擧の 振 はざる を慨き 極端に 漢 風に 走る を I 泡 馬せられ たが、 晚年は 京都！^ 山に 地 を 相し 阈 S. 

校 を 建て 古 $ 迫を閻 明 せんとし、 啓 文 ー篇を 作りて 幕府に 上った が、 時 到らす 惜ぃ 哉、 元 文 元年 七月 二日 六十 八歲 

六 1 


六 二 

で^せられた。 

實に 大人 は 一 社 人の子 弟 • 眇々 の 身 を 以て 能く 皇道 顯揚 國體發 輝の 大翁を 主唱し、 之れ を 後 His に 垂れた ので、 

賀茂眞 淵、 本居宜 長、 平 田 篤 胤の 三 大人 相鍾 いて 出で、 斯舉 大いに 起り 終に 明治維新の 大業 を 成就す るに 至った の 

である。 されば 朝廷 も 大人が 率先 主唱の 偉功 を 表彰し、 明治 十六 年 二月 正 四 位 を 贈り 給 ふたので、 有志 相 謀り 其 

舊 邸の 一 部に 社殿 を 創立し 明治 三十 六 年 十二月 府 社に 列せられ、 尋で 大正 八 年 十 一 月從 三位に 追 陸 さる. -に 至つ 

た 0 

墳墓 は 神社の 東南 ニ丁餘 在の 山の 先瑩の 側に あり、 遣 言に 從ひ 永久に 遙か 御所 を拜 する ため 特に 北面に？^ られ 

てゐ る。 因みに 大人が 舊宅 書院 は 大正 十 一年 三月 史蹟 名勝 天然記念物 保存 法に 依り 指定 保護 さる X 事と なった。 

荷 田 滿 

たがた めと 誰か 思 はん 世 を まもる 天津 やしろ も國津 やしろ も 

稻荷 山け ふ はこと りの ね を 絶えて 音す る もの は 谷川の 水 

しる や 人た もつ 心の たまた にも 磨く につけて 光りそうと は 

おやおや のよ をく みしらる 水 莖の跡 や この この しるべに やせむ 

藻塩草な ほかき く ゆる こと は あらし 硯の海 もつ きぬ 世 なれば 

我なら でかけの たれ をの たれ かよに 曉吿 くると きを まつらん 

稻葉山 ほから./ \ と 明くる 夜 を 名乘る 烏の 聲も 春なる 


衬社櫻 町 神 MF 社 

社 記に よれば、 承 安 年中、 藤 原 中納言 重範卿 (成範 の 誤り か、 成範は 小納言 入道 信 西の 子に して 小^の 父) 樱 

を 愛し、 多く 名花 を 植え^んだ。 天照大神 を敦く 祈誓して 落花の 遲 きを 願 ふたが、 神明 その 願の 切なる を憐 ませ 

給 ひ 花の 齢 ひ を 三七日に 延し 落花 を遞 くし 給 ふた。 故に 此 土地な 樱 町と も樱 町中 納言 とも 呼ぶ に 至った。 そこで 

重 範卿は 御 神德の 深き を 謝せん がた め靈社 建立の 志あった が 或る 夜の 夢に 拾 四 五 歳の 神宽が 白羽の 箭 一 称 を 持ち 

て 枕頭に 立ち、 汝 久しく 祀社 建立の 志 深ければ 今 その 願 ひ を 就げ しめん、 依って 此. II 羽の 矢 を 深 卑鄕の 榧 原に 指し 

置くべし、 探し 求めて 宮 造りせ よ、 と 御告げ あり 夢が さめた。 軍； 範卿 奇異に 感じ 曉を まちて 家臣 多く 召 連れ、 深 

草鄕を 尋ねて 遂に 白羽の 矢 を 探し 當て、 その 周 園の 根^ を 取り 兩 大神宮 を 勸 11 して 數 株の 樱を 植え 神木と され 

た。 されば 卿の 居 宅も此 附近に あつたと P 傳說 であるが 考 戴の 求むべき ものな く、 京都に 樋 口町と て 櫻 町中 納言 

の 第 跡を傳 ふる 土地が ある。 

斯くて 神木 舂に繞 り 遇へば 爛燈 たる 花 は 一 段 優れて 花の 壽命も 永く、 其 .3^ 贵 1： 雅客 は群桀 したとの 事で ある。 

官幣 大社 稻荷 神社 

▽ 祭祌 主神 三 座 

宇迦 之 御 魂大神  中央に 鎭座、 下 社と 稱す 

六 三 


六 四 

佐 田 彥大祌  北方に 鎮座、 中 社と 稱す 

大 宵 能 寶 大祌  南方に 鎭座上 社と 稱す 

相 殿 二 座  ， 

攝社、 田 中大祌  最北 座に ます 

攝社、 四 ノ大神  最南 座に ます 

以上 總稱 して 稻荷 a 社大明 神と 云 ふ。 

稻荷 神社の 祭神に 就て は 古 來諸說 頗る 多い が、 現今 宫幣 K 社と して 奉祀す る虑は 以上 三 趣で あり、 延な： 式に 

する 三 社 も 即ち 是れ である。 然るに 中古 以來、 攝社田 中 大祌、 四 ノ大祌 の 二 社 も 本 に 合祀し、 祭 も 亦 ：！！：：：： で 

ある 處 から 世に 稻荷 五社の 名が ある 所以で ある。 

V 宇迦 御 魂大神 11 は： 大照大 祌の御 弟 須佐之 男 命の 御子に して 御 母 は神大 市比寶 命で あ る。 大： t 亦 の 名 を 

豐宇氣55^費神、 若 宇迦 寶神、 保 食祌、 大 {且 都比寶 神と 申 上げ、 ^勢 外宮の 大 神と 同 體 であり、 五穀な 始 

め總 ての 食物 及び 蠶桑 等の 事 を 掌り、 その 幸 御 魂 を 屋船祌 とも 巾して 家屋 Q こと も 守り 給 ひ、 總 て 人生 

1 日 も缺く 可らざる 衣食住の 大恩 神で ある。 

▽ 佐 田 紊大神 I— は國津 神で、 亦の 名 は 大土御 祖祌と 申し 天孫^々 梓 尊： 大降りの 時に 御 出 迎ひ巾 上げ 先 

を爲し 給った 處 から 海陸の 道路 を 守護し、 自然 通商 貿《 ^の 蔡も掌 り、 ！S{ に 土 之御戯 として は 普く E 畑 山 

林 等の 寫， を も 守り 給 ひ、 萬 |e? 良き 方 へ 請 ひ 給ふ處 の大祌 である。 


1>大 官女 大神 il は 天 太 玉 命の 御子に して 亦の 名 を 天 宇豆寶 命と いひ、 天照大神 を 天. g 戶 より 招き 出し 奉 

りし 時に、 • 面白く 舞 ひ 給 ひ、 神樂の 舞踏の 始祖と して 俳優 歌舞 昔 曲 等の ことに 幸 ひ 給 ふ 外、 鎭魂 祭も大 

神の 遣 躜で毒 命 延長 を 守り 給 ひ、 更に 宮中に ては內 侍の 起原と して 善 言 美詞を 以て 君臣の 間 を 和らげ、 

總て 愛敬の 神と して 商寶 繁昌、 一 家 親睦 社交の 和合 を 守らせ 給 ふ大祌 である。 

▽ 田 中 大祌、 四 ノ大神 11 此兩攝 社の 大神 は、 古來福 德圓滿 しかも 勇武 絶倫の 大神 として、 又 農耕^ 榮、 

五穀 豐饒の 守護神と して 尊崇せられ 給ふ大 神で ある。 

1>鎭 座 ！ 元 明 天皇 和 銅 四 年 二月 始めて 伊奈 利 山三ケ 峰に 鎭 座せられ し蔡は 諸誉の 載す る 所 皆 同一 である。 但し 

其 日 を 七日と 云 ひ、 或は 九日と 云 ひ、 又は 十 一 日と 云 ひ 此點は 諸 說殆ん ど 一 致せぬ が、 初午詣 での， E 來を考 ふる 

時 は 其 初 午の 日で ある ことに 疑 ひがない やう だ。 而 して 長 曆を 以て 之れ を 推せば 和 銅 四 年 一 一月 初 午 は 即ち 七： W で 

あるから、 此 七日 を 鎭 座 の 日と いふ 說は 正當 であ-らう。 

▽ 社 地 11 鎭 31 以來 伊奈 利 山 は 殆んど 境 內に屬 し、 其 15! 域 頗る 廣大 であった が、 弘安年 11.^ 福 寺 創建の 時に 共 幾 

分 を 割き、 爾來 漸次 减 縮して 現今の 地積と なった ので ある。 又 山上より 現地へ 移轉の 時代 を考 ふるに、 葡 社.：^ の 

所 傅に 據れば 永 享十年 正月 足 利 義敎、 祈願に 依って 之れ を 移した と あり、 藤 森社緣 起、 雍州府 志 其 他の- ほに は 

弘仁年 問 弘法 大師の 請願に 依って 移した と あり 妄誕 の說を 交へ て諸說 その 何れ を 信すべき かに 迷 ふので あるが、 

諸舊記 中， 行幸の 記事に 探れば 社頭の 儀式 頗る 莊重 盛大であった らしい から 到底 山上 狹隘. のお 勿裡 では 行 はる.^ 害 

なく、 旣 に永享 以前に 於て 移轉 せる ものと 信ぜねば ならぬ。 
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▽ 社殿 —— ifsj 磯 M 百有餘 年間の 沿革 は詳 かで なく、 廷雾八 年に 至って 藤 原 時 平が 三 社 を 修造せ しこと 始めで 

諸 書に 散見し、 其 後 二百 八十 餘年 を經 て、 文治 六 年 修造の 事が 吾妻 鏡に 載って 居る。 以 來修營 年次が 稍 明らかと 

なり 應 仁の 亂 では 再度 兵燹に 權り、 明 應八年 再營の 後、 數 次の 修營を 經て天 正 十七 年豐ぼ 秀吉が 現今の 社殿 を 

造營 したので ある。 而 して 往古 は 五社 別殿で あつたが 明 應再營 の 時 合 殿と 爲 つて 今に 至った ので ある。 

▽ 旅所 11 往古 は 八 條坊門 猪 熊 (今 所謂 古 旅所) 及び 七條油 小路 兩處 にあって 上 旅所、 下 旅所の^ あつたが 共 沿 

革と 現在の 地へ 移りし 時代 は 不明で ある。 然し 舊 社家の 所傳 では 天 正 年間 豐 E 秀吉が 故あって 之れ を 移した と あ 

る 0 

▽ 神 階 —— 淳和 天皇 天 長 四 年、 始めて 從五 位下 を 授け 奉り、 爾後 累 逸して 朱 雀 天， M 天 俊五ハ 牛に は 正 一位 を Si られ 

而 して 正三位より 正 一 一位に 進まれた 年 紀は詳 かで ない。 

▽ 祌領 11. 淸和 天皇 貞觀七 年、 祌田三 段 を 奉られ 爾後 累加して 加賀、 山城、 備後 諸國に 散在した が 天 正 十七 ハ 牛に 

至って 豐 臣秀吉 更に 稻荷 近傍に 於て 百 六 石の 神領を 奉納し、 德 川家康 之れ を繼 承して 將 代 朱印^ を 社 司に 投 

けた。 

マ行 幸 行啓 及 御幸 11 行^ は 後三條 天皇 延久四 年に 始まり、 順德 天皇 承久 元年に 停まり 其 後の 記 裹は諸 寄に 見え 

や、 行啓 は 皇后 富 治 九 年 十月の 一 回に して 御幸 は 後. HI 河 上皇 壽永ニ 年に 始まり 後 蜣峨、 後 深 や 二 上皇、 弘" 長 二 

年に 停まり 其 後は詳 かで ない。 

マ 奉幣 li 德 天皇 J£il 一年 祈 雨に 始まり 爾後 歷朝 繼鑌 以て 今に 至 つ て 居る。 而 して 諸 寄に 一 一十！ 一社 若く はセ社 


奉幣 又は 祈年穀 奉幣と 記せる は 皆 當社も 其 列に 在る ものである。 

▽ 祭禮 11 往古 は 勅 祭であって 神 幸當日 御奥迎 ひの 儀が あり 而 して 神舆 旅所に 駐 まること 二十日に して 四 n 第一 

卯 日 若く は 1§ 一 一 卯 日 還 御の 後 祭典 を 行 ひ 之れ を稻荷 祭と 云 ふので ある。 當日 は： i 使 及び 皇后 宫、 東宮の 御 使參向 

あり 儀式 最も 嚴癱 であった。 然るに 中古 以来 (年代 未詳) 毎年 勒 裁の 綸 3ni を祌祗 伯に 下して 祭典 擧行を 社 司に 委ね 

らる. -を 例と せられ、 爾來勒 裁 祭と 稱 して 神 幸の 途上 綸旨 を^ 簿の 中央に 奉じ.、.； a 興の 铺衢 に警 固の 司 吏 を 置い 

て 威儀 嚴 正な ものであった。 維新の 後、 明治 六 年に 至って 祭政 改革に 因り 綸 3:11 下賜 を廢 され、 四：：：： 九日 を 以て 例 

祭と 定められ 地方 長官 參 向し 奉幣 奠享の 儀 を 行 ふこと & なり、 祌幸還 幸 は 一社の 私 祭に 場す る 事と なった。 つ 

改暦から 神 幸 を 月 第二 午 日、 還 幸 を 五月 第一 卯： n と變更 したが 稻荷 祭の 名 は 依然 現存し- 式典.！ 簿等 苟も 變替 

する ことなく 又 五 基の 神舆は 古来 著名の 美観であって 本邦 無比と 稱 せられ、 其 構造と 裝飾物 は 皆 優 逸し 金具の 影 

刻、 織物の 繡彩等 は 概ね 名工の 作に 成り、 總て 金色 燦爛 として 人目 を 眩す る 程で ある。 又神舆 一基の 异 丁 は殆ん 

ど 三百 人 を 要する の だから 以て 其 構造 装飾の 偉大なる ことが 推知し 得られ やう。 

▽ 初 午詣で 11 初 午の 稱呼は 實に當 社大神 始めて 鎭 座の 日、 即ち 和 銅 四 年 二月 七日 壬 午に 起 凶す る もので あり、 

素より 定式の 祭典 を 行 ふので あるが 此日は 衆庶の 參詣 殊に 多き を 以て 古來此 名稱が あるの だ。 而 して 啻に 當 日の 

みで なく 毎月 午 fli に は 其前齊 より 遠近の 參詣 者が 陸續其 蹤を絕 たす、 近年 崇 信者 は 益.？ 多き を 加へ て 居る。 

▽ 攝社及 末社 11 攝社は 本社に 合併せ る 田 中 社、 四大 神社の 外、 境 外に 一社 あり、 末社 は 境內に 十二 社、 境 外 旅 

所に 二 社 ある。 ssfe、 境內 末社 白狐 社は舊 記に 謂ふ處 の命婦 社で、 寬文 年間 故 ありて 今の 名に 改めた ものである G 
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今日 世人の 命婦社 又は 奥ノ 院と唱 ふる 所の もの は j の 供物 所で あり、 其命婦 谷の 奥に 在る 虚 からの^ 傳 である。 

▽ 稻荷山 舊蹟， —— 山上 神 蹟七所 及び 山 下に 大八 島神蹟 一 所、 尙ほ 古歌に 諸 書に^ 荷 山 十一 一景 共 他の ^跡み 2- る 

ので あるが、 今 は殆ん ど湮沒 して 尋ねる 事が 出來 ない。 

秦 氏の 稻荷大 神 奉祀に 就て 

筆者 は 緒言 中に、 神道 は 祖先 崇拜敎 であると 稱 せらる X 所以 を 述べた が、 是れ 吾が 國は 往古から 社會組 殺が 氏 

族 族， S であり、 それが 國民 思想の 中樞 となって 居る ので、 子孫が 報 本 反始の |g 神から？ g 先 を 祌に祀 りお；； す 

る もので 寧ろ. EI 然の成 行と 觀 ねばならない。 即ち 此 動機から 祀られ た 所の 神社 は 可成り. > なく、 之れ を 調べる と.：：！ 

から 氏族の 分布 狀態も 解る 譯 である。 

#T つ 京都に 例を擧 ぐれば 加 茂 氏が 其 祖先た る 賀茂大 神 を 祀る處 から 神主、 誦せ-、 祝な どの 祌職 を、 水く 氏人より 

出し、 今 は 下 鴨 社の 攝社 となって 居る が 出 雲井 於 神社 (又の名 を 比 良 木 神社) は 出 雲 氏の. ま 先で あり、 お 茂 が 

和より 移住せ ぬ 以前、 旣に出 雲 氏が 蟠 居した 地域で あるから、 出 雲 氏の 祖先た る 1^ 秘日命 を， 組った 社が 贺茂祌 

社の 攝 社ながら 地主 大祌と 申されて 居る ので ある。 

次に 小 野 氏の 祖先た る 高 野の 小 野 神社、 橘 氏の 祖先た る梅宮 11 (此處 は 神主に も 奉幣使に も 氏人 を 採り、 稿 

の是定 なる 長者が 神社 を 管理して ゐ た-) 藤 原 氏の 祖先た る大 原野 神社、 後に は吉田 神社 を も氏祌 に^じて 祀っ 

焐る。 それに 松 尾、 稻荷雨 神社 を祀 つた 秦 氏に 於け る 酒 神社 11 これ は 太 泰廣隆 寺の 境內 にあり、 人 は 彼のお 名 


な 牛 祭 を 廣隆寺 の 行事と 思って ゐ るが 實は此 神社の 祭禮な ので ある。 

期う 一 々實例 を擧げ ると 神道 は 人 の靈 を崇拜 する 中に 在ても 特に 己れ の 家祖、 氏 孤 ——> . 延いては 國民 全體の 

大祖を 祀る處 の 祖先 崇拜敎 である 票が 首肯され るので あるが、 茲で然 らば 何故に 祖先の 靈を祀 るに 至った かと 云 

ふ蔡， になる と、 社會舉 者、 心理 舉者、 宗敎 史家 は 何れも 之れ を 恐怖の 念に 基く ものと して 居る やう だ。 即ち 死^ 

の靈は 生者と 同じく 食物 を 必要と する ものであって、 若し 其 子孫が 供物 を 棒ぐ る 事 を 怠る 時 は、 餓えた る祖 9- は 

怒って 其 子孫に 崇り をな し 禍害 を與 へる と 信じ、 之れ を 和めん とする Isfl^ が、 祖先 崇拜の 起原で あると 云 ふので あ 

る。 勿論 之れ は 根據の ある 說で、 原始時代 にあって は、 單に 供物 を 怠って 祖靈を 餓えし めた 場合ば かりで なく、 

生！^ 物質め 豐 かならざる 蔡と、 道德 思想が 發 逹 して 居ない 察との ために 人間 相互に 相爭ふ 機會が 多く、 互に 恐れ 

互に .5::^ む 事が 寧ろ 共 常態で ある。 それ は假へ 親子の 間で も 免れない 所で ある。 從 つて 死者に 對 しても 心 を 許す 

も 親み を感 する 事 も出來 ない ので ある。 此 意味から 信 濃姥捨 山の 傳說 に殘る 食料の 浪费を 防ぐ ために、 老いて 細 

き 得ない 人 を 殺す といった 場合 もあった らう。 然るに 文化が 進み、 生活 物質 も豐 かにな り、 道德 思想 も發； する 

と 其 事情 は大變 化を來 し、 親子の 問 は 終始 温き 親愛の 情 を 以て 結ばれ、 從 つて 子が 親の 靈を 恐れる 理由 は； 兜に 無 

ぃリ 親 は 常に a 分に 好意 を 有って 居た の だから、 死後の 鍵 魂が 矢張り 其 好意 を持續 すると 信す るが 當然 である。 

即ち 子が 其 親の 靈 位に 奉仕す るの は 恐怖からで なく、 其 生前と 同じく s 分 等の 生命 を 保護し 幸福 を增 進せ しむる 

と 信じ、 それに 對 する 感謝と 祈願と から 祖先 崇拜は 起る ので ある。 而 して 最初 は 只 自分が 直接に 關係を つて 居 

た 父母 又は 祖父母 迄に 止まって 居た ものが、 人智の 發 達する と共に その 感 恩の 念 を 遠き 組 先にまで 遡らせて ゆく 
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七 〇 

——兹に 文化 時代に 於け る 祖先 崇拜の 儀 I- が 起る ので ある。 

然 らば 吾人の 今 考察し つ- - ある 固お 神道の 時代 は その 何れの 狀 態まで 進んで 居た かと 云 ふに 筆荐が 緒言 中に 述 

ベ た 「§ 所に 死せ る 人々 を祀 つた 場合 を 例外と して、 恐怖の 結果 祖先の 靈を祀 つたと 云 ふ 徴證は 全然 認められない 

總て 親愛と 謝恩と 將來の 幸福に 對 する 祈願と から 來て 居る こと は 神話に 依っても 亦^ 史事 に 於ても、 將た. wr? 

に 依っても 明證 される ので ある。 神武 H< 皇が 

我 皇祖の 翳 や 天より 降り 盞 して 朕が 躬を 照し 助け 給へ り、 今 もろく の 虜已に 平げ て海內 iej- 無し、 以て 天神 

を 祭りて 大孝を 申べき なり 

と 大和 平定の 後ち 謝恩の 意味 を 詔に 現 はされ て 居り、 そこに 日本書紀 編^者に 依る 文^の 澗 はありと する も、 

吾が 圃 上代に 於け る 祖先の 霧に 對 する 報 本 反始の 精神が 窺 はれる と 信す る。 

茲に 於て 梁 氏が 酒祌社 を造營 した 所以 は、 以上の 意味から 首肯され てゐ るが、 後ち 粲都理 が 松 2^ 大 祌を祀 り、 

秦 5： 呂久が 稻荷大 神を祀 つて、 共に 一族から 神主 を 出した ことに 就て は、 旣に辟 氏な 祀 る酒祌 社が ある 以上、 11： 

t く 辟 氏を祀 ると 觀る 根據が 乏しくなる。 されば 攀 者は秦 氏が 荷大 神を紀 るに 至った 理由 を 他に 求めねば なら 

ぬが、 兹には 山城 風土記の 記述が 汎く 知られて 居り 信 を 措く に 足る と 思 ふ。 即ち 

稱  >1 伊奈 利-者、 秦中家 忌寸等 遠祖^ 呂俱秦 公. 猜„稻 梁， 有， 一 富裕，、 仍^ レ 餅爲， 的 者 成 n 白 Ct, 飛翔 n 居 山 峰， 

生 子、 遂爲. 1 社名 1 至， 1 其 苗裔- 悔 n 先非， 而 拔，， 社 之 木， 殖レ家 祭レ之 也、 其 木 蘇 者 得 レ殖、 其木枯 不レ幅 

之れ は 祌名帳 頭註、 諸； t 記、 一 一十一 一社 注 式、 諧社 根元 記 等に；：； 用され、 多少の 異同 は あるが 大 體 に 於て 同じ もので 


ある。 文中 白鳥の 神 は 田穀を 主宰 さる.. - 宇迦 之 御 魂 神で あり、 食物な 粗末に し射戯 る- -を 怒らせ 給 ひて 斯 かさ 奇 

異を 示された 處 から 伊 呂倶は 先非 を悔 ひて 宇迦 之 御 魂 神の 親 神た る 須佐之 男 命、 大市姬 命と 共に、 三 座の 社 を 三 

ケ峯に 建て 齊き祀 つた もので あらう。 " 

1^ ぐ茲に 一 言 を 挾んで 異 日の 考 戴.^ 俟 つもの は、 明 和 八 年 十 一 月、 神主 從 三位 秦親 盛が、  - 

- 稻荷社 御 本 宫並神 號傳之 事 

御 本 宫三座 

下 社 若 倉 稻姫命 

相 殿 

級長 戸邊 命  ， 

級長 津 *K 叩 

中 社 瓊瓊杵 尊 

上 社 伊 諾册尊 

伹 口授 十五 箇條 

右者從 U 當社秦 始祖 伊呂倶 公一 所 レ傳、 而秦氏 累代 奥 秘之爲 n 傳來、 今般 円 中 社 祝 秦親業 依， 1 懇望 I 令 n 相 傅 I 齐也、 

. 他姓 者 勿論、 爲 n 同姓-、 不 n 其 器 一 猥勿レ 傳焉。 

れ 上の 相 傅 書 を 遺す ことで あり、 文中、 下 社 相 殿に 於け る 級長 戶邊 命、 律彥命 は、 吾が 國神賦 の 何れ を 指す かと 
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七 二 

云ふ點 である。 若し 秦 氏の 組 先に 聲 がる 韓 土の 祌 であると 觀れば ili 彥は尙 古、 又は 速 古で 「ショウ コ、. ソコ」 に 

當り； a 濟を 起した 有名な 人に なり。 戸邊 は 束 明 だと すれば 高 句 照の 系統 は此束 明から 來てゐ るから 朝鮮から 滿洲 

へ かけて 開闢の 傳說の  一^古い 祌 様に. 當る 事と なる。 兎 まれ； S 荷 本 宮の祌 號に關 し、 累代の 奥秘 だから 同姓と 雌 

も 其 器なら ねば 猥りに 傳 ふるな と 始祖 伊呂俱 の相傳 秘事と せる 點は 評しき |e? である。 然し 稻荷 大^の ありて 

より 一 幼に 千^ 餘年、 其問秦 姓の 祠宫は 永く 續 いたが、 時代に よりて 祭神に 異說 あり、 今は羽倉文ま^：に依る奥秘ロ 

傅と 一 致す る もので ない ie^ を識ら ねばなる まい。 

紀貫之 

ひとりの み わか 越な くに 稻荷山 _ ^の 霞の 立 かくすらん 

春 露た ちまし りつ- r 稻荷山 こ ゆるお も ひの 人 しれぬ かな 

壬 生 忠见 

たは ふれの 身に しあらねば 稻荷山 祈る 日より そ さか は ゆきけ る 

慈  鎭 

稻ぉ山 そのき さらき の 初 午に 乘 りて そ 神 は 人 を みちひく 

千  蔭 

ねきこともしなかはるらん稻荷山むれゅく袖の色に棚^-く 

, -. に； f  i:  に. ：，t に   r  •  W  ： -臣レ • , , 


ねか ふこと なり もなら す も 瓜 生 坂 群れつ- -の ほる け ふの 諸人 

稻荷山 杉の 靑葉を かさし つ &歸る はしる き 今日の もろ ひと 

きさら き やけ ふ 初 午の 驗 しとて 稻 荷の 杉 はもと つ 紫 もな し 

いなりに も 思 ふ 心の かな はす は驗 しの 杉の 折られ まし や は 

稻荷山 しるしの 杉の 年 古り てみ つのみ やしろ 神 寂 ひに けり 

群から す 梢のと こ を あらそ ひて 稻 荷の 杉に ゆ ふかけ てな く 

寺 雨す るいな りの 山の もみち は-. - あやかり しょり 思 ひそめて き 

いなり 山 行か ふ 人の さま- -\ に 思 ふ 心 は 祌ゃ知 るら む 

初 午 や 人に 隠る- -稻荷 山 
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南 


野 施行 や 石に 凍て つく 小豆 飯 

灘の 衆の 揃 ひ 法被 や 一 の 午 

野 施行 や 茶屋に 下山の 一 たむろ 

初 午の 二 ン 月 晴れと なりに けり 

初 午 や 竹の 伏 見に 古り 住み て 

涸瀧ゃ 氷柱の 如き 月の 水 

塚 あれば 神 依り まさん 穴 施行 

數 々の 鳥居に 秋 を 夕陽 かな 

蜩ゃ 間道 を 行く いなり 山 
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七 六 

第 四、 國寳、 特建 

稻荷 神社 茶室 

本 健 築 は 書院造り を 加味した る 茶席 建築であって、 其 建造 及び 欄間、 釘隠し、 襖、 引手 等の 錢 具の 形式から 考 

ふる^ は 尠くとも 桃山時代 を 下る もので はない。 依って 是れを 社 傅に 钆 すと 天 正 年代の 頃 建立せ りと ある は 信 を 

措く に 足る であらう。 栗して然らば其規模は小なりと雖も我1::^^古の茶{1^^建築として建築史上$^黨なるものに^ 

する。 但し 其 屋根 形狀は 破風 板、 懸魚 等の 妻 飾の 村 料より 判斷 する に、 常 初より 入母屋造り であつ. たこと 叫ら か 

だが、 其^ 方の 所謂 腰葺 なる は 後世の 故 K に 依りし もので あらう。 

► 古社寺 保存 法 第四條 により 特^ 保護 建造物の 資格 ある ものと 認められ、 昭和 一 一年 四月 一 一十 五日 內務大 より 

指定 さる。  ， 

マ寸 尺 11 身 舍桁行 二十 三尺、 梁 問 二十 六尺、 軒 出 (柱眞 より 廣小舞 下 角まで) 二 尺 七寸、 軒 高 (石 口より 糜 

小 舞 下 角まで) 十 尺、 棟 高 (石 口より 楝瓦天 端まで) 二十 三尺。 

▽ 玄關 11 桁 行 二十 三尺 ニ寸、 梁 間八 尺、 軒 出 二十 三尺 ニ寸、 軒 高 七 尺八 寸、 械高 二十 尺 

▽ 車 寄 11 桁 行 三尺 ニ寸、 梁 間八 尺、 軒 出 三尺 ニ寸、 軒 高 七 尺 五寸、 棟 高 十 尺 五寸。 

► 構 ^及 装飾 11 身舍、 玄關、 車 寄の 三 棟 は纒績 して 一 構を爲 し、 總て単！^屋极入母星^り腰^:^  (粒部栈瓦^^t 


艇 廻り 櫓 皮葺) 軒 一 重 疎 垂木 小 舞 打、 總て 角柱、 內外長 押 付 妻 飾 木 if な 格子 懸魚 付、 總素 木造、 隨 所に 飾 金具 を 打 一 

00  一 

▽ 身 舍之部 11 桁 行 二 間、 梁 間 三 間、 座敷 ニ窒 (上 之 間と 下 之 間) 並 入 側 問 共 各 鍵 敷掠緣 天井、 1^ 橡竹 挾み 拭 一 

板 敷 天井 化粧 屋根裏、 下 之 問 正面 板 戶及明 障子、 入 側 正面 板戸、 右側 面 板 戶及明 障子 廣橡 悉く 吹 放し、 下 之 間 左 一 

側面 總て明 障子。 上 之 間 左側 面前 方 一間 吹 寄せ 棧 障子 次 出 書院 華 灯 窓 付 上 之 間 背面！！ て 下地^と し 便所に 隣接、 一 

廣椽 背面 押入に 接績 す。 下 之 間 及 入 側 間 仕切 襖 建 竹 節 攔間上 之 間 及 廣橡境 舞 良 戶襖明 障子、 座敷 切 襖 建、 攔^ 一 

菱 格子、 入 側 及 廣椽境 板 戶榑橡 雨戶建 込、 鉢 前 左右 各 一 ケ所 濡れ 椽付。  一 

▽ 玄關之 部 ！ 桁 行 四 間、 謀 間 一間、 床 四 半 瓦 敷、 天井 化粧 屋根裏 背面と 身 含に 接す。 右側 而兩 W 戶 により 3. 一 

寄に 接す。 正面 右端 一 間 高 窓、 次 一 間 下地 壁、 次 一 問 高 窓、 吹 一 問 下地 璧、 左側 一 間片 ぉ戶。  一 

▽ 車 寄 之 部 11 桁 行 1 間、 梁 間 1 問、 床 玉石 敷、 K 井 化粧 屋根 裹、 入口 開放し、 左右 下地 壁、 背 W 玄關に 接^ i 

to  一 

稻荷 神社 尜殿  一 

► 明治 四十 二 年 四月 五日 特^ 保護 建造物の 資格 ある ものと して 指定 さる。 本殿 は應 仁の 亂の 兵燹に 揺り 天 正 十 

六年豐 公の 願に より 造營、 翌 十七 年 八月 竣工した ものであるが、 其 後 元 祿七年 七月と 文政 二 年 十 一 とに 修理 を： 

加へ て 居る。  j 

一  七 七 


七 八 

亨寸 尺 11 桁 行 三十 七 尺 七寸四 分、 梁 間 三十 一 一尺 1 寸四 分、 軒髙 十四 尺 一 一寸 一 分、 械髙 三十 一 尺 一寸、 

拜 (桁 行 二十 三尺 七 分、 粱行 十三 尺) 

► 構造 及 装飾 II 五 間 社 流 造、 單著、 屋根 は 檜 皮葺、 獅子 口 箱楝、 軒 前 流 二重、 卷流ニ^5..、 繁 垂木、 圓柱、 方 

柱、 柱 上 斗 拱三ッ 斗、 頭 貫、 墓 股、 紫 虹粱、 三重 長 押- 半長 押、 方 立 間 草、 四方. 脇^ 子、 禅、 i^fl, 

寳珠 柱、 濱床、 階段、 級 軒下 周圍 敷石。 

前面 桁 行 五 間 各 節戶、 背面 五 間 各 壁、 左右 側面 本屋 三 間右始 一 間幣 軸、 板 廢戶、 次 之 間各聰 壁、 角 連子窓、 內部 

內外 ニ陣展 劃、 外陣 五間幣 軸、 板 廣戶、 天 井 は 小 組 格天井、 內陣床 狐 板 敷、 周 園 羽目板、 天井 格大 井、 鏡板、 總 

拭 板 敷。 

前 拜五間 吹 放し、 裾 格子戸、 脇 間 裾 格子、 戶上 手指 付、 角柱 駭虹 梁、 中備 股、 .ぉ 床板 張、 左に 梯子段 付。 

妻 飾、 叉 首 束、 叉 首掉、 斗， 肘 木、 博 風、 懸魚、 桁隱、 

附屬、 向拜 一間、 向 唐搏風 單歷、 屋根 檜 皮葺、 输振臺 獅子 口、 箱 棟、 楝 本屋 流 造に 接^す。 軒 二軍； 垂木、 方 主 

柱 上 斗 拱 二 ッ斗前 側面 吹 放し 二重 虹 梁、 象 鼻 (春 面 一 重) 實肘 木、 墓 股 ® 束、 正面 大瓶： S -、 笈形、 側 W 卷斗、 肘 

木、 虹 梁、 墓 股、 內部 化粧 屋根裏 總丹亞 壁 は白亞 塗、 蟇股 は 牡丹 笈形 梧桐に^ M 彫刻 極 彩&、  金 擬^珠 隨所、 

銅製 鍍金、 鐵製 金具、 軒 樋、 軸 上 鋼 張、 入口 翠簾、 幌、 內陣壁 代 等。 

籐森境 內大將 軍 


亨府 社 藤 森 神社 本殿の 北 裏に ある 大將軍 社殿と 八幡宮 社殿 は 共に 明治 三十 九 年 四月 十四日 付で 特別 保護 建造物 

の 資格 ある ものと し 指定され て 居る。 

► 寸法 11 桁 行 七 尺七寸 三分 五 厘、 梁 間 七 尺 七 分、 軒 高 十 一 尺 三寸 五分、 楝高 十八 尺 四寸七 分。 

► 構造 及 装飾 11 1 間 社 流 造、 屋根 柿葺、 瓦楝鬼 板、 軒 二重 繁 垂木、 斗 拱 和 樣三ッ 斗、 斗 拱 間 正面 墓 股、 输圓 

柱、 三重 長 押 付、 向拜斗 拱三ッ 斗、 斗 拱 間 墓 股、 方 柱、 

正面 一間 節戶、 左右 側面 及 後 面壁、 三方 廻 橡勾攔 袖 障子 付、 正面 木 階 五 級 登 勾 欄 袖濱橡 付、 內 部と 內外陣 に區刖 

し內陣 正面 板 唐戶幣 軸、 內 外掉椽 天井、 拭 板 敷 妻 飾 叉 首 束 叉 首 棹、 內外丹 塗、 壁白亞 塗、 斗 拱 及 墓 股 は 極彩色 長 

押釘隱 木製。  • 

藤 森境內 八幡 官 

亨寸 尺 — 桁 行 七 尺 七 分、 梁 間 七 尺 五寸、 軒 高 十 一 尺四寸 五分、 

► 構造 及 装飾 11 大將軍 社殿に 同じ。 

寶塔 寺の 多寳 塔 

▼i  (多寳 塔) は應 仁の 亂の 兵雙 より 免れた が 其 他 は 悉く 烏 有に 歸 したので 豊臣 秀吉は 平野 遠 江 守 長 康に命 

じて 堂宇 を： 冉與 せしめ、 其 際 塔婆 も 修補せ しめた。 

七 九 


八 〇 

ザ寸 尺 —— 初 方 九 尺六寸 五分、 二 歷圓徑 五 尺 ニ寸、 初 勝 八 尺 九寸八 分、 二 勝 軒 高 十八 尺四寸 五分、 露 下 迄 

高 二十 四 尺 七寸八 分、 相 輪 項 迄 高 三十 九 尺七寸 二分。 

► 構造 及 装飾 —— 三 問 二 翳 塔婆、 屋根 本瓦葺 ( 一 部 行 基 聲と稱 する 形式の 瓦 を 用 ゆ) 相へ 鐵製： 吶：^ 共 二重^^ 

木、 斗 拱 二 曆和樣 四手 先、 尾 垂木、 支 輪、 組 入 小 天井 付、 圓柱、 躉輪ニ^^長押付初2^斗拱和様ニ手先支輪小.天井 

付、 圓柱臺 輪 三重 長 押 付 二 膠 四方 中央 幣軸付 板 唐戸、 其 他 連子窓、 廻 橡勾傾 付橡腿 組-十三 ッ斗、 {::亞ぉ."ぉ.，=.^>、 

初 暦 各方 面 中央 一間 各 幣軸付 板 廣戶、 兩脇間 各々 連子窓、 四方 廻 様 付、 橡下 は跑， お 付、 內部折 上 小 机 あ-人 ャ、 は 

板 敷、 中央 來迎柱 前須彌 擅を設 く、 外部 總丹 塗、 壁 胡 粉 塗、 內部 極彩色， 须彌 漆 塗 金 銅 金具 0 

寳塔寺 四 脚 門 

為寳 塔 時の 塔婆と 四 脚 門 は 同じく 特 建物の 資格 ある ものと して g: 治 三十 九 年 四月 十四日 付 内務 大 は-ぬ 敬より 旨 

定 された もの だ。 

亨寸 尺 II 桁 行 十 尺五寸 二分、 梁 間八 尺 五分、 軒 高 十 一 尺 七寸、 楝高 十七 尺 三寸 三分、 

► 構造 及 装飾 11 總門 (四 脚 門) は 屋根 切妻 造本 瓦 葺鬼板 付、 軒 二 ffi 繁垂 木、 大斗肘 木、 本 柱 M 形、 冠木 居 

敷 付， 四 脚 方 柱 腰 長 押 付。 

1 戶扉、 鐵八双 釘 隱 し 付， 化粧 屋根 裘、 雨落內 漆喰 叩々 葛 石、 g 面 鹏長押 csi 塗 做， 妻 飾 虹， t お 大瓶 束！ 11 ッ 斗錄總 

丹 塗、 長 押 釘隠し 銅製。 


V 東 幅 寺禪堂 (選怫 場) は 明治 三十 一年 十二月 二十 八日 付、 月下 門と 東 司 は 同 三十 五 年 七月 三 トー n 付、 次に 

浴 {|^- は 同 四十 年 八月 一 一十 八日 付で 特 建物と し 指定され た。 月下 門 は 元 禁裡 御門に あった 月 華 門 を 文 永年 閒舰山 天 

皇が普 門院に 賜 ひ 同院の 総門と して 現在の 場所に 建てた もので、 後ち 寬永十 一 年と 寬政十 年と に 兩俊修 袖した。 

▼ 寸尺 —— 桁 行 十 一 尺、 梁 間八 尺 五寸、 軒 高 十 尺六寸 五分、 棟 高 十四 尺七寸 五分。 

V 構造 及 装飾 ii 四 卿 門の 左右 側面 白壁、 丸 柱 冠木 付、 四 脚 角柱、 斗 拱 大斗肘 木、 斗 拱 間 前後 三面 板、 一^ 股、 

軒 一重 化粧 板 裏、 妻 飾 斗 拱 虹 梁 板、 墓 股、 屋根 切妻 造本 瓦葺、 鬼 板 付、 總て丹 塗、 木口 黄土 塗。 

東 驕 寺 東 司 

>寸 尺 11 衍行 九十 尺四寸 五分、 梁 間 三十 四 尺 三寸、 軒 高 十三 尺 六寸、 楝高 二十 五 尺 丘寸。 

V 構造 及 装飾 11 七 間 四而、 眾静、 妻 入、 屋根 切妻 造、 前 入口 閒 放し、 左右 間 壁、 左側 面 腿 羽 格子窓、 后 

面 腰 壁 角 連子窓、 丸 注、 斗拱廣 核、 三ッ 斗、 軒 一重 半 驚 垂木、 妻 飾 二重 虹 梁 太 瓶 束、 內部 11 天井、 十： 間、 左右 ド M 

側 屋根 本 瓦 鬼 板 付、 內外素 木造り。 

東 攝 寺 三 門 

V 寸尺 11 下ノ重 は析行 八十 五 尺、 梁 三十 四 尺、 軒 高 二十 八 尺ニ寸 一分。 上 ノ重は 桁 行 六十 八 尺 四寸、 


一 

三十 一尺 四寸、 軒 高 四十 九 尺 九寸六 分、 棟 高 七十 三尺 九寸 二分。 

► 構造 及 装飾 II 五 間 三戶樓 門、 山廊 付、 兩麼共 組 物 揷肘木 三 手先、 二 タ奸、 上 ゅ肪側 凡て 麼戶、 .^^mi 

戶、 四方 高欄、 內部 二重 虹 梁、 大瓶 束、 中央 鏡 天井、 周圍 化粧 屋根裏、 極彩色、 屋权 は： 丸^。 

東 福 寺 禪 堂 

亨寸 尺 ！ 桁 行 百 三十 九 尺 九寸- 梁 間 七十 三尺 ニ寸、 軒 高 二十 二 尺五寸 (石 口)、  ^^高四十 一 尺六寸(石：：：)。 

► 構造 及 装飾 11- 桁 行 九 間 梁 間 六 間、 重層、 上層 切妻、 向拜 付、 屋极本 瓦な； r 總丸 柱、 組 物 各 三ッ 斗、 下^ 

1 ト軒、 上 I 二重 垂木、 向 拜組物 三 斗、 入 側繁虹 梁、 化粧 屋根裏、 床 土 內 部錢： 人 井、 床 敷： 九、 下：^ 頭^, 

の 間 立 誦明リ 窓、 前 側 中央 兩端 朥戶、 其 他花燈 窓、 兩妻后 端 席戶其 他花燈 窓、 內部 總明ケ 放し。 

東 驩 寺 浴 室 

ザ寸 尺 11 桁 行 三十 七 尺ニ寸 五分、 梁 間 三十 六尺 六寸 五分、 軒 高 十四 尺 六寸、 棟 高 二十 六尺 六寸。 

► 構造 及 装飾 11 桁 行 三 間、 梁 間 四 間、 單層 屋根 切妻 造、 本 瓦葺、 鬼 板 付、 軒 一 東 棘 垂木、 斗 拱 様三ッ 斗、 

圓柱 礎石 付、 三重 貫 付。 

正面 中 一 間棧 廣戶、 兩脇 連子 中 窓、 左右 側面 各 三 間 壁、 左側 而後 方 一 間お 戶、 北 ハ他后 而共總 て懷、 左右 側 "g.^w 

及 飛 貫の 間 連子窓、 內部 化粧 屋根裏、 中央 鏡 天井、 前部 敷 瓦、 他 は板ノ 間、 後部 一問 通 土 問、 中央に^^ ニケ所 


を設 く、 后 部 火焚塲 との 問 壁 を 以て 區 劃す。 前部 敷 瓦の 部分に 前面より 兩 側面 に^に 添 ふて 腰掛 を設 く。 妻 飾 斗 

及 太 瓶束塑 白堊 塗、 素 木造。 

▽ 荷 田 東 丸舊宅 11 史蹟 名勝！ K 然紀念 物 保護 法 中、 史蹟 第 八 項 (由緒 ある 舊宅、 苑池、 井，：： 水、 樹 石の 類) に該當 

し 大正 十 一 年 三月 指定され たが、 筆者の 以上 擧 げた 建造物 は 之れ と 異なり 古社寺 保存 法に よる 保護 指定の もので 

ある。 

▽ 國寳 指定 書 霱其他 

>瑞 光寺 (深 草)  . 

〇 紙 本 墨書 大 般若經 ニ帖) 

卷第 二百 四十 六 (和 銅 四 年の 奥 書 あり) 大正 十五 年 四月 十九 n 指定 さる 

▽ 東 福 寺 

〇 東 福 寺莊園 文書 (七 通) 

明治 三十 年 十 一 一月 一 一十 八日 指定 さる 

〇 耦本 着色 釋迦三 尊像 (三 幅) 傳吳道 子 筆 

明治 三十 一 一 年 八月 一 日 指定 さる 

〇 耦本 着色 五百羅漢 圖 (四十 五 幅) (傳僧 明 兆 筆) 

〇 紙 本 墨書 聖ー國 師度牒 (二 幅)  • 

八 三 


八 四 

〇 同  戒牒 (二 幅) 

以上 明治 三十 二 年 八月 一 日 指定 さる 

〇 淡彩 達磨 蝦！ 拐 像 (三 幅) (明 兆 筆) 

〇 着色 四十 祖像 (四十 幅) ( 同 ) 

以上 明治 三十 四 年 三月 一 一十 七日 指定 さる 

〇 同 聖 一 國師像 二 幅) (同) 

〇 絹本 着色 無 準 像 ( 一 幅) 

以上 明治 三十 三年 四月 七日 指定 さる 

〇 同 墨霱 維摩 居士 像 (一幅) 

〇 紙 本 淡彩 東 幅 寺 伽藍 圖 (一幅) (傳雪 舟 筆) 

以上 明治 四十 年 五月 一 一十 七日 指定 さる 

〇 紙 本 支那 禪刹圖 式 (一 卷) (寺 傳大宋 諸 山鬮) 

〇 紙 本 墨書 無 準 行狀記 (五 幅) (德如 筆) 

以上 明治 四十 四 年 四月 十七 日 指定 さる 

〇 同參ノ 天臺 五台山 記 (八 册) 

大正 七 年 四月 八日 指定 さる 


▽ 法 性 寺 (本 町 十六 丁目) 

〇 彫刻、 木造 三面 千手観音 立像 ( 一 軀) 

明治 三十 六 年 四月 十五 日 指定 さる 

▽ 桂昌院 (東 幅 寺 山內)  . - 

〇絕 本 着色 毛 双 峰 國師像 ( 一 幅) 

▽ 同聚院 

〇 彫刻、 木造 不動明王 座像 ( 一 軀) 

▽ 願 成 寺 

〇絕 本 着色 佛道 禪師像 (一幅) 

▽ 永 明 院 

〇 紹本 着色 圓鑑 禪師 ( 一 幅) (明 兆 筆) 

▽ 海藏院 

〇 絕本 着色 虎關 和尙像 (一幅) 

〇 同 墨書 栃伽禪 寺 私記 (一 卷) 

▽ 露源院 

〇 絹本 着色 在 先 和尙像 (一幅) (明 兆 舉) 

八 五 


八 六 

〇 紙 本 墨書 松 山 集 二 冊 

〇 同 北越吟 一冊 (三種) 

0 同 海 藏和尙 紀念錄 (一冊)  ， 

1>讓 雲 院 

〇 賴本 着色 岐陽 和尙像 (一 幅) 

厶退耕 庵 

〇 絕本 性 海 和尙像 (一幅) 

〇 紙 本 墨書 永 明 知覺壽 禪垂誡 (二 幅) 

〇 同 聖ー國 師忌齊 斡緣疏 (一幅) 

以上 明治 四十 一 一年 四月 五日 指定 さる 

▽ 佛國寺 

0 高 嵌 和尙 銅^  (一基) 

奏 

高泉敦 老和尙 の^ 銘は寳 永 三年 十月 (德川 六 代綱吉 時代) 攝政太 政 大臣 從 一位 近 衞家熙 公の 撰 並に 書で あり、 大 

正 七 年 四月 八日 國寳に 指定され たもの だが、 原文 は進學 明の 士 ならでは 解し 得ざる 程の 家熙 公の 文才 を 以てせ 

られ たれば、 兹に は無學 不才 を 顧みす 大膽に 原文 を譯 し、 大方の 參考に 資する 事と する。 

佛國寺 國寳銅 碑々 文譯 


山川の 百 里 を 潤す 者 は、 天子 必す之 を 祭る 而るを 況んゃ 天下に 雨 ふる を 乎、 緇素の 一能 を 負 ふ 者 も、 聖代 夫れ 

舍 めん 而る を況ん や、 聖 主に 師 たる を 乎、 小 林 氏の 宗、 吾邦に 入る に 逮んで 道 人 主に 副 ひ、 德太 山に 均しく して 

而 かも 含氣有 生の 屬ら、 其の 澤に霑 潤し 沐浴せ すと 云 ふこと 靡き 者は隆 蘭溪、 元 無學、 寧 一山 等の 諸 大老の 若き 

皆 其の 人の み、 爾り而 して 後ち、 支藥 信を絕 ち、 法 道 振 はざる こと 久し- 承應甲 午、 太 上 天皇 降誕の 年に 當 りて 

大光國 師隱元 琦和尙 華 を 激潘に 折て 鄉て檗 門 を 闘く、 闔阈之 を 仰ぐ こと 大旱の 雲. 遠 を 望む が 如し、 輪 下の 英靈 星 

の 如くに 馳せ電 の 如くに 驚て、 道 を 一方に 唱る もの 夥 からざる にあら す、 然れ ども 而 かも、 大法 幢を竪 て 大法 雷 

を 震 ひ 大法 雨 を澍き 超然と して 古人に 愧る こと 莫 きもの は 唯 だ 大圓廣 慧國師 のみ、 師緯は 性 敦字は 高 泉 自ら 曇 華 

道 人と 號 す、， 福 州 幅 淸東閣 の 人、 族 姓 は 林、 父 を悟玄 と 云 ふ、 佛に 奉じて 誉德 あり、 母は趙 氏、 震め るに 方て 一 

憎來 りて 寄宿す と 夢み て、 驚き 寤て誕 す、 甫め六 歳のと きょり 葷 M を茹 はす、 七 歳に して 鄉 校に 入り、 諸 典 目 を 

過れば 輙ち 誦す、 毎に 僧伽 梵刹 を 見る とき は 則ち 眷戀 として 舍 まざりき、 父 陰 かに 之を異 しむ、 偶々 兄弟と 書 を 

讀む 次で、 各々 其の 志を詢 ふ、 師獨り 儈と爲 らんこと を 願 ふ、 父 其の 志の 奪 ふべ からざる こと を 知て 心に 之 を 許 

す、 未だ 幾くなら ざるに 父母 旬 を 同 ふして 逝す、 師 深く 哀痛 を爲 す、 即ち 叔父 無住 公に 投じて！^ を 剪んで 驅 nil 

と爲 る、 而 して 隱 元和尙 に 黄檗に 待す、 隱與 るに 本分の 草 料 を 以てす、 此 より 發 憤して 脇 席を沾 はさす、 睡 ると 

き は 則ち 大歩經 行し、 或は 肩 を 以て 柱に 觸る、 十九のと き 圓頂受 具す、 隱 因に 上 堂す、 師 ちに 前んで 問！ liTi す、 

全 機旋轉 として 玉の 盤 を 走る が 如し、 隱爲 に^ を發 す、 時に 心 盤、 即 非の 二 公 il^ じて 曰く、 五： 門 千 の 駒な りと 

適隱老 聘に應 じて 柬 しす、 上足 慧門沛 公 其の 席 を 補す、 師に 命じて 典賓 せしめ 糰 いて 記 室 を 掌ら しむ、 常に 無 夢 
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無想の 主人公の 話 を 看す、 久 ふして 決せす 因に 問 ふ、 無 夢 無想の 時 必^ 主人公 麼の處 にか 在る、 Its: く^ せ 

て藏 さすと、 師當 下に ぼを領 す、 是れ より 言 句 を 疑 はすと 雖も、 稍 や 機 思 通 快なら ざる ことん 覺ふ、 師 侍する 次 

で 曰く 侗蔡 甚だ 分明なる も 只 だ是れ 人の 借問に 遭 ふて 句の 對 すべき 無し、 禁德 面に 一 掌して 曰く、 是れ有 句 か 無 

句 か、 師覺 へす 失聲 して 曰く、 從 上の 諸 祖、 天下の 老 和尙， 元來總 ベて 是れ白 拈賊、 慧 曰く 汝 今日 始て w 地な り 

時に 王 太 史と云 ふ もの 有り、 素より 師の 德を欽 む、 一 日箕仙 紫雲 洞の 何 九 眞を請 じて 降らしむ、 眞；？^^^して以 

て師に 寄す、 又 曰く 我れ と師と 紫雲の 蔡友、 故に 此れ を 作て 懷を 寄る のみ、 ^詩 を^て 以て 和す、 ^仙陳 無 1- も 

亦た 贈る に 偶 を 以てす 「向後 花 を 移して 雪 を 待て 開く」 の 句 あり、 一 夕 夢に 一 木 盆 を 海上に 汎 ベて 將に： おに 抵ら 

ん とするとき 勿ち 空 中の 聲を 聞く に 臼く、 此れ 日本 國 なりと、 何く 無 ふして 0 老の 招され るに 過 ふ、 して サ：： 夕と 

叶 ふ、 行 を 啓く に 臨んで、 慧門沛 公の 嘱累を 承く、 蓋し 本に 背か ざれば なり、 遂に 商 舶に乘 じて _ ^渡す、 かに 

太 和に 造る、 乃ち 寬文元 ハキ辛 丑な り、 隱師の 至るな 喜んで、 命じて 衣盂を 《4 らしむ、 百 務^の 如くに；^ ると 雖も 

曲ら に 孝 誠を盡 し、 內 外雍肅 す、 隱の松 堂に 退 休す るに 曁ん で、 黄 襞の 左に 就て、 法 苑を鄉 し 深 11- 簡 出して、 而 

かも 名 九重に 徹す、 後水尾 院太上 法皇 勅して、 十 牛の 頌を 製せ しむ、 師 きを 奉じて 上進す、 龍 顔 大に悅 ぶ。 賜 ふ 

に 衣 を 以てす 又 法皇 八十の 聖誕に 値 ふ師陸 座し 以て、 提唱 幷に 撰す る 所の 僧史を 進む、 樂； i- て じて 臼 く、 願く 

ば禪師 朕と 壽を同 せんこと を、 爾 しょり 後ち、 優 詔藉々 として 絶へ す、 人 以て 榮と爲 す、 興 幅 一 乘 敬 親王 は、 

法皇の 聖子 なり、 一見して 夙 契の 如し、 特に 師を 便殿に 招て、 心を虛 しくして 諸 益す、 機鋒 相觸 るに 至りて、 脫 

然として 省 有り、 遂に 弟子の 禮を 執る、 又師の 從亨雷 州と 云 ふ もの 有りて、 廢寺 を伏见 に 起し、 而して師を^_:1じ 


て 開山と 爲す、 衆 檀カを 戮て助 建し、 蔚 として 寳搆と 作す、 山 を 天 王と 曰 ひ 寺 を 佛國と 曰 ふ、 恭く 大^ 覺 の三大 

字を揭 ぐ、 蓋し 法皇の 賜 ふ 所の ものにして、 山川 觀を改 む、 其の 他 奥の 甘露、 攝の佛 日、 加の 明 法の 如き， 皆な 

衆望に 迫り、 勉彊 して 而 かも 往く、 各々 開 法 を 請と もカ辭 して 允 さす、 其の 謙 適なる こと 大抵 斯の 若し、 元祿五 

年の 泰、 大元帥 命じて、 黃檗の 第五 代爲 らしむ、 始て 國の爲 めに 開 堂し、 百 丈の 後規を 擧げ行 ふ、 衲子至る^^無 

慮 三千 指、 尋て戒 擅 を 開く、 七 衆 求 授の者 一 萬 餘指、 其の 盛なる や、 佛 の 徑塢に 住し、 笑 翁の 穀隱に 液と 雖も 

曷を 以て か 加焉、 旣 にして 而 かも、 調 御の 殿、 聖 僧の 堂 、願 庫、 法 堂、 門廊、 寮舍に 至る まで、 缺る者 をば 之を完 

ふし、 壞る者 をば 之 を 新に す、 丹 鏤藻麗 として 百廢 具に 擧ぐ >  太 上 天皇 師の道 譽を慕 ふて、 聖 詔を頒 降す、 師法 

語 數段を 進む、 奏對 皆に 稱ふ、 大元帥 も 亦 師の德 職 叢林に 卓 華た る こと を 奏す、 即ち 勅して 紫を披 せし む、 師闕 

を 望で 上 堂し、 猫で 東武に 入て 以て 謝 を 致す、 元帥 特に 命じて 殿に 登し めて 法耍 を咨詢 す、 師 應對簡 にして 而か 

も 明な り、 元帥 左右 を 顧みて 曰く、 師の 如き は 實に僧 中の 寶 なりと、 退く に 曁んで 賜 ふに 金 帛を以 す、 是の n 幞 

下の 官員、 禪敎の 耆德、 新>儒 博士、 同く 倶に聽 を 側かす、 みな 嘆 服せ すと 云 ふこと 莫し、 師偶 梅雨に 感 胃して 不 

安な り 力めて 山に 回らん こと を 乞 ふ、 元帥 重臣に 托して 堅く 留めて 夏 を 過 さしむ、 且つ 阈醫 をして 之 を 診せ しむ 

時に 列國の 侯伯、 護法の 縉 ！；、 宗門の 昆仲、 憧々 として 疾を問 ひ 日に 相 踵 午す、 師應 接する こと 常の 如し， 然ど 

も 自 ら 起つ 可から ざる こと を 知て 亟 かに 賀を趣 かす、 時に 京 極甲牧 其の 釆邑に 就て、 輿圃 _s 寺 を 創して、 師を請 

じて 鼻祖と 爲す仙 蕩羽林 も 亦た 膏瞍を 割て、 以て 怫國の 香 積に 充っ、 至 若す 遠く 城外に 出で 護送す る 者、 附に滿 

ち 衢に盈 つ、 ^だしき は駕を 擁して 山に 至る 者 有り、 蓋し 其の 德浹く 人に 洽す こと 此の 若し、 旣而て 山に 還る に 
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及んで、 1  き 近の 緇素 先 を 爭て麕 り 至る こと 古 佛を迎 るが 如し、 唯 だ 恐らくば 筏る i こと 或ん こと を、 太 上".^.::! 逮 

詔 を 降して 慰問す、 師 起立して 恩 を 謝す、 少しも 倦 色 無し、 一日 左右 をして 扶け 起しむ、 問答畢て侍^！^ぉ偶を讅 

ふ、 師 堅く 之 を 却く、 索て 己ます、 遂に 偈を 書し 筆 を 擲て而 して 逝す、 實に元 綠 已亥十 H: 十六 日な り、 三：：： を經 

て 入 龕す。 唇 紅 ひに 手軟 かにして、 顏貌 生る が 如し、 治 命に； f て闍 維の 法に 從ふ、 門弟： ナ、 gK!!: を 奉じて 佛^ に 

送る、 ^世 壽ーハ 十お 三 法 藤 四十 有 四、 語錄 若干 卷 有り、 其の 餘に洗 雲集、 倂齊傳 等の 如き、 凡そ 一 fa 餘卷幷 に 世 

に 行 はる、 師牛生 許可 を 謹し む、 嗣 法の 者 明 誠巖等 僅に 數人 耳、 太 上： 大，： r 遣德を 追想して It くも { ^翰 や 贈り、 

賜 ふに 今の 號を 以てす、 師廣 1: 秀目、 聲音 洪亮、 動 止 尊厳な り、 加旃、 宏 才傅逑 にして を 下せば. Sif を 成す、 

を春の上林に入てまー々乎として千葩萬卉^1I然に鮮翠なるに譬ふ、 未だ 嘗て 機に 應じ 物に 托して 以て 3^ 乘 を？^:: g せ 

すん ぱ あらす、 性を禀 くる 仁慈、 之れ に 就く とき は 則ち 温に して 冬日 之：：！ の 如し、 衲子を 鞭 答す るに 至って は^ 

の 如くに 起り 雲の 如くに 合て 人の 5 おて If 倪を辨 する こと 無し、 肇め東 ill より 以て 化を戕 むる に暨ん で、 忠を 先皇 

に 奉じ、 孝を老 |g に竭 し、 衍史を 編し； 水 規を修 し、 宗を 抉け 敎を樹 て、 廢を 興し 弊 を 振 ふ、 奚ぞ翅 た功烈 を.： 一； 小^ 

に抗 るの みならん や、 抑又大 に世敎 にも 婢け 有る 者な り、 鳴 呼、 往矣咸 な 曰く 師は 末世の 光明 债 なり、 .： 一； 小說 ね 

通じ、 福慧兩 ながら 備れ り、 唯だ闕 くる 所の 者 は 嘉考 のみと 宜哉。 然り而 ふして 余 を 以て 之れ を觑れ ば、 師ゃ也 

た 未だ 曾て 滅度せ す、 蘇文忠 曰す や、 溪聲廣 長 舌、 山 色淸淨 身と、 今 兹師の 法子兑 住 佛！； 龍 等、 狀を具 して、 

余が 塔 上に 銘 せんこと を徵 む、 想に 嘗て 眞敬親 王師 を 大人 前の 關，： ：！ の 第に 誘 ふ、 余 も 亦 席に 预る、 共に 日^の ェ 

夫 を 示されん こと を 請 ふ、 帥 向上の 一 著 を 提起して 激切激 lOT たり、 一片の 婆 心 諸 を 1： 帶に 書す、 故に す 可から 


す 直ちに 其の 大較を 筆に して 後の 人 をして 以て 聖 明なる 師 の德、 其の 遭逢斯 くの 若く 盛んなる こと を 知らし む矣 

銘に 曰く、  . 

偉 哉 檗宗、 派 を 中峯に 分ち、 流 を 日 東に 傳ふ、 譬 へば 膏 雨の、 遍く區 宇に 布て 以て、 草莽に 被し むる が 如し、 iis. 

爾 たる 英孫、 砂 盆 を 提起し、 宗門 を扶竪 す、 機に 應 する 作 略， 篦の膜 を； S が 如く、 鵾の雀 を擊に 似たり、 fS 餘意 

に 適して、 翰墨 游戯 する も、 佛 jel- に 不と云 ふこと 靡し 文 彩 已に彰 る、 名 廟堂に 達し， 道聖皇 に 副 ふ、 一 宽を拮 じ 

得て、 一 怫國を 現じ、 大圓覺 に 住す、 隣選榮 腭、 力めて 祖燈を 挑ぐ、 百廢 具に 興る、 道 風 廣く覃 ぼす、 人 天 交 も 

參 じて、 侖 ^ な 優 鑾と稱 す、 化 緣旣に 終て、 而 して 眞 空に 人る、 胡ぞ太 だ忽々 たる、 師に 生滅 無し、 洪音 絶へ す、 

塵々 钊々、 親く 奎章を 賜 ふ、 一段の 重 光、 十 方に 照耀 す、 穿 堵嘴岣 たり、 勒す るに 斯文 を 以てして、 萬 人に 揭示 

す、 葉 突り 芳聯 り、 崩れす 騫 けす 億萬斯 年。 

寳永三年歳次丙戌十月乙酉朔^^子十六日 

左大臣 正 一 一位 藤 原 朝臣 家 熙撰幷 に 書す 

陴の陰  • 

碑 表 之 文、 余 曾て 書く 所の ものな り、 今 兹國師 の 十七 回 諱に値 ひ、 嗣徒 等將に 金に 鎪 めて 不朽に 垂 なんとす、 因 

て^^額して以て其の闕を補ふと云ふ。 

正德 元年 龍 集 辛 卯 五月 廿 六日 

攝政 大政 大臣 從 一 位家熙 記す。 
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第五、 寺 院 

緖 言 

我 1- の 宗敎中 その 發達 最も M 十く して、 勢力の 根底 深き は佛敎 であらう。 佛敎 は傅來 以後 1^ 足の？ お  1^ をな し、 奈 

良 朝に 於て 旣に降 盛の 極に 達した が、 其當 時に 於け る 山城 地方に 於て 如何なる 程度に 行 はれて ゐ たかは 今詳 にし 

得ない 處 であり、 聖武 帝の 朝に 國分 寺が あった 事 は 其遣址 の^す るに 依りて 首肯され、 古寺の 現.^ せる もので は 

太 泰の廣 隆寺等 二三 を數 ふるに 過ぎない。 

然るに 平安 奠都 以後に 至って は 怫敎が 俄然と して 勃興し、 諸.： 示 孰れ も その 起源. ^ ァ此 地に，^ せざる はなく、 〕 ひに 

海 東の 王舍 城た るに 至った。 即ち 平安京の 制 都 城の： 止門兩 側に 東 寺と 西 寺が あり、 延"膀 二十 四 年に はお 泣 をして 

比 叙 山に 延曆寺 を 創建せ しめ、 次で 弘仁 十四 年签 海に 東 寺 を 賜 はり、 南北 相對 して 王城 鍋： i の g;" が 《となし 給 ひし 

かば、 天台と露言のニ宗は相並んで南都の古宗を壓しその勢カ.^_擅にした。 

後ち 最澄示 寂す る や 朝野の 歸依は { や； 海 一 身に 集り、 眞言 密教の 勢力 益々 旺ん となり、 H< ム：： の顯敎 も亦密 敎に倾 

き、 所謂 東密 台密が 相對 時す るに 至り、 南都の 佛敎も 漸く 密敎 化して 平安朝 三 kn 年間 は 終に 密敎^ 相 M 取 盛の 時 

代と なった ので ある。 此 時に 當り 上下の 歸依其 極に 達し、 主上 は薙髮 して，： ni ら佛 is- を 修し給 ひ、 ^$^族顯{ぃの子弟 

で 僧と なり 寺に 入る ものが 多く 法皇、 法 親王、 門跡 等の 稱號 は此 時に 起った ので ある。 されば 寺院の 建築 は 成 撒ん 


になり 大寺 Ei^ の 創建 せらる- - もの 極めて 多く、 從 つて 僭 徒の 驕傲 制すべからざる ものと なり 政 敎混亂 の 弊を馴 

致した が、 此 隙に 乘じ本 地 垂迹の 說が顯 はれて 海內を 風靡し、 平安朝より 鎌倉時代へ かけ 天下の 大社 は 殆んど 神 

官寺 となり、 佛 敎亦淨 土、 眞宗を 除いて 寺院 內に 神社 を 設け、 全く 神社と 佛敎と を 混同して 終った。 

斯 くして 怫敎の 紛亂頹 破が 其 極に 達した 處 から 其 反動と して 新氣 運の 發生 する は 然の勢 ひで あり、 崇德 天皇 

の 朝、 諸大 寺の 大衆が 紛 爭亂鬪 する 間に 良 忍、 永 親等 盛んに 淨土 往生 を勸說 し、 良 忍 は 天 治 元年 融通 念 佛宗を 開 

立し、 源 空 は 安元 元年 淨土宗 を 開立し、 建久ニ 年に は榮 西が 入宋 して 臨濟 宗を裔 らし、 次で. の^子 親 i- は眞 

宗を 開立して 嗜肉帶 妻の 宗風を 興し、 道元 は宋 より 歸 つて 曹洞宗 を 傅へ、 日蓮 は 日蓮 宗を いて 唱题 成佛の 功徳 

を 主張し、 一 遍は 時宗 を 開立して 遊行 念怫の 敎を弘 め、 新 佛敎は 置 然として 一 時に 勃興す るに 至った。 

然れ ども 應仁 以後に なって、 京都 は 天下 四爭の 地と なり 爭亂相 踵ぎ、 洛の內 外に ある 寺院 は 殆んど 災禍 を 蒙ら 

ぬ はない 有様と なった- r め 古寺 名钊は 多く 烏 有に 歸 して 其 遣 跡の 今日に 傳 はらぬ もの なからぬ は ^5 むべき であ 

る。 後ち 德川氏 天下 を 一 統す るに 及んで 諸 寺 諸 山の 法度 を 定め、 悉く 先 格に 據 らしめ 朱印 黑 印の..；.. 節 を 付し、！^ 侶 

の 生活 を 保障し 四民 皆佛 門に 歸せ しむる に 至った ので、 怫 寺の 繁榮は 比類な く、  M 侶 は 偷安を 事と し、 巡 取 e?u 往 

の氣 象に 乏しく、 衆生 濟 度の 大任 を 忘れて、 徒らに 座 次、 位階の 高下 を爭 ひ、 諸 宗擧げ て 沈滞の 勢 を 馴致し、 只 

虚位 を 保つ に 過ぎぬ ものと なった。 此間卜 部载俱 等の 兩部祌 道を排 して 唯一 神道が 唱道せられ、 川 時代の 太平 

から 文逕 興隆す るに 從 ひ！： 學の 研究 漸く 盛んと なって 國民 固有の 思想が 閱明 せらる-に 及び 唯 一 、 ：刚 部の ニ說と 

も 純； 止なる 古神 道に あらやと 辯駁 する 葷が續 出し、 京都で は 荷 W 春滿が 純正 神 S- を 首唱し、 後ち 本居宜 長、 平 田 
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篤 胤 等相繼 いで 之れ を 唱導 鼓吹した 處 から、 復古 思想が 海 內に磅 碑し、 遂に 明：！ H 徘新祌 W 分離の 大改 is- の？ 糸 地 を 

作る に 至った。 

この 明治維新に 於け る 神 佛混滑 禁止の 大 改革 は、 千數 百年の 俗習 を 一朝に 打破した ものである 丈け 其 人心に 及 

ぼす 影響 も 犬なる もので あつたが 政府 は 令して 嚴に 官民 を 訓戒した ので 國： li- 固お の 思想に 立歸り 改革の ほつ おな 汲 

むこと が 出來、 漸く 安定 を吿 げたので あった。  • 

東 福 寺 

臨 濟禪宗 東； i 寺 派の 大水 山で 惠日 山と 號し、 京都 a 山の 第 四 位に 居り、 嘉 ニ年關 {!: 九條 道家 これ を^^し、 

圓爾， 即ち 聖ー國 師を請 じて 開 山と し奈 良の ニ大 寺、 東大寺、 興 幅 寺の 一字 づ. r を^り て：^: i 寺と したので あ 

る。 初め 道家 深く 佛 法に 歸 依し 殊に 嘉驗ニ 年 四月 二日 夢想に 感じ、 乃ち 一 千 四 la 餘 1  一一 口の？ _,^g 文 を nM しこの 寺 を 

開いた と稱 される。 殿 内に は 五 丈の 釋迦 像、 二 丈 五 尺の 觀音、 彌勒の 像 並に 一 丈 二 尺 五 寸の四 天； 土 像 を 安 S し、 

釋迦像 は その 屑 間に 大日 如来の 像を藏 め、 光背 中には 化怫五 百體を m おいて ゐる。 かくて^ 五十 口 をお らしめ 顯. 欲 

性 相、 大小 乘、 權實 の諸敎 を講舉 せしめ、 一 には國 家の 江 女 寧 を 祈り、 一 に は 君 121. の を 願 ひ、 建お 七 年 六 二 

日落慶 供養 を 行って 居る つ 更に 文應 元年に は 兀庵普 寧が 我が 國に 渡来し 本 寺に 止 住して 禪-: 〈小 を 說 して i5 り， 文 

永 二 年 藤 原實經 は莊園 四十 一 ケ所を 寄せて 永代 供養の 料と 爲し 次で 弘 安二 年北條 時宗 も 加^!: 熊 坂の 莊を 寄附し 

てゐ る。 後ち 元應 元年と 建武ー ー年とに兩度の兵火で殿舍の大半を烏；^に歸したが^2:和三年には藤"ぬ經.逝が佛殿を 


再建し 天 正 年中に は豐臣 秀吉、 寬 永年 中には 德川家 光が 共に 本 寺と 殿舍を 重修し 斯くて 本 寺 は 九條家 Mr 代 を 始め 

縑倉執 權* 室町 幕府の 將軍、 豐臣 氏、 德川 氏の 擁護に 田り 事なくて 明治に 至って 居る。 然るに その 十四 年 不幸に 

して 怫殿、 法 堂、 方丈 等 その 大部分 を燒 失せし は惜 むべき だが 其 後 再建に 着手し 昭和 二 年に は佛 殿の 上 秘式を 行 

つたれば 遠から す舊 觀を呈 する 日が あらう。 境內廣 さは 五禹 九千餘 坪で 伏昆 街道に 面し 北、 中、 南の 三總門 あり 

その 南 總門を 入り 東に 行けば 一 一町 程で 六波羅 門に 達する ことが 出來 る。 こ はもと 平氏 六波羅 第の 門な りと 傅 へら 

れ、 その 內に思 遠 池が あり 中央に 石橋 を 架け、 池の 北に は 五 間 三 戶の樓 門が あり 足 利義持 筆の 「妙 雲閣」 の 扁額 

を 揭げ、 閣上 中央に は 華 嚴釋迦 坐像 (長さ 五 尺 一 寸) 左右に： n: 蓋 長者 立像、 善哉 意 子 立像 を 安 §y し、 來西 に 十 

六 羅漢 坐像が 列して ゐる。 此 柱と 天井 等の 彩 霤は兆 殿 司と その 弟子 寒 殿 司の 合作と 稱 され 撮 近で は 明治 二十 八 年 

に 修理 を 加へ た。 實 にこの 三門 こそ は 市 及び 附近に 於け る 諸 門 中の 最古 最大の もので 建築 史家の 特に 尊重す る處 

となって 居る。 . ^、に 法 堂址の 西に は禪 堂が あり 僭 堂と も 云 ふが 今は假 本堂 即ち 選佛 襟であって 桁 行 九^ 梁 間 六 

重^ 上脊 屋根、 切妻 造、 本 瓦 であり 選 怫場三 字の 扁額 は 宋僧無 準の 筆、 中央に 釋迦 立像 (高さ 八 尺 ニ寸) 脇士 

迦葉、 阿難 像 (高さ 六尺 五寸) 四天王 立像 (高さ 三尺 五寸) を 安置し、 左 擅に 梵天 帝 釋天、 文珠、 大口 如來、 佛 

海禪師 等の 諸 像 を 列し、 右 壇に 達磨、 臨濟、 百 丈、 辨圓の 像 を 安置して 居る。 又 この 堂內に 明兆维 釋迦， だ藥 n の 

大幅 (堅 三 丈 九 尺、 橫ニ丈 六尺) (應永 十五 年 六月 兆 殿 司 五 拾 七 歳の 筆) 及び 十八 H< の n を藏 し。 その 北方 松林 中 

に 轉輪藏 即ち 經藏が ありて 宋版 一切 經を藏 し、 古 鐘樓に はもと 西 寺に 在った 無銘の 梵 鑪が懸 つて 居る。 而 して 其 

傍らに は 藤 原 道家の 建立と 傳 ふる 十三 重石 塔婆が ある。 更に 有名な 通 天 橋 は 法 堂址の 北に ある 方丈の 西より 始ま 

I ！— f  :,  i  i  . [ ,  .f  [i  . [ , [ [ [ 
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つて 北方 開山 堂に 達する 歩廊の 中間に 在り、 下の 溪流を 洗 玉 側し」 いふ も 奥 .ポ しく 兩 の楓樹 に 飽く色 は： 人 下に 

聞 ゆる 處だ。 此橋は 普 明 國師が 開山 堂に 往來し 易から しむべく 架けた もので、 度 ！；^ 二 ^璺 臣^ 吉が 修理 を 加へ た 

こと は 梁 文に 明らかで、 この 通大 橋から 眺めて 下流に 横 はるを 臥 雲 橋と 云 ひ、 歩. 1 北に f:^ くる 所に^ 山 堂が あり 

もと 常樂】 施と いひ 文 永 五 年 藤 原資 經が 造營し 開山 辨圓 に附與 する 處だ。 此堂前 を" £ に 下れば 驅 山人.：：：」 が 御所の：：！： 

華 門 を 賜 はりし 所謂 月下 門が あり、 門內 北側に 在る 普 門院 は 開山 國 帥の 常住せ し 方丈で ある。 

本 寺 は 朝野の 庇護 甚だ 涯く、 1- 代の 住！： また 舉德に 勝れ たれば ュ寸領 豊かに 勢力 も 盛んで、 塔 頭 子^も 做 然と 今 

に存 し、 その 整へ る こと 花園の 妙 心 寺と 共に 雙 壁と 云 はれる。 今 その 主要なる もの を：^ 記 すれば、 

一、 萬 f 錄寺 —— 本 寺 北 總門 內の 北方に ありて、 もと 萬 毒 寺 通 柳 馬 襟 西に 在り 六條 御堂と：： ム つた。 C: 河 天. M の 

皇女 郁芳 院の故 宮を賜 はり 永 長年 間 に 創立した もの だが 後ち 今の 名に 改め 京都 五山の 1 に： T せられた" 然 

るに 永享 六年燒 失し： 大正 年中に 三聖 寺へ 合併し 塔 頭の 一 として 今に 至って ゐる ▽ 11 二王 門 11 は wtcK や 中 

足 利 義滿の 建立 ▽ 愛染 堂 —— は 名の 如く 愛染明王の 木像 を祀り ▽ 本 《：^ 11 には惠 心^ 都 作と 傅 ふる！： 彌陀， 5 

來 坐像 を 安置し、 又 建 長 寺の 隆蘭 溪の贊 ある 北條は ^ 頓の衋 像 及び ii 本 着色 八 相；^ gffi^ 藏し ▽  二王門 11 に 

は 金剛 二 力士 木造 二  IS が あり 運慶 作と 傳 へて 國寳 である。 

一 一、 海藏院 11 虎關 師鍊の 居りし 所で 近衛 家の 宿院 であり 境內に 虎關の 一：； t と廢永 一 一年 自赞の 虎關 和尙 iiii 本 

及び 紙 本 墨書 柺伽禪 寺 私記 一 卷 とが ある。 

三、 勝 林^、 四、 栗 棘：^、 五、 同 聚院、 六、 籙 雲院、 七、 即 宗院、 八、 龍吟 ：^、 九、 大 機院、 十、 芬陀院 


. 11 一  條 家の 慕が ある、 十 一 、 南明院 11 もと 法 性 寺に 屬せ しもの で 藤 原 俊 成、 明 兆、 德川 家康の (ザ-南 明院 

(秀吉 の 妹 朝日 姬) などの 墓が ある。 十二、 永 明院、 十三、 靈 源院、 十四、 退 耕 庵、 十五、 桂 昌院、 十六、 

. . 願 成 寺、 十七、 盛 光院、 十八、 龍 眠 庵、 十九、 善 惠院、 一 一十、 一華 院、 二十 一、 天 得院、 一 一十一 一、 長 廣院、 

二十 三、 莊 嚴院、 二十 四、 正覺 庵、 二十 一 A、 光明 院、 

以上 二十 五 坊で末 土. j: は 三百 餘ケ寺 ある。 

內山本 廟は佛 殿 址の東 二 町ば かりに 在り、 九條 家の 祖 月輪 關白藤 原 兼 實を祀 つて 居り、 奈良興 福 寺の 南 圓堂ズ 藤 

原冬嗣 建立) を 校し 八 角 造りで ある。 本 寺の 開基 藤 原 道家の 墓 は 三門の 東南 一 一町 餘の 茶则 中に 在り 贊^ 印 塔 碑 を 

建て. あるが 藤 原 俊 成、 明 兆の 墓 ふ 同じく 舊南 明院の 墓地に ある。 

▽ 蠻 塔 寺 

鶴 林 寺と 號し瑞 光寺の 北に ある。 昔 は極樂 寺の 舊 地で 眞言 宗 であった が延麼 年中、 極樂寺 住職 良 桂が 日 連の 法 孫 

日 像の 說 法に 感じて 改宗し、 日 像 を 請 じて 住まし めた。 そこで 日 像 は 自ら 法 華の 首題 を 書いて 石塔 婆に 彫り 京師 

に 入る の 要衝 地 七 ケ處に 立てし め、 寺內の 題目 塔 は 即ち 其 一 つで ある。 此 塔婆に は 日蓮， 日 朗の造 骨を收 めた 虚 

から 寳 塔と 稱 する 所以で ある。 日 像の 說法 石は釋 迦千體 堂の 內 にあり、 鎭 守の 社に は 三十 桥祌 を祀 り、 その 鳥居 

の 額 は 元 政 上人の 筆と 傳 へられて 居る。 本 寺 は 良 桂より 七 代に 至って 中 絡した が 天 正 年中 妙顯寺 住職 日堯の 弟子 

日銀が 再興し 現在に 至って 居る。 
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北 地域 は 古歌に 詠せ る 深 草 霞 谷で 四邊 幽邃 鐘聲 自ら 塵 外の 餘韻を 含む 心地が する。 

▽ 瑞 光 寺 

境 內の字 名 を 藥師堂 畑と 云 ひ、 往昔 極樂 寺の 藥師 堂の 遣 跡で あつたが、 明 暦 元年に 元 政 上人 此虚に 中 與し藥 1:1^ 

の義 によりて 瑞 光寺と 名 づけ 法 華の 道場で ある。 又 元 政の 草庵 ある を 以て 元 政 庵と も 呼ばれて 居る。 

本堂 は 西 向 茅葺で 頗る 雅致 あり、 本尊 は釋迴 如來、 胎 中五鼸 六腑 を 彫刻し 刀 法 精 級に して 到らざる 所な きを 稱せ 

られて 居る。 右 壇に は 元 政 上人の 座像 歸子 入が 安置され て ある。 

新 凉の松 仰ぎ 入る 瑞 光寺.  野葡萄 

ぬか づけば 竹の I 卞ゃ 秋凉し  ^ 宣 

鶉 野 や 聖の笼 も 草が くれ  蕪 村 

薄日 さす 元 政 庵 や 竹の 春  法 城 

1、 泓の 水に 栖 まする 蛙 かな  .  靑  々 

山茶花の 一木 短 かし 草の 堂  同 

.整 鳴 や. 元 政 庵の 日南椽  藤 園 

寂々 と 竹 三竿の みぞれ かな  東 方 

元 政 庵の 和 尙飼ひ 居る 鶴 哉  野 風呂 


腰張りの 文！ 3 ほたり 元 政 忌  無 EI- 

▽ 石 峰 寺 

百 丈 山と 號し黄 檗宗禹 福 寺 派で ある。 開山 は 黃檗の 第 六 世千呆 和尙、 本堂 は 西 向で 本尊 釋迦を 安， まし 堂楣の 扁額 

は濟世 法王、 又 左右に 聯 あり 千 呆和尙 の 筆で ある。 表門の 額は即 非の 筆 「高 着眼」 と あり、 大正 四 年 一 月 火災に 

罹り 共に 消失せ し は 痛惜に 堪 へ ざる 處だ。 

表門 は 後山に 登る 小 門と 共に 漢 門に 擬 し形狀 頗る 技巧 を 極めて ゐる。 後山の 石造 釋. i を 中火に せる 十六 羅漢 五 百 

大 弟の 像 は 灌木の 問に 錯落隱 現し 彫鐵鹿 朴ゎづ かに 面目 を認 むる ところ 退が 若 ゆの 創意と 首肯せ しめる。 

ぅそ寒ゃ目^！^ぉはさぬ羅漢達  蘇 南 

門 入れば 高 着眼 や 梅の 花  同 

秋の 山風 化の 羅漢 撫で もして  子 城 

伊藤 若 冲の墓 

若 狹屋の 墓に 花な し 草 紅葉  靑 え 

▽ 淸凉庵 

大龜谷 五郎太 町に あり 淨土宗 知恩院 末で ある。 本尊 幅 壽觀音 は 大和 長 谷寺觀 音を寫 像した ものと 傅 へ られ る。 昔 


1 〇〇 

は 保安 寺 境內に Si したが 廢滅後 は此小 庵が 殘存 し德川 義ぃ肛 公の 第內に 在り、 義直 (尾 州 公) の 生母 阿龅 女の 念 持 

佛を 本尊の 胎藏佛 として 筘 入して 在る。 

明治 四十 一 一年 同：^ より 一 個の 古 像と 木 脾を發 見し 木像 は 鑑定の 結 德川義 い d 公、 木脾は 前記 胎內怫 の 出^け > ^判 

明した。 

義 直の 生母 は 志 水 加賀守 宗淸の 女、 宗淸 は洛南 石淸水 八幡宮の 社 司であった。 お 組の 局 は 家 公の 側 と 

なり 一 一子 を 生んだ が 一 人 は 夭死し、 もう 一 人 は 尾 張 公義 直で ある。 局 は寬永 十九 ハ卟七 拾 歳で 没し、 今 名 古 

, 屋 にある 相 應寺は 局の 菩提 を ふため 尾 州 公が 建營 された もの だ。 

淸凉 庵に ある 局の 像は沒 後三年の 正 保 二 年 四月 造られた もの で^の 開^ 道 和尙眞 a-Q 祈願 文が 添へ て あ 

る 0 

▽ 佛國寺 

開基 は 黄藥山 第五 世の 高 京和尙 である。 和 尙は福 建 省の 人、 隱元來 朝の 後は隱 元の 高弟 II 門 件沛が 支那の 货 山 

に 法を嗣 いだので、 高，：：^ は 主として 養 門の 敎を 受け、 寬永 元年 來 朝して 黃樂を 副ぎ 後ち 天 王 山 佛國寺 を 11 いた。 

豐 公が 築城の 際 永久 寺を廢 し、 其 趾へ御 香 宮を遷 したので あつたが、 德川 時代に 入る や 御^ 宮を 哲 地へ 役した の 

で 其 地域の 一部へ 怫國寺 を造營 したので ある。  -, 

高 泉和尙 の佛國 詩^ 


〇 千秋 嶺 —— (嶺不 甚高在 山門 外即進 京師 之 大道 也) 曲曲 盤 雲 横， 嶽 麓，。 西 行， 十里即 京華。 儲 君 華 常常 遊， 此。 

故號， 一 千秋， 壯„釋 家，。  ， 

〇 將軍山 11  (在 嶺南爲 寺 近 案參天 古木 在 夏 如 秋 前 關白眷 鎭干此 城 闕莊嚴 今廢) 蒙々 峨. 倚， 殿 前。 相 傅 是綺華 

筵。 元戎楽 レ劍知 何 代。 百 萬 松杉綠 到， 天。 

0 金：^ 水 1 . (在 寺 右松 下 僅 三尺 許 S 几 早 不竭皆 有 王者 性嗜茶 眷用此 C 水) 一 勺淸 流，， 石邊ふ 澄；， 其 や 倒： 天。 

毎將， 1 活天， 烹-金 鼎,。 不亞濂 i 轮與レ 酸^。 

〇 御 杳ー呂 ii  (居 寺 右 與本寺 並 坐 i 査道宫 也 今已類 毀惟宮 煎 石 坊儼然 如 新) 丹灶 金爐靈 冷 灰。 來應霜 棟 委，， お 苦；。 

獨餘 n 華表 1 依 n 雲 際。 或恐眞 人化レ 鶴來。 

〇 觀音巖 11  (居 本山 左臂 千佛臺 上) 天生 一座 玲瓏 石。 指 作 n 峰。 小 補 陀，。 大士熾 然常說 法、 不 レ烦， r»gi 及 L 風 

柯。 

〇 後山に 桃 水 和 向の 卵塔が あり 「^寂 雲 溪水公 老宿之 塔」 と ある 

身 を土芥 にして 怪 ます 桃 水 忌  靑  々 

桃 水 の ^：ポ： に 徑 や 秋 し ぐ れ  無 果 

太閤の 田 樂岩ゃ 梅の 丘  蘇 南 


1 〇 二 

直 遠 橋 六 丁目に あり 淨土宗 西 山 深 草 派で ある。 本尊 は 阿彌陀 如来で、 醋^ 天，〕；」 延喜 年中、 權 大納言 道 明 卿、 參議 

澄淸 卿の 建立せ る處 から 二人の 諱の 頭字 を 以て 寺號 とした、 此 寺に 小 野道 風の^ 筆になる 洪 鐘の 銘 「道 澄 寺齐從 

三 伉 守 大納言 兼 右近 大將行 東宮 太子 傅 藤 原 朝臣 道 明、 參議左 大辨從 四 位 兼行 勘 解 由 長官 播磨， 守 橘 朝 ほ^ 淸爲報 四 

恩 而濟六 趣ん n 誠戮カ 建立 也 云々」 あつたが 應 仁の 兵 亂に剽 掠され 今 は 大和 宇智郡 小島 村榮 山寺に 傅 へられて ゐる 

▽ 西 岸 寺 

直 遠 橋 二 丁目に あり 眞宗本 派 本願 寺 末で ある。 九 條兼實 公の 臣田村 釆女正 光 降が la 眞 大師に 歸 依し 法名 を 啊阿彌 

陀と稱 し 文 永 五 年九條 家より 小 御堂の 寄進 を 受け 深 草 山 西に 創建され たので あつたが 文 祿华中 現今の 地に 移った 

當寺は 後. HI 河 法皇 入御の 鎮^で あり、 祖師 親 驚 上人が 玉 日 姬と御 配偶の. m 錯も あり、 又 上人が 左遷の^ 御^ 奥の 

舊跡 でも ある。 文 久年問 六 條門覺 町 松國寺 は當寺 へ 合併され た。 

▽ 淨 蓮華 院 

瓦 町の 東南に あり 天台宗 妙法 院末 である。 文政 四 年 比 叙 山地 福院の 法師 堯覺、 ^栖川 一品 韻 仁 親王の 命 を 奉じて 

草創、 1K 保 十四 年 妙法 院宮 一 品敎仁 親王より 淨 蓮華 院の號 を 賜った ので ある。 堯覺の 弟子 堯 雄が 師 のお 志 を^ぎ 

萬延 元年 七月 桓武 天皇 (當寺 背後の 小 丘 は 皇陵と 稱 されて ゐる) 御影 殿 を 建立し 其^ 當 となった。 然るに II- 應三 

年桓武 陵を擬 陵と せられ 明治 十 年 十一 一月、 天皇の 御影 殿の 稱を慶 せられた。 


寺 町！ as- にあり 淨宗 知恩院 末で ある。 太平 記に 「光厳 上皇 は 伏 見 山奥の 光 嚴院に 移らる」 と あり、 伏 3^ 濫は 「i 

光厳 院は 現下 深 草に ある 西 幅 寺に 沿- 4 す」 と 記されて ゐる。 本 寺の 佛 壇に は 等身大の 光嚴院 坐像 及び 痕翰を 傅へ 

て ゐる。  - 

人皇 九十 六 代 光厳 院太上 法皇に は 文 和 元年 阿 州の 離宮に 於て 御 得度 あり、 良 覺明和 尙禪衣 を 着せ 奉り、 隙 

光智 無 範穴和 尙と稱 せられた。 時に 四 拾 一歳、 初め 嵯峨に 暫く 御座 あり、 夫れ より 伏 2- の 奥木幡 h..、 今の 

城 山に 光厳 院と えし 幽闕の 窒戶に 叙 慮 を 寄せられ 禪 律念佛 門に 入らせられ、 更に 後ち 丹 波 山 國の常 寺 

に 渡御 あり 貞治 元年 七月 七日 薨去 あらせられた。 此時寳 壽五拾 一 10 

當寺を 如意 山 光厳 院と稱 したの は 法皇 御 在 寺あった からで 此由緖 より 明治維新 迄 菊の御紋 章 を 川 ひられた。 斯く 

して 當寺 は文祿 三年に 今の 地へ 移り、 敎譽 上人 を 中興と して 淨土宗 へ歸屬 したので ある。 

▽ 等 泉 寺 

敦賀 町に あり 知恩院 末、 本尊 は 阿彌陀 如來、 承應 元年 頓譽歸 西 上人の 開基で ある。 

D> 地 福 寺 

僧坊 町に あり 淨土宗 西 山 派 末、 圓 {全 上人の 上足 如圆 上人が 弘安十 年 三月 開基す る 所で ある。 

1 〇 三 


1 〇 四 

▽ 自 ？ 院 

寳塔寺 山に あり 日蓮 宗 本山 寳塔寺 末で 文祿 三年 開基。 

▽ 大 雲 院 

同じく 天 正 十八 年 五月 問 基。 

▽ 直勝院 

同じく 康安 元年 四月 開基。 

〉圓 妙 院 

同じく 慶長ー 一年 三月 IE 基。 

▽ 慈 雲 院  . 

同じく 明曆 三年に 開基。 

▽ 靈 光寺 

同じく 寳塔寺 山に あり 日蓮 宗 本山 立 本 寺 末で ある。 往古 眞言 宗で 法身 莊嚴 院と號 し、 創建 並に 閒^ は詳 かで ない 


が、 延慶 三年 住職 實典 僧都 は 日 像に 歸 依し 極 樂寺良 桂と 共に 宗を 改め 日蓮 宗 となり、 應 仁の 兵 樊に逢 ひ 文祿年 raj 

敎藏院 日 生 再び 堂 を 建てた ものである。 

▽ 崇 泉 堂 

福 稻高松 町に あり 淨土宗 山 派で ある。 

▽ 常 泰 寺 

七瀨川 町に あり 淨土 宗金戒 光明寺 末で ある。 明應ニ 年の 創建で 觀 譽宗祐 上人の 開基、 初め 國母 山城 圆 寺と 稱 した 

が 後ち 現 寺に 改稱 した。 

▽ 誠 心 寺 

直 違 橋 北  一 丁目に あり 淨土宗 知恩院 末で ある。 H< 正 ニ年僧 周 道の 開基。 

▽  了 峰 寺 

直 遠 橋 南  一 丁目に あり 曹洞宗 香 林 寺 末で ある。 天 正 十七 年 佐 久間備 前 守 先妣 了 峰宗悟 大師の ため 此 地に 建立、 長 

久山了 峰 寺と 號 する。 

▽ 蓮乘寺 

.  1〇 五 
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十 肚違橋 二 丁目に あり 淨土宗 知恩院 末で ある。 元 和 二 年 十 一 月 § 挫乘の 開基せ る處 から 此寺 名と した。 

▽ 常 安 寺 

^51違梳五丁目にぁり淨土.：へ小金戒光明寺末でぁる。 ；^^1昔延^寺末.長嚴寺と號したが後ち荒廢し|^長十五年源5^!^"盈 

上人が： 冉 建した 處 から^ 山と なって 居る" 今 は 改宗し 長 厳 山 常 安寺と 號す るが、 境 外に は 長嚴寺 川の 地名が 淺っ 

て 居る。 

▽ 攝取院 

直 遠 橋 十一 丁目に あり、 淨 土宗淸 淨華院 末で、 始め 慶長 十三 年^ 道 無 大和 大路 大紋に 創立し 後ち^ 荷 御前 町へ 移 

轉 したが 明治 十 一 年 八月 鐵道 建設の ため 更に 現地へ W 移轉 した。 明治 四 年中 舊本寺 西 光寺 を 當院へ 合併して Si5 る。 

▽ 西 休 寺 

極樂 町に あ り 淨土宗 知 恩院末 で 慶長九 年！：^ 休甫 の開甚 である。 

〉榮 眞 寺 

藤 森玄蕃 町に あり 眞宗高 田 派 專修寺 末で ある。 豐臣秀 吉の局 飛 烏 井 大納言 從 一 位雅 綱の 養女で ある ^is 腐佾 正の 女 

が、 文 祿 五 年 七月 桃 山城に 逝去した 處 から 此 地に 葬り 菩提の ため 法名 「妙 孝 院殿榮 は； 大姊」 を 株り 寺號 とした。 


開基 は僧淨 意で ある。 

ヮ嘉 祥 寺 

十二 帝陵の 東に あり、 天台宗 延曆寺 末で ある。 往昔 仁 明 天皇の 勅願に より 淸凉殿 を 寺に 充て 年號を 以て 嘉祥 寺と 

稱 された。 應 仁の 亂には 堂 舍寳物 悉く 湮滅し、 寬文ニ 年に 空 心 比丘 震 殿 及び 祈 禱傷を 再建した が、 その 祈 禱樓は 

現今の 本堂で ある。 本尊 大聖 歡喜天 は 弘法 大師の 護 念 本尊で あり、 十一 面 觀世音 は 後西 院 皇女 誠 子內 親王の 靈夢 

により 御 寄附され たもので ある。 

三代 資錄 に、 光孝 天皇 勅して 嘉 祥寺珧 城に 五 種の 塔 を造營 せし むと あるが、 現今 境內 にある 法 華 塔 は 即ち 共 一 つ 

である。 


▽ 善 福 寺 

瓦 町の 東に あり 眞宗大 谷 派 末で ある。 文 祿四年 三月 廿日 東 山 大谷勝 久寺祐 願 嫡子 延 正の 草創で 此地 一 帶は 往昔嘉 

祥 寺の 封 境であった こと は 本誌 一 一六 頁に 詳述して 置いた。 

▽ 眞 宗 院  、 

瓦 町の 北、 淨土宗 で 本尊 は 阿彌陀 如來、 寳治 年中 圓{ 仝 上人の 建立せ る 所、 應仁 文明の 亂に燒 亡し、 寬政五 年 願 

寺 龍 空の 再建、 嘉元ニ 年、 後深草 天皇 葬送の 時、 こ X に 法 華 堂 を 建て 御 骨を收 めら れ尋で 伏 見、 後 伏 二 帝 を も 

こ >r に 送り 奉り 深 草 法 華 堂と 稱 したが 後ち 同 寺の 荒廢 から 御 骨 塔 も牧滅 せんとし たので 安樂 行院に 移し 奉った。 


1〇 八 

第 六、 敎 會 

緖 言 

德川 末期に 於け る祌^ は兩部 神道 あり、 唯一 神道 あり、 伯 家祌道 あり、 垂加祌 道 あり、 橘 家祌道 あり、 黑 化祌^ 

あり、 富士講 あり、 吐菩 加美講 あり、 各 相當の 勢力 を^した るが 就中 最も 旺ん であった の は 純正 神^の 中秘 一た る： 个 

田 派であった。 然るに 明治維新の 改革に 當り兩 部 神道 は祌怫 分離の 結果 滅 絶し、 宣 敎使設 m はより 祌佛 合同 敎^^ 

設^の 時代 は、 純正 神道 獨り 盛んにして 他の 神道 各派 は 殆んど 之れ に隸 嵐せ る實狀 であった。 

明治 八 年 四月 祌怫 合同 布教 停止の 後 は、 敎 導職統 一 の機關 として 神道 専務 局 を 設け、 局 內には 神 近大敎 ^ふ， 設け 

各 府縣に 事務 分局 又は 支局 を i 直き、 分局 內に中 敎院、 支局 內に 小敎^ を if おき、 布 敎に從 寧せ しめたの である。 而 

して 翌九年 一 月に は 更に 敎 t せ 職 を 三部に 分ち 各部 官長 を^き 同年 十月 改めて 四 部と し、 同時に 講社 及 修成講 

社の 一派 別 立 を 許され、 祌道 各派の 分立 は 實に兹 に 起因した ので ある。 

後ち 拾 五 年 一月、 內務 省令で 神宮 敎導 職の 兼務 を 廢し祌 管の 葬儀に 關係 する le^ を 停めた ので、 神道の 勢力 大に减 

じ、 從來 分立 を 希望せ し 各 敎會は 此機會 に 乘じ各 一派 を 成した。 即ち 神道 敎會中 最も^ 力な 神宮 敎，^ を 始め、 大 

社、 扶桑、 資行、 大成， 祌 習の 六 敎會は 何れも 同年 五月 十五 日獨 立の 許可 を 得、 九月 二十 八日に は 御- S 敎 も亦獨 

立 を 許され、 祌 道中に 九 派 を 生す るに 至った。 然し 乍ら 當時 は尙 ほ內務 省に 於て 敎！^ 職を籼 命して ゐ たが 十七，.^ 


八月に 至って 神 怫敎導 職を廢 し、 管長 委任 條件を 定め、 神道に は 一 派に 一 管長 を 置く こと X した。 

兹に 於て 從來 神道 |$務 局に 屬し、 各派に 屬 しなかった 敎導職 は 神道 本局 を 組織した ので ある。 其 後附 敎會 中よ 

り 更に 驟敎、 神 理敎、 金 光敎、 天理 敎の 四派獨 立し、 神宮 敎は 三十 二 年 九月 祌宮奉 齊會の 設立と 共に 解散せ し を 

以て 現今の 神道 敎派は 十三 派と なった。 筆者 は 本篇に 於て 深 草地 域に 於け る此等 各派 敎會 を擧 ぐるに 當り资 料 を 

府 社寺 課の 臺 帳に 仰いだ ので あるが、 以下 拾數の 敎會は 何れも 祌怫敎 會所规 則に 基き 成规の 手續を 2^ める 現在の 

敎き である。 

► 御 療 敎 

▽ 御嶽 敎 天地 敎會總 本部 深 草 笹山町 一 番地 .、， 

持主 (大敎 正) 辻 田. 詳 壽、 擔任 教師 (大 講義) 夏 目 光治 郞 

▽ 御き 敎大岩 敎# 所 

深 草 向 ケ原町 八 九 番地  同 (小 講義) 久保巿 之 助 

▽ 御嶽 敎紳祗 崇敬 敎會 

深 草 赞山町 二三 番地  同 (小 講義) 山 本 榮次郞 

► 天 理敎： 

1 〇 九 


▽ 天 珂敎船 堪大敎 會蒐原 支 敎會富 志 美 宣敎所 

深 草大島 屋敷町 三 三番 地 

V 天理 敎府內 分 敎會洛 南 敎會所 

深 草 向河原 町 四 四 番地 

▽ 天理 敎敷島 大敎會 長 谷川 分 敎會深 草 支敎會 

深 草 ススハ キ町ニ 七 番地 

V 天现敎 河原 町大敎 會眞榮 分敎會 錦京宣 敎所 

滦草 キト n 町 一〇 八 番地 

▽ 天理 敎大縣 中 敎會京 東 支 敎會幅 稻宜敎 所 

深 草 下 横繩町 一 八 番地 

▽ 天理 敎敷島 大敎會 長 谷川 分 敎會深 明 宜敎所 

深 草 森吉町 一 1 番地 

覃扶 桑 敎 

▽ 扶桑 敎 敬神 敎. & 本部 

深 草 開 土 口町 五番 地 
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同 (少 講義) 井上 健 二 

同 (訓導) 平 田 末 松 

同 (少 講義) 大東 忠太郞 

同 (權 訓導) 林 毒太郞 

同 (中 講義) 水^ 幸次郞 

同 (權 訓導) 森 川シナ 


同 (大敎 正) 正 ffl 良宜 


▽ 扶桑 敎 敬神 末 廣敎會 所 

深 草 一 ゾ坪町 二 〇 番地 

► 金光敎 

▽ 金 光敎深 革 小 敎會所 

深 草 西 出 町 七 六 番地 

▽ 金 光 敎十條 小敎. 衬所 

深 草 相 深 町 一 五番 地 

▽ 金 光 敎墨染 小 敎會所 

深 草 中 之 島 町 三 六 番地 


同 (權小 講義) 河 野 ヤス H 


同 (權少 講義) 松 尾 正次郞 


同 (訓導) 大西幸 男 


同 (少 講義) 松 岡 道太郞 


► 大成敎 


V 大成 敎 直轄 神德皇 恩敎會 本院 

深 草 願 成 町 二八 桥地 

▽ 大成 敎 天明 敎會 

深 草 谷 口町 九 七 番地 ノ 


同 (少敎 正) 森 本と 


同 (權少 講義) 森 島コン 


1  一 二 

► 神理敎 

▽ 神 理敎深 草敎會  ， 

深 草加賀 屋敷町 一 七 番地  同 (權少 講義) 小 谷 たまゑ 

► 眞言 宗高野 派 

▽ 高野山 大師 敎會 京都 稻荷山 支部 

( » if 深^ 開 土 口町 五番 地  同 (權 少衍 都) 建 都 快 運 


第 七、 廢 寺. 

史上に 著名な 廢 寺の み を 擧げる 

卽 成就 ii 

r 雍州^ 志」 に、 即成院 在，； 伏 2^ ヽ 始號 n 光明 山，、 傳言惠 信 僧都 於 宇治 說法時 八旬餘 老翁 來聽レ 之 li., 僧都 一 nr 

願 須レ來 n 臨 吾 草庵，、 僧都 以爲與 人 也、 則訪 n 草庵、 時 老翁 與， 二 釵，、 其杳味 非， 常 其 所， 說非 n 腐 正 人； 親 示 n 淨土 

三體 相，、 然 後吾是 南京 伽藍 之 守護神 也、 言已不 kn 其 形，、 草庵 亦 無，， 其 跡-、 僧都 以爲 nSS 之 化身-、 於， 兹 命，， 

佛ェ 法定 朝，、 前 所レ示 之彌陀 三等 像 並 二十 五 菩薩 悉令レ 彫， 刻 之，、 建レ堂 安， 1 澄此 像，、 號，， 光明 院，、 一條 院正暦 二 

年 辛 卯 八： 0： 十日 有， 開 服 供養， 云 々 

即ち 一 條 帝の 正 暦 二 年 (紀元 一 六 五 一 年) 惠心 僧都が 現今の 桃山學 l5i 江戸 町 附近に 說法場 を 開き 光明 院と號 した 

らしい が、 後ち 凡そ 八十 年を經 て三條 帝の 時、 橘 俊 綱が この 處に 山莊を 構え 偃蹇傲 逸伏兑 長者と 稱 され、 財力 富 

饒 にして 豪奢 時人 を壓 した こと は 幾多の 文献に 明らかで ある。 

後ち 俊綱沒 して 山 莊は其 弟 家 綱に 傳 はり、 幾 くもなく 此地を 白 河 院に献 じ、 白 河院は 之れ を 仁に 赐ひ、 お 仁 

に嗣 なく 鳥 羽院の 皇女 頌子內 親王 を 子と なして 所領 を 傅べ、 內 親王 は 更に 後白河 院に 献上せられ、 後 {： 河. お また 

皇女 宜陽 門院に 傳 へたが 宜陽 I： 院には 建 久六年 御 母 高階榮 子と 謀られて 荒廢 せる 即 成就 院を 興し 給 ひ、 下野 那 

一一 1 三 


1 1 四 

須庄を 寺領に 寄附し 故院 (後白河 法皇) の 冥福 を 祈らせられ、 晚年は 伏 3- 山に 御殿 を 築きて 住 はれ、 建お W 年 六 

S5 八- S 御年七 十二で 崩 じ 給 ふたので ある。 

高 階 滎子は 僧 章 尊の 女、 初め 相 摸 守 平 業 房の 妻で あつたが、 宮に 入って 丹 後 局と 稱し從 三位に 叙せられ 從 

二位に 進み、 帝寵を 蒙って 宜陽 門院 を 生んだ。 又、 宜陽 門院 は 文治 S 年內 親王と なり 三宮 にゅぜ られ^ 久 

二 年號宜 陽 門院と 進められ、 年 宫年爵 を 給 ひ、 後白河 上皇 特に 之 を 愛して 同じく 六條 殿に： まし 元 久ニ年 

薙髮し 法名 は 性圆昝 と稱 へ られ た。 

即 成就 院 11 略されて 即成 となった が、 後年 豐臣秀 吉伏見 築城に 際し 大龜 谷に 移され、 更に明治拾ハ牛.3^-山 

區泉涌 寺 門前町へ 移り 現在に 及んで 居る。 その 桃 山より 移轉 せる 時 無 字の 一 石塔が あって、 之れ に は 橘 俊 綱のお- 

石で あるとの 傳說 あるが 今 は 泉 浦 寺 末た る關 係から 山內 保安 寺に 移されて 現存し 同時に、 那 t が與 一 の^と 稱 する 

無 字 塔 も 移され、 偶人 は 那須與 市が 一 時 勘氣を 蒙り 伏！ a に 蟄居し、 赦 されて 八 島の 戰 ひに 偉功 を^て たおから 即 

成院を 「早 即功 成」 の 意義に 解し 開運の 墓と 崇 尊して 居る も、 與 一 伏 見 居住の 史證 はなく、 拾 芥抄に 

伏 見 寺 一 名即 就院， 稱俊綱 建、 有 石塔 婆 六尺 餘、 乃 其 菜 也、 後白河 院 女宜陽 門院 下野 那 于 常時 

と ある 處 から 地名 那須を 人名に 附會 した ものと 信ぜられる。 

尙ほ豐公築城に依る大龜ハ^^：移轉後に於て年代不詳なるも即就院住職に；谷海和尙なるものぁり常念佛と稱し直夜 

を 通じ 木魚 を敲 いて 熱烈な 勵聲 念佛を やった 處 から 信徒 は 衆を爲 して 靡き、 ；奋海 節と て 一種の 和 諧 口調まで 生れ 

て流行したとの|8^^でぁる。 今 は 此舊： ^に 天理 敎々 務支廳 が 建築せられ 土地の 古老が 記憶に 殘る のみで ある。 


嘉祥寺 は 仁 明 帝の 嘉祥 年中、 時の 皇太子 道廣 親王 (後の 文德 帝) が 父 帝の ため 建て 給 ひし 所と 傅 へられ、 京 南の 

名 であった が 中古 戰亂に 際し、 其 跡 びて 舊觀 遂に 索む 可らざる ものと なった。 即ち 現今の 深 草 十二 帝陵の 東 

に 隣接して 嘉祥 寺と 稱 する 天台宗の 寺院が あり、 之れは寬文年中{4^;-僧都が古の嘉鮮寺の亡びたるを慨き：将興す 

る 所で あると 云って 居る。 されば 此嘉祥 寺 は 往古の 嘉鮮寺 を 再興した もので は あるが、 1^$已 に 近世に 嵐し、 其 間 

年代の 隔絶が あり、 寺 地の 如き も 亦 栗して 舊地を 索め たる もの か 知る 事が 出 事ない。 故に 其 名相问 じと 雖も？ g 址 

考定の 上から は 姑ら く 別問題と せねば なるまい。 

▽ 嘉祥 寺の 創立 11 に 就て は 現今の 嘉、 祥 寺の 寺 傅に、 嘉 祥三ギ 二月 仁 明 帝の 崩御 ある や 太子 道： S 叙 王が. M て 給 ふ 

こと を 記して 居る。 然れ ども 「續 日本 後記」 に は 嘉祥寺 創建の 記 喜 を^き、 寺傳 いふ 慮の 嘉祥 三ハ牛 二月に は 未だ 

崩御な し 給 はす、 登遐は 三月 二十 一日であって 山陵 を 深 草に 築き 奉れる は 同月 二十 五日で ある。 而 して 史上 始め 

て嘉祥 寺の 名 を 見る は 次の 文德 帝の 仁壽 元年 一 一月 十三 日で、 「文德 寶錄」 に 

是日 移淸凉 殿， 爲 n 嘉祥寺 堂，。 此殿 者" 先， M 之 il.l 也。 今上 不レ 忍レ 御」 之。 故捨 爲，, 佛 堂，。 

と あり。 此時 移されて 堂と なった ものである。 されば 仁壽 元年 は嘉祥 三年より 恰も 一 年後で、 記蔡の^；-：^は、 淸凉 

殿 を 移して 嘉祥寺 堂と 爲 したに あり 寺の 創建で はなく 寺 中の 一堂と 見做すべき であらう。 從 つて 嘉鮮寺 は 此時以 

前に 創建され たと 思 はれる。 尙ほ其 翌月に は 先皇の 御 忌 齋會を 寺に 於て 營 まれて 居り 以後 嘉祥 寺は洛 南の 大 刹と 
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して 漸次 壯觀を 致せる 如く、 藤 原 良 房 は 寺の 西へ 新たに^ 院を 建て 淸和 帝の 御爲 めに 禱っ てゐ る。 

又嘉祥 寺の 新 院は貞 觀四年 七月に 至り 改めて 良觀 寺と 稱し、 年分 度 者 も 定められ、  の 尊崇 厚かった 丈け に 

寺の 盛大 見るべき ものが あった 譯だ。 

▽ 嘉祥 寺の 位置 11 「延喜 式」 や 「三代！^ 錄」 及び 「中 右 記 」■ を综 合する と 仁 明 帝陵、 貞觀 寺、 嘉祥 寺の 三^相 

互の 位置が 判斷し 得られる、 即ち 深 草 陵の 西 は貞觀 寺の 地域で、 陵の 西. C 北 は 嘉祥寺 西 大門、 從 つて 嘉祥 寺の 堂 

宇 亦 北方 か 西北 方に ある を 知るべき である。 「都 名所 圖 会つ 拾 遣」 の 善； 福 寺の 條 下に 

此地も 往古 は嘉祥 寺の 封 境に して 本堂の 礎 は 上古の 伽藍 石な り。 又 仁 明 帝より 嘉？^ 寺 肌 露雅 僧都へ 御附 

屬 の藥師 怫は當 時に あり。 

と 記され、 現今 瓦 町 町 善 福 寺 本堂 正面に 見る 礎 右の 中には、 該 本堂が 近世の 建築なる に拘ら す北ハ 様式の だ 古く 

して 且つ 其 礎石の 上に 立てる 柱と 相 協 はざる ものが あり、 一 見 其 等の 礎石が 同 寺の 本 党 建築の ため 新たに 造られ 

たので はなく 古き 礎石 を 流用した るな 思 はしめ る。 兹に 於て 善 福 寺も舊 嘉鮮 寺の 一部 地域で ある を 首肯し はられ 

る 0 

更に 善 福 寺 住職の 談 では 寺の 東北 隅に あたる 畑地 及び 之れ に 連 緩す る 竹 蔽には 約 地下 一 丈に して 敷 瓦の 一 "れ に 

排斥せ る あり 其 間に 礎石の 埋沒 せる もの 多數 あるとの 事で あり、 現に 同 寺の 庭園に 置け る 礎石 は 何れも 此 地^き 

の 地表 下より 獲た る もので、 尙ほ 地下に 埋沒 せる 礎石 敷 瓦が 多數 にある を 思 はしめ る。 又 同 寺に は 銅錢、 古錢を 

所藏 し、 先住の 得た る ものと 云 ふが、 古 錢四侗 は 何れも 銅錢で 「長ギ 大寳」 の 文 ありこれ は 仁 明 天皇の 嘉鮮 元年 


に. 鑄 造す る 所で、 其 後淸和 天皇の 貞觀 元年 銅錢 「饒益 祌寳」 を 鑄る まで 仁 明文 德兩 帝の 間に 殊に 多く 使 川され た 

もので あり、 仁 明文 德兩 帝と 緣故 深き 嘉禪寺 舊趾と 思 はる- - 地より 「長年 大寳」 を 出せる は 特に 興味 ある 事 iEi で 

ある。 

安樂 行 院 

安樂 行院 は、 もと 持 明 院と云 ひ、 其 草創 は 堀 河 天皇の 康和 年中に ありて、 大藏卿 藤 原 通 基の 建つ る 所で あり、 

もと 京都 舊 市に あつたが、 通 基の 子孫 其 家 を 持 明 院と號 した 處 から 寺 名 を 改めて 安樂 行 院と稱 する に 至った もの 

である。 即ち 持 明 院基家 は、 後堀河 院の 外戚と なった 處 から、 皇{ 至との 關係 深くな り、 後深^ 天皇の 皇統み-特に 

持 明院統 と稱へ 奉る に 至れる は、 持 明院が a 此 皇統の 皇居と なった 關 係からで ある。 安樂 行院 が荒廢 したの は 何 

れの 時なる や 明かで ない が、 足利時代 末に 於て は此 持明院 皇統と 緣故 殊に 深き 同院 も、 巳に 共 正 《：^ 一 を 失 ひ Si かに 

一堂 を殘せ しのみ であった。 即ち 「明應 凶 ^記」 に、 後土御門 天皇の 御 葬送 を 記して 

明 應九年 十 一 月 十二 日 壬 戌、 今朝 即御收 骨 儀 也 (中略) 上 卿 持 之 (中略) 奉 籠 深 fcj. 法華^  (此法花^^^^安 

樂行院 之 一 堂 也、 於 本院^ 久 退轉、 此 一 堂 相殘計 也、 仍堂 修行 兼 帶„ 法 花 堂, 云 々 ) 

と あり、 以て 安樂 行 院の狀 態 を 窺 ふべき である。 即ち 此殘存 せし 法 華 堂の 地 は 現今 十二 帝陵の 地であって 是れ安 

樂行 院內の 一 堂で あり 此 故に 現今の 十一 一 帝陵に 連なる 所の 嘉祥 寺の 境域 は 安樂 行 院の葡 跡で あると 斷じ 得られ や 

ラ つ 
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現嘉祥 寺の 寺 僧 は 應仁亂 離の 後 をう け寬 文中、 .S 心^ 都が 嘉祥寺 震 殿と 安樂 行院と を： 叫 興した と 云 ふが、 f^isw 群 

寺に 關 して は 唯 其 名の 復興に して、 地域 は 即ち 安樂 行院 の遣蹟 である は 疑 ふべ くもない。 

極 樂寺址 

直 違 橋 六 丁目より 十 丁目に 至る 東 を 其舊址 とされ、 今の 寳塔 寺、 瑞 光寺 も 其 境 內に霸 した。 即ち 極樂寺 は 藤^ 

經 (昭宜 公) の遗 志に より 時 平の 創建せ る もので、 其 t 經幼き 時、 仁 明 帝^ 川 (下 iil^) 行 4;- に隨 つた 時、 帝秘 

藏の箏 爪 を 遣 失された ので、 帝 は 基經の 懇敏を 察せられ 之れ を 索め しめられた。 站經は 心に^つ て、 若し 命 を^ 

し 得れば 其 處にー 伽藍 を 建立し やうと、 遂に 深 草の 地に それ を ii„ ^め^て 帝に 献 じた ！ と 大錢、 河海抄 等に 出て 

おる。 後ち 大に顯 達した 處 から 極 樂寺を 創めた ので ある。 

靑蓮院 門跡 次第に r 覺快法 親王 (鳥 羽 皇子) 極 樂寺別 當慈鎖 同上」 と あり、 鎌 倉 初期に 存立した こと 明 n であ 

り C 年代記に 「應仁 二 年 八月 四日 大風 極樂寺 十三 m: 塔 吹 折す」 と あり、 山 名、 細 川が 互 ひに (ゆ S を 狼め て戰 つた 所 

i;i 應 仁の 亂の 第二 年に、 尙 ほ殘存 した 事が 判明す る。 本朝 文粹 (昌泰 二 年) に 

極 樂寺者 東 山 勝地 也， 寺 之 西北お 1 仙 洞、 盖衆外 之境壺 中 之： 大地、 中 起 髙党大 悲觀世 音爲 中、 な、 H^i 

傳法阿 闘 梨爲本 主、 堂 巽 有 碧羅山 雖少、 而其勢 如 對千萬 峰、 山中 有 濯， 布. M 雖編而 共 IS 可 開 一 二 云々 

宇治 町の 與聖寺 は 始め 極樂 寺舊址 にあった が、 後年 荒廢 したので 慶 安二 年 淀 城主 永 井信 濃守尙 政が 移韓 W 興し 

た 事 は 與聖寺 記に 明らかで ある、 即ち 


道 天禪 ^諱希 元 字 道 之 號佛法 禪師性 源氏 洛陽人 入 宋從洞 山 良价之 流、 師 天童 如淨禪 師附 以前！： 洞.： 小 歸期開 法 

. 於 城 南 深 草 鄕經營 於 一 宇嘉 禎ー 一年 十月 十五 日 開 堂號觀 音！^ 利院興 if; 寳林禪 寺 建 長 五 年 示 寂 云 , 。 

法 性 寺址 

藤 原 氏 一 鬥 の 崇信を あつめし 寺に は 南都に 與幅寺 あり、. 舂日 社と 共に 藤 原 氏の 興廢 之れ に 懸る處 である。 京都 

にあって は 藤 原 氏の 顯耀と 繁榮は 一 千載の 帝都の 裡に その 爛漫の 花 を 開きし 處 なれば 崇敬の 寺社の 多かった 中に 

於ても 基經 の極樂 寺、 忠 やの 法 性 寺、 幾 家の 法 與院、 道 長の 法 成 寺、 頼 通の 平等 院等は 最も 現 はれた もので あつ 

た。 其 中に 今日 尙ほ 往古の 輪 #: の 美 を^び 得る 遣 構と して は獨り 平等 院- 鳳凰 堂が 其 境地と 共に 殘る のみで ある 

即ち 法 性 寺 は 規模 宏大 洛 南での 大 寺で あつたが 後變遷 を 蒙って 今 は 往時の 偉觀を 描き 難い 實狀 である。 

法 性 寺の 名 は 法 性寺關 白に よりて 世に 知られる 藤原忠 通の 創建で はなく、 造 かに 先 だつ 攝政藤 原 忠-个 の 建營 で 

ある。 忠 通が 法 性 寺 殿と 稱 せらる.. - 所以 は 法 性 寺な 崇信 する こと 篤く、 後ち 法 性 寺の 傍らに 邸 を^った に 依って 

である。 後ち 又 後 法 性 寺 殿 あり、 九條關 白兼實 であるが、 兼 實も法 性 寺に 歸 信し 第 を此 地に 營ん でゐ る。 忠乎は 

時 平の = ^で 基經の 子で あり 藤 原 氏の 勢力 を缺 くこと なき 迄に 築いた 人で、 其 後 道 長に 至り 藤^の 櫥勢 は：；^ m 上に 

達した。 

法 性 寺の 創建に 就て は 寬弘四 年と なす もの， 延長 七 年と なす もの 種々 の說 あるが、 日本 紀 略に は ig:^ 二 年 五月 

十八 日に. 

1 1 九 


1 二 〇 

左大臣 忠平 供養 法 性寺內 新造 堂 

と あるから 旣に 新造の 堂も此 時に 建つ る を 以て 寺の 創建 は その 以前と 知らる.， ので ある。 

法 性 寺が 斯く怫 門 昌隆の 時に 於て 更に 世上の 視 聽を惹 くもの あった は忠 平の 算賀 の法會 を^んだ 事で ある。 延 

長 七 年 二月に は 宇多 上皇、 忠 平の 爲 めに 五. 4- の 船を賀 する 法會を 開かれ、 又 三月に は忠 平の 子 右近 中將 S 額が 同 

じく 父の はめ 五十 貧の 法會を 催して 居る。 此 儀の 盛大であった 事 は 「抉 菜 略記」 に 鈍 金 觀世音 菩薩の 供お に 金字 

の 寫經備 はり 名香 を 焚い て 布施 亦 華美な り、 と あるに 徴 する 事が 出 來る。 

後 i^.- 法 性 寺の 歷史 に大變 化を與 へた は 兼實の 孫、 道家の 東 福 寺 造 立であった、 即ち 東 幅 寺の 降； CHI につれ 共 境地 

を 失 ひ、 鎌倉時代 末期の 亂 離に 當 つて は怫 法王 法の 衰微に 寺 塔 漸く 寥寂を 加へ、 遂に 元弘の 年に 兵 焚に 揺った。 

星 霸 移つ て 現今 はた ^ 本 町 通に 法 性 寺なる 尼寺 をと ぐめ 觀 音の 露 像み-安んじて おる が、 .f:.^ は その 文微を 失って 

前の 寺傳を 知る ことが 出來 ない。 


第 八、 史 篇 

地勢の 考察 

山地 周 園に 連り 其 中央 陷 浚した 土地 を 盆地と 云 ひ、 琵琶湖 沿岸 一 帶ゃ奈 良 平野の 如き は 即ち それで ある。 我が 

京都 も 同様の 地形 を爲し 三方が 山脈に 圍 まれ 一方、 淀川 下流 方面へ 缺 けたる 山城 忿 地であって、 斯の 如き 盆地が 

何う して 出來 たか、 先づ其 成因 を 述べる 前に 地殼と 地球の 內部關 係 を 少しく 述べ る 必耍が ある。 

本來 人類 は大氣 の圍繞 する 地球 陸地の 表面に 於ての み 生息 出來る もので、 地球 內 部の 狀 態に 就て は 詳細 明 

瞭に 見聞し 得ない。 只 人々 が 多年の 經驗と 研究と に 基き、 大地 は 堅固な 安心して 生息 出來る もの だとの 輕 

い 意識 あるの みで ある。 然し 乍ら 事資 何等かの 機 會に地 殼は龜 裂破壤 等の 變動を 免れない 程 不安な もので 

學 者の 測定で は 地表から 內 部へ 深さ 百 尺 毎に 攝氏 一 度 を增す 熱度 を 有する から、 深さ 十 里で は赏に 一 千度 

に 及び、 土塊 岩石 等 は 高熱の 爲に 悉く 熔解し 恰も 硝子の 熔けた 如き 狀態 であると ベ 表されて 居る。 されば 

內 部に 至る 程 高熱で あり 同時に 地 壓も加 はるから 總 ての 物質が 液體の 如き 流動 體を爲 し、 それが 何等かの 

機會に 平均 を 失 ふて 地震 を 起す との 蔡だ。 

地表に 於け る 地 の耀 目、 切れ目 11 所謂 斷 3^ は 地殼中 最も 弱な 所であって 地震 も 多く 之れ に-源 を發 する ie- は 

地理 舉的 にも 明瞭で あり 古来の 歷史が 如實に 物語って 居る。 斯 かる 斷層線 は 低地 河川に 添へ る もの 多く、 京都^ 


1 ニニ 

地 も 高 野 川と 東 山 西 端 を 限る 一線 を 以て 南北に 通す る 一 大斷^ を 含んで 居る ので、 kn 年 目 位に は必す 地、 を 生じ 

た. 歷史が ある。 彼の 大怫の 破壞、 桃 山城の 大地震 は 史上に 現 はれた 其 一例で、 今後と も 危險の 源.：： 水と して 我等な 

；^からす^！：威するもの である。 

我が 京都. 盆地 を 固める 山々 に は 愛宕、 比 叙、 鞍馬 等が あって. 此等 は總て 他の 山脈と 述 接し、 所 E1 波禹 波の 形 

容其儘 を 現出して 居り、 恰も 一 高原の 如き 感が ある C 彼の 丹 波の 山の 如き は、 太古 一 帶の 平面 狀を爲 した 一 で 

あつたが、 雨 雪 其 他の 浸蝕 作用に 依って 之れ に 數條の 溪ハ. ^を 生ぜし め數 多の 山に 分離せ しめた ものと E 心 はれる。 

就中 比 叙と 大文字 山間の 如き 昔時 連績平 互せ る ものが、 水の 浸蝕 作 W の爲 め刖れ たもので、 {： 河の 流水 作 川に 依 

ると 思 はれる。 之れ は 即ち 白 河の 流水が 幾多の si- 霜を經 て浸飩 され、 其 沿岸に 運搬し 沈^せし めた ものに 外なら 

ない。 向日町 附近の 白砂が 東 山 持 有の 花崗岩の 粉末で あるな どから 首 背され やう。 

斯の 如き 作用の 行 はれた る は 有史 以前の lei- であり. 更に 其顷は 京都 盆地が 茫々 たる 海原で、 朿山及 西 山の 段丘 

がその 水底であった 事が 想像され る U 是れ 京都の 地質が 石の 無い 平均した 土砂の 堆^で あるに 依って^ 明され 

る處 だ。 此 土砂 は 京都 忿地を 潤す. W の 木津、 加 茂、 大堰の 諸 川が 四隣の 盆地、 平原 を經、 周阅の 山脈 を 横切って 

くる 間に 浸蝕せ る もので. あり、 斯の 如き 長年 月に 苴る 河水の 苦心が 遂に 一 平原 を 作る に 至った ので ある。 故に 京 

都 盆地 は 一 の 水 成 平原な りとの 斷定が 得られ、 此等 河川に 依って 塊め られ たる 低 凹 は 未だに 其 一 部 を F-i;^ 池と し 

て 往時の 名殘を 停めて 居る。 纏て 琵琶湖 も E 椋池も (K 椋池 は人爲 的に 干拓が 行 はれて 居る が) n 然 的に！？ め盡 

され 一 帶の 平地 化する 時が ある 譯だ。 


山城 盆地が 地質時代の 斷曆 陷沒湖 盆に して 一 時 は滿々 たる 一 大 湖水であった 事 は 以上の 考察から 斷定 される が 

それが 西 壁の 山 崎、 男 山 雨 山塊 間の 隘路 を 破って 大阪灣 方面へ 流 下し 漸次 自然 的に 干拓され、 それと 同時に 盆地 

の周緣 部から 流れる 各 河川に よる 流 下 土 妙の ため、 湖岸の 四方から デルタ を 建設して 湖 盆 は 漸次 縮 少し、 平地 は 

干拓して 遂に 今日の 地形に なった ものである。 されば 降って 有史 時代に 入った 頃の 巨椋池 面積 は、 尙ほ今 口より 

遙 かに 廣く、 湖岸に は 幾多の 濕澤 地が 横た はり、 盆地 中央部 は 到底 人類 生活の 塲所 たる を 得ない 狀態 にあったら 

う。 それ は 盆地 周緣 部の 丘陵 地に 於け る 古墳の 分布 狀態を 見ても 略々 推測す る 事が 出來 る。 

この 古坡の 分布 狀 態に 就て は 或る 一 部の 人 は 加 茂 川の 冲 積の ため 深く 埋められた らうと 說を爲 して ゐ るが、 地 

勢的に^!^^察してぎ7かる濕澤地でぁった時代に人類の棲住が不可能でぁった事は想像し^られる處だ。 蔡實 石器 時 

代に 於け る 造 跡から 觀て 大和、 河內、 和 泉、 近 江、 若狹 等に 亘り 最も 多く 人類の 密集 群： S して 居た こと は考 へら 

れ るが、 獨り 山城、 丹 波に は其發 見が 殆んど 稀で あり、 當 時の 文化が 他に 比して 甚 しく 週れ て 居た こと を識 るの 

である。 

要するに 石器時代の 人類の 住居 は 近 幾に 於て は 河內、 大和 邊 りが 特に 其 中心で あり、 山城 は餘り 彼等の； 居に 

なって W なかった らしい。 此狀勢 は金屬 時代に 入り、 歷史 時代の 初めに 至っても 殆んど 同様で、 山城 は 他の 河內 

和 大和に 比べて 文化の 上に 重要な 意義 を 有して 居なかった 事を識 るので ある。 而して興味ぁる^_-には||内で 


一 二 四 

1 徘 文化の 點 から 過れ てゐた 山城が， 其後文化の中心となった|^-ポでぁる。 即ち 桓武 帝の 平安 贫都 は、 石器時代 以 

來の傳 說に囚 はれて ゐた南 畿内から 脫 して 新ら しい 北 畿內に 新ら しい 發展 の^ 礎 を S かれた と觀ら る. -點 である 

有史 以後の 關發 

筆者 は 山城 湖 盆に 於け る 河川 流砂の 作 川に よる a: 然的 干拓 を 述べた が、 而 かも 尙ほ 天平 時代 迄 は；：：： 椋 池の 面む 

が 現在に 何 倍か廣 く、 北 は 横 大路 沼、 東 は木幡 沼まで 緩く 洋々 たる 一大 湖水であった feii^ を 11 るので ある、 夫れ は 

現在の E 椋池を 包む 伏^、 向島 * 淀 其 他の 地域に 於て 幾多の 何. - 島と いふ 地名 を殘す ことで、 此等の地は^wゃ洲 

の狀 態に あり 葭 芦が 生 繁り、 一 朝洪水到れば忽ち氾濫し到底居住も耕作も不可能でぁった時代がぁる都を物；^^-る 

ものである。 それが 平安 奠都 後 政治の 中心が 京都に 移る と 盆地の 開發が 急速に 行 はれ、 或は 治水に、 干拓に、 築 

堤 改修に 積極的 施設 を晃 たので、 そこに は 聚落、 神社、 交通路 等が 漸次 干拓 面に 進出す るに 至った ので ある。 

桓武 奠都に 先立ち 歸 化人秦 氏の 來住 土着せ しこと は 注意すべき IBi- だ。 彼らが 文化に 迎れた 山城へ 火 Si の 文化 を 

傅 へ 地方 開發に 力 を 致し、 先進地方を跳ね越し急發展を遂げしむる素地を爲さしめた15?は疑ひを容れぬ^^でぁる 

即ち 案 公 酒が 禹都滿 佐 (太 秦) の 號を賜 はり 今の 右京 區太秦 地方に 蟠 居し 廣大 なる 土地 を 占め 斑 耕に？ に 機 織 

に隨 酒に 地方 文化の 發展に 貢献し、 殊に大きな堰を造って北山城平原の灌溉^水たらしめた大土木}:5^^業の如きは 

今に 大堰 川の 名に 殘る 程で、 此 等の 土木 専業の 跡 は 地域の 條里を 現 はせ る 古地 岡に 徴 して 明らかで ある。 

此頃 同じ 秦 氏の 系統に 大逮 父と 稱す るが あり 深 草の 地に 住み 大陸 文化の 所 產を赞 いて 遠く 大和、 近. 江、 


尾 張 地方に 人 を 派し 商營 頗る 力めて 饒富を 致し 欽明 帝の 優寵を 蒙り、 後ち 出仕して 大蔵省 を拜 せる 蔡が 日本 紀に 

記されて 居る。 

降って 推 古 帝の 御代に は秦河 勝が 蜂 岡 寺 (今の 廣隆 寺) を 創建し、 文武 帝の 御代に は 秦都现 が 松 尾 神社 を 奉祀 

し、 天明 帝の 和 銅 年間に は秦 伊呂久が 稻荷 神社み 創建し 一族 を それに 奉仕せ しめた 如き、 如何に 彼等の 富の 大に 

して 社會 的に 勢力 も 亦 これに 伴 ひし かを識 るに 足らう。 後年 桓武 帝が 平安京 を造營 さる- r に 當り菜 川 勝 

供し 其 屋敷 跡の 橘が 紫宸殿 前の 右近の 橘と 呼ばれた 杯は秦 氏の 极據 地が 北山 城に も 延びて 居た 蔡資を 物語る もの 

であり、 此北 山城に |g 然 勢力 を 張った 事 は 比 叙の 傳敎が 大山 咋命を 地主 神と して 日吉 神社に 祀 つたに 對し、 樂氏 

は 松 尾 神社へ 同じ 祭 祌を祀 つた 事に 依っても 識ら る、 と 思 ふ。 

更に 深 草、 伏 見地 方の 鄕土 文化 を發展 せしめた 部族に、 野 見 宿彌の 後裔に 統率 せられた 土師 部の 人. - があった 

事 を 見迴す ことが 出來 ない。 日本 紀に 

雄 略 天皇 十七 年 三月 戊 寅、 土師 連に 詔して 朝夕 御 膳に 盛るべき 淸器を 進ぜし む。 是に 於て 土 帥 連の 祖、 阿 

笥 (ァゲ ) は 山城の 內村、 俯 見 村、 伊勢の 藤 方 村の 工人、 其 他 丹 波但馬 因幡の 私：^ 部 (キ サイべ ) の 工人 

等 をして 供奉の 陶物， ゲ 作らし む 之れ を贄 の土師 部と いふ。 

と あり、 「ハ 一一 シ」 は 即ち 「ハ _ 一  ツチ」 を 扱 ふ 者で 墟を 以て 人馬 食器 其 他 種々 の 物 を^る 部族で あり、 此 等の 人. - 

は 石器時代から 所謂 彌生式 土器なる 素燒の 土器 を 使って 居た 民族で、 野 見 宿 彌が坡 輪 土偶 を 作り， I 死者の 代りと 

した i$ から 土器 を 造る 半面に 葬 機に も關 係す る やうに なり、 坡 t お 築造、 守 尸な ど雜 多の 業に 就く 賤民 も 生じた が 
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然し 此等は 石器時代から 此國 土に 注み 日本 民族 構成の 一 大要 素と なって 居る 地キ： 側に： する ものである。 

此 等の 人々 が 深 草、 伏 見に 根據し 通例 緒 色素 燒の土 物 を 造った が、 今 も 伊勢 大祌富 や、 g は 茂、 养日 などの 大社 

の 祭器と して 用 ゐらる >. 窯 器は此 系統の 燒 方に 嵐し、 之れ が 一 般 的に 使用され た 往昔に は 可成り の 生 產を耍 した 

事と 信ぜられる。 即ち 雄 略 朝の 日本 紀の 記述に は單に 地名に i 、て 伏 33- を 指して 居る が、 當 時の 伏 兑は 現在の 桃 山 

舉^ が 大部分の 居住地で あり、 東山續 きの 丘 狀を爲 す 桃 山 迄での 地帶に 於て は 此等彌 生 式^ 器の 原料が 悉く、？ 草 

に 魔し 現在 も 御 即位 大饗 の賜饌 等に 於け る 土器 を 始め 祭典 用 土器が 深 革に 於て 製造され て 居る。 

此等 和製 古陶 は總 じて 赭色を 帶び其 質が 硬く、 粘土の 性質に よって は 晴黑色 を 成す もの、 茶 色 を 成す もの、 

又は，： w 然に 地質より 釉の 吹き出て 淡綠 色を帶 ぶる もの 杯が あり 奈良朝 時代から 平安朝 初期へ かけ、 可成り ^く-お 

耍 もあった が、 時世の 進 運に つれ 製陶の 技が 巧緻 精妙に なり 釉藥の 使 W が 盛んになって 硬 の ものが^^に 投供 

さる. -に 至って は、 單に 祭具 W に 停まる 生產 丈け で 足る やうに なり、 勢 ひ 夫 等 新 器の 工人に 趨る や 或 ひ は 農業 

に轉 じて、 今 は 土 師の昔 を^ぶ 人 もな く、 日本 紀の 所載に 土地の 因緣を 語る に 過ぎぬ ものと なった。 

遷都 以後の 交通 

平安 遷都 は 山城 盆地 を 積極的に 開發 せしめた 一 大革期 をな す もので あり、 遷都に 伴って 盆地 內請般 の ャ、 施チれ 

は 急速に 進 着し、 六十 餘州 中の 首位に 置かれた 帝都 所在の 山城と して、 總 ての 方面に 巾 分な き 施設 を たので あ 

る。 從 つて 今迄 取殘 されて ゐた E 掠 池 附近の 地域 も 開拓せられ 利 川 厚生の 策 は てられた が、 北 ハ^ー  は^ 川 水， 述 


の 中心地 を 山 崎より 淀津に 移動せ しめた 事で ある。 實に與 等津は 京都の 玄關 であり、 更に 東す る 荷 客の ために も 

重要の 發 着地であった 事 は延喜 式に 明かで ある。 今に 淺る 納所の 唐人 雁木 舊址は 三韓 入貢の 使節が 上陸せ る地點 

であって、 此處に 上陸せ る もの は 一路 深 草、 山 科 を經て 東す る あり、 又は 直ちに 洛中に 入る あり 往還 漸く 繁 くな 

つたので ある。 殊に 深 草の 地 は、 遷都 後 尙ほ奈 良 方面との 交通 繁く、 其 通路と して は 京都より 東 福 寺、 稻荷、 大 

鼴谷 を經、 桃 山の 後方 八 科 峠を越え 宇治に 至り、 南方 木津 より 奈 良に 向 ふ 虚の舊 大和 大路に 當り、 此往 還は璺 公 

築城まで、 深 草 を 縦貫す る 主要 道路と された ので ある。 

然るに 豊 公が 伏 見 築城に 伴 ひ、 宇治川に 豐後橋 を 架け、 南方 小 倉 村に 向 ふ 小 倉 堤 を 新築し、 之れ を 以て 奈 A 街 

道と した X め、 舊 大和 大路の 八 科 越え は 新 街道に 勢 ひ を 奪 はれる 狀 態とな り、 尙ほ豊 公 は 朝廷 參賀の 往還と して 

直 遠 橋 通を擴 築し、 北往 一直、 深 草の 轮線 道路と した 關 係から 舊 大和 大路 を廢 道と し 之れ に 沿 ふ 住民の 直 遠 橋 通 

移住 を獎勵 したので、 今は纔 かに 舊 大和 大路の 所在 を 古地 圖 に^ぶの みとな り、 其 古地 圖も 正確な 測定に 基く 現 

代の 地圖と 異なり、 單に 所持者が 自己の 備忘に 筆を趨 せた もの なれば、 頗る 覺 束ない ものである。 

藤 原の 食邑 周ね し 

藤 原 時代の 深 草、 伏 見地 方 は、 國 家の 中に 別に 一 種の 治 外法 權を 有する 不輸租 地 ——莊^ であった 事 は 史資の 

上から 首肯され る。 即ち 足利時代に は霞ケ 谷に 時 櫃山莊 あり、 遡って 延久 年間に は父顿 通の 宇治山 莊に 倣って 俊 

綱 山 莊が桃 山に 營 まれ、 九 條兼赏 の 月輪 山莊、 左大臣 藤 原冬嗣 の深苹 山莊、 中納言 兼：：：^ 部 卿 伴 宿彌善 男の 同じく 
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深 草に 於け る 別業 等、 全く 此 界隈 は 王孫 公子、 權臣 勢家の 莊圜を 置く 地と せられ、 從 つて- は國 家に 對 する 一 

切の 貢納を 免ぜられた 代りに、 食 封 を 有する 此 等の 人々 に 貢納の 義務 を 有した のであった。 されば 斯うした！！ 家 

の 法權の 達せぬ 一 地域 を 私有して 領主に 同じく 權カを 振 ふた 莊 園なる ものに 對し、 摯者は に 其 性！：： を 明らかに 

して 置かう。 

大 化の 改新 令に よって 部落 揸 制の 舊 制を廢 し、 全國の 土地 を國 有と し、 全國の 人お を， の 臣民と なし 郡縣の 

制を樹 てた こと は 一大 英斷 であった が、 然し 此 新^に も 二三の： ぽ點 はあった。 即ち 祌社、 土 十院に 祌戶、 寺戶、 祌 

田、 寺 田を與 へて 之れ を 永久に 傳 へしめ た專 "が 其 一 つで ある。 此 等の 神社、 寺院に 與 へられた 封戶は に 其 家に 

租稅 する の權を 寺社に 與 へたに 過ぎす、 决 して 後世 封建時代の 諸侯が 人 2- に對 して 生 殺 與^の 權 をお したが 如き 

ものではなかった。 然るに 永久に 戶 口に 對 して 租稅を 課する の權は 因襲 久しくして、 後ち-せ 社 公卿が 戶 n の 領主 

たるが 如き 性^ を 生じて 來 たので ある。 始め 國 家が 寺院に 與 へた 處の土 IE は、 後ち 權 門 勢家が 共 祖先 子孫の^; 福 

を禱 るが ため 夫れ を 寺院へ 寄附す る ありて 封戶 を增大 し、 此等は 皆 太 政官符 によって 不輸机 m となった。 されば 

寺院 は 漸次 經濟 力な 增 大して 新田 を 開墾し、 或は 舊田 を賈收 し、 其 領土 を擴 張し、 之れ が 政：？ 5 上の 一 大勢 力と な 

つて 驄ては 僧侶が 武器 を 取り 隊を爲 し、 土 田の 領有 權に關 し 寺院 同志が 相鬪 ふやうな 11 ^家の 中に 小^家の 群 

立した 觀を呈 する に 至った ので ある。 斯くて 大 化大寳 Q  土地 國有 政策 は 寺院の 爲 めに 破壊 さる- r に 至る や、 王 {}tij 

の 枝族、 藤 原 氏の 公卿、 宮中の 妃嬪等 も、 この 寺院の 敎 示に 倣 ふやう になり、 其 功 w、 賜^、 職 m を 世 して 不 

輸租 地と し 名 づけて 莊 園と 號 したので ある。  、 


平安時代 初期から 醍蝴 天皇 延喜 年代へ かけて 至大な 權勢を 背景に、 廣大な 莊園を 鎖して ゐ たもの は、 此 平安 時 

代の 貴族 を 代表す る 藤 原 氏の 一 門であった。 富に 於て 皇室に 過ぐ ると 迄 云 はれた 一 門の 豪 I 者 振り を史赏 に 求 むれ 

、ま、 

かって 俊 綱 山莊に 殿上人 二 拾 餘人來 る、 卒然の 會 とて 準備 全くなら ざる も、 沈 木の 机に 時蔡を 積み、 酒眷 

を羅 ねて 饗す、 醉戯 百出、 時に 厩に 馬 二十 頭 を 瞎 ぐ、 一様に 黑色 にして 額 少しく 白く 何れも 鞍 を 懸けたり 

客 之れ を 見て 壯 とす、 其 翌日 再び 殿上人 ニ拾餘 人來會 したる が、 此日 窒內の 装飾 善美 を盡 し、 歡待 至ら ざ 

るな し、 を 見れば 額 白き 黑 栗毛の 馬 二十 頭を繁 ぎたり、 客 いづれ も 其 富饒を 評し 合へ り。 また 關白 師資 

(俊 綱の 兄) 雪の 朝 伏兒に 赴く、 隨ふ 者は播 磨守師 信の み、 往 きて その 門 を 叩きし が、 漸くに して ilEZ す。 

師信 その 遲 きを 詰れば 曰く 「通路の 雪 を 踏む 第.^ 惜ん で、 殊更ら に迂 廻せ る ためなり」 と、 俊 綱 帥 の來 

訪を大 に寫び 「今日の 光來、 平生の 膳 具 は 汚穢 を 憚る、 奈何に して 變應 せん」 とてい；：」 ちに 家 衆 二十 人 を 使 

し、 許 多の 銀 飾 新 器 を 搬出す。 この 他に 觀 雪の 客 は 山莊內 に充滿 せし に、 俊 綱 一 々膳 を 聯ね、 然も 器具な 

ほ豐 富な り、 師信之 を 見て 驚いて 曰く 「倉卒の 會に饗 應斯の 如し、 足下 豫め 公の 來るを 夢見られ しゃ」 と、 

これ は 宇治 拾遺 物語、 續世糠 物語に 載る 處 であり、 更に 

俊 綱 家 甚だ 富饒 にして 居 宅 勝 多し、 一時 歌人 會集、 吟咏 率ね^ 日な し、 嘗て 白 河 帝に 侍す、 帝 近 京の 勝^ 

を 問 はる、 俊綱對 して 曰く 石 田 第一 、 又 其 次 を 問 はる， 曰く 高 陽院、 帝 曰く 然 らば 則ち 烏 羽 三 か、 M< 

、 夫れ 鳥羽宮 地の 如き は 眺望 甚だ 奇 絶なら す、 唯 宮家の 創す る 所 を 以て、 世人 徒らに 艷稱 する のみ、 若し 
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し 第三 を 論ぜば 則ち 臣の 伏毘 かと、 時人 其眞 卒を稱 す、 

これ は 大日 本、 雍州府 志、 山城 名勝 志に 載る 處 であり、 俊 綱の 云 ふ 第一 の 石 田と は、 木 幅の 北、 幽靜の 地に して 

歌 詠 多く、 後に 頼 通の 第三 子 覺圓僭 正 こ- -に 居り、 石 田 殿と 稱 した 處、 又 第二の 高 陽 院は後 冷，：： 水 天，： $1 及び 後三條 

天皇の 皇居、 もと 高 陽 親王の 居所なる を 以て 稱 した 處 であり、 此 等に 對 比し 卒に伏 23^ 桃 山莊を 指した 如き、 以 

て 境域 廣濶、 結構 善美 を 極めた こと を 想像され ると 思 ふ。 即ち 此等權 門 贵 族の 富 饒 なる 所以 は莊 園の 領有に あつ 

た 事 疑 ふべ くも. なく、 枢要な 官職 を獨 占す る 結 菜と して 牧入は 莫大な ものであった、 假 へば 位田に 就て 見る に、 

令 制に よれば 

一品 八十 町、 二 品 六十 町、 三 品 五十 町、 四 品 四十 町、 正 一位 八十 町、 從 一位 七十 四 町、 正 二位 六十 町、 從 

二位 五十 四 町、 正三位 四十 町、 從 三位 三十 四 町、 正 四 位 二十 四 町、 從四位 二十 町、 正 五位 十二 町、 從 五位 

八 町 、 (女子 は 總て其 三分の 一 を减 す) 

を給與 され、 功 勞に對 して 賜 はる 功田 は 面積 は 無制限に 與 へられる が、 而 かも 大功の 功 W は、 水 世に 傅え、 上 功 は 

三世に、 中 功 は 二世に、 下 功 は 子に 傳 へる 事と なって 居り、 又 職分 田 も 太 政 大臣に 四十 町、 左大臣 及び 右大 はに 

三十 町、 大納言に 二十 町 賜 はる ことにな つて 居る。 

從 つて 假 へば 正 一 位 太 政 大臣の 者 は 位田、 職分 田 併せて 一 百 二十 町、 從 一位 左右 大臣 は 一 百 四 町、 正 二位 大納 

言 は 八十 町 を 正規に 賜 はり 得る 以外に、 無制限に 功田 を給與 さる- r 事が あつたの である。 否な、 夫れ のみで はな 

く、 此 等權臣 勢家に は 更に 封戶を 賜って ゐる。 凡そ 封 戶は皆 課戶を 以て 充て、 調と 膪とは 給 主に 全 給され、 m 祖 


のみ は 二分して 一 半 を官に 入れ、 他の 一半 を 給 主に 賜ふ蔡 となって ゐ るが、 此 等は收 入と して^だ 莫大な もので 

あった。 祿 令の 規定に 依れば、 凡そ 食 封 は 一品 八 百戶、 二 品 六 百戶、 三 品 四百 戶、 四 品 三百 戶 (內 親王 は 半 减)、 

太 政 大臣 三千 戶. 左右 大臣 二 千戶、 大納言 八 百戶、 正 一 位 三百 戶、 從 一 位 二百 六十 戶、 正 二位 二百 戶、 從 二位： 白 

七十 戶、 正三位 百 三十戸、 從 三位 百戶、 其 五位 以上 は 食 封の 例に あらす、 と 云 ふ 事であった。 從 つて 假 へば 正 一 

位 太 政 大臣の 者 は 位田、 職分 田 合せて 一 百 二十 町 以外に、 封戶を 三千 三百 戶賜 はるので ある。 

以上の 規制 は延喜 年代 迄 行 はれた ので あるが、 貴族 は 朝廷に 於て 擁する 至大な 權勢を 背景と して、 旣に奈 良 時 

代から 齢な からぬ 私^地 を 開墾、 買得 等に より 領有し， その 富と 權勢 は彌が 上に も 重き を爲 したので ある。 夫れ 

が 平安時代に 入り 朝 綱 漸く 弛み 貴族の 權威 がー 暦 重き を爲す 時代に 際會 する や、 せ 職に 對 して 與 えられた 職分 S 

を 始め 位田、 封戶 等々 の 如き 迄不輸 租の莊 園たら しめたの である。 

1 方此等 權宫と 一翼 を爲す ものに 寺院と 神社が あり、 社寺 亦 強大な 物質的 基礎 を 有して ゐ たので ある。 それ は 

朝廷が 機 食 ある 每に 莫大な 土地な 給與 したからで、 貞觀 十四 年 三月 九日の 貞觀寺 (嘉肺 寺 西院を 以て 充てた 觀 

寺 を 指す) 田地 目錄 帳に 依る と、 寺 領七百 五十 五町 七 段 八十 二 歩に 垂れ、 山城、 美 濃、 遠 江、 越 前、 伊贺、 丹 波 

信 濃、 武藏、 下 毛 野、 備後、 伊豫の 十 一 筒國に 散在して 居り、 此等は 其 一例に 過ぎぬ が、 觀來れ ば 牛 安 時代の 寺 

社 は莊園 領主と して 廣大な 封土 を領 し、 住官 及び 庄 民に 對 して 封建的 君 侯で もあった 譯 である。 

斯うした 莊 園の 增大は 結 として 藤 原 一門の 食邑、 天下に 周ね く、 何れも 自立に 堪 ゆる ものと したが、 一方皇 

族に ありて は 昇って 天皇と なりし 一 族の みは 榮華を 極めた が、 其 他の 皇族 は 官職に 就く もの 尠 なかった から 枯 すが 
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して 四方に 離散す る もの を 生す るに 至り、 承 和 十三 年、 畿內に 刺し 皇族の 所在 を 調 水 几し 之れ を 登記せ しめた 程で 

あった。 即ち 世に 冶容、 麗貌を 以て 稱 せられた 在 原 行 平、 業 平 兄弟の 如き は、 其 父 阿保 親王で あるに 係らす、 親 

王 自ら 上書して 臣姓を 請 ふた 如き "これ 皆 王 姓 を 捨て.. 仕 食に 便なら しめ やうと したに 他なら ない。 

深 萆も擧 げて莊 園 

近畿 は 鎭護國 家 之道塲 多く、 從 つて 寺社に 權勢 あり、 豐 富な 所領 を 擁した が、 此 間に. 1 原 一 門 の莊 園が 介在した 

の だから、 地 を舉げ て^ 園で あり 輸租の 公民が gi なく 庄土を 耕作す る庄 民の みであった とも 云 ひ^るので ある。 

即ち 寺社 は 神佛の 威を假 りて 公民 を 還らし めす これ を庄 とし、 莊 園の 領主 は 公民 を 集めて 庄土を 耕作せ しめ 公 

民の 庄民 化に 努めた が、 公民 も 亦 不法 過重に 賦役の 日數が ある 不平から 苦 中に 活を 求めて 莊闽 を^ 難場 所に 求む 

る もの 多かった は事赏 である。 

即ち 公民の 庄民化 は 一風 潮で あつたが、 莊民 なくして 莊蹈 ある 蒈 がない から、 莊 園の 贈與は 土地 そのものより 

寧ろ 耕作者 を 以て 主なる 耍素 とされて 居り、 從 つて 莊 園は轉 々授受され る 毎に 住民 は 新たな 領有 者に：！： i する 

となった わけで ある。 斯く 考察して くると 俊綱沒 後の 伏 見 山 莊は弟 家 綱に 傅 はり、 後ち 白 河；^ に獻 上し、 花園 左 

大臣 有 仁に 賜 ひ、 更に 頌子內 新 王に 傅へ、 平範 家に 賜 ひ、 その子 親範 これ を 世襲して 居る から、 莊園 の^お 者 は 

幾轉 し、 耕作の 莊民は その都度 新たな 領有 者に 歸屬 した 事に なり、 斯くて 在職に よる 一時的の 職 田 も 遂に は 骨 

の 性質 を帶 ぶる に 至った。 


深 草 は 擾亂の 巷 

朝政 は 弛牍し 地方 は衰 弊し、 莊 3 は增 加し 公領 は减 じ、 朝 威 日に 衰 へつ X あった 時、 藤 原 一門 は榮 華の 夢な ほ 

醒め きらず 15 官- 耍 職 を 占め 詩 就 ia: 松 Q: 返 架に 耽って ゐ たので、 志 を 中央に 得ぬ もの は自 出の 新 天地 を 求めて^ 

々地， 力へ 下り、 その 在任 3- に 廣く莊 闺を占 得する は 云 ふ 迄 もな く、 任期 滿 ちても 尙 ほその 他に.^ まり、 ハ 分-々 封殖 

に 努め、 斯 かる 間に 族 類も^ 衍し、 莊 国の 小作人、 下僕な ど は 其 下に 隸 鶉 して 主從, 係 を 結ぶ やうに なり、 兹に 

所謂 地方 一 S. 族 階 殺なる ものが 發 生し、 一種の 新 勢力が 徐々 に發 達して 來 たのであった。 而 して 此 等の 中に 於ても 

源、 平 二 氏の 如き 皇裔、 貴族の 場合 は 地方 人民が 尊敬、 仰望す る こと 極めて 厚かった 事 は 云 ふ 迄 もない。 斯くて 

喜 年間 を 分水嶺と し 天 下 變亂の 機 は徐々 に 動いた ので あるが、 天慶の 亂以來 地方 豪族の 叛亂 起る 毎に、 それ を 討 

伐す るは官 兵の 力に あらす して 同じく 地方 豪族の 力で あり、 戰亂 を經る 毎に 地方 豪族の 實カは 加 はった ので ある 

が 此問尙 ほ 藤 原 一 鬥の贵 族 は權勢 を爭ひ 又は 遊 樂に日 を 送って 自らの 墓穴 を 堀って ゐ たので ある。 

殘 爭採首 陽 薇。 處々 閑 魔 關，, 竹 扉，。 詩興 吟酸春 二月。 滿城 紅綠爲 ，誰 肥 

これ は 後花^ 帝の 吟詠で、 將軍を 諷し、 天下の 大道 を 尋ね、 經緯を 謀るべく 告げられた 御製と 拜す るが- 然も 何 

等 顧み や， 鬪 茶に 耽り 蕩 逸に 流れて ゐた 時、 遂に 應 仁の 亂 起り 鬩墻 十一 年に 及んで、 皇室の 式微 まことに 恐懶に 

堪えざる もの あるに 至った。 

此時深 草、 伏 見 も 擾亂の 渦中に 入り、 應仁ニ 年 八月、 東 幅 寺 門前町の 御. 蚜チ 某なる もの、 西 5^ の 山 名 勢 を 支持 
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する 皇山義 龍に If し、 多數の 卒を聚 めて 東 陣細川 勢の 路を a- ぎ、 山 科 ゃ继發 する 武田 赤松の 兵 を 攻め た^から 深 

草、 竹 田の 諸方に 兵燹 起り、 住民 は 南へ 亂を 避けて 逃げ惑 ひ、 小屋 を 持へ て 不安の 幾日 か を 過した ので ある。 即 

ち 此亂に 依り 東； S 寺、 稻荷 神社、 それ 以南の 堂塔 伽藍 は 灰燼に 歸 したが、 越えて 九月 六日の 戰 ひに は 來 5^ が 藤 森 

神社 を燒 き， 里 民 は 家を燒 かれて 困惑 其 極に 達した e 

豊 公 築城 前の 九鄕  、 

正 親 町 天皇の 天 正 年間、 豊公 未だ 伏 見 築城の 以前に 於て 伏 見 九 鄕の稱 が あり、 家往々 その 岡 を r 成す るが， そ 

れに 依る と 

山 村 11 今の 桃 山 六 地 藏の邊 

舟戶庄 村 11 今の 伏 見 柿 木 濱の邊 

久 米 村 —— 今の 伏 南久 米の 邊 

法 安寺 村 11 今の 深 草 五郎太 町の 邊 

即 成就 院村 —— 今の 桃 山 江戸 町の 邊 

石 井 村 11 今の 御香宮 神社の 邊 

森 村 11 今の 工兵 營舍 の邊 

北 尾 村 11 今の 深 草 古 御 香の 邊 


北 內 村 11 今の 大龜 谷の 邊 

之れ に對し 史的 解釋を 施せば、 久米村 は 往昔 神 功 皇后の 忍 熊 征伐に 此 地に 駐蹕 せられた とせば 或は 屋從 したる 久 

米 (武人) 屯 宿して 一 部落 を爲 した か、 又は 野 宿彌の 後裔た る土師 連に 率 ゐられ た雜戶 のうち 久米 舞、 獅子舞 

等の 藝 能あった 者が 農業に 轉 じて 伏 見 移住者 中に 一 部族 を爲 した もの 乎。 即 成就 院村は 橘 俊 綱 山 莊の畔 に a;^ 立し 

た 寺 名に 同じければ 夫れ を 地名と したる らしく。 法 安寺 村 は 源 有 仁の 妹 守 子女 王 伏 見齊宫 として 居られ、 延文年 

間に は 法 安寺 上皇 も 居られ、 後醍蝴 皇女 祥女內 親王 も 居られし こと は 新 紫 和歌 集に も 2- えたれば、 此寺名 を 以て 

稱 したと 思 はれ。 石井村は梵釗淸^^寺に因みたるか。 舟 戶庄村 は互椋 池に 瀬し 舟揖 來往、 漁家 蟹戶點 在した 土地 

なる に 因む か。 森 村、 北 尾 村、 北 內村は 地形より 名稱 とした もので あらう。 

秀吉の 伏 見 築城 

元 鶴-大正の 群雄 割據 時代に、 信 長 出で \ 大半 を 平定し、 秀吉 その 造 志を繼 いて 天下 統一 の 時代に 入る や、 天 正 

十三 年 吉は關 .01 となり、 I 立 年 正月 家康と 和し、 兹 に秀吉 得意の 平和 事業が 次第に 絢 爛を 示し 來り、 十五 ギ九 = - 

聚樂， ぶに 移り、 十六 华 四月 後陽成 犬 皇聚樂 に 行幸せられ 諸侯の 誓盟が あり、 十八 年 七月 北條 氏が 降り、 十九 ハ巾九 

月 を 以て 奥 羽 地方 平定し， 斯くて 國內 全く 平定、 武を 大陸に 用 ゆるに 至った ので ある。 この 歲征 令 を^し. 文 

祿： 兀年 正月 征韓の 諸將を 部署し、 秀吉は 三月 二十 六日 を 以て 伏 見 を經て 大阪に 至り 其 征途に 就いた が、 ^年 明 使 

來 つて 和 を 請 ひ、 次で 明の 媾和 使 沈 惟敬 來朝 せんとす るに 至り 秀吉の 伏 見 築城 はこ. -に 生れた のであった。 
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豐 公の 伏 If? 築城 は文祿 三年 正月 三日 を 以て 始まった とせられる。 即ち 同 曰 if 城の 命を發 し、 佐久 河 內守、 0 

川豊前 守、 佐 藤駿河 守、 水野龜 助、 石 尾 與兵衛 尉、 竹 中 夷 右衛門 尉 等 をして ェを さしめ、 IS 大名に 令し、 liw 

石に 付 二十 四 人の 割合 を 以て 將に 課役 を 命じ、 二月 初旬 以降、 ili- に從 へる 役夫 二十 五一 S 人、 g ^糊、 山 科、 比 叙 

山、 雲母 坂より 大石 を： 一?; 出し、 木 曾の 谷、 土 佐の 嶺 より 用 村 を 運び、 横 島 堤を樂 いて 宇治川 を In. 椋 池より 分離し 

以て 伏 山 下に 流域 を 開き、 E 椋池 を中斷 して 大和 街道 を 開き、 木津 川の 水流 を 淀に 注がし むる 等大 土木工事 を 

營 み. 斯くて 同 四 年 三月 宏壯 瑰麗な 伏！ a 城 を 竣工せ しめ、 豊公 こ&に 移った ので ある。 

然し 乍ら 費 際に 於け る 築城 着手 は 旣に其 以前に 島し、 元年 末 肥 前名 謹屋 陣中より 1" 請に 關 して、 前田，入^5法印 

へ 送れる 蒈狀が あり 卜 齋 記 も 「假 初の 141」 と 記し 「指 月 に 築城す」 と あり、 お 初より^ 人な 剖で はな かつ 

たもの らしい 然して 又 この 伏 城は豊 公の 隱退 場所と し、 將來は 秀顿に 大阪城 を與 へ、 秀 次に 伏 "城 を與 へやう 

とした 専を 目的と したとの 說 ある も、 當 時の 豊公は 諸侯 を牝』 咜 して 征韓の 軍 を 起し、 和議 成らん として 明 使來朝 

の 寧が あり、 四圍の 事情 は 豚 犬 を 顧みて 團藥を 樂むを 許さす 明使來 朝と 之れ が 引見 儀 g- の 所、 {且 しく 彼が g を 

ふべ く、 更に 又 威勢の 赫々 たる を 天下に 示さん とする 遠大の 目的 を 有した る は 必然であって、 斯くて 常 初の iHfw 

が 二 年 三年に 及び、 愈々 宏大な 計 劃と なり、 文祿 三年 月に 至り、 初めて 兹に 大規模 を發 表した ものと 解すべき 

だ。 

宏壯 善美の 伏 見 城 


太閤 記に、 伏兒 城より 見た る 形勝 を 述べて 

南 は 宇治川 心の ゆく 所に 流れつ.. 着船の 便よ し、 北 は 洛外に 打續 き， 在家 幾重 ともなく： 廻し、 寶 買の 便 

いと 娠ひ、 東 は 町に 添 ひつ 川流れに けり、 辰 巳より：； ？ 廻し、 靑山峨 々と 岐聲、 徑路桐 柏 生 茂りたり、 見渡 

せば 朝日 山 共い はす 月 さし 出で、 川邊も 一際い さぎよ く、 千鳥 此處彼 慮お とづれ にけ り、 平等 院 扇の 芝、 

塔 之 島、 山吹の 瀨、 宇治お ちかた、 うらの 藏松、 眞 木の 釣 舟、 ふしみ の 指 月、 其景 いづれ か、 ましお とり 

せる、 西 は 八幡、 山 崎、 狐 川、 淀、 一 口、 長江 悠. C として 船の 上下 遠浦歸 帆、 漁村 夕 照、 さま/ \- の 興、 

府 君の 詠 を 催し 貢す。 

と あり。 其 规模に 於て は 名 護屋丸 東西 五十 問 南北 九十 間、 本丸 東西 七十 五 間 南北 百 三十 閒、 松 之 丸 ia- 西 八十 五 

南北 五十 間、 西 之 丸 東西 九十 五 間 南北 百 四十 間、 日 下部 丸 東西 七十 間 南北 六十 間、 合計 東西 七 町 南北 七 町に 1 り 

外濠 は 伏！^ 山 北， 藤 森 南の 東方より 西に 延び、 伏 堀と なりて 宇治川 支流に 接續 した もので、 現在の 疏水 流域 は 

即ち 此 外濠 を 利用した ので ある。 

伏 見 城の 壯麗 であった 事 は、 金を鑠 して 瓦に 塗った ことで も 想像され ると 思 ふ。 後年 桃 山 御陵 ェ Is!- の 時 土 巾よ 

り 金 瓦 多 數に發 掘され たが、 瓦の 紋には 菊、 桐， 巴、 花菱 等 七 八十 種の 多き に途 し、 菊 は 三重、 二重、 舉辧等 あ 

り、 瓣は 十六 瓣 より 八 瓣迄、 桐 も 五 七、 五三が あり * 巴 は 右 巴 少く左 巴 多く、  K の 羽ち が ひ、 雲 版 及 法掄、 丸の 

內に 山の 字な どの 巴瓦 も發 掘され たので ある。 更に 城. 內の 結構 装飾 等に 至って は、 所那 桃山時代の 粹を 極め、 之 

れは 現在 西本願寺 S5I:、 同 書院、 豐國 神社 唐 1： などが 其遗 物と されて 居る。 又、 舉 所の 如き も 數寄を 凝らした 
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もの X 如く 僧承梵 0 「擧 問 所 之 記」 に 

城 州 伏 見 里 者、 天下 勝 境 也、 大相國 相 レ攸、 築，， 大城， 營，， 華 第，、 栽，， 松 竹， 作 林，、 建， 二 號， ^問 所，、 

堂 之 四 維 構，, 第 屋，、 屋中ー 々賦， 1 倭 歌，、 吟，, 詠 風景！ 矣、 集，, 故人 英豪， 煎，： 仙 茶 1、 而爲 „數 寄 可否，、 堂 前；；： 

一一 長 橘 一、 過 二 此橋ー 者、 見 一一 江山 烟景 一、 不， 知 二歸期 1、 故 名 レ之以 一一 日昏 一、 於 二 数奇， 其 心 親切 者、 臨 二 此梳上 

,、 可 レ啓所 U 希求，、 不レ 論，, 親疎，、 咸景慕 之 深、 招以 欲. 爲，, 賓客、 大相國 外 降 作 „ 勝 遊,、 內不， 忘，, 于 戈,、 

大明巳 入貢， 朝鮮 悉 征伐、 四 夷 聞レ風 來享、 { 是 古今 名 相 也。 

慶長 三年 戊戌 孟春 十 一 日 

同じく 承 兌 日誌の 慶長ニ 年 十二月 十 一 日の 條に 於ても 

. 有， 1 御 使 1 赴，, 擧！： 所 1、 iFu 雲 門，、 四方 之 御座 敷 一 々見レ 之、 舟 入御 殿、 太閤お レ召 具，, 同伴，、 官殿華 脱、 

以，； 短 筆； 難レ寫 7 之、 非ァ 杜牧賦 ，1 阿房， 之 筆力べ 爭形 n 容之ニ K々 

築城に 當 つて 用 ひし 石 は、 多く {n! 然 石の 奇 石であって 諸侯 伯の 記紋 署名 ある は 献納に か i る ものである を 知る^ 

が 出来る。 現在 御 香宮祌 社の 大手筋に 面せる 大石は 夫れ らの遗 物と して 記紋 ある を散见 する ので ある。 

▽ 註 I - 本丸 は 明治天皇 御陵 所在地に 當り、 伏 見 山の 最高 虑 にして 昔時 は木幡 山と 稱 した。 

名護屋 丸— は 本丸の 東で、 照憲 皇太后 御陵に 當り、 御陵 前 一 帶の廣 場 は 字 百 間 長屋で、 御^ 御 治お 以"： i は 

梅 谷と 稱し、 梅花の 名勝 地であった。 學問 所は此 東方に 在り、 名護屋 丸の 東に 一 小 丘 ある を 太鼓 山と 稱し 

太鼓 曲 險の趾 か、 更に この 南方 山麓に 「舟 入」 が あり、 宇治川 を 切り込んだ 虚が今 摘哲祉 s-.^ し 池と なつ 


て 居る。 

西 丸 —本丸の 西に 當り、 近年まで 「金城 閣」 のあった 處、 眺望 廣澗 である。 

松ノ 丸— 本丸の 北、 松林で、 四方 空濛、 纔 かに 本丸に 通じ、 秀吉の 愛妾お 松の 方 を 住 はせ た處 である。 

江 雪 堀 I 名護屋 丸の 北に 當り、 四圍 老樹 g 一 蒼、 池 水 を 港え、 築城の 際 水の 手な きを 慨し 北條 氏の ほ 岡； d 雪 

入道が 此處に 水 を 引いた と 太閤 記に ある。 即ち 城 內の濠 はこの 水 を 引ける ものである。 

市街地 形成の 端緒 

豐公 築城 以前に 於け る此 擾 り は 深 草が 舊 大和 大路に 沿 ふて 軒檐 並びた る 以外、 伏 見と 雖も桃 山學區 地帶に 部落 

の 散在した に 過ぎす、 西部 ー帶 は潴澤 多く 棲 居に 適せなかった ので ある。 これ E 椋 池が 當時 北に 延びて 横 大路 沼 

に 接し、 鳥 羽 附近に 迄 及んだ からで、 夫れ が 築城と 共に 宇治川の 水路 變替 し、 地形 I； なに 一 變 して 低地 は 外 淡の 構 

築から 排水の 便が 生じ、 濕潤を 薄から しめたので 西への 埋 立が 自然と 入爲 とで 鑌 けられ 市街 形成の 端を爲 したの 

である。 

現れせ る 築城 後の 所謂 城下 古 圖を按 す， るに、 城下の 廣袤 は伏兑 山 を 中心として、 束 は木蟠 山より 大^ ハ介八 科^ 

に 百 一る 舊 大和 街道 を堺 とし、 南 は 宇治川 を 隔て & 向島に 及び、 西 は 三栖の 鼻より 上下 三栖に 至り、 現在の 八丁 暖 

に は 島^ 兵 庫、 堀 尾帶刀 等の 第 宅 並列し、 北 は 景勝、 下 竹 田より 深 草 直 違 橋 四 ノ橋を 限り、 東西 一 里餘、 南北 一 

里 半に 亘り、 諸侯 隨臣の 第 宅 は、 城廓 を 中心に 伏 見 京 町 以東に 多く、 次で 外壕 及び 宇治川 支流に 瀬せ る 附近に 於 
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て 相 連り、 山城 宮內少 輔が町 割 奉行に 任ぜられて 街の 形成に 蹇 力した ので ある。 

太閣 記に は豐 公が 築城に 際して 故 鄕尾張 中 村の 鄕民を 伏 見に 召 出し 伏： nj^ 兩转町 外 二 拾 九 町を與 へ、 且つ 數 多の 

建築 材料 を付與 し、 特別の 恩惠を 施した 旨 を 記して あるが、 こ は 恐らく 中 村の 鄕 民に 限らす 當 伏 見 城 造^に 關 

係せ る 一 の 者 及び 城下町 形成と 共に 來集 せる 總 ての 者に 與へ たもので あらう。 断くて 約燜 たる 伏 城の 出現 は 

土地の 經 濟的發 展を遂 ぐるに 至らし め、 殊に 淀川 水運の 利用 は 前途 を 祝福せ しめたが、 茲に豊 公 の^が： 史に永 か 

りせば 一 段の 發達を 示した であった らう。 

慶長 年間の 大地震 

豊 公の 伏； 城 移 居 後一 年、 慶長 元年 七月 十二 日夜、 鳥 羽伏兑 を- 沒央 地と して 所 IS 麼 おの 大地： おがあった。 これ 

を 日 錄に徴 せば 

V  r 義演准 后 日記」 ，—— 文 祿五年 (慶長 元年) 閏 七月 十二 日露、 今夜 五^大 地" 慶 (中略) 伏 は^、 御城 門 

殿 以下 大破、 或 顧 倒、 大殿守 悉萠て 倒 了、 男女 御 番衆數 多 死、 未レ知 n 其 数，、 共 外 諸 大名 厘 形、 或 倒 或 

雖 n 相 殘-形 計 也、 其 外在 家家 爲體、 前代未聞、 大山 も 崩、 大路 も 破裂す、 非， 1 只事,。 

十四日。 霽、 地 驚 未， 休， 諸人 不 n 安堵 一、 家 を 去て 道路に 臥 也、 今 曰 夜中、 大怫 東寺爲 k 舞， 發足 (中略) 

歸路 伏兒へ 越る、 言語 同斷 次第 也、 全 所 一所 も 無 r 之、 諸人 猥雜、 大路 難 n 通路 1 體也、 大地 裂て 落 入 了 

十五 日。 少 雨涵、 地震 夜 以外 也、 暫時 も不， 休、 京都 方々 へ爲， 1 昆舞 一愚 札遒レ 之、 伏 見 御 房 方へ 同前、 間 傅 


主上 于今庭 上 假屋に 御座 候 

日記に 依れば 翌年 五月に 至る も猜餘 震が あったら しい。 

V 「增 補家忠 日記」 —— 慶長 元年 閏 七月 十二 日夜に 入 子の刻 大地震、 土 裂け 水 湧出す、 京都 伏 見大" M お宅 

及び 民家 倒れ 破れ 死す る 者數を 知らす、 洛陽 大佛殿 倒れ、 怫 像破壞 す、 伏兑の 殿中 殿舍 倒れ 崩る、 是 によ 

りて 上 藤 女房 七十 三人、 仲居 下女 五 百餘人 横死す、 太閤 秀吉 殿中に 有と 雖も此 難 を 避れ 恙なし、 大神君 御 

館 鬥樓破 倒して 御家人 加々 爪 隼 人 死す 云々 

竣工 間 もな き 伏 見 城 も 「全き 所 一所 も 無 之」 と あり 「伏 見 城 中の 死者 上 藤 仲居 下女 約 六 百 人 近き」 とあって は 地 

震の 被害 も 甚大で あり、 城內 城下の 混雜 察すべく、 加藤淸 正の 忠節、 豐 公家 废 同道の 天機 奉伺、 途中 大怫 倒壊せ 

る を 目し 豐公 赫怒して 弓 を 挽いた 等の こと も 人口に 臉炙 せる 處 である。 

此年 八月 明韓 媾和 使の 沈 惟敬 等 浦に 上陸し、 二十 九日 伏 見 城に 至った が、 之れ が、 饗 1 準備と して 城 內は更 

に 壯麗を 極め、 彼の 聚樂 第の 美術品 も 悉く 伏 見に 移して 變 1 窒を 形成した 處へ 大地震に 遭遇した ので あるから 秀 

吉 の心専 推测 すべきで ある。 當時 京都 所 司 代役と して 洛の內 外に 令した 前 田 德善院 に は 京都 島 原、 伏兑揸 木 町 其 

他の 侶 家より 侍实の 婦を徵 §1 して 應急 措置 を 講じ、 破 壞の伏 見 城 は 直ちに 修 袖せられ、 以て 使節 を迎 へたとの is^ 

だ。 此明使 接見の 事に 就て は 安土桃山時代 史、 太閤 記、 武勇 雜談集 等に 

九月 二日 明の 使節 沈 惟敬 等 伏 ！D- 城に 入る、 明 使 秀吉に 謁し 金印 及び 晃冠 を呈 し、 翌日 使節 を し、 次で，^ ゾ 

吉花皇 (桓武 帝陵の 東邊) に 退き 僧 承 免 を 召して 册書を ましむ、 繭 を 封 じて 日本 國 王と 爲 すの 一 語に 至 
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り 秀吉大 に 怒り、 忽ち 册書を 取りて 地に 投じ 明 使 を 追 ひ、 匿に 朝鮮" 卅征 の.^ を發 せり 

と ある 0 

慶 長の 動 亂 起る 

慶長 三年 三月 拾 五日、 秀 吉は醍 脚の 花見に 一 代の 豪奢 を 極めた が、 その 五月 五日に は 病を發 し、 月 を 越えて 癒 

えす、 秀吉 愈々 起つ ことの 出来ぬ を 知った 處 から 五 大老、 三 中老、 五 奉行に 後 iel^ を 託して 同 十八 日 遂に 逝いた。 

時に 年 六 拾 三。 群臣 は 姑ら く 喪な 祕し、 前 田 玄以が 秘かに 遺骸 を 阿彌陀 峰に 葬った が、 そのうちに 征韓の 諸將も 

悉く 還った ので、 兹に 大老 奉行 等 は 秀吉の 遣 命 を 奉じ、 秀頼 を大阪 城に 移し、 家康は 伏： 15- にあって 政事 を視、 五 

奉行 は 更替で 伏 兑城を 守る 蔡 とした。 

然るに 此 時から 內紛は 漸く 擡頭して 諸將夫 々黨 をな し、 形勢 次第に 急を吿 げたので 城下 は 物 騒然、 人心； E々 

たる ものが あった。 此 間 家康の 威望 は 次第に 加 はり、 鳥 田 長 政先づ 動き 大老、 中老、 諸 奉行な 說 いて 四 年！： 三月 

十三 日 遂に 家康は 向島の 邸より 伏 見 城に 移った が、 俚 人 之れ を稱 して 「天下 殿に なられた」 と 云った ので ある。 

斯く 威望 加 はり 入城す るに 及んで は 家康の 眼中 巳に 豊 家が 無い。 されば 諸將の を 策して 事の 推移 を：： 十から しめ 

た處 から 兹に三 成 派との 溝渠が 深き を 加 ふるに 至り、 所謂 慶 長の 動亂が 起った ので ある。 

此年 八月 上 杉 景勝が 伏 見を發 して 會律 若松に 歸り、 漸次 敵 對の色 を 濃く したので li- 五 年 正月 家 厳 は J^w 勝の 上洛 

を 促した が 更に 應 じない。 兹に 於て 家 厳 意を决 し、 會津 征伐の 軍 を 起し、 大阪 を進發 して fi^ 暮伏 城に 入り、 東 


下 中に 於け る 伏！ nj^ 城の 留守 を 鳥居 元忠、 內藤 家長、 松 平家 忠、 松 平 近 正 等に 託し、 遂に 十八 日 伏 見 城 を進發 した 

ので あるが、 七月に 入って 三 成の 異圖 漸く 發 露し、 家康 の罪狀 十三 箇條 を數 へて 諸侯に 檄し、 家 康を挾 ， する の 

策に 出で、 先づ 手始めに 伏 見 城 を 屠る こと- - なった。 此 時の 伏 見 城の 守備 は 城兵 凡そ 千 八 百 人 

本丸 (主 將) 鳥居 元忠 

西 丸  內藤 家長、 內藤元 長、 佐 野 綱 正 

三 之 丸 松 平家 忠、 松 平 近 正 

治 部 少輔丸 駒 井 直 方 

松 丸  深 尾 淸十郞 

太鈹丸 上 林政 重 

十九 日 西 軍 来り、 二十 一 日に 至って 外濠に 迫り、 二十 二日 宇喜多秀家、 小 早川秀 秋、 鍋 島 勝 茂 等の 兵が 加 はり、 

攻城 連日に 一旦った が 容易に 拔 くこと が 出来す， 二十 五日 秀 家来って 攻城 諸 將を會 し 部署 を 定め、 南方 追手 口 を 除 

くの 外 之れ を重圍 して 總攻耀 に 移った。 

來方 (主 將) 宇喜多秀家 

東北  小 年 川秀秋 

西北  島津 維新 

西方  毛 利秀元 
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其 他 攻城 分羼の 諳將が あり、 此總 兵力 は 約^ 萬に 達する 大軍 であるが、 城兵 は 一死 千 軍に 當 るの 勢 ひ を 以て 應戰 

する から 攻 軍の 損傷 は 夥しい ものが ある。 此時松 丸の 主 將深尾 淸十郞 の 部下で ある 甲 贺の鄉 十： は 西 軍の 奸策 

に乘 ぜられ て內應 し、 遂に 松 丸に 放火し、 城^ を破壞 して 西^の 侵入に 便なら しめた 處 から、 s: 軍 之れ に乘 じて 

殺 倒し、 主 將元忠 以上 奮戰 して 最後に 殘る 手兵 拾餘 人と 倶にカ 及ばす S 裁し、 茲に伏 見械は 遂に^. 济 したので あ 

る、 し 

伏 見 if の 攻防 戰は 一 旬 餘に涉 つたので 民家の 燒 失破壞 された もの^だ 多かった こと は 想 察で きる と 思 ふ。 斯く 

て 關ケ原 役 後 九月 一 一十 日、 家康は 命じて 西 軍 諸 將の伏 見 邸 を 悉く 燒か しめたから、 朿 •€! 1 里賒、 南北 一 里 半に わ 

たる 武家 邸の 盛觀は 昆られ なくなり、 此時 衰退に 傾く 土地 を 捨て.' 他 地方へ 移住した 者 も 多数に 上った ので ある。 

されば 同年 九月 二十 六日 ik (康 伏： に 入る や 南北の 町 年寄 を 寄せて 住民 退散の 狀を II き、 松-牛 下野 守に 伏兑を 支配 

おしめ、 其 臣舍人 源 太 左 衛鬥が 代理して 町民 を 慰撫し、 漸く 人心 を 安堵せ しめたの である。 

德川家 康と伏 見 域 

關ケ原 役 平定と 共に、 家康は 政局の 主權 者と なり、 役 後 十月 敵對 せる 諸 將を處 ^して 戰功 ある 諮 將の赏 を 行 ひ 

轉封 配置 巧みに， 豐系を 抑制し、 S 家の 地盤 確立 を 期した が、 是 より 先き 家 九月 二十 七 B 大阪城 西 城に 入り 

秀忠は 二十四日より 伏： 城に 居り、 城の 修築 を 行って 六 年 正月に は 諸侯の 賀を 受け、 同月 二十 七日 秀忠は 大納言 

を拜 し、 家康亦 I 立 年 二月 二十 二日 征夷 大將 軍の 宜下を 受け、 事實上 伏兑城 は德川 氏の 近 幾に 於け る權 力の 中心と 


なった ので ある。 

兹に德川^！^府初期に於ける伏見城關係の曰錄を揭ぐれば 

7慶 長 八 年、 

二月 十二 日 內 大臣 德 川家康 を右大 Hll に 任じ、 征夷 大將 軍に 拜し、 源氏畏 者淳和 獎學： 吶院別 當と爲 し、 牛 

車 兵仗 を廳 す、 廣 橋：！？、 ir 勸修寺 光 豐を伏 見に 遺 はして 宜 を 家 康に賜 ふ、 (公卿 補任、 慶長日 件錄) 

本鄕 治部少 輔信宮 は、 家 世々 室町 將 軍に 仕へ、 將軍家 制度に 詳 なる を 以て、 伏兑に 伺候して 奏者 役た るべ 

き 命 あり、 伏兒 城下に 宅地 を 賜 ふ、 (家譜) 

二月 二十四日 公卿 殿上人 伏 見 城に 抵り 將軍宜 下な 贺す、 (西 洞院 記) 

三月 三日 伏 見 城に 上巳の 祝 あり、 烏 丸 大納言 光宜、 日 野 大納言 輝資、 廣梳 大納言 翁 勝、 飛鳥 井頭 侍從雅 

宜、 勸修寺 宰相 光豊 等參賀 す、 (慶長 日 件錄) 

三月 二十 一日 家 廢將軍 宣下 拜賀の 禮を行 はんとして 伏兑 より 入洛、 二十 五日 參 内す、 (將軍 { 丑 下記) 

四月 十六 日 家 康ニ條 城より 伏 見に 歸る、 (當代 記) 

四月 十九 日 諸國 大名 伏 3^ 城に 上り 太刀 馬 代 並に 酒樽 を 捧げ 將軍 宣下 を賀 す、 ウ M 長年 錄、 當代 記) 

五月 十五 日 家 康孫女 千姬を 豐臣秀 頼に 妻さん とす、 秀忠の 夫人 淺井氏 千 姬を伴 ひ伏兑 に抵る (武 i0 編 年 

集成) 

五月 十九 日 勒使を 伏 見に 遣して、 匂袋を將軍家^^に賜ふ、 (梵舜 日記) 

】 四 五 
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六月 二日 長 一 i 丸 (賴 {1 且) の髮 【泣 式 を 伏 見 域に 行 ふ， (紀藩 古書) 

七月 三日 家 康伏見 城より ニ條 城に 入る (西 洞院 記) 

七月 十五 日 家 康能樂 をニ條 城に 張る こと 二日、 豊 光寺 承 > 梵を訪 ひ、 伏 2 几 城に 還る、 (度 長 日 件錄) 

七月 二十 八日 秀忠の 子 千姬、 伏 見より 船に て 大阪に 下り、 大阪 城に 入舆 す、 (武 德編ハ 牛^ 成) 

是月 秀忠の 第 四 女 初姬伏 見に 生る、 (德川 氏 系譜) 

八月 一 日 公家 卿 門跡 諸 大名 伏 見 城に 至り 八朔 を賀 す、 (義演 准 后 日記) 

八月 十日 家 康の第 十 一 子 鶴 千代 伏 見 城に 生る、 (家忠 日記) 

八月 二十 八日 島津 忠恒、 薩摩ょり宇喜多秀家其子八郞秀親を家臣に擁せしめ伏见に護^；仏し來る、 (^業 

記) 

九月 二日 山 口 駿河守 直 友、 島 津龍伯 入道に 書 を 贈り、 宇 骞多秀 家 此日伏 見より 護送して^ 河久能 山に 下 

らしむ を吿 ぐ、 家康、 毛 利 輝 元に 家 眷を携 へて 國に 就く を 許し、 且 命じて 領 內の耍 地 を 相して 居：^ を 新 

築せ しむ、 是日輝 元 伏 見を發 す、 (荻 藩閥 閱錄) 

九月 二十 七日 加藤淸 正の 伏 見の 第 火 あり、 悉く 燒 失す、 (義演 准 后 日記) 

十月 二日 幕 狩 河 村與三 右衛門、 木村宗 右衛門に 命じ、 舊に仍 りて 淀川の 過 書 船 を^ 瞎せ しむ、 (木 村 先 

祖謦 家譜) 

十月 三日 家 康山岡 道 阿彌景 友の 邸に 臨む、 景友 子な く 兄 突 作 守 景隆の 子 主計 頭 景以の 摘 子 新 太 郎ぉ本 ( 


此時八 歳) を 伴 ひ 初見の 禮を爲 さしめ 養子たら しめん jsij^ を陳 ぶ、 家厳景 本に 吉 光の 脇差 を與 ふ、 (俊-:^ 日記) 

十月 十六 日 家康將 に. 江戶に 還らん とする を 以て、 ！i 使 を 伏 見に 遣し 薰物を 賜 ふ， 是日家 の 右大は を I 能 

む、 (公卿 補任 鑌 本朝 通鑑) 

十月 十八 日 家康伏 見を發 す、 (慶長 日 件錄) 

此歲 池 E 備中守 長吉、 伏兑城 を 修理す、 (家譜) 

此歲 京 伏 に 盗賊 横行の 聞え あり， 市街の 市人 十 人 を 以て 一 黨 とし、 黨中 一 人 にても Hii^isi^ あらば 同罪た 

るの 令 を？ す、 (慶長 見聞 錄) 

▽ 麼長九 年 

正月 十日 藉府 山城 紀伊郡 富 森 横 大路 堤防 を 修築し、 板 〈お 伊賀 守 勝 m: 之 を監 す、 (梵舜 日記、 0M,§ 

三月 一 日 家 厳 上洛 せんとし 此日江 戶を發 す、 (當代 記) 

三月 二十日 福 岡 城主 黑田長 政の 父 如 水 伏 見の 邸に 卒す、 (黑田 文書) 

三月 二十 九日 家 康伏見 城に 入る、 諸 大名 追分に 出迎 へしが、 行列 簡 命に して 知る ものな く、 伏：： 儿に追 付 

きて 漸く 安着 を 祝す、 行 装の 簡易 眞卒に 驚 、す、 (當代 記、 板 坂 卜 齋 記) 

四月 一 日 武家 傳奏廣 橋 兼 勝、 勸修寺 光豊 を伏兑 に 遣 はし 將軍 家^ を勞 せらる、 (fr 鹿 卿 記) 

四月 五日 上方 諸 大名 伏 見に 往き歲 首 を 將軍家 腹に 賀し、 公家 衆 亦 訪問す る もの 多し、 a;n 經卿 記) 

六月 八日 結城秀 康江戶 より 伏 見に 抵る、 (當代 記) 

し  … ：    ri  
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六月 十日 家 康伏兑 より ニ條 城に 入る、 二十 二日 參內 す、 (西 洞院 記) 

七月 一 日 家^ 伏 見に 還る、 幕府 西國 大名に 課して 伏兑械 を 修築せ しむ、 (常 代 記) 

高山 公實錄 云、 此年九 年 公 神 君の 命 を 奉じて、 伏見械 水の 手の 丸を繩 張し 玉 ふ：； ム々、 乂 創業 記 考設. ム、 七 

月 一 日、 此比伏 見 も 石垣 普請 あり 西 國衆悉 相 上普譜 仕る、 

七月 十七 日 秀忠の 次子 江戶 生に る、 家 康之を 命じて 竹 千代 (家 光) と 曰 ふ (緩 本朝 通鑑) 家^!^:^ 秀^ 

の 伏 見 第に 臨み 相撲 を 見る、. 後ち 諸 大名 を 饗す、 (當代 記) 

八月 一 一十 日 家 魔 伏 見の 第に 京都市 民の 踊 を 見る、 是 より 先 十四日 京都に 豐, 社 臨^ 祭、 公 七^ 年总) 

あり (豐國 大明神 臨時 祭日 記) 

八月 二十 一 日 是 より 先き 上 杉 景勝 上洛す、 この in 伏 見を發 して 米 澤に歸 る、 (上 杉ハ牛 12) 

聞 八月 十日 家康 近日 江戶歸 還に 付 公卿 殿上人 門跡 伏 見 城に 至りて 辭 見す、 (西 洞院 記) 

関 八月 十四日 家 康伏見 を發し 江戸に 還る、 藤 堂 高 虎之に 從ふ、 (一一 一一 c 經卿 記) 

閏 八月 十八 日 加 藤 淸正伏 見を發 して 肥 後に 還る、 (時慶 卿 記) 

十一 一月 二日 渡邊掃 部、 伏 見 撞木 町に 遊廓 を 禅 興す、 (嬉遊 笑覽) 

是歲 長 曾 我 部 元 親の 伏 見 舊邸を 松 平隱岐 守定行 (定 勝の 子) に與ふ (松 平 由緒 寄) 

1>慶 長 十 年 

正月 九日 家康 上洛の 爲江 戶を發 す、 (創業 記) 


二月 十九 日 家 康伏見 城に 入る、 (義演 准 后 日記)  - 

二月 二十日 高 倉 永 孝、 飛鳥 井雅 賢、 烏 丸 光廣 等 伏 見 城に 至り 家康に 11 見す、 (西 洞院 記) 

三月 三日 公家 衆 諸 大名 伏 見 城に 至り 家康に 謁す、 明日 また 同じ、 (慶長 日 件 錄梵舜 日記) 

三 e: 五日 家 朝鮮の 使者 孫 文 或、 僧 惟政 を 伏 見 城に 引見し、 本 多 正 信、 僧 承 兌 をして 之と 婿 和の 15- を 謎 

せしめ、 又 宗義智 の 功 を 賞す、 (朝鮮 物語 付、 柳 川始未 本) 

秀吉 の韓明 再征 は 其 薨去に より 挫折し 再征 軍盡 く歸國 したる が、 家康將 軍た るに 及び 未だ 全然 解决 せる 

に 非す、 朝鮮の 背後た る 明 軍の 勢力 大 なる を 知れる il^ 康 及び 諸 將は禹 一 來 冠の lell^ なきや を 戒しゐ たり 

しかば、 家廣 こ.^ に 見る 處 ありて、 關原 役鎭定 後、 先づ 宗義智 (對 島釦 主) に 論して、 朝鮮との 姆和を 策 

せしめた る も 朝鮮 は 未だ 半信半疑 にして 决 せす、 前年 末 使僭對 島に 至り 義智に 事實を 確め に 来れる を以 

て、 義智使 僧 を 伴 ひて 上洛 伏 見 城に 至る、 家康は その 京 着より 稍；^ れて 上洛し、 且つ 秀忠に ia- 北の 大名 

數十 人、 十數 萬の 同勢 を隨從 せしめ、 續 いて 上洛せ しめ 伏 見に 入る の 日 は、 近 幾、 中國、 §：!： の 諸 大名 

をして 隨從に 加 はらしめ、 行 装 盛大 を 極め、 朝鮮 使節に 之 を 見せしめ、 以て 日本の 諸 大名 は 悉く 璺に氏 

の 下 を 去りて、 德川 氏に 臣服せ る實 况を會 得せし め、 以て 和議 蹄 結の 一 材料と 爲 したる が、 して 使節 

の會^ する 處 となりて、 成立 を 見たり、 (德 川資 記、 大曰本 時代 史) 

三月 十九 日 加藤淸 正伏兑 に 至る (時慶 卿 記) 又 この 前日 島 律 忠恒伏 見に 至り 家 魔に？ I す (クぶ 譜) 

三月 二十 二日 秀忠 二月 二十四日 上洛の 爲め 江戸 を 出發、 此日勝 所 崎の 城を發 し、 前後" S 簿を へ 粟田口 
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より 醍闕を 過ぎ 伏 見械に 入る、 行 装 綺羅 を盡 し、 京 伏 市中の 貴賤 之を迎 へ、 都鄙 近！： の 者 之を拜 せんとし 

て 雲霞の 如し、 家康 朝鮮 使者と ともに 舟 kT 櫓に 在りて この 行 裝を兒 る、 (两 洞 記、 梵舜 日記) 

三月 二十 七日 朝鮮の 使節 歸國 の途に 上る， (朝鮮 物語 付、 柳 川 始末) 

是月 家 康伏見 城に て東鑑 刊行の 事 を 令し 活字 版 東 鑑 を 印行す、 (慶長 活字本 跋文) 

四月 一 日 公家 衆 伏 見 城に 至り、 家 康秀忠 に 謁す、 (慶長 日 件錄)  ， 

四月 五日 忠、 金 森 法 印 素玄伏 見の 邸に 臨む 此夜吉 fflm: 勝 (織 部) の^に 茶ぬ，^ あり (當代 記) 此 日 

康圓 光寺 元 佶に 命じ 活字 版 周易 を 印行せ しむ， (書籍 考) 

四月 七日 家驟將 軍職 を辭 し、 秀忠を 以て 之に 代へ ん舉を 奏請す (鹿. お 日記) 將 家 ニ條 城に 入る、 ( 

言經卿 記) 

四月 十五 日 家 康伏見 城に 還る、 (當代 記) 

四月 十六 日 征夷 大夷軍 德川家 康を罷 め、 權 大納！ 一一 IC 德川 \ ^忠を 征夷 大將 軍に 拜し、 內大ぼ 正 二位に し， 

淳和院 刖當に 補し 牛車 兵仗 を廳す (公卿 補 住) 刺 使伏兑 城に 臨み 宜 3：! を 賜 ふ (俊 長 = 件錄) 之より 家：^ を 

大御所と 稱す、 (當代 記) 

四月 + 七日 秀忠伏 見より 上洛し ニ條 城に 入る (義演 准 后 日記) 二十 六日 參內將 車 { 一れ の 恩 を 謝し 奉る、 

(言 經卿 記) 

g: 月 一 一十 七： n 秀忠伏 見に 還る、 (^長 = 件錄) 


五月 一 日 諸 大名 伏 15^ 城に 至り、 秀忠に 將軍宜 下を賀 す、 (當代 記) 

五月 三日 將軍秀 忠能樂 を 伏 見， 城に 張る 事 三日、 以て 公家 諸 大名 を 饗す (慶長 日 件錄) 家蔬 月見 格より 之 

を！ る、 (慶長 日記) 

五月 八日 家 康大阪 の 秀頓に 久しく 對 面せ ざれば 出京 を 促し 伏 見 城に 謁せん とし、 高臺院 (故大 ral 北 政所 

) を 大阪に 使 はす、 秀頼 生母 大虞院 (淀 殿) 秀頼 不慮の 災 あらんと なし 肯 かす、 京攝の ig 商 之 を 問き、 戰 

役 近し と爲し 大に騷 ぐ、 (當代 記) 

五月 十五 日 秀忠 江戸に 還らん とし 伏 見 城を發 す、 (當代 記) 

五月 一 一十 七 m 家 .3 金 森 法 印 左 近 伏：^ の 第に 臨む、 (時慶 卿 記) 

是月 家 康池田 輝 政の 伏 見の 邸に 臨む、 (慶長 見聞 記) 

六月 十六 日 i¥ 康嘉定 の 儀 を 伏 見に 行 ふ、 (鹿苑 日錄) 

七月 五日 幕府 伏兑城 本丸の 殿舍を 修造 せんとす、 家康西 丸に 移る、 (當代 記) 

r 武德編 年 集成」 七月 七日 使番 安藤 治 右衛門 正 次江府 より 伏 見 城臨監 として 上 霜す 

七月 七： n 家 康能樂 を 伏 見 城に 張る、 (言 經卿 記) 

七！：^ 一 一十 一 日 家康 上洛 一 一條 城 入る、 (慶長 日 件錄) 

八 十日 伏：： の 城 中 法制 を 下す、 (i,^ 長 日記) 

法制に 曰く、 城 中 無狀の ふるまい をな し、 禮を失 ふ 輩 見たり なば、 其 由 その 者に こと はりて 問え 上べ し、 
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殿中 一所に 會 合し、 高聲 に雜談 する もの あらば、 同じく こと はりて え 上べ し、 御； S 近き 所に て 高 aj^ の 

あらば これ もこと はるべし、 御 膳 役 送の 筆 怠慢せば 聞え 上べ し、 此^ 當 f 盯の時 は 必長待 川 11:- すべし、 焚 

將薬、 諷漉 打、 扇 切、 相撲 等の 遊戯す る もの あらば 聞え 上ぐべし、 御內 S: を はじめす ベて 右维 等の 

もの かく 所へ 立 よるべから す、 仰な くして 硯を 借用 ゆべ からす、 もし か- -る ふるま ひする やから を、 そ 

のま. r すて 置 時 は、 右筆 等 も 曲事 たるべし、 諸 大名 着 墜 の 席へ 塵芥 をす つ^べから す、 すべて 殿中 涵：^ 

以下 心 いるべし、 厠の 外へ みだりに：！^ すべから す、 この 條目令 せらる- -後逮 犯の あらば 殿 に^え 上べ 

し、 かくし 置て もれ 聞 ゆる 時 は、 同朋 權阿彌 の 罪なる べし (德 川實 記) 

八月 一 一十 一 日 家 康伏見 城に 還る、 (言 經卿 記) 

九月 九日 公家 衆 伏 見 城に 至り 重陽 を 家 廠に賀 す、 (俊 長 日 件錄) 

九月 十 一 日 武家 傅 奏伏見 城に 遣し、 寢筆薰 香 方 を 家 嵌に 賜 ふ、 公家 衆.： MS くの 束 を錢 す、 (1W 經卿 i^) 

九月 十五 日 家康、 松平康 次、 成瀨久 次、 松 平 東 勝 を 留めて 伏 見 城 を {寸 らしめ て：^ 歸す、 (賈經 卿，^) 

九月 二十四日 圓 光寺 元 佶 家廢の 命に より 印行せ し 周易： 汗 本を献 す、 (慶長 日 件錄) 

十二月 二十 六日 有馬豊 氏の 伏 見の 第に 火 あり、 淺野長 政、 板.<:I-勝^a^ 蒲 生^ 行の 第に 延燒 し、 立 is^ 町： 

家 殆ど 全燒 す、 (慶長 見聞 錄、 義演准 后 日記) 

「義演 准 后 日記」 十月 廿 七日、 晴， 昨夜 伏 見 御械の 南方 大名 屋形風 卄ケ所 計、 其 外.；；^ 家數十 燒失、 所 

司 代 板 ま 伊賀 守 屋形不 殘燒了 云 々 


「言 經卿 記」 十二月 廿 六日、 丙 寅、 天晴 時々 小雪、 伏 見入.， 夜 火蔡也 云々、 有馬玄 if 宿より 江戸 町. C 鬼 板 

倉 伊賀 守 等 四 五町 也 云々 

「鹿苑 日錄」 十二月 廿 七日、 自レ朝 晴天、 齋 了 至 n 伏 陽 1、 昨夜 回祿、 有 馬玄蕃 より 出火、 则立寶 町 西 東 一 Si 

も不 燒 却す 云々 

1>慶 長 十一 年 

1 月 幕府 山城 淀の 堤 を 修築す、 (慶長 日 件錄) 

四月 六日 家康 上洛 伏 見 城に 人る、 (陵 長 日 件錄) 

四月 十 I 日 公家 衆 諸 大名 家康に 謁す、 (SM 長 日 件錄) 

四月 廿 八日 前將 軍家康 參內、 歲首を 賀し來 る、 武家の 叙位 は 悉く 幕府の 吹擧に 依らん 事 を 奏請し、 伏兑 

に 還る、 (慶長 日 件錄) 

是月 萬お 以下の 諸士に 命じて 伏 見 城の 石垣 を 修築せ しむ、 (當代 記) 

「當代 記」 四月 伏 見 有 一一 石垣 普請 1、 但 一 萬 石 取より 內の衆 勤， 之 一 萬 石より 上 之 衆は駿 河爲， 一流 41: 可 下 

被レ除 ニ此蒙 

五月七日 ^使 を 遺し 家 康の歲 首 參賀に 答へ しめ 給 ふ、 公家 衆 門跡 亦歲 首な 家& 、に！： a -、 (、お 長！：：： 件錄) 

五月 十三 日 伏 見城邊 怪異 あり、 凶兆と 云 ふ • (當代 記：； 

「當代 記」 伏 見城邊 怪異 さまん、 あり、 古き 祠 より 挑燈の ごとき 光物いで-飛行し、 豊後 橋の！ にサ がる 
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また 加 藤 肥 後守淸 正の 邸 中よりも、 行燈の 如き 光物 飛いで、 洛中 にても 光物 飛行す、 その. 一:: 車の ごとし 

都人 呼て 破 車と いふ、 先年 も 二度 か- -る 怪物 あり、 いづれ も M 兆と いへ り 

七 ：！！： 一  ： 十七 日 家康ー 一條 城に 入る、 (一一 r 經卿 記) 

八月 十二 日 家 廠伏見 城に 還る、 (言 經卿 記)  . 

八月 1 一十 一 日 加 藤 淸正能 樂を伏 見の 第に 張る、 (當代 記) 

九月 三日 足利學 校 三 耍伏見 城に 上り 家 腹に；；！ す、 (舜葡 記) 

九月 九日 公家 衆 重陽 を 家 厳に 贺す、 (當代 記) 

九月 十三 日 片桐且 元， 大久保 長 安、 板 倉 勝 m: 伏 見 城に 上り、 豐國 社の 條約 並に 社頭 石^ の 事 を 陳べ許 

可を受 く、 (舜舊 記) 

九月 一 一十 一 日 家康伏 見械骄 を更定 し、 結 城 秀康を 以て 留守と 爲 し束歸 す、 (當代 記) 

1>慶 長 十二 年 

三月 一 日 結 城 秀康病 あり、 伏！^ を發 して 北 获に歸 る、 (慶長 日 件錄) 

三月 二十 五日 ^府 畿內及 近傍 諸 園の 諸 大名 以下に 駿府 築城の 役 を 課し、 伏 見 城の 器 川を駿 府に輸 せし 

む、 (當代 記) 

「當代 記」 駿-城 修築の 爲、 畿内、 丹 波、 備中、 近 江、 伊勢、 美 濃 十 ケ國の 人夫 を 召る、 五 kn:.;: に 三人の 

制な り (一 說には 五百石に 付 一 人) この 人夫 先 伏 見に のぼり、 かしこより 駿 城に 送る 所の 什器お 持 以下 

を 運送せ しむ 云々 


「慶長 見聞 錄」 この to: (中 署) また 伏 見 城 中 儲蓄 ある 所の 財寳、 器物、 布 ce、 筵 席の 類まで ことぐ く 

駿 -1- へ 運送せ しめらる 

閏 四月 四日 伏 見 城下 近習の 輩の 居 宅 毀た る 此頃京 伏：：：^ の 邊物騷 也 (當代 記) 又此 顷伏兑 より 駿府 へ金鈸 

五 kn 五十 駄を運 遠し、 次いで 十九 日 また 金銀 八十 駄を 送る、 (當代 記) 

閔四： n: 一 一十 九日 幕府 掛川 城主 松 平定 勝 を 伏 見 城代と 爲し 新地 五 萬 石 を 賜 ひ 掛川城 を 其子定 行に 與ふ、 ( 

當代 記) 

この頃まで 伏 見 城 松 丸 は 普 第 衆 交代して 警衛し、 治 部 少輔丸 は 水 野 石 見守、 名 護 屋丸は 日 下部 兵右衞 門 

、 江 雪 曲 輪 は 成瀨吉 右衛門、 戶 m 曲 輪 は 松 平豊前 守、 戶田又 兵衛、 帶 S 輪 は 小 笠 原 次 右衛門、 其 外 大^ 

贺 五郎兵衛、 拓植 三之丞 警衛し、 この 聚京所 司 代 板 倉 伊賀 守 並に 米津淸 右衛門と はかり あいて ISIa? を沙 

汰 せし が定勝 城代た るに 及び このと もがら 皆 駿府に 赴く、 伏 見 町奉行 長 田 疼 兵衛、 芝 山 ま： 丘 ハ衛、 淀 山 船 

奉行 は 小 笠 原 越 中 也、 (德川 資紀) 

五月 二十 三日 幕 狩 伏 見 城 三年 番の 制を定 む、 (廣長 見聞 錄) 

「別 本當代 記」 伏 23- 三年 番は慶 長 十二 年 未より 始 渡山邊 山城、 其 次 水 野 市 正、 其 次 松 平 丹 後、 俊 長 十二 

未年 伏 見 三年^ 初る 

未、 渡邊 山城 守 申、 水 野 市 正 酉、 松 平 丹 後 守 戌、 山 口 但馬守 

亥、 阿部 備中守 子、 高木 主 水 守 丑、 渡邊 山城 守 寅、 井伊 掃 部 守 
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卯、 f 丹 後 守 辰、 土 岐山錄 守 巳- ns^ig 午、 き， 11 瞬 

「花 避 漫鈔」 伏兑 錄. 麼長 十二 丁 未 三月 十九 日 大御拼 より 伏 兑在番 はじまる、 頭 一 年代り ^机より 拔人 

三十 人 三年 詰、 これ を 伏 見 三年 番と いふ、 

「德川 實紀」 廿 三日 (中略) この 日大 番頭 水 野 市 正 忠胤渡 邊山械 守 茂 をして、 其隊 下の^ 士な ^ つれ 伏 

見 城 を勤桥 せしめら る、 これ を 一一： 年^と いふ、 桥頭は 一年に て 交代し、 桥士は 三年に て 交代す、 八：：^ 十 

一 一日 を もて 交代の 期 たるべし と 定めら る 云 々 

1>慶 長 十三 年 

十 一 月 是月 家，： g 伏 見 城代 松 平定 勝の 領地 を 改め 近 江 及び 伏 見の 地 を 賜 ふ、 且應米 二 石を與 へて 士卒の 

扶助に 充てし む (家… 日 訊 怖、 松 山 叢談) 

是歲 幕 .s^ 伏 の 銀座 を 京都に 移す、 (貨幣 秘錄) 

「銀座 由緒 書」 鹿 長 十三 申年、 伏見之御役所を京都へ御^-移被レ爲レ成、 京都， M 町 通と 烏 丸迎之 叫、 ニ條 

より 三 條迄四 町 拜領被 レ爲二 仰 付； 御 役所 相 建 座 人 住居 仕 候 

「貨幣 秘錄」 慶長 十三 年 戌 申、 伏 見の 銀座 を 京都に 移され、 地所 四 町 を 賜 ひ 銀座.^ られ伏 見と 兩 所に 

て禱 造す、 愛 を も兩替 町と いふ 

「備考 家. M 銀 鹿 を 伏 見に 置き 貨幣 改禱を 命ぜし は 鹿 長 六 年 五月な り」 

1>慶 長 十四 年  . ： 、 . _  ,  t  - .  . 


二月 十八 日 筑後柳 川 城主 田 中吉政 (所領 三十 二 萬 石) 參 親の 途伏 見に 卒す、 (當代 記) 

三月 六日 加 藤 淸正伏 見 を發し 江戸に 參覲 す、 (慶 長年 記) 

七月 十七 日 大 番頭 松 平 重忠、 山 口重 政に 伏 見 城 在 番條約 を授く  (令條 記) 是月重 忠重政 等 伏 見に 赴任し 

八月 十二 日 到着す、 前 城番水 野忠胤 以下 番士 交替 歸府 す、 (家譜) 

十 一 月 一 一十 五日 福 島 正則 伏 見 を發し 江戸に 參 親す、 (慶 長年 錄) 

1>慶 長 十五 年 ■ 

三月 二日 安藤 正 次 伏 見城監 使な 命ぜられ 江 戶を發 す、 (寬永 系圖)  ， 

1>慶 長 十六 年 

四月 三日 家康 三月 十七 日 を 以て 上洛， ニ條 城に 入り、 この 日 伏 域に 入り 滯留 二日に して ニ條 城に 還る 

(當代 記) 

十 一 月 十七 日 伏 兌 火 あり、 諸 大名の 邸宅 多く 燒 亡す、 (當代 記) 

「義演 准 后 日記」 十 一 月 十七 日 伏 見 町 延燒燒 失 五六 町 

r 當代 記」 十七 日.^ 刻、 伏 23^ 新 町より 火 出、 兩 替町燒 其より 大名 衆 屋敷 二十 計 及，, 類火 1、 伹去： より コ 

ボシ淺 の 家 共 也  ， 

「駿. 附記」 十 一 月 二十 二日 g:„ 伏 見 一飛 脚 到来 申 云々、 去 十七 日 未 刻 伏 見 町中 燒亡、 家 千 餘宇燒 失 餘焰の 所 

レ移， 龜井 武藏守 (〇 兹短) 吉田大 膳 太夫 (〇 重 治) 島津右 馬頭 (〇 忠興) 稻葉 右近 太夫 (〇 方廣) 田 中 
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筑 後守忠 政、 池 田 備中守 (〇長 吉) 石 川 長 門 守、 森 右近 忠政、 毛 利 勢 守 (〇 一： ：2 政) 加 衛 門 佐 5 

貞泰) 日 根 野 左京亮 (〇 高 繼( 堀久 太郞、 筒井 紀 井守 (〇 定次) 松 平 土 佐 守忠茂 (^)、 松： 个 Si 奥 守政宗 

松 平 伊豫 守 忠昌、 永井右近大夫^^^勝等宅燒亡云々 

慕 府伏見 城 を 毀す 

！ l^r 長 十九 年、 豊 臣秀賴 兵を擧 ぐる や、 家： ir 秀忠車 を 率 ゐて西 上し、 伏 兌より 進發 して.^ 勿 忠は住 吉に陣 し， 家 

厳 は 木津、 奈良を 迂回して 策應 する に 至った が、 兩軍 媾和の 成る に 及んで 軍 を 返し 來歸 した、 ：： おれ 即ち 冬の^で 

あり C 次で 元 和 元年 四月、 秀顿冉 擧を圃 つたので 家. おへ、 秀忠： 冉び西 上し、 五 W: 五日 大阪を 攻め、 八： n に は 旋し 

てニ條 城に 公武の 人々 を變應 された のであった。 

元 和 九 年に は秀 忠、 將 軍職 を 家 光に 譲り 七月 一 一十 七： n 家 光 は 征夷 大將 軍を拜 したが、 此時； 二 條赏條 卿勒侦 とし 

て 伏 3- 城に 參 向し {IIS:: を 傅 ひ、 翌ー 一十 八日 は 諸 大名 伏 見 城に 上り 將軍宜 下を贺 し、 ^持ち 十禹石 以上 は 太 力 iiw 代 

並に 時 服 金銀 を献 じ、 九禹石 以下 は 太刀 目錄を 捧げ、 城下 は 此等月 卿 雲 客の 往來 連日 相次ぎ、 1 時 的ながら 股脤 

を 極めた ので ある。 即ち 此家光 將軍宜 下に 依る 勅使の 參向ゃ 饗宴に よる,： ひこ そ は 伏 見 城の：： 後の ものであって 

將軍歸 東す る や 松； や 安綱 を 召し 「伏！ 3- を 除いて 帝都 を 守護す るの 地、 淀に 勝る はない、 汝 今より 淀の 地に 築 せ 

よ」 と 命じ、 伏 見 城の f ぉ材を 以て 修築に 當 らしめ、 更に 京師の 寺社に 給付し、 兹に 於て 城下町の 面目 は 次 4 がに 失 

はれ、 大名の 邸宅 も 漸次 减 少して 字 名に 所在の 名 殘りを 停め、 伏 見 山 も {4! しく 荒 體に歸 したので ある。 


伏 見 城の 廢 毀され た 影響 は 可成り SI 大 であった こと を 想像され る。 大名 はたぐ 參勤 交替に 際し 淀川 を 上下す る 

に 過ぎぬ ので あるから 寬永 中期より 正 保、 慶 安の 年間 は 全く 火の 消えた やうな 寂しい 町に 過ぎなかった らう。 然 

して 殘 された 廣大な 大名 邸宅 趾は ral 霜經 るに 隨ひ 民有に 歸り、 軒 を 連ぬ る 民家と 化する も あれば、 耕作地 化して 

今 は 所在の 想像 もっかぬ もの も ある。 此 間にあって 荒 廢に歸 した 伏 見 山 は 狐狸 空しく 雄 草の 問に 樓 むの 場所と な 

つたので あるが、 人 ありて 紅 桃 三 萬 樹を植 ゆるに 至った 處 から、 泰は紅 霞 棚曳く 遊樂の 地と なり、 何時しか 此地を 

「桃 山」 と 呼ぶ やうに なった ので ある。 後ち-挑 樹は 短命で あると て 梅樹が 植栽され、 梅林に 香 を 慕 ひ 桃 溪に赛 を 

賞す る 俳人 歌 客の 吟詠の 料と なり、 それ 等の 遊客が 春 ともなれば 杖 を曳く 地と なった が、 「都 名所 II 會」 に 云 ふと 

ころの 梅溪と は萬疊 敷の 邊り 淸凉 庵の 北と 西と であって、 京都 師圑 の設 澄から 禹疊敷 は 練兵場と して 買收 され、 

多くの 梅樹 は取拂 はれた が、 五郎太 町より 西、 祧山學 區地內 に は尙ほ 老樹 淸杳を 放つ 往年の 名所の 俤 げが淺 つて 

ゐる。 

伏 见城廢 毀 後 百 四十 年を經 たる 寶曆の 頃、 顯常 大典なる 人の 城 山 觀梅記 中より 一 節を抽 けば 

；ー； 戸村 を 旋り隴 を 過ぎ 林 を 穿ちて 北し、 一 庵に 至る、 淸凉と 曰 ふ、 庵 ■ 文亮 (文亮 は 同伴の 人) を識 る、 

之 を 堂上に 引て 茶を鈸 ましむ、， 以て 渴を 止め 足 を 息 ふこと を 得たり、 庵 西に 面し、 遠く 山野 を 抱 ゆ、 俯せ 

ば 則ち 梅溪 なり、 復目を 注ぐ こと 久 うす、 庵を辭 して 西に 行き、 稍 下に 就く、 遂に 梅溪を 過ぐ、 是 梅の 敏 

も 多き なり、 故に 名づ く、 正に 爾く爛 熳盖復 し、 恍 として 雪中に 行く が 如く， 馥郁 以て 人の 肝 腸 を 滌荡す 

相與に 謂て 曰く、 玄 都の 觀、 瘦嶺の 思に 熟ぞ やと、 左右に して 巳ます (略) 

.  '  ,.  I  1 五 九  ，」 
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伏兑の 夜 急に 更けたり 時鳥 

大名の あざな を 桃の 畑 かな 

月見 せん 伏 の 城の 捨廓 

太閤の 千 疊敷ゃ 茶 摘 歌 

わが 衣に 伏 見の 桃の I 下せよ 

幕府 奉行所 を 置く 
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三代 德川家 光が 將軍宜 下の 禮を 最後と して 兹に 伏兑城 を 取 壊す に 至った が、 是れ元 和 夏の陣に 於て C-Hl 氏 滅亡 

し、 警戒の 必耍が なくなった からで ある。 此元和 元年 大阪城 を 攻めた 時より 遡る 拾 五 年、 鹿 長 五 年 家 くが 關ケ原 

に 大捷し 政權を 掌握す る 所と なるや、 先 づ大阪 の 城代 松 平 下野 守 忠吉は 伏 見 奉行 を 兼ね， 治 .M を 桃 山淸水 谷に^ 

け、 寬永七 年 二月 現今の 工兵 隊營 地に 移り、 其 臣舍人 源 太左衛 i: を 代理と して 奉行所 を 開き、 大和^の 郡 代 を鈹 

ね しめたの であった。 

即ち 伏 見 奉行 當 時の 支配 地 は 伏 見 町 及び 伏兑 廻り 八 筒 村 並に 宇治川 筋、 御池 廻り、 木维 川筋の 川 添 ひ 七十 八 村 

落と、 それに 山 科 御 西 山、 勸修 寺、 石 田， 南 小 栗栖、 五 筒莊、 久世郡 横 島 村落で あり、 此 伏：：^ り 八 简村石 >鈿 は 

古撿 三千 九 百 七 石 二 斗 七 升 六合で あつたが， 寬永ニ ハ牛小 堀 遠 江 守の 撿地 石高で は 四千 三百 六 石 六 升 四 八！： となり、 

次で 延寳六 年 仙 石 主 殿 頭の 撿地^ 高 は 四千 三： e 三十 八 石 五 升 一 合と なった。 兹に 深^ 地內に 於け る 上納 石高 を犁 


ぐれば 

マ 深 草 

五 百 六十 石 二 升 五合 

六 百 二十 三 石 九 斗 八 升 六合 

二百 石 

六十 二 石 一 斗 二 升 

四十 石 

三十 一 石 一 斗 二 升 三 合 

三十 石 二 斗 四 升 一 合 六 勺 

二十 八 石 四 斗 八 升 一 合 

二十 四 石 二 斗 七 升 

十 石 三 斗 八 升 四 合 

十八 石 一 升 六合 

十七 石 九 斗 五 升 五合 

四百 三十 九 石 八 斗 四 升 六合 

三 百 石 


伏 見 御 預け 

九條 殿御 家 

藤 森 社 

新 典侍 御 局 

大 典 侍 御 局 

養林院 

知恩院 

法傳寺 

禁 裏 御料 

上 御靈社 

圓幅寺 

高 倉 殿御 家 

伏 見 御 預け 

御香宫 社 


ニハ 1 


九十 三 石 九 斗 五合 

四十 一 石 九 斗 三 升 九 合 

三十 三 石 三 合 

三十 一石 

二十 九 石 三 斗 八 升 七 合 

二十 六 石 

二十 石 

九 石 六 升 八 合 

十九 石 三 斗 八 合 

十六 石 九 斗 八 升 四 合 

十六 石 三 斗 七 升 一 合 

十 石 九 斗 一 升 九 合 

八 石 四 斗 

六 石 二 斗 九 升 七 合 

四 石 六 斗 一 升 八 合 

十六 石 九 斗 七 升 五合 


南禪寺 

中 御所 殿 家 


慈 

內 

華 


寺 

寺 


覺 

七 觀 音 寺 

若宮 八幡 社 

極 樂 寺 

下 御倉 

大外記 知行 

勝德 寺 

白 川 殿 家 

御藏 入 

誓 願 寺 


六 


十六 石 二 斗 七 升 

マ大 趣 谷 

四百 三十 六 石 五斗 七 升 八 合 

▽ 福 稻 

二百 三十 石 九 斗 八 升 七 合 二 勺 

三十 九：.；^ 九 斗 五 升 五合 

十八 石 九 斗 六 升 八 合 

七十 七 石 

百 三十 四 石 九 斗 五 升 五合 五 勺 

十六 石 一 斗 

十 石 四 斗 九 升 五合 

六 石 三 斗 

五 石 二 斗 六 升 一 合 

四 石 一 斗 九 升 八 合 

六 石 三 斗 

二十 七 石 一斗 三 升 三 合 


安 樂 壽 院 


御藏 入 代官 


東 幅 寺 

小 倉 殿 家 

御藏 入 

御  局 

南禪寺 

上前 御 局 

出納 東巿正 知行 

大隅大 炊 助 知行 

相國寺 

髙濱釆 女 知行 

內野丹 後 守 知行 

東 福 寺 


1 六 三 


1 六 四 

十 石  新田 

五十石  大典 侍 御 局 

五 石 四 升 五合  七條家 

百 六 石 八 斗 九 升 六合 五 勺  稻荷社  ， 

百 九十 石  朿幅寺 

四十 一 石 七 升 四 合  淸和院 

即ち 深 草、 大龜谷 は 共に 伏； n: 几 奉行 支配に 屬し、 福稻は 京都 町奉行の 支配に 屬 したので ある。 • ぬして 此 机の 微收 

法 は 幅 稻は田 草 高 一 石 六 斗、 畑 一 石 五斗 を定 免、 納 米の 內 金納 は 幾分 を 願 ひ容れ られ、 納期 は； はハ牛 1:=: 中句より 

二度に 納め、 銀納は 極月 二十 五日 限りと した。 但し 大龜谷 草 下 卿 は 十 一 n: 十 口 銀 五 百 目 を 納め、 同： z: 二十-.;::::: 適 

宜 納め、 殘りは 十二月 十日と 三月 十日に 皆納した。 

此 外に 正租外 運上 冥加と 云 ふが あり、 これ は 福稻、 深 草 上 卿は詳 かで ない が、 大龅 〔介と 深 卿 は 庄屋が ハ巾始 

八朔に 伏 見 奉行所へ 鳥目 二十 疋を獻 上し， 此 費用 は 高 割で 徵牧 した。 尙ほ 庄屋、 年寄、 百姓 總 代の 歩行 給料 は 高 

1 石に 付 米 一 升 八 合 三 勺の 割で 十一 一月 中に 小百姓より 徵收 し、 其 他 雨 乞 ひ 入 川、 村^ 等も總 て. S 割で 十一 一 リ屮に 

徴收 したので ある。 


維新 迄の， 歴代 奉行 


夫阪 城代、 松 平 下野 守 忠吉が 伏 見 奉行 を 兼ねた 慶長五 年 以来の 歷代 奉行 を擧 ぐれば 

▽ 城 代 松 平 下野 守 (鹿 長 五 年より 同 七 年 迄) • 三 ケ 年 


臣 舍人源 太 左衛門 

▽ 城 代 松 平 隱岐守 

兩 町奉行 柴山 小兵 衛 

同  長 E 喜兵衛 

同  鬥奈助 左衛門 

同  山田淸 太夫 

城代 奉行 山 口 駿河守 

郡 代 兼 代官 小 堀 遠 江 守 

同  水 野 石 見守 

代官 兼 仙 石 因幡 守 


同 

同 


戸田 長 門 守 

岡 阳豊前 守 

青山 信 濃 守 


(慶長 五 年より、 同 七 年 迄) 

(慶長 七 年より、 元 和 五 年 迄) 

パ慶長 七 年より 元 和 元年 迄) 

(慶長 七 年より、 元 和 元年 迄) 

(元 和 元年より 同 五 年 迄) 

(元 和 二 年より 同 五 年 迄) 

(元 和 五 年より 同 九 年 迄) 

(元 和 九 年より、 正 保 四 年 迄) 

(正 保 四 年より、 寬文九 年 迄) 

(寬文 九 年より、 天 和 元年 宁ヒ 

(天 和 一 一年より、 塞 子 三年 迄) 

0M 享四 年より、 元 祿七年 迄) 

(元祿 七 年より、 同 九 年 迄) 


十八 ケ年 

十四 ケ年 

十四 ケ年 

五ケ 年 

四ケ年 

五ケ 年 

廿 五ケ 年 

三 ケ 年 

十三 ケ年 

五ケ 年 

九ケ年 

三 ケ 年 


六 五 


六 六 一 


以後、 京都^ 奉行 兼 役 支配と なる。 

京 東 町奉行 瀧 川 丹 後 守 

同  松 前 伊豆守 

同  安藤 駿河守 

京 西 町奉行 小 出 淡路守 

同  水 野 備前守 

以後、 伏 見 奉行 支配に 復す。 

和 州 郡 代 兼 建 部 內匠頭 

同  石 川 備中守 

同  北 條遠江 守 

同  小 堀 和 泉 守 

同  蓄沼織 部 正 

同  堀 長 門 守 

同  久留島 信 濃 守 

■ 、同 ： 本 多 對馬守 

へ 同  小 堀 和 泉 守 


(元綠 九 年より、 同 十二 年 迄) 

(元祿 九 年より 同 十 年 迄) 

(元祿 十 年より 同 十 一 一年 迄) 

(元祿 九 年より、 同年 六月 迄) 

(元綠 九 年より、 同 十一 年 迄) 

(元祿 十二 年より、 正 德四年 迄) 

(正德 四 より、 享保五 年お I) 

(享保 五 年より 同 十九 年 迄) 

(享保 十九 年より、 延享 三^ 迄) 

(延享 三年より 寬延四 年 迄) 

(寛延 四 年より、 寳 餍 八 年 迄) 

(寳磨 八 年より、 明 和 元^ 迄) 

(明 和 元年より 安永 七 年 迄) 

(安永 七 年より、 天明 五 年 迄) 


三 ケ 年 

ニケ年 

三 ケ 年 

五ケ 月 

三 ケ 年 

十七 ケ年 

七 ケハ+ 

十五 ケギ 

十一 一： ケ华 

六 ケ ハヤ 

九 ケ^ 

六ケ年 

十 五ケ 年 

八 ケハゃ 


安永 七年來 任の 當時は 稍 民政に 意 を 注いだ が、 幾 干 もな く 驕奢に 長 じ 華麗 を 好み、 婦女子 を掠錄 し、 無辜の 民 を 

殺戮し、 在職中に住民ょり^^酷に微收した金額は資に十ニ萬三千兩に達したとの事だ。 茲に 於て 文珠九 助、 燒 

屋權兵 衛等相 謀り 千 辛 萬 苦 密かに 策 を 立て 江戶 幕^に 歎訴 し、 遂に 其 志 を 貫いて 天明 五 年に 小 堀の 役務 を 免じ 八 

年 五月 其 家な 改 1:;^ し 其 封を沒 し、 小 田 原に 追放され たのであった。 

同  久留島 信 濃 守 (天明 六 年より 寬政 三年 迄) 六ケ年 

(寬政 三年より、 同 七 年 迄) 五ケ 年 

(寬政 十二 年より、 文化 四 年 迄) 八ケ年 


同  本庄 甲斐 守 

同  加 納遠江 守 

以後、 又も 京都 町奉行 兼 役 支配と なる 

京 東 町奉行 森 川 越 前 守 

同  小 長 谷 和 泉 守 

京 町奉行 牧野 大和 守 

以後 三度び、 伏 見 奉行 支配と なる。 

伏 見 奉行 本 多大 隅 守 

同  丹 羽 和 泉 守 

^  仙 石 大和 守 

同  堀 田 豊前守 


(文化 五 年より、 同年 十一 一月 迄) 十 一 ヶ月 

(文化 五 年より、 同 七 年 迄) 三 ケ 年 

(文化 五 年より 同 七 年 迄)  三 ケ 年 

(文化 七 年より、 同 十 一 年 迄) 五ケ 年 

(文化 十二 年より、 文政 二 年 迄) 五ケ 年 

(文政 二 年より、 同 六 年 迄) 五ケ 年 

(文政 六 年より、 同 十 年 迄) 五ケ 年 

1 六 七 


Bw  本庄 伊勢 守 (文政 十 一 年より、 天 保 四 年 迄) 

0  加 納備中 守 (天 保 四 年より、 同 九ち 迄) 

同  內藤豊 後 守 (天 保 九 年より 安政 六 年 迄) 

同  林 肥 後 守 (安政 六 年より 慶應 三年 迄) 

以後、 京都 町奉行 支配と なる。 

京都 町奉行 永 井 主 水 正 (慶應 三年 七月より 維新に 至る 迄) 

安永 年間の 苛政 

德川 幕府が、 伏 見 城 を 毀し 政權を 江戸に 移した と は 云 ひ、 尙ほ 奉行所な 伏 昆に mil き +叮^ 地と なせる は、 依然 此 

地 を 重要視し たからで ある。 されば 歴代 奉行 は 支配 下の 政治に 對し大 に^ 意し、 極めて 圆滿裡 に 推移 を 見た ので 

あつたが、 安永 年代 小 堀 政 方が 着 住する や、 暴政 露に 言語に 絶し、 土： は 離散 荒 亡の 外な き^ 狀を 一； 小す に 至った 

ので ある。 _ ^に 於て 文 球 九 助、 燒 ii 屋權 兵衛等 以下の 所謂 伏見義 おが 起し、 此惡 奉行 を騵遂 し、 以て 住お を^ 

炭の 苦み より 救った ので あるが、 以上 義民 七 氏の 挺身 事に 處 した 悲壯な 第 ffi は、 本誌 十五 页、 j^,^ 名所 の 「燒 

屋の 墓」 に 於て 詳述して あり、 兹には 小 堀 政 方 暴政の 事赏 を訴 狀の內 容に微 する こと、 する 

乍レ恐 書付 を以奉 一一 願 上 一 候 

一 、 山城 國紀伊 郡 伏 見 驛下板 橋 1^ 丁目 元年 寄 九 助 同所 京 町 北 七 丁目 同 九 兵 衛巾上 候伏兑 之^ は iH 占より 一 町 


1 六 八 

七ケ年 

六ケ年 

廿ニケ 年 

九ケ年 


に 年寄 壹人宛 有 之 順番に 御 年頭 邦 禮に罷 出候處 いつの 顷 よりか 北 本 町に て 貳人南 本 町に て 贰人隔 桥に拜 に 一 

罷出候 者 相 極り 毎年 出府 仕 候砌惣 町中より 相 應に宛 行 ひ 遺來候 然る 處四年 以前 寅年 十 一 月 二十 八日 (註 天明： 

一 一年) 下 村 您左衛 鬥平井 寫左衛 門 山 本治郞 右衛門 柴垣 五兵衛 四 人 共 苗 子 御免 #1 年寄 之 名目 被レ 下役 料鱟人 ゑ 六 ； 

百 目宛惣 町中より 割 渡し 候 様 御 出 人 長 井 彌次兵 衛門殿 當番與 力 衆 御 立 合に て 被 „ 仰 度 一 候 おは： 11 より 出. 肘 之 一 

砌夫々 え 宛 行 遣 來候處 此度新 规に被 n 仰 付ー您 町中 壹ケ 年に 銀贰筲 、四百 匁 宛 町 役に て 差 出 餘慶差 出 一同 難 俊 仕 候 一 

1 、 當御 奉行 樣七年 以前 亥年 (註 安永 八 年) より 御 勤 役 被， 遊惣 町中 分限 相 應成者 共へ 御^ 金 被, 仰 付： ^上； 

來狎而 御 斷申上 候 得 は 同心 衆 外に 森 奥 十兵衛 殿と 申者來 帳面 等 を 取 上 土蔵に 封印 附 候に 付 無 „ 是非, 金子 差 出 一 

し 巾 候 然る 處 子年 (註 安永 九 年) に 至 右 御返濟 として 取 逃 無 盡御取 立 之 W にて 町 役 之 者 御 川 人 衆と 馴 合，：^ 上 相 一 

應之者 茶屋に 相 招き 用人 衆より 直々 御賴 有.， 之 一 枚に 付 十匁廿 匁と 札 料 相 極地 持 六 千 二百 五十六 軒 (註 三 問 

口 を 一 軒 役と 稱し、 大 間口 ある もの は！ 一軒 役と いふ) え 割付に 成 伏 見 中に て 六 百 枚 程 ハ$ 月 一 度 宛 fai: 滿 にて， 

取 集 今以出 銀仕罷 在候處 又々 御 參府之 節 御 川金壹 軒に 付 十三 匁 五分 七厘 宛 之割當 にて 都合 千 五 kn;w 被：： 仰 付-一 

候 3" 御與カ 三輪 源 太左衛 門殿津 W 順 右衛門 殿御 懸 にて 被-申 渡， 候に 付 四百 七 拾 匁程惣 町中より 可, 割出 一 匕 u 巾 

上 候 5si ハ 半金に も不， 1 相當ー 候皆御叱りに付左候は\家別に^^匁五分っ\両度に差上度皆申上候得は御^:1ー 

有 レ之右 之 割合 を 以て 金 九 百 兩相納 候 處猶又 殘六百 両之儀 は 身上宜 敷 者 共より 强而御 取 立 被レ成 都合 千 五 百 両" 

に 相 成 候、  ^ 

一 、 當 六：：：： 中 (註 天明 五 年) 御 勝手 方 御^人 太 田 垣 伊右衛 E: 殿より 被 n 仰 付； 候 由に て 町 役 之^ 共 W 细內 村庄 一 

1 六 九 


1 七 〇 

屋勘兵衛伯誉町馬借年寄六兵衛下南部日用頭十助ょり町中身上相應之者ぇ取退無盡加入之^^ 强而 巾 付 被，, 取 

立, 難儀 仕 候 

1、 毎年 御 年頭 拜禮之 節 両御丸 様え 献上 物 代 鋭 四 Jn; 贰 kn 六 拾 ：！，：^ 例年 茶屋 四 郞治郞 え 相 渡し 來候 t!^ 亥年 (駄 

安永 八 年) は 大納言 樣 (註 徳川家 基) 薨 御被レ 爲レ遊 候に 付 IS 御 丸 之 献上 物 代 銀 は 不用に 相 成 候^^ { ル^ • ぬに 

例年 之 通 相認差 出現 在貳 r 良 百 三 拾 匁押領 致し 候に 付 町 々た 十 行 察ハ 牛 寄 共より 調に 褂り 候處 右^ 定^ は御桥 所え 

差 上 候. E 申； 乂 去年 拜禮之 節 も 御 懸り御 奏者 ^様 御 目 附様 えの 進物 代 銀 凡 三百 匁 相 掛り候 3" 齊 出し 惣町懸 りし 

候 へ 共 前々 より 例 無， 之 殊に 遣 物 之賣上 も不， 1 持歸ー 候に 付 疑 敷 御調 之 俊 相 願候處 臨時 逃 物 は 可.， 之 is- 之. 5 

於 „ 御 白洲 I 被，, 仰 渡， 候 

1 、 右惣 年寄 四 人 義押領 等 有 レ之候 上 橋 之 御 渡 初 之 節 諸 入 W 勘お 一 5 之！： 五 kn 匁 程 押 領致其 外 町方 ハ牛中 勘お 仕 

上 も紛敷 事共 有レ之 併石錢 方より 葭島 新田 起 返し 賃錢 百^ 文葭島 名主え 可 n 相 渡- 處是乂 取 込不， 1 相 渡 1 我意 櫬 

高に 相 成 町中 難 義に及 候 ii 前； 一首の 御用 人中え 立 入 候 七 瀬 川 佐 波 屋次郞 右衛門え 相 渡候處 金子 贰 ぼ； 刚差出 候 は 

i 四 人 共役 儀 取 立 元. < 之 通に 可， 被 n 成 下 1 皆 申 候に 付 御 川 人財滿 平八郞 殿え 金 百 五十 兩楚 出し 悠ハ 叫 人 は 

隱居 被，， 申 付 一 候 得 共銘. C 枠 共 跡 役に 被，， 申 付 一役 料 等 は 有來通 枠え 可レ渡 3:! 被 „ 申 渡： 町中^ 相 止不， ，候 

一 、 諸 色 運上 願 致し 候 佐 渡 屋次郞 右衛門、 紙屋 嘉 右衛門、 河內屋 5： 右衛門 苗字 御免被； 一 仰 付； 候 右 願 人 は 名目 

計に て 町中に 困らせ 置 跡より 髮結 惣右衞 門 林 藏を以 御 內益御 詫 鱧 式 祝儀 杯と 名 付 分！： 爪に 過攸 金子 ゆすり 取 候 

手段 之 由 右次 郞右衛 e: 自身 申 聞 候 右 體之懷 は 御 奉行 様に は 一 向 御存知 不レ 被， 遊 土地 I ザ： i に 可，；；^ レ之 思お 攸處 


御 家中 並與カ 同心 中 之 仕業に て 町人 共 難 義之察 共數多 有， 之 及， 1 騷動ー 候 事 至而 歎敷蔡 共に i: 藤 候 

一 ， 伏 見 中 肥 (註 誇 尿の 蔡) 之 儀是迄 近在 幷攝河 之 百姓 取 來り候 處油揭 通 紙屋 嘉右衞 門と 申 者に 引受に 成り 

以外より 受合候 者 共 難 義に相 成 申 候 

一 、 右 佐 渡 星次郞 右衛門 義 近在より 出 候 米問屋 願 相 叶 候 處古來 より 荷來る 米屋 並 造 酒屋 共 難魏之 it 申 上 候へ 

は 御用 人 長 井彌次 右衛門 殿當^ 御 與カ衆 御 取 計御內 益と 名 付 金子 百 五 拾 両御取 立 右 問屋 御 滑し 被.， 成 候 

一 、 大阪町 駿河屋 伊右衛門 義 ist 屋會 所改相 叶候處 質屋 共 差 支 候 3:1 申 上 候 得 は 相 止み 又 候 去年 右伊 右 衞門義 質 

屋 古手 屋會所 支配人に 相 成 候に 付 |只 屋共 _ 未： 支 之 申 上 候へ は 大金 御 取 上 支配人 御 止 被.， 成 却て Is: 屋 年寄 極 口 

町 八！ i 屋半 右衛門 苗字 御免被 二 仰 付； 候 

一 、 古手 屋之儀 は 金子 出し 不， 申 候に 付當時 伊右衛門 支配 受罷在 候 

一 、 右 之 外見 世に 商 物 候へ は 何に 不.， 限 運上 願 人 有レ之 町方より 差 支 候 申立 候へ は 役人 中に 被 n 取 立， 候 

第數多 御座 候  ， 

一 、 右 古手 屋會所 差配人 伊右衛門 古道具屋 も 同様 差配人 被 n 仰 付-候 處 兩仲ケ 問より 不 得心 之 候へ は 御 川 

人財滿 平八郞 殿より 金子 百 両差出 候 は X 元 之 通に 可.， 被，； 成 下』 被 n 申出 候 

一 、 伏兑髮 結の 儀 は T 賤之 者に て 床 株 を 持 捕 者 有 レ之節 或は 牢屋へ 罷 出勤 來り候 處此度 惣右衞 門 (註 博徒に し 

て 肥 後 橘 三栖側 船大工 庄左衞 鬥 の 借家に 住す) と 申 者 目 明し となり 新規に 床 株 壹軒被 レ下右 惣右衛 門 並 林藏と 

申 髮結兩 人 は 旅に 出 候 節 は帶刀 御免被 レ成 候に 付權 高に 成 寺院 方 並 聚樂組 年寄 傳兵衞 を 其 身 宅へ 呼 付 敷^ 團 

一七 1 


1 七 二 

におり 罷 在應對 致し 不法 之 事共に 御座 候 

一 、 周 防 町に 博 突會所 建^ ぼ髮結 惣右衞 1： 林藏 より 申 候 共 家主^ 嫌 ひ 惜し 不， 申 候 然る 所 御 〔A 中 森 奥 十 

兵衞參 後難 請 合 之 手形 を 渡し 候に 付 無レ據 借し 候 處近藤 小八郞 殿と 申 密 同心 衆より 吟 味に 逢 候 節 右 十 tjs 

より 造し 候 證文差 出 候？ は 證文は 川に 立不， 申 匕：！ 被レ巾 家主 を町預 にいた し 詫 金 取 相^し 並 大文字 町に て 博 突 

會所取建度皆申候に付斷申候得は御家中岡本丈助參右會所にて御部展様之御21分金货付候^是非：5^:::し..，：^様巾 

候 得 共 右 周 防 町 之 例 もお， 之 候に 付 家主 5 ゲ ゃ不， 仕 候 虑左候 は X 金贰步 出し 候 様 中 右 金子 を 取^所 之 係 は 相 止 

み 候 

一 、 御. S: 々の 御免 を 蒙り 候 3:1 惣 右衛門 林 藏等申 渡し 中 書 島に 於て 見徳 博^ 之お 所 相-;^ K 加 金^ 上^ 巾に て U 

々繁 =1 仕 町方 之 若き 者 共 並 手代 下人に 至 迄^ 夜 入込罷 在家 業 を 忘れ 金銀 を费し 候に ：5： 勤 常 御 願 巾 上 或は 欠，^ 

等 仕 候 者夥敷 土地 之 迷惑 限り無，， 御座,：； g 

一 、 饨突會所に不レ參寶^；等之慰致候者有之候へ は御用人長井彌次右衛門殿；御同心近藤小八郞殿 並 手先^お 

衛門 林藏參 彼是 六 ケ敷巾 坪 井 組塩屋 町より 金 七 拾両御 籠 町より 四 拾：^ ゆすり 取此 四^!^ 之 割 金 九 助 (4" 文 

珠九 助の 町 內下板 橋) 町內 よりも _ 先 出し 申 候  . 

一 、 川筋堀端之濱地無年貢之場所に候處佐渡屋次郞右衛門願出濱之^！數御改ぉ之御大^：ゎ様御藏：^-敷は相除き 

町人 共へ はかり 過分 之 御华貢 被， 一 仰 付 一難 義之 u:: 巾 上 候へ は 詫 金と 名 付 金子 三百 両 3- 懸り御 役人 衆え 取 候上少 

分 之 御 年貢に て 相 濟中候 


1 、 竹 中醫山 本元 順 兩替町 森 元立宣 北 村淳仙 三人 御 奉行 様え 被 n 召 抱 ー銘. c 居 宅 之 分 諸 役 御免 之 段 御 川 人中よ 

り 被 n 仰 渡 一 御 除 地 同前に 相 成 右 之 分 役 銀 町中より 您 割にて 相 勤 申 候 

一 、 高瀨 川筋に 罷在 候. 墓所 之 煙 亡 巿兵衛 長兵衛 御用 金 差 出 候に 付 苗字 御免 町 之 駕籠に て往來 被； 一 仰 付,；：^ 

一 、 京橋邊革荷物^-請候問屋三軒當春非人之手下に被，，仰付7御仕置者有，之節拔身之鎚を持候様被，，申渡大に 

困り 御 役人 衆え 相 歎き 候へ は 壹子御 取 立に て 元 之 町人に 被，, 成 下， 候 

一 、 先年 仲 右衛門と 申 者 升形 町 材木屋 茂兵衛 方え 金 四 拾 両預ケ 置 茂兵衛 よりも^ 立 金 貸 造 之 色 品等お， 之 差 

引 相 濟候由 其 後 茂 兵衛跡 式退轉 いたし 末葉 之 者尼ケ 崎へ 居候 處近藤 小 八郞殿 宅え 呼 寄 右 金子 元利 百： ゆに 相 成 

候 間 平々 相 濟し候 様 被 n 仰 付 一 候 得 共 壹錢も 可， 出體之 者に 無， 之 候 間 無 „ 是非 ー尼ケ 崎 町より 金 五 拾； 肉 _ん 出 償 候 

其 外 古 借金 半分 わけ 之相對 にて 嚴敷取 立 之 儀 度 々 御座 候 

1 、 中 書 島 湯屋 源四郞 義理 性院樣 御名 目 銀 之 貸付 候 處右銀 子 御 取 上に 成銀 拾 四 Jis; 匁 を 三ッ割 借り方 一 分に て 

四赏六 百目餘 貸方に 致 返 濟候樣 御 同心 小 林 小 十 郞殿被 „ 申 渡, 禮金之 儀 は 双方より 金 百. 响宛 急に 差 出 候 様 同所 

河 內屋新 七 巾 聞 候 

1 、 六 地 藏村淸 水と 申 酒屋え 御 與カ津 田 順 右衛門 殿御 同心 近 藤 小 八 郞殿參 酒 三 升 買候而 代金に 壹： 吶桕渡 候に 

付つ り 金 三 歩と 錢と差 炅申候 然る 處右 酒屋 御 呼出し 両替 儀 は 仲 ケ間之 外 御 停止に 候處ぃ つの 1； より 仲ケ へ 

入 候 哉 之 嚴敷御 吟味 之 上 金 貳拾兩 差 出 候 樣被レ 申 候に 付 無， 一 是非， 相 納候山 其外少 分之資 物に 貳朱銀 を 波し 

つり を 取 歸り候 跡へ 惣右衞 門 林藏參 吟味 致 五 両七両 宛 ゆすり 取 候^ 度々 候 間 町人 共 こり 釣錢 取：； 相 止め 候：^ 

1 七三 


1 七 SI 

漸 先日 釣 錢遣候 事 不レ苦 候御觸 有， 之 候 

1 、 革 屋町佐 渡 屋次郞 右衛門 借家に 居候 者 之 枠 京都より 家出いた し歸 居候 所 主人 方 if.- 相へ £候^ 御 訴不巾 上, 

差 造 候 處御與 力 津田順 右衛門 並 隱密方 同心 中より 察 斗 有.， 之 右次 郞 右衛門 並 同 人 I？ 彌助 人 は 相 除 其 外 之 町 

人 共より 割合 を 以金三 拾 両差出 候 樣中渡 右 金子 御 取 立 被 成 依估 最 負なる 取り はから ひに 御.： 候 

1 、 新 町 四 丁目 久 太夫 離 緣之鸯 盗賊に 入 候. H にて 入华被 „ 仰 付； 候處 前書 悠 右衛門 林 より 竹 代金 五 拾： 向 入墨 

代 三 拾 両差出 候 様 申 付 右 金子 取 立 相 濟候由 

1 、 伏 見 之 儀 は 何 品に よらす 代物 銀 子 取 遣 ィに候 間 自分に 目方 改候 所持 致 來候處 御 停止 被； 一 仰 出； 候 然る 

處 町方 惣代友 田 太 郞八外 貳人其 外 町 役 之 者より 達て 相勸め 天秤 壹 丁に 付 金 贰百疋 宛 之 割にて な： .Is^i 取 立：^ 上 

內々 天秤 相 用 候樣御 役人 中より 被，， 申 渡， 候 

1 、 伏 見所々 に 有 之 候 寺 方 境 內町役 地 之 分 永代 除 地に 可 „ 被.， 成 候 間 豐軒 役に 付 金 1^ 拾 五：， I 宛" Si 出 候 様 御 W 人 

長 井彌次 右衛門 寺院 方え 被， 1 申 渡， 右 地所 除 地に 罷成 候へ は 其 町に 出 銀 多く IS 成候處 寺院 方 其 儀 を 被，^ 候设 

强 而御斷 被， 申 除 地 之 沙汰 相 止み 申 候 

一 、 町方 道 造 之 儀 御與カ 三輪 源 太 左衛門 殿より 被， 1 申 渡， 古来より 之 道 幅 小路 狹く候 物 伐 取 候 様： 

相 成， 候 皆 近 藤 小 八郞殿 宅へ 其 町々 呼 付 申 渡 候 上 金子 取 立 切 取 候 事相 延並下 南部 町 森 橋、. i お 町え 新規に m_ 付 

候 間 居 宅 切 取 候樣被 n 仰 出 I 候 3：! にて 近 藤 小 八 郞両町 問 數御改 に 御 出 被 レ成候 節 前 ま； I 林 縱金三 拾： W を 差 出し 御 

免 相 願 候 様 下 南部 町え 掛合 申候此 金子 も 盆 前に 少 々 取 立 候. S に 御座 候 


1 、 伏 見 宿 役人 足 方 石 錢と名 付大阪 より 登り 船壹 石に 四 文宛壹 人に 付 四 文 宛 之 積リを 御免被 n 成 下 一 取レ之 一 ケ 

年 冥加 銀 五貫目 宛 上納 仕 宿 役人 足 方 勤 來候處 五ケ 年 以前 a の 年 (註 天明 元年) 請負人 河 野 新 吾 申出し 右石錢 

御 取 立に 相 成 候 様子に 付 町方 騷動 いたし 同 七月 六 B 御 歎願に 大勢 罷出候 處御聞 屆有レ 之 新吾義 請負 御 止め 被レ 

下 新 吾 借 銀 拾 三 莨 目 町方 引受に 被 仰 付 今以年 々利 足 差 出 申 候 然る 處四ケ 年 以前 寅年 (註： 大明ニ 年) 二月 右人 

足 方 請負に 致 度 皆 町中より 相 願 足し 銀 一 ケ 年拾貳 貫目 余 宛 町方より 差 出し 來候處 同 九月 被 n 召 出 一前 害 新 吾 

置 通 三 ケ年之 間 石錢壹 錢增に 御免被 n 成 下 1 候 間 右 新 吾 方え 右 茶 料 名前 料貳賞 四百 目御內 (^ 金贰 拾！ 1 差 上 候 様 

被 n 申 渡 一 候 

1 、 御 役所 御用 人足 日々 差 出 候 分百贯 文餘 宛有レ 之候處 向不レ 被；！ 下 置, 町々 より 辨へ罷 在 難 依 仕 候 御 役所 11 り 

桓結並 掃除人 足 等は此 外に 差 出し 宿 役 之 外に 御座 候 

1 、 右繼 人足 之 儀 鐘 木 町 平野 屋傳 六爲， J_l 負憋 町中より 銀 拾壹貫 三百 匁 宛 渡 來候處 御用 人 長 井彌次 右衛門 殿 

より 町 役 您代友 田 太 八 郞ぇ可 11 相 渡 一 旨 右彌次 右衛門 殿 差 圖之由 太郞八 申に 付 請 取 町方に て 相 居候 處 もな く 

御用 人財滿 平八郞 殿より 右 請負 南 組 本 町 車 町 店 借 信 右衛門え 爲.， 致 町 K 壹軒 役に 銀 五 匁つ.. -貳ケ 年分 銀 高 六 

拾 餘 一 所に 致し 信 右衛門え 相 渡し 爲 n 貸付 一 右 利 分を以 永代 請に 可レ致 被： 申 聞 1 候 ^^ハ 町々 より 手贿に 

致 度 皆 相 願 候 處取用 無， 之 無 是非 信 右衛門え 相 渡し 候 樣被レ 申せり 合に 罷成 御免 相 願 候 は. - 徒お 一 让候^ 平八郞 

殿 嚴敷御 吟味 有 レ之候 

1 、 此度 道中 筋 宿. -相績 之た め宿繼 人馬 賃錢四 割增被 n 仰 付 一 內貳割 は 上納 殘貳割 は馬惜 人足 所 之 (处に 仕攸様 

1 七 五 


1 七 六 

被 U 仰 出, 候 趣 伏 見 御 役所に ぉゐて 被， 1 仰 渡-難， 有 仕 合に 奉 レ存候 然る 所贰割 町中 之 益に 相 成：^ に 付 金 五 拾..^ 差 

出し 外に 平八郞 殿え 金 五両御 勝手 御 W 人 太 田 垣 伊右衛門 殿へ 金 五 両取被 レ申候 御公^より 所々 御 救に 割 之 

儀 被，, 仰 出， 候 處右鉢 大金 被 „ 取 立, 候て は 却て 迷惑に 罷成申 候 

1 、 所々 橋々 御^ 請 御 入用 之. H にて 古 御城 山 諸 木 伐採 山荒し 候に 付 去年 松 苗 千 本餘： 様 被, 仰 付， 銀 登 U 、七 

百 目 落札に 候處威 #只 五 百 目 之 札え 被， 一 仰 付, 候& 3 山林 方 御與カ 三輪 源 太左衛 n 殿より 巾 付 目前に 八 fa 目 之 ^相 

立 其 上 山林 方 御 役人 中え 夫 々 禮式取 被 レ申候 

1 、 六地藏橋此度御掛..ー肛し貳53;六百目之落札にて日野屋离兵衛^^1!木屋五郞兵衛ぇ|1负被,仰付ー候然る：3-右|| 

負 高 之內金 1^ 拾 両可, 一" 出, 皆 御內意 有.， 之 候 ilin にて 富 兵 衛義大 に 困り 候. S 巾 聞 候 

一 、 前々 より 御 川 漁 有 レ之節 取 揚候諸 魚 御 入 之 分 相 納殘り は 御用 相 勤 候 漁師え 被，， 下：^、 -1  ぷ： f 時 は：；： 殘り攸 分 

人 札に て 御佛に 成り 漁師 共助 成 無.， 之 様 罷成申 候  . 

1 、 伏 ：：^ 御 役所 南 御 I： はダ切 北西 御門 は恭 所有 之猥に 出入 不，, 相 成， 候處 右^ 所 相， 1- み 四方 之 御門 放しに 

成 候 御 內に行 倒 者 兩入有 レ之右 入用 町懸 りに て 差 出し 殊に 身元 不， {oj 者 日々 御 家中に 立 入 及 密談， 又は il;;:^ 夜 

に 不限藝 子 舞子 被 召 呼 御用 人 衆 與カ衆 同心 中 其 外 御 家中に 至 迄 慾 心增お 町人 共 をせ ひり 或は 無 鉢 之 巾 W け ゆ 

すり 取いた し 七 ケ年之 間に 凡 拾万両 ほと も 被 取 上- 此節 町中 立 行 不，. S. 此 上に 兩 三年 も か 様 之 目に ほ^ は， - 

伏兒町 離散 仕亡訴 同前に 可 n 罷成， と 歎 敷 御寧に 御 坐 候 

一 、 お， お 方 同心 衆 並 佐 渡 屋治郞 右衛門 宅え 御 奉行 様 御 部屋 様 共被レ 爲.， 入ぽ巾 偽り 舞子 藝子 京都より 呼 寄共內 


近 藤 小八郞 殿方に て は藝子 遊女 之 類 呼 寄 輕豫仕 候 者 共 寄 合晝夜 酒宴に て 奢に 長し 其 上藝子 舞子 之 乘り候 駕籠 

は 往來共 人足 所より 宿 役に て 相 勤 候樣被 n 申 付 1 格別 之 失脚 相懸り 町中 難 義に罷 成 巾 候 

一 、 伏見貳 拾お 船 支配人 淀屋傳 右衛門 義何之 譯に候 哉 船 支配 並 年寄 役 „ 被 召 上， 候 皆 御 川 人 長 井彌次 右衛門 殿 

當潘與 力 衆 立 合 被， 一 屮渡ー 跡 役 同町 之 者え 被 „ 仰 付 I 無 商 寶に罷 成暮方 無.， 之 候に 付 奉公 稼に， Em 出 可 レ.， ：：.. と 路用 才 

覺致候 由 及， 御 聞 遠國は 勿論 他所へ 參候義 差 留候樣 町內ぇ 一一 被 申 渡， 足 留に罷 成 及，， 竭命ー 罷在候 

一 、 當七 =： 九 u 九 助 九 兵 衛村上 町 年寄 市 右衛門 両替 町 十三 丁目 年寄 淸左衞 門 直 逮橋九 丁目 年寄 權兵衞 右 五 人 

思 召 有.， 之 年寄 年 行事 被 n 召 上 一京 町 年寄 伊兵衛 大文字 町 年寄 傳兵衞 両人 は 年 行 寧 被 n 召 上-候 段 御^入 財滿平 

八郞 殿御 與カ横 田 彥左衞 門 殿 立 合 被， 一 仰 渡， 奉， 1 恐 入-候 然る 處何之 譯に候 哉 御 吟 味 等 も 無， 之 候 間 相 考候得 は 

右 七 人 之 者 共 人足 方 永代 請 並 四 割 增之禮 金 愁 町中 之爲に 不，， 相 成 ，33 押て 御 斷り中 張 候^ 七 人 之^ 共役 義勤近 

候て は 俊 人 共 之 妨に罷 成 候に 村 南 組 本 町 年 行事 年寄 鐘 木 町 傳六同 帶刀町 作 兵 衛北組 本 町 京 町 通 十 一 丁 In: 町人 

市 兵衞聚 樂組ハ 牛行琪 年寄 城 通 町 八兵衞 両替 町 十五 丁目 年寄 庄 右衛門 京 橋 町 町人 庄九郞 並 南 組 本 町 柬町車 町 店 

借 信 右衛門 義金 子 贰拾両 可 n 差 候 一間 七 人 之 者 を 役 義取放 賞 皆財滿 午八郞 殿え 內. -相賴 右 金子 は^ 前に 差 出 

候 由に 御座 候 

小 堀 和 泉 守 様 

表 御用 人 

長 井彌次 右衛門 殿 

1 七 七 


1 七 八 

財滿平 八郞殿 

御 勝手 御用 人 

太 田 垣 伊右衛門 殿 

同 御與カ 

三輪 源 太左衛 i: 殿 

津 田 順 右衛門 殿 

同 §2 密方御 同心 

近 藤 小 八郞殿 

小 林 小 十郞殿 

勝 野 十藏殿 

勝 島 嘉 助 殿 

武井 佐 左 衛門殿 

両替 町 十五 丁目 年 行事 年寄 

庄 右衛門 

庄九郞 

信右衛 I： 


右 之 方. c 奸傻 邪智之 者共吿 知らせ 候に 任せ 御 威光 を 借 候 而無鉢 之 差 圖申付 等 被.， 致 其 下 働 候 者 . 

森 奥 十 兵 衛 

右 之 者 は兩替 町筋 指 物 屋九兵 衞と申 者に て 平日 御 立 入 仕候處 新規に 被 n 召 抱 i 候 

岡 本 丈 助 

右之者は虚無^5退虛と申候者に候處新規に被ニ召抱1候 

小 林 悠五郞 

右 之 者 は 下 風呂屋 町 京 屋と申 多 葉 粉入屋 に 候 所 新規に 被 n 召 抱 1 候 

髮結目 明し  右衞 門 

同，  林  藏 

右 兩人之 者 御用 人中 與カ衆 同心 中と 馴合 種.^ 之 儀 聞 出し 御 內益御 詫 金御禮 金杯と 名 付 金子 ゆすり 取 乂は御 

免 之. S 申 僞博突 倉 所 相 建 我儘 仕 其 上少々 之 儀を尋 捜し 無 鉢 成 義申懸 候發起 人に 御座 候 

右 之 通に 御座 候當御 奉行 御 初 入 以來七 ケ年之 間に 右 鉢 新規 之 儀 相 始り其 度々 御 奉行 様より 被 仰 出 候 3:! 巾 偽， 乂 

は 御 益 願 仕 候 而仲ケ 間 を 極 候に 付商寶 手狭に 罷成 殊に 夫々 運上 取揚 候に 付お のっから 諸式 f は 段 も 高直に 相 成 

下 々 之 困窮に 罷成 或は 御 公儀 様 御 政道 を 不レ奉 レ重御 奉行 様 を 蔑に い たし 下. - 違 S= 難， 成 儀 を； 杏 込 御 奉行 様 よ 

り 被 n 仰 出 一 候 旨 申 儒り 御名 前 を穢し 我儘 不法 之 儀 申出し 或は 慾 心增長 仕此上 兩三ハ 卜も此 2i に 成り行き 候 は- - 

伏 見 町 之 町人 立 行 難レ成 離散 仕亡訴 同然に 相 成 候 は 目前に 御 麼候左 候へ は 恐 多 も 御 公 谈樣を 奉， 恨 候 樣に相 成 

一七 九 


一 八 〇 

御 奉行 様 之 御 越度に も 可；， 相 成 一哉と 欽敷 何卒 俊 人 を 返け 土地 之 風儀 相い はり 候樣仕 庇， ト、^ 共 御 役所へ 巾 上 候て 

は 御 取 用 ひ 無， 之剩へ 非道 成 責に逢 候 は 治 定に候 間江戶 表え 罷出候 得 共 北 ハ所之 御 奉行 様より 御：.. 無 之^て 

は 御 取 立 無， 之 沙汰に 付 京都え 罷歸り 町 御 奉行所え 御 添 管 可」 奉， 願と 大 iti 邊迄 一能 越 候 處追ク 江戶 表え 御^^ 

に S 能 出 候 3:0 訴人^, 之 私共 兩人之 家 內は町 預けに 成 其 外 一 所に 退役 致 候 五 人 之 者 共 も 被レ預 私共 戾し候 様 町 

內ぇ被 n 仰 渡 一京 町 北 七 丁目 四郞 右衛門 外 兩人迎 ひに 出 候 所 右四郞 右衛門 義は九 兵 衛と心 „ ^仕 候 者に 付 呼 一.^ し 

候 様 申 付 候 由 

一 、 八月 十四日に も 三輪-源 太 左 衛門殿 津田順 右衛門 殿より 米屋 年寄え 御 部屋 様 御賴之 m 巾 偽金 子 三 拾 "刚 川 立 

候様中付無，ー致方ー十兩差出し並樵木屋仲ケ間儀に被ニ召呼-候跡右仲ケ間之內土橋町^:野屋*1-丘ハ衛湖詰.：？：^^^の 

國 屋 勘 兵衛下 材木 町 天； 土 寺 屋三郞 兵 衛方之 帳面 御 取上げ 其 中に 太 田 la^ 右衛門 殿より 御 川 金な 五拾附 お出お 

樣御 部屋 様よりも 金 廿兩御 賴之由 申 懸け 候. S 

右 鉢 之嗥追 々 途中に て 承 並 私共 行方 を 嚴敷御 吟味 有レ之 京都 大阪ぇ も 手 配致し^1人出候.^風閱仕候 上は容 

1：\ 仝お 都へ 御 添 管 願に も 難 n 罷越 1 所詮 國 元え 罷歸り 怖 敷 5i 明に 逢 ひ 犬 死 致し 候より 处も御 仕 S に 相 成 候： SJ- に 候 

は- -江戶 表え 有 之 儘に 御 注進 申 上 置 伏 見え 罷歸り 候へ は命捨 候ても 其內に は、 江戶衮 より 此趣 御沙汰に^ 成 n 

然と 伏 見 中靜謐 に罷成 交易 等 も 無 n 心 仕 候 町人 共 一 同 安堵 仕 御 公 懷樣御 政道 明き 故 11 動も扣 li 候と 難レ有 

仕 合に 可， 奉， 存候 私共 儀 は 存詰候 事に 候 間大津 より 直に 引返し 中 候 今日 此訴狀 差 上^ n 十 速 伏 ぇ罷歸 り轧明 

に 逢候覺 悟に 御座 候 問 私共 搦捕御 仕置に 成 候 跡 にても 何卒 御 慈悲 を以 土地 之 困窮 御 救 被 下 S1 候^ 偏 奉レ願 


. 上 一 候 以上 

天明 五已年 九月  伏 見下 板橋貳 丁目 

願 人  九  助 

同所 京 町 北 七 丁目 

同  九 兵 衛 

御 奉行 様 

以上 は 九 助 九兵衛 が、 天明 五 年 九 月 十六 日 寺社 奉行 松 平 伯 誉守邸 前に 於て 駕訴 せる 政 方 暴政の 內容 であって、 

伏 見 町：： の 困窮 想 察すべく、 奉行 一味の 奸曲 言語 同斷 である、 九 助 等の 願意 達し 訴耿 は则日 評定 所に 上った ので 

更に 伏 同志より 致せる 其 後の 秕政を 追 I* 提出し 採納 せられた、 その 主なる もの は 

1 、 ^^遠橋八丁目加賀屋忠兵衛義藤森神主古借金取替遣し右神主ょり物之年貢にて濟崩に取立候然る所此度 

氏子 11 替町拾 五丁目 年寄 注 右衛門 申出 勘定 仕上 候處 忠兵衛 方に 少々 請 取 過 有， 之 由に て 忠兵衛 入 { 牛 被， 一 仰 付； 

金子 千両 差 出 候 得 は 御免 可レ 被.， 成 32 隱密方 同心 衆 並 下役 人より 巾掛 忠兵衛 入牢 跡 は 目 付 役 同心 石 W 村 友右衛 

門 殿 付 立に 被， 參候由 其 後 無 n 是非 I 手 を 人 候 處金三 拾 n 差 出宿預 りに 相 成 其上貳 百 両禮金 差 出 相^ 候^に 和 

極り 候^ 右 一 件に 直 遠 橋 八丁 目 米屋 半 兵 衛義は 長々 町 預け 罷成候 

一 、 京 町 六 丁目 近江屋 彥太郞 義商寶 筋に 付不行 屆有レ 之に 付 町 預け 相 成 ゆすり 候 得 共 江 州 野よりの 出^ 候 

Si 都て 驚不， 巾 候 處町內 五六 軒 も 御 預け 相 成金 子 五百両 出し 候へ は 相濟相 遣と ゆすり 候 山 

1 八 一 


1 八 二 

1 、 御 家中 市場 吉兵衛 (註 元 俳優 坂 東 米 五郞、 政 方 側室 芳 子の 情夫) 義. y 戶 表へ 罷 下り 路用 伏 惣 中へ 可 

被-仰 付 一 趣 候處當 番與カ 衆より 觸 戕を以 此方 共より 申 付 候へ は 御^ 金に お 之 其 外より 巾 付 候 は 御 W 金に て 

無 之 候 間 差 出 候及不 申 候 旨 申 渡 候に 付 右 路用 金 百両相 調候樣 博突會 所へ 被，， 中 付， 候 處髮ぉ 想 右衛門 御^ 巾 

上 候 五拾両 にて 相濟 毎日 壹両宛 日 割 を 以て 五十 日に 相濟 候.^ 

1 、 車 町 新 右衛門 義 九月 十四日に も 今 町 河內屋 與兵衛 格子 出張 候め 建物 切取^ 様巾掛 入 候よ し 

一 、 御用 人 財 滿平八 一 t 殿搏 代金 百 五 拾両差 出し 遊女 請 出し 共 後 京 四條大 芝居 取 寄 共 外 松^ 狩に 御 出 雜 

右衛門 林藏 より 差 出し 候. S 

一、 小 林宗五 郞義御 貸付金 餘程取 込 九月 廿ニ 日夜 家內不 殘出 ぼん 致 京都 出店 も 仕 廻 候 ホ右此 節， y 戶表 鄉ハ. 

行 樣御訴 申 上 候 由 承り 惡事可 顯之逃 去 候 義と相 見 へ 中 候 

一 、 九月 廿 二日 伏 見 町々 年寄 不 殘札之 辻え 被， 一 呼 集 一役 人並 年行蔡 年寄 隱. が-方へ 被 呼 江 n 表へ I 能 越 可， 一 巾 介 

"せ續 無 之候羼 雲に 付 一 統何之 義も不 存鍵中 上 標は其 霧 印 取 被 巾 其 外 町々 の 年寄 は 礼 之 辻に 

て 印形 取 差 出し 候樣 被，， 巾 渡 十 候處新 町筋 高 田 組 印形 不 致廿五日迄日延之義は柯分御免相願候^印形^- 

承知： 之 上 は 同類に 付 入牢 被， 一 仰 付 一 候 由 被 申 候に 付 無， 一 是非 ー廿 六日 之 朝 町々 不 殘 印形 仕 候 然る 所 伏：, ^ば 人 

之 内 邪 傻之者 一 両人 右 連 印 之以， 一書 付 一. 江戶 表へ 罷越伏 兑中當 時 難^ 致 者 は 一 人 も 無 之 候 御 訴訟 巾 上 私共. 肉 

人 罪科お こな ひ 候 様 巧み 候 .5 に 付 萬 一連 印を以 書面 を 御尋有 之 候 共 伏 見 中闲翁 難儀 及 候 筋 無べ 相 逮ー押 取 ま 

ひ 候 手形 を以御 訴訟 申 上 候 義候問 候 御 疑も^ 之 は 候 X 伏 見 表に て 何れの 町人 成 共 被ち 「.， ^一 御尋被 遊 はま & 


明白に 相 知れ 候義 乍， 去 一 通りに 被 n 仰 遣, 候而は 御用 人 衆 取 計を以 手先 町人 御 下し 可， 被， 成 候 は 必定に て 候 

間 伏 23- 與カ 中より 表 向に て 被，, 仰 付, 有 之, 候 様に 仕度 皆 申 越 候 前書 伏兒 町中 印形 仕 候 證文之 寫三通 指 上 巾 候 

共 義堂强 附仕候 筋に は 毛頭 無， 之 全土 地 之 難 篛を兒 翁 両人 存詰御 訴訟 中 上候義 にて 御 li 候 然る 虚 私共 常 御 

奉行 様え 御 申 上 候 趣伏兒 え も 相 聞 候 義と相 見へ 難 有 仕 合に 奉 存候此 上 何卒 御 慈悲 を以 土地 之 困 御赦 被， 

爲 n 成 下 一 置 靜謐に 相 成 候 偏に 奉 n 願 上 一 候 

(以上 天明 五 年 十月 付 第 一 回 追 書) 

一 、 先月 八日 夕方， 隱密 方と 申 役名 御 取 立 被， 成 以来 は此 役名 は 御 取 止め 被 遊 候 段 被 一一 仰 渡 一 候 乍 然勤 方は是 

迄 之 通 相 働き 仕掛 之 候 御用 向 は 四 人 共 取 計 之^ 被 „ 仰 渡 ， 候 

一 、 御 奉行 様より 髮結惣 右衛門え 金 百両御 貸付 壹 ヶ月に 拾 両宛濟 崩 相納候 様に 被 11 仰 付, 候 由 財 滿平八 郞殿先 

逹而受 出され 候 遊女 髮結惣 右衛門へ 預被 置候處 此度 妾宅 物 好に^ 請 有 之 右 之 女 住居 候 由 右 之 通 京 町 南 八丁 

目元 年寄 伊兵衛より 書 狀を以 申 越 候に 付此 段. S. 上 候 

(以上 天明 五 年 十 一 H: 付 第 一 一回 追 書) 

1 、 此度 道中 筋 御 吟味 御 勘定 方 神 戶近藏 様 御 留役大 原 四 郞 右衛門 様 先月 十 一 日 京都より 伏 見へ 御 出 去年 人足 

ダ高 御改之 處往送 用 四千 餘人御 役所 御用 人足 八 千 人 餘場帳 御 取上げ 取調 被 成候處 芝居 道具 持 運び 並 役， X 迎 

かこ 人足 等お 之 候に 付 伏： a 本陣 小 右衛門 被 n 召 ー呼內 譯之義 委細 申 上候樣 被， 1 仰 付 1 候 得 共 小右衞 門 瑰ぉ鉢 之 

御 中 上候義 御免，， 可 被 1 下 相 願 候 由 

1 八 三 


1 八 四 

(以上 天明 五 年 十一月 付 第三 回 追 書) 

九助等の苦心酬ひられて小堀和^：水守政方は其職を免ぜられたが、 此 件の ため 後任 伏： 3- 奉行 久留 i£S 信 濃 守 は 赴 

住 を 早め、 I 立 六 年 一月 二十 一 日 着任、 直ちに 京都 東 町奉行 所に 於て 丸 毛 和れ 水 守と 立，^、 關 係^の 吟味に 手し、 

奉行 側 及び 町民の 取調 を受 くる 者 二百 餘 名の 多き に 達し、 年末 漸く 取調 及び 處 m は を 終って 十二月 十五 日 江戸へ 護 

送され たもの は 左記の 二十 三 名であった。 

▽ 奉行 側 與カ、 —三輪 源 太左衞 門、 長瀨 五郎左衛門、 小 野 三十 郞、 松 山 鄉右銜 門、 

▽ 同 同 心— 近 藤 小 八郞、 小 林 小 十郞、 

▽ 和 泉 守 家中— 小 堀 權左衞 門、 宮川庄 太夫、 加.： f 又 兵衛、 太 右衛門、 お 井 勘 次 右衛門、 浅 山紋. 1；： 銜 門 

財滿平 八郞、 森 奥 十 兵衛、 

▽ 深 草 七 瀨川町 ー 佐 渡 屋次郞 右衛門 

以上 十五 人 は 網 掛乘物 

▽ 奉行 側 (北 八丁 目元- 惣 年寄) 下 村 宗左衛 門、 (北 組 鍛冶屋 町 元 您ハゃ 寄) 平井毐 左衛 e: (堀內 村) ffis 助お 

衛 (鐘 木 町 年寄) 平野 屋傳六 (帶刀 町 年寄) 伊賀屋 作兵衛 

V  (板 橋 二 丁目 元年 寄) 文 珠九助 (京 町 北 七 丁目 元年 寄) 丸屋 九兵衛  _ 

以上 七 人 腰 繩旅手 鎖四ッ 手籠 

▽ 髮結您 右衛門 


京都 東. 3 奉行 與カ 同志 十四 名附 添に て 同 二十 八日 江戶 着、 二十 九日 寺社 奉行 勘定 奉行 江戸 町奉行 等が 龍 ノロ 評定 

所に 審問し、 越えて 翌年 五月 六日に 至り 獄 始めて 定まり、 この間 死す る 者 相次ぎ 九 助、 九 兵衛、 下 村 宗左衛 門、 

平 井 寫左衛 門、 小堀和^：水守側では小堀權左衛門、 長 井彌次 右衛門、 淺山紋 右衛門、 杉山鄕 右衛門、 宫川皮 太夫、 

長 瀬 五郎左衛門 等 は 何れも 死亡、 小 堀 政 方 は 領地 召 上げ 大久保 加賀守 預けと なり 後ち 小 田 原に 放浪して 死亡、 和 

泉 守の 子 主 水 は 改易、 遠 藤 下野 守 預け、 

マ與 力 三輪 源 太左衛 1: は 中 追放 ▽ 同小 野 三十 郞は押 込 ▽ 同 心 近 藤 小 八 郞は中 追放 ▽ 同小 林 小 十 郞は押 込 ▽ 用 

人 財滿平 八郞は 死罪 ▽ 給 人 森 奥 十 兵衛も 死罪 ▽ 用人 太 田 塩 伊右衛門 は 遠島 ▽ 家老 加 藤 又 兵衛も 遠島 ▽ 納 一::!!! 町 

伊 贺屋作 兵衛は 過料 五 貫 文 ▽ 本 鐘 木 平野 屋傳六 も 同じく 過料 五贳文 ▽ 七瀨川 佐 渡 屋次郎 右衛門 は.  江戶 拂伏兑 

共 ▽ 髮結惣 右衛門 は 重き 叩き 拂 ひ ▽ 庄屋 勘 兵 衛は無 御 構 

斯くて 小 堀 政 方の 所領 江 州小窒 は 伊井 掃 部 頭に 處 置し、 小 堀 家 正統 は斷 絶し、 又 京都 所 司 代 戸田 因幡 守と 京都 町 

奉行 丸 毛 和，：： 水 守 は 本件 取調 遷延の 咎 により 差 控に處 せられ、 事件 は大圑 圓を兑 たのであった。 

深 萆と元 治の 事 變 

幕-射 は 安政 戌 午の 大獄に 天下の 志士 を 刑した が此 結果 は 却って 勤王の 志士 を激 生せ しむる に 至り、 萬延 元年 三 

月樱出 門 外の 變 あり、 志士の 氣勢は 益々 昂る につれ 德川 幕府の 威勢 次第に 薄らく のであった。 されば 京都の 1： 喉 

を扼 する 伏 見 奉行所の 管內は 志士の 往來 極めて 頻繁と なり、 幕府 また 犬に 警戒し、 物情騒然、 人心な 刺戟せ しむ 
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る こと だ 多かった。 此 間にあって 薩藩 志士 闘の 寺 田 屋の變 が 起り、 後ち 二 年 を經て 所謂 長 州 けの 稱 ある 元 

治 甲子の 變 があった。 即ち 此元 治の 事 變は島 久光 によりて 鎖鎮 され 一;^ なき を 保って 居た <ta 地 組の 企！； が， 逮に 

爆發 した ものと 觀 るべき である。 

當時長 藩 は 急進 組の 首領であって、 寺^屋^£_^變から計劃失敢した续黨の11^木和^:水等が入京するに及んで互ひに 

聯絡 を 取り 事 を 謀って ゐ たが、 此間 彼の 池 田屋舉 件の 勃發で 尊攘 黨の志 土 多く れ 又は 獄に 下り、 此報 一 成び：：；^ 

藩に 述 する や ー歷 憤激の 度 を 高め、 寧ろ 幕 狩の 追討 を 受けて 賊名 を 蒙らん より は、 n ら 進んで 路を拓 くに 如かす 

と 藩 を擧げ て主戰 論に 决し、 六月 十七 日 老臣 福 原 越後 は 三百 餘人を 率 ゐ出發 し、 同十四日伏見京橋^！^町の！；^邶こ 

到着した。 之れ より 先、 土 州の 志士 及び 露 木 和 泉 を 始め 佐久保 佐兵衛 等の 遊 舉隊は 久坂義 助、 中 村 圓太等 二 W 五 

十 餘人を 率 ゐて柬 上し 山 崎に 屯す る あり、 一 方來島 又兵衛 を總督 とし 弘勝之 進 を 隊長と せる 長 藩 百 數十名 は 隊伍 

を 整へ て 伏 見 を 出て、 上 鳥 羽、 川 勝 寺 を 經て嵯 峨の天 龍 寺に 立籠る あり、 又 長 藩の 中老：： 儿玉小 5^ 部 は 丘 を 率 

ゐて 上京、 山 崎の 營に 投じ 翌日 は國 家老 國司信 濃の. 兵 三百- 十四日に は 家老 益^ 右衛門の 兵 六 百が 何れも.^ 崎、 

贝 山に 到着、 嵯峨、 山 崎相對 して 物情 刻々 急 を 告げて 來 たので ある。 

兹に 於て 幕府 は 長 藩の 老臣 幅 原 越後 を 召し 速 かに 兵 を 返け よと 嚴 命した が、 從兵旣 に 死を决 して 諭す も！，？ かす 

と 答へ たので、 遂に 慶露は 追討の 部署 を 定め 諸 藩に 令す るに 至った。 此伏 見方 面に 於け る 部 lE^ は 

▽ 伏 見 

1 ノ先 —— 戶田釆 女 正氏彬 (大垣 藩) 


ニノ 先 ！ I 井伊 掃 部 頭直憲 (^4-根藩) 

但掃部 頭 は 禁闕を 守るべし、 且桃山 は 井伊 家に て 只今より 取 布べ し 

ニノ 兑 11 松 平 肥 後 守容保 (會津 藩) 

松 平 越 中 守定敬 (桑 名 藩) 

但職抦 に 付 方面の 諸 軍 を 令し 進退 を 司るべし 伏 見 長 州 屋敷へ 入る 

遊 兵 11 蒔 田 相 模守廣 孝 (備 中淺尾 藩) 

有 馬 遠 江 守 直 純 (越 前 丸 岡 藩) 

小 笠 原大膳 太夫 朝 幹 (小 倉 藩) 

佴伏見 勝利の 後戶 田、 有 馬、 小 笠 原の 三 手 地形 をし めて 爱に備 へ 其餘山 崎の 奇兵 たるべし 

▽ 伏 見 土 州 屋敷 

山 內土佐 守豊範 (土 佐 藩) 

▽ 豊後撟 

間 部 治 (越 前 £1. 江 藩)  ， 

小出^ 勢 守英尙 (丹 波 園 部 藩) 

伍 宇治橋 も 心得べ し 

長 藩 及び 急進 組 は 追討の 决定 と- - もに 三營齊 しく 兵な 發し、 伏 見 滯留の 福 原 越後 は 兵 五 百 (大砲 二 門、 鐵砲 五六 
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十 挺) を率ゐ 午後 十 時 伏 見 を進發 した。 その 隊兵 を指搛 する 主なる もの は、 熊 ハ介勇 記、 吉 雄、 福 原 尺 之 助、 

三分 利德 三郞、 宍戶久 之 進、 出 羽 孫 四郞、 田 中 誠 助、 浦忠 三郞、 飯 田 熊 三郞、 桂 勝三郞 等であって、 後陣 は 隊長 

中 村 九 郞兵衛 之れ を 固め 京師に 入らん とする ので ある。 而 して 之れ に 向 ふ 追討 は大坑 藩が 先鋒と なり、 ^根、 

會津、 桑 名 諸 藩 は 後績隊 であり、 大垣藩は小原仁^^^ハ衛が隊長として伏見街道 (射 荷 南方) を， め、 息 小 原 主計、 

高 岡 兵 衛にニ 百 人 を 分ち、 街道の左右に能^K數茴所を設け、 民家の 昼 を 積んで 桐と し、 t お 投を揭 げて^の 所在 を 

隱し、 仁 兵衛は 殘餘の 二百 人と 共に 第二 陣 となり 二 町餘の 後方に 控え、 長 州 勢 は 一路い eiaig を寳^ 寺 前に 至った 

が、 突如 大垣 勢の 發 砲せ るに 驚き、 直ちに 應戰 して 第 一陣 を 破り 第二 陣に Si つた けれど、 ニ陣 よく 防戰 して 之れ 

を 摩 退した。 

此時 伏！ 3^ 豊後橋 を 警衛せ る鼯. 江 藩が 急 を 聞いて 走せ、 竹 田 街道に 陣 した <r.:i^、 桑 名 勢、 隊 .：；^ 近 藤 の 新撰 紐 等 

も 稻荷黑 門 邊で 合し 大垣 藩を援 けた 處 から、 長 州 勢 は ー脬 窮地に 陷り、 娃 ii 三郞、 田 中 誠 助、 出 羽 孫 四郞等 相次 

で 重傷 を ft ひ、 隊長 福 原 亦 肩 を 打 F 、かれて 落馬し 兵に 擁せられて 退却した。 1 方 豫根藩 は藤ノ 森に 屯し 砲 勢 を昍 

くや； 戒舉 して 長 州 勢の 後陣に 迫つ たれば 愈々 混亂 し、 福 原 は 民家から 飽を徵 して 伏 見雜 邸に- 7 返し、 - 班に 敗丘ハ 

を 進めて W 擧を圖 り 三 百 餘人を 率 ゐて丹 波 橋 I- り 迄 進んだ が、 此時 旣に會 律、 桑 名、 卞. -^、 犬 がー、 ai. 江の 各藩 は 

耍所を 堅めて 居り、 遂に 策盡 きて 橫 大路に 退き 山 崎 方面へ 走り、 嵯峨 駐屯の 長 州 勢が 1"門、 屮 立- l:iE:、  ^町 御門 

に 迫って 擎 退せられ たると 天王山に 合して 兵を撤 し西奔 したので あった。 

此舉に 依って 長 州 は、 禁 闕に發 砲し 其 罪輕ら すと せられ 長 州 征討の 議も 起った が、 毛 利 敬 親の 謝罪で 終！^ し， 


翌慶應 元年に 入って は 復又主 戰黨が 擡頭.' 幕 長の 確執 を 再び 生じた ので、 將展家 茂が 長 州 W 征を决 し 入洛した がー 

此 頃より 薩、 長 二 藩の 盟約が 其 他 各藩の 排幕 聯盟にまで 進んだ ので 幕府-方の 形勢 は 曰に 非と なり、 遂に 俊應 三年 一 

十月 十四日 將軍慶 ft は 大政奉還 を 奏上、 S 十五 日 奏請 允許の 御沙汰 を拜 して、 兹に 十二月 九日 王政復古の 大號令 一 

が焕發 された ので ある。  一 

之れ より 先き 毛 利 敬 親父 子 並に 七卿赧 免の 令 出で 其 入京 を 許し、 薩長 二 藩の 兵 を 以て 禁闕の 護衛に 充てし めお 

が、 前 將軍躇 下と 會津桑 名 二 藩 は 薩長 を 憎む こと 甚 しく、 時に 朝廷で は 岩 倉具視 等が 前將 軍の 0 ー宫 IS 地の 愛行な 一 

きを 憤り、 若し 彼れ より 之れ を爲 さねば 則ち 我より 命すべし と爲 し、 旣に その 草案が 成った と 傅 へられて 德川， 贈 一 

下の 士は 益々 愤 激し、 城の 內 外に 屯 集す る もの 約ー莴 人、 將に 薩長 二 藩を擎 たんと する の 勢 ひ あり、 慶喜 はこの 

不測の 變を 慮って 一 旦大阪 城に 返き、 衆心鎭 靜に復 する を俟 つて、 返 宫納地 を 奏請す るに 决 したので あった。 

然るに 瀧 川播磨 守、 勘定 奉行 小 野 友 五郎 等が 江戸より 大阪へ 着き、 江戸に 於け る 藩邸 潜伏 浪士の 暴 .狀 を 具 巾す 

るに 及んで、 大阪城 中の 議論 はまた 沸騰し、 藤 賊を斷 乎 掃蕩して 君側 を 清めねば ならぬ との 說が 勢力 を ト：： め、 明 一 

治 元年 正月 二日 夕刻、 會津 藩の 兵 二百 人 は 先 づ伏見 京 橋に 先着、 忽ち 戰時狀 態とな つて 人心； E 々たるに 至った。 

此時薩 藩の 淵い 右衛門 其 他が 伏！：？ ん 御堂に 於て 會逮 側の 林權助 等と 會見、 押 問答 を やった がー 向埒 明かす、 I さ 二日 一 

夜に は モウ 鳥羽稱 道の 幕軍 先發と 銃火 を 交 ゆるに 至り、 茲に鳥 羽， 伏 はの 役が 始められて 附近. は乂も 修羅が や 

化し、 四日 早く も 仁 相 寺 宮嘉彰 親王 は 軍事 總裁 となられ、 征討 大將軍 進發の 報が 傳 へられた ので， 一;f: 本 は 全く 戰ー 

意 を 失 ひ、 大阪に 退き、 麼喜は 海路 江戸へ 去った ので ある、  A 

1 八 九 


1 九 〇 


詩歌 俳句の 深 草 

昔 は 深 草の 地 一 帶、 高貴の 人々 の^ 莊、 名 賢の 古廟、 霧佛の 寺院 等 多かった 由緒 ある 地 なれば 古歌 も 甚-だ 多， 

詩に 俳句に 吟詠され たもの 數 限りない。 茲には 他の 各篇に 錄し たものに 洩れた もの を祸げ る。 

V  . 後 京極攝 政 

深 草 や 鶉の 床 は あと 絕 えて 春の 里と ふ 篤の 聲 

マ  寂 超 法師 

深 草の 山の 裾野の 淺ち ふに 夕風 さむみ 鶉啼 くな り  • 

V  通  具 

深 草の 里の 月 かけさ ひし さも 住 こし 儘の 野べ の 秋風 

V  雅經 

深 草 や 霧の まがき にたれ 住みて 荒れに し 里に 衣う つなり 

V  爲  尹 

山人の いまう ち 群れて かへ り 坂 その 初 午のお も ひ 出つ X 

V  壬生忠 見 

神の やとみ つの 社に 祈りす とけ ふより！ と 坂 は ゆかな む 


V  景  樹 

稻荷 山け ふき さらき の 初 午に みやこ のた つみ 賑ひ にけ り 

▽  能 宣 朝 臣 

さしてく る稻 荷の 山の 道と てみ 花の あたりに 宿 やから まし 

V  橘爲仲 朝臣 

卯の花の 垣根なら ねと ほと- - きす 杉 むらに て そ はつ 音 聞 ゆる 

V  小侍從 

むらさきの 雲と そよ そに 見えつ る は 本 高き 藤の 森に そ 有け る 

V  信實 

深 草 は 名のみ なりけ り 藤の 杜春 かけて こそ 花^きに けり 

V  圓空 上人 

へ  i  八な はと 契りし 日より 深 草の 花や みやこの 人 を 待つ らん 

V  前 大納言 爲氏 

めくり あ ふ 影 は 昔の かたみ そと 思へば 月の 袖 ぬらす らん 

▽ 藤杜吟  元 政 上人 

眷取董 狐 筆、 大成 太史 編、 史編 三十 軸、 廣長 一 千年、 

1 九 1 
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詩歌 俳句の 深 草 

昔 は 深 草の 地 一 帶、 高貴の 人々 の^ 莊、 名 賢の 古廟、 饞佛の 寺院 等 多かった 由綠 ある 地 なれば 古歌 も _ ^だ 多. 

詩に 俳句に 吟詠され たもの 數 限りない。 茲には 他の 各篇 に鬼錄 した ものに 洩れた もの を揭げ る。 

V  . 後 京極攝 政 

深 草 や 鶉の 床 は あと 絕 えて 春の 里と ふ 鶯の聲 

▽  寂 超 法師 

深 草の 山の 裾野の 淺ち ふに 夕風 さむみ 鶉啼 くな り 

V  通  具 

深 草の 里の 月 かけさ ひし さも 住 こし 儘の 野べ の 秋風 

V  雅經 

深 草 や 霧の まがき にたれ 住みて 荒れに し 里に 衣う つなり 

V  爲  尹 

山人の いまう ち 群れて かへ り 坂 その 初 午のお も ひ 出つ i 

V  壬生忠 見 

神の やとみ つの 社に 祈りす とけ ふより 君と 坂 は ゆかな む 


V  景  樹 

稻荷 山け ふき さらき の 初 午に みやこの たつみ 賑 ひに けり 

▽  能 宣 朝 臣 

さしてく る稻 荷の 山の 道と てみ 花の あたりに 宿 やから まし 

V  橘爲仲 朝臣 

卯の花の 垣根なら ねと ほと- - きす 杉 むらに て そ はつ 音 聞 ゆる 

V  小侍從 

むらさきの 雲と そよ そに 見えつ る は 本 高き 藤の 森に そ 有け る 

V  信實 

深 草 は 名のみ なりけ り 藤の 杜春 かけて こそ 花唤 きに けり 

V  圓空 上人 

t  八な はと 契りし 日より 深 草の 花や みやこの 人 を 待つ らん 

V  前 大納言 爲氏 

めくり あ ふ 影 は 昔の かたみ そと 思へば 月の 袖 ぬらす らん 

▽ 藤杜吟  元 政 上人 

眷取董 狐 筆、 大成 太史 編、 史編 三十 軸、 廣長 一 千年、 

1 九 1 


1 九 二 

佛道不 曾 削、 皇献相 並 傅、 歐陽爲 底 事、 只今 舉期 賢、 

▽ 謁藤杜 社  山 崎垂加 翁 

親王 彊識 出群 倫、 端 拜廟前 感慨 頻、 渺遠 難知祌 代卷、 心識求 去豈無 因、 

▽ 大龜谷  .  龍 草^ 

風 香 雪白 大鼴 溪、 千樹梅 光東復 西、 若 使 林 述知此 地、 孤山 赛靜鎖 幽栖、 

▽ 觀梅  賴 山陽 

十 里 飛 塵漲軟 紅、 狐 王 廟外鈹 象々、 膝 林 一 折觀 梅路、 千 雪 堆明夕 Si 中、 

▽ 草 山晚眺  元 政 上人 

愛山 又 出門、 投杖倚 松 根、 秋水 界 平野、 暮煙分 遠 村、 

霞 昇 林 際 白、 歷兑樹 梢昏、 覺坐 來久、 蒼 苔 巳お 瘐、 

▽ 偶成  道元^ 師 

生死 往來雲 變更、 迷 途覺路 夢中 行" 唯 止 一 事醒猶 記、 深 草 閑居 夜雨 聲， 

元政傳 砲に てこの 沙門 日蓮 宗 なれと 常に 怫の數 もな らんす 

た^ 釋迦 のみ 尊く 見えた もう を 

范 のない 釋迦に ふかし や 秋の色  鬼 莨 

. E— ,Eb  土 k れ^す も 燕 かな ：，   :p  . 村 I 


深 草 

深 草 
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町 中 
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深 草 

秋 の 

深 草 
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靑 田 
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虛 
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同 

同 
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九 四 


凍て 解けの 土の ねばり や 大根 引く 

流燈の 溜りと なりぬ 丹下ダ ム 

柿の 里 竹の 下道 いづれ とも 

深 草 や 十月に して 別れ 崎 

野 薊 や 神と し祀る 一 ッ岩 

瓦燒 くけ むりに むせ てな く 鶉 

粟の 穗を こぼして こ X ら啼く 鶉 


な 


同 

惟 


童 


六 


第 九、 民 政 

維新 前の 區劃 編制 

德川氏 政權を 握る や、 伏 見と 伏 見廻り 八 ケ村は 共に 伏 見 奉行の 支配に 屬し、 中世に 至って 市街の 膨 股から 大別 

して 南 組 (百 五ケ 町) 北 組 (百 五十八 ケ町) とし、 更に 之れ を 各 九 組に 分ち、 其 北 組に 於て 本 町、 古屋、 両 町、 i^; 染、 

大龜 谷、 聚樂、 高 田、 坪 井、 御 小人の 九 組と なった が、 其 他に 尙ほ 地方 付と 稱 する 二十 七ケ 町が あつたの である 

後ち 天 保 年間に 至って 町數は 二百 六十 五ケ 町に 膨脹した 處 から、 北 組 も 亦 十二 組に 分つ こと- - した。 

此 市街の 廣袤は 北 は稻荷 附近から、 南 は 向島に わたり、 東 は 六 地蔵に 至り、 西に 三栖、 竹 田に 境し、 伏见 廻り 

八 ケ村も 以上の 地に 接績 して 居た ので あるから、 之れ を 範圍に 加 ふる 時 は舊紀 郡の 東部 一 帶を 占めた 譯 である 

而 して 以上に 包括され た 伏 見 奉行所 支配に 馬す る 戶數は 


▽ 寳曆 年間に 於て 

▽ 明 和 年間に 於て 

此 人口 

▽ 天明 年間に 於て 

此 人口， 


六 千 二百 五十 戶 

六 千 二百 五十六 戶 

二 ー€ 七 千 四百 五十人， 

七 千 三百 八 一 一十 戶 

三 萬 千 三百 八十 五 人 


1 九 五 


▽  fK 保 年間に 於て  一 萬 三千 二百 八戶 

此 人口 四 萬 九 百 八十 人 

この 天 保 年間に 於け る 市街の 編成 を 泰平 伏 見 役 付鑑、 

他 は 省く) 


彌 


權 


助 組 

五ケ 町 


助 組 

八ケ町 


字 名 

直 違 橋片町 

同 南  一 丁目 

同 北 一 丁目 

同 北 二 丁目 

,0 」llh!l 


直 違 橋 四 丁目 

同 五丁目 

同 六 丁目 

同 七 丁目 

同 八丁 目 

同 九 丁目 k 
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伏昆諸 集 記より 柚けば (深 革 地域に 關 係ない 南 組 各 町、 共 

軒數  年寄 名 

一九  竹屋喜 兵 衛 

三 五  高 島屋淸 士ロ 

四 三  百姓 兵 衞 

三 四  万屋 太 兵 衛 

三 三 年 行 ief-  屋 平兵衛  „ 


四 1 

四 〇 

三 四 

三 四 

三 六 

,B  二 


茨木 屋 善五郞 

籠屋 太 右衛門 

柴展 太四郞 

米屋 忠八 

紀 I;::!- 市兵衛 

土器 屋 平 右衛門 


六 地藏組 

十四 ケ町 


同 十 丁目 

同 十  一 丁目 

新 町 

大津町 

西 町 

東 町 

見附 町 

中島 町 

同 一 丁目 

札 之 辻 町 

茶 屋 町 

畑 町 

石 田 町 

柿 木 町 

柴屋町 


二 七 

二 八 


伏 屋 文四郞 

百姓 甚四郞 


八. 砂屋 庄次郞 

八 扣年 行事 笠屋 喜兵衛 

六  百姓 七兵衛 

〇  柴屋九 右衛門 

九  新屋 定次郞 

一  高井屋 伊 八 

八 年行蔡 井筒屋 五兵衛 

八  米屋 與丘 ハ衛 

八  同  人 

1  米屋 吉兵衛 

八  百姓 文 右衛門 

1  醍國屋 七 右衛門 

七 年寄 代 源  藏 

1 同  藤  助 

1 九 七 


北 組 本 町 

十二 ケ町 


墨 


染 組 

十 r ケ町 


京 町 五丁目 

同 六 丁目 

同 南 七 丁目 

同 北 七 丁目 

同 南 八丁 目 

同 北 八丁 目 

同 九 丁目 

同 十 丁目 

鍛冶屋 町 

魚屋 町 

山 崎 町 


南 鐽屋町 

北 鎚屋町 

舛屋町 

墨 染 横町 


三 

二 

1 1 


五 

九 


1 六 

三 六 

三 五 

八 


1 九 八 

年 行事 綿屋榴 ヌ、 衛 

勢屋 次 丘ハ 衛 

扣 年行箏 丹 波 S 仁-化 ハ衛 


大 石屋 

見習 茂 

同 源 

近 江 屋 

信次屋 

• 醍醐 屋 

泉 屋 

大雜屋 

森ロ屋 


磯 右 衛 e: 

三 郎 


き 丘ハ衛 

市 丘ハ 衛 

忠ぉ衛 

市 右 衛 e: 

お 衛 

^ 右 衛に 

津國屋 卯 ^ 衛 

鷄 冠井屋 次兵衛 

扣年行 竹 田屋依 右衛門 

伊勢屋 彌 右 衛 n 


北 古家 組 

九ケ町 


山村 町 

鍵屋町 

南 蓮 池 町 

北 蓮 池 町 

七 瀨川町 

寺內町 

飯 食 町 

八丁 目 横町 

堀 之 上 丁 

惠 美 須町 

勘 助 丁 

七 拾 軒 丁 

松 下 丁 

出 雲 丁 

樋 之 上 丁 

最上 町 


三 二 

四 四 

三 〇 

三 二 

二 五 

二 三 

二 五 


百姓 四 郞兵衛 

淀 屋 忠兵衛 

百姓 庄兵衛 


榑屋 太兵衛 

百姓 金 右衛門 

年 行事 百 姓 太郞 兵衛. 


1 四  大阪屋 四 郞 兵衛 

五  久我屋 傳兵衛 

三 五  万屋 治郞 兵衛 

七  竹屋 九兵衛 

四 二  百姓 善兵衛 

七  百姓 平 右衛門 

七  同  人 

二 〇  百姓 善兵衛 

1 1 年行専 伊賀屋 太 郞兵衛 

1 九九 


北 古家 南 新 町 組 

六ケ町 


稻荷組 

三 ケ 町 

大龜ハ 4: 組 

十三 ケ町 


墨 染七軒 町 

京 町 北 新 町 

同 南 新 町 

玄蕃丁 

十九 軒 町 

極樂町 


御前 丁 

中 之 丁 

禝木橋 丁 


大津町  一 丁目 

越 前 町 

風 呂 屋町 

坂 口  丁 

千 本 丁 

舛屋町 

南 寺 町， 


二 〇〇 

一 一  大黑屋 和 助 

中 ゆ.？！ 與 お 衛 

五 六  扣 年行ポ 

竹屋 藤兵衛 

三 一 , 竹屋 伊右衛門 

1 八  大黑屋 新 丘ハ 衛 

三 五  米屋 平 兵 衛 


四 二 

三 七 

三 二 


S0 長 兵 衛 

丹波屋 卯 丘ハ 衛 

二 文字 屋 伊 丘ハ 衛 


一四  百姓 滥： 丘ハ衛 

1 七 年 行 百姓 ^  衛 

一八  kn 姓^ 左衛門 

1 〇  百姓 ffi 助 

一四  百姓 彌ぉ衛 

一七  百姓 善 右衛門 

1 七  庄左衛 門 


地方 附町 


伏 見廻 八 ケ村 


中 寺 町 

北 寺 町 

大 谷 丁 

久 寳 寺 丁 

谷 口町 

鳥 居 崎 町 


六 

九 


同  人 

扇屋 長五郞 

裕屋松 之 助 

筆屋仁 兵 衛 

五兵衛 

伊賀屋 庄右衛 門 


江戸 町 自 一丁目 至 二 丁目 江 戶町半 丁 江 戶町四 分 一、 

立 石 前 丁、 淸水ハ <!:、 伏 見 坂、 峠敦贺 町、 宫谷 町、 山 新 町、 

笹屋 町、 櫻 町、 六體 町、 五郎太 町， 三 軒屋、 三 栖六軒 町、 

御香宮門前 丁、 三栖金 井戸 丁、 牢之 町、 中臀 島、 向島 茅屋 町 

(以上 家 數ニ九 二) 

堀內 村、 景勝 村、 毛 利 治 部 村、 三栖 村、 六地藏 村、 大龜谷 • 

向島 村、 深 草 村 


維新 前の^ 村 役人 

豐富秀 吉の伏 見 築城に よりて 形成せ る 南北 兩組 一 一十 八 町に は 一 一十 八 名の^ 寄 を 置き、 町務を 掌握せ しめたが； 


二 〇一 


二 〇 二 

それが 德川 氏に 入り 市街 は 膨脹しても 依然 一 一十 八 名 を 以て 町務を 掌ら しめ、 元 和 年 問 小 堀 遠 江 守 奉行 時代 は减じ 

て 十三 名と し、 正 保 年間 水 野石兑 守 時代 は 八 名、 天 和 年間 戶田長 門 守 時代 は 更に 减 じて 六 名、 元 錄年問 建 部 

頭 時代 は 三 名と なった。 然し 斯様に 年寄 定員 は减 じても、， それ 以外に 於て 町役人の 選 人あった は Is^ ぜ であり、 此 

時に 制度 を 新たに 確立し、 南北 各 組に； 止 副 二 名、 次に 與頭は 高 田 組、 聚樂 紐、 坪 井 組、 御 小人 組の 各 組に^ 一  人 

宛 を ffll き、 總代は 南 組 本 町 新 町 組 以下 七 組に 二 名、 北 組 本 町 両替 町筋 以下 六 組に 二 名 を a き、 以上 を 三役と 稱し 

たので ある。 

此 外に 町方 取締 方 は 四 名 乃至 八 名、 (年 行事 出 役 を 云 ふ) は 毎 町に 正副 二 名、 叫 年寄 は每 町に 一名、 五 人 紐 は 毎 

町に 二 名 乃至 三 名 (これ は 戶數の 多少に 依る) 傳馬所 年寄 一名、 問屋 役人 三 名、 立會 勘定 役、 川 俊 助 勤 方 (これ 

は 定員な し) を 置いた。 更に 伏 見廻り 八ケ 村落 は 庄屋 一 人、 年寄 一 人 乃至 五 人、 百姓 總代 一 人 乃至 三人 を m3 き 村 

務を 掌ら しめたの である。 兹に 安永 八 年に 於け る 町役人 名を擧 ぐれば 

北組愁 年寄  下 村 惣左衛 門 

同  平 井 喜 左衛門 

南組惣 年寄  山 本次郞 右衛門 

同  山 田 膝藏， 

見習  山 本新藏 

聚樂 組與頭  三 雲 東 治 


高 田 組與頭 

评 井 組與頭 

► 天 保 十一 一年 末に 於け る 町役人 名 左の 如し 

南組惣 年寄 

北組惣 年寄 

見 習 

高 田 組與頭 

聚樂 組與頭 

坪 井 組與頭 

御 小人 與頭 

見 習 


高 田 


義 藏 


(以下 年 行事) 


御 小人 組 與頭 

北 組悠代 

南 組您代 

北 組 下您代 


才 藏、 並 五郎 

源  藏 

茂 三 部 

高 E 正 造 

三 雲 良藏 

坪 井一 右衛門 

富 田 屋太 郞兵衛 

甚之助 

淺田太 郞兵衛 

高 野 曾 介 

友 田 太郞八 

田 守 宗 兵 衛 


二 〇 三 


一 o 四 


南 組 下惣代 

伏 見 馬 借 方 年寄 

六 地 藏馬借 方 年寄 

^ 代 

町方 取締役 

同 見習 

南 本 丁 

南 組 

南 古家 組 

材木 下 組 


北 古家 組 御駕籠 町 

南 本 丁 下 油掛町 

南 本 丁 南濱町 

南 組 本 町 上 油掛町 

新 町 四 丁  0: 

本 材木 丁 

新 町筋 八丁 目 

立賫 一 丁目 

三 栖半丁 


辰 木 久八 

下 村 六兵衛 

力 彌左衛 門 

新  藏 

忠 右衛門 

宗  八 

元 三 郞 

木 屋 巿 丘ハ衛 

津島屋 彌 平 

近. 江屋 恒 吉 

綿 屋利八 

茶 屋 五兵衛 

灘屋 泰吉、 

茨木 屋 佐兵衛 

花 屋 市 右衛門 

三文 字屋 忠左衛 E 


京 橋 島 

三 栖 組 

彌助組 

權助組 

北 本 町 

両替 町 

墨 染 組 

大 龜 谷 組 

稻荷組 

北 古家 組 

北 小屋 組 

聚樂組 

同 

坪 井 組 


五丁目 

三 丁 目 

五丁目 

京 町 五丁目 

八丁 目 

飯 食 町 

越 前 町 

禝木橋 町 

竹 中 町 

最上 町 

白銀 町 

聚樂町 

上 板 橋 町 

堀 詰 新 


鍵 屋 ^4^兵衛 

百姓 佐 助 

津國屋 平兵衛 

三文 字屋 九右衛 ^ 

綿 屋 權兵衛 

美濃屋 安兵衛 

百姓 太 郞兵衛 

百姓 ^兵衛 

萬屋 重 左衛門 

伊勢屋 甚 助 

伊賀屋 太 郞兵衛 

伊賀屋 宗 助 

米屋 七兵衛 

木 屋 宇兵衛 

粮屋 仁 右衛門 

木 I 屋 骸兵衛 


10 五 


二 〇 六 


車 町  小刀 屋カ 八兵衛 

六 丁  口  伊勢屋 太 左衛門 

村 上 町  柴屋 長兵衛 

山 崎 町  市 右衛門 

上北濱  肥後屋 淸 丘ハ衛 

南 七 丁目  丹波屋 仁兵衛 

_  二  丁  rs  八幡 屋 伊右衛門 

升屋町  竹 田屋儀 右衛門 

今 町  茨木 屋平 右衛門 

京 通 南 新 町 竹 屋 藤兵衛 

(副 年 行事 を揭 げす 原本 通りと す) 

撻屋町  木屋 六兵衛 

高 fflt 組  神 泉苑町  近. 江屋 庄兵衛 

御 小人 町 組  西 町  難 1： 屋源 右衛門 

六 地藏組  一丁目  井筒屋 五兵衛 

下 西 新 町 . 百姓 源 左衛門 


t^s 東.^ 

大津町 

亨嘉 永 四 年 現在に 於け る 町村 役人 は 左の 如し、 


南組您 年寄 

同 

北組您 年寄 

南 組 代 

北 組 惣代 

同 

高 田 組與頭 

聚樂 組與頭 

坪 井 組與頭 

御 小人 組與頭 

町方 取締 方 


京 町 二 丁  rni 

大阪町 

京 町 北 八丁 目 

鍛冶屋 町 

下 油掛町 

同 

銀座 四 丁目 

京 町 四 丁目 

上 板 橋 町 

树屋町 

東 尼 ケ崎町 

東 町 

新 町 四 丁目 


河內屋 伊兵衛 

笠 屋 喜兵衛 

上田 三郞 右衛門 

山 本 頭 右衛門 

下 村 源兵衛 

平 井 喜 左衞門 

友 田 太郞八 


辰 

松 


木 

田 


久兵衛 

善 藏 

宗 八 

源 助 

東 助 

伊三郎 

甚兵衞 

伍 丘ハ衛 


二 〇 七 


二 〇 八 


► 伏 見廻 リ八ケ 村 


同 

同 • 

庄 屋 

同 


上 油掛町 

京 町 一 丁目 

上 北濱町 

下 南部 町 

同 

小豆 屋町 

堀內村 

景勝 村 

葭島 新田 

六 地藏村 

毛 利 治 部 村 

三 栖 村 

深 草 村 

大鼴谷 村 

向 鳥 村 


久 富 長兵衛 

m 藤 伊兵衛 

岩 村 淸兵衛 

宮 原 九 左衛門 

松 田 文お 衛門 

巽 小兵 衛 

吉 村 勘兵衛 

甲 田 左衛 門 

坪 井 長^ 

岡 本 治郞 兵衛 

甲 田 左衛門 

小 森 茂 右衛門 

吉 澤 新 左衛門 

武 村 武兵衛 

曾 我 小 平 次 


眄 役人の 職務、 選任 

「您ハ 牛 寄」 は 町役人 中の 最高なる もので、 年々 江戶 表へ 年頭の 禮に參 向す る 外、 町 內諸入 费决算 披露に 立會 をな 

し、 「與 頭」 は 各 組內を 統轄し 日. <  奉行所 詰 所へ 出勤して 御 觸書を 初め 其 他 諸専の 公用 を 勤め、 宗 il:!! 改め 並に 人 

別 改めの 帳簿 を 調製し、 御用 金 又は 囚人 通行 止宿の 際 等に 勤番す る を 例と し、 r 您代」 は 奉行所 構內詰 所に 詰め 

て IB 中 人民より 謎 ふる 訴訟 書 等を當 役所へ 傳述 し、 又各掛 人より 達する 諸 件 を 町 2^ へ傳 達し、 觸窨 投書が 奉行 

より 發 せられる 時 は 各 町へ 夫々 配付の 手續 をな し、 又宗 5rn 人^ 改めの 帳簿.^ 調製して 各 町民より 調印 を 求め 之れ 

を 奉行所に 納め、 變 死人 ある 時 は 現場へ 出張、 撿視の 上掛り 役に 具申し、 許可 を經て 之れ が處置 を爲す 等で ある 

「町方 取締 方」 は 市中 一般に か X る 經費收 入 支出な 管理し、 町會 所に 集會 して 諸 件の 可否 を 論議し 其决 議事 1^ を 

筋 組 ist 察へ 通達し、 又 南北 總 年寄と 立會 して 半年 末 町方 一般に か X る經費 計算の 帳簿 を 整理し 各 筋 紐へ 配布す 

る 等で あり。 「年 行事」 は 其 筋 組 を 管理し、 總 年寄 及び 町方 取締 方よりの 諸 達 を 其 組 町 年寄に 傳 達し、 組內 取， 締 

の 可否 を 監督し、 町方 一般に か &る經 費 を 各 町 年寄より 取纏め 町會 所へ 送達し、 市中 一般に 關 する 諸 件に 就て 南 

北 年寄、 町方 取締 方より 協議 を 受けた る 時 は町會 所に 集合し 其 可否 を 辯 論し、 其 一 ケ筋組 各 町の ハト 寄を染 合せし 

めて 議 の 報告 をな し、 又 市中 一般に か. -る 經费收 支决算 報吿を 町方 取締より 廻送せ る 時 は、 筋 組 各 町に 配付す 

る 外、 川 俊 助 勤 方 を 補助し、 川 俊 石錢取 立の ため 三栖四 丁目に 設けられた 石錢薪 所へ 順次 出勤し、 氏神 祭祀に 際 

して は 祭事に 關 する 諸般の 取扱 ひ を爲す 等で ある。 「町 年寄」 は 年 行 幕より 繼げる 町 一般に か. -る 事件 を 町內各 

二 〇 九 


二 一 〇 

戶主を 集合せ しめて 之を傳 達し、 宗： 51:3 入刖調 资に從 ひ、 又 賦課 金 を微收 して 年 行事に 廻送す る 等、 凡そ 一町 內に 

關 する 諸 件 は 町 年寄に 於て 總理 する こと 現在の 公 同 組長の. g くで ある、 而 して 此 下に 屬 する 五 人 紐は德 川^ 代に 

於け る 自治の 根本 を爲 した もの だ。 又 廻り 八ケ 村に 於け る 「庄屋」 は 村 內諸専 一切 を總 括し 「年寄」 は 注 ふ 補 

佐し、 「百姓 總代」 は kn 姓 一 同に か- "る 一 切 を 庄屋、 年寄に 中出づ るので ある。 

南北 總 年寄 は文祿 年間、 巿街 編成に 當 つて 功 勞 あった 者の 中から 奉行に 於て 撰 任し、 與頭は 各 村の 鄉士 たりし 

者より 奉行に 於て 選 庄 し 其 苗字 を 以て 組 名と した ものら しい 0 總代 は寬. 水 年間 小 堀 遠、 江 守 時代、 與頭三 雲 休 波の 

推擧 により 兩名を 住 命し、 後年 それが 四 名と なり、 以上 何れも 世襲で ある。 ^方 取締 方 は 富豪に して 名 5:.: ある 者 

を 町方より 選定し、 奉行に 上申 すれば 大 洲に 於て 之れ を 任命し、 年行蔡は其組內に於て滴{1^|^:を選び、 各 町 年 

寄より 町方 取 掘 方に 具 巾し、 取締 方 之れ を 適 當と認 むる 時 は 奉行所へ 上 中、 奉行所で は 常い 盯與カ 出 n;* 所に 於て 

之 を 任命し、 町 年寄 は 其 町內に 於て 相 當の者 を 選任し、 與頭 又は 總 代の 手 を 經て豫 め 奉行へ 上 巾し、 奉行所で は 

御用 tn に 本人 を 召し、 犬 白洲に 於て 之れ を 住 命した。 其 他の 諸 役 は 皆 これに 準じ、 世-鍵 以外の 役に は 年限が な 

いから 長き は 二十 年に 達する も あり、 各 町 年寄 は 天 保 三年 頃 迄 五日 乃至 十 口 を 以て 交代し っ& あつたが、 以後 奉 

行の 許可 を 得て 一年 又は 三年 を 定期と した。 また 庄屋に あって は 村 高 相應に 所有す る^の 中より 百 姓 協議の 上 透 

定し、 奉行所へ 上申 住 命せられ、 諸 役 も 概して 町役人 選定の 方法と 同じ 事で ある。 

南北 總 年寄の 給料 は、 役 料 銀 又は 渡し 金と 稱し、 北 條遠江 守 奉行 勤 役 中、 享保六 年より 一 人 分 一 ケ年 銀； an で 

あつたが、 天明 二 年 小 堀 和 泉 守 時代に は 一 人 分 一 ケハ 4f 銀 六 百 目と なり、 同 八 年久留 信 濃 守に 至って^ 給に 復し 


た。 與 頭の 給料 は 禮銀禮 錢と稱 し、 其 筋 組に より 差が あり、 坪 井 組 は 一 ケ 年分 銀 六 百 十 匁、 聚樂組 は 一 ケ 年分 銀 

二十 枚、 高 田 組 は 一 ケ 年分 錢 二十 六贯文 を給與 したが 天明 三年より 同 八 年 迄は總 町方より 一 人に 付 一 ケハ牛 銀 二 kn 

目 を 給料と して 給與し 次で 舊に復 した。 總 代の 給料 は 明白で ない が 一 ケ年切 米 銀 一 赏三 百匁、 年 行事 は 「正」 が 

年給 金 二分 「副」 が 年給 金 一 分、 町 年寄 は 袴 指れ と稱 して 一 ケ 年分 銀 二百 目 或は 鳥目 三贯文 を 各 町より 給したら 

しい。 而 して 町役人の 賞と して は帶 刀、 苗字 御免， 御 紋付麻 上下、 即銀 等が あり、 罰と して は^ 門、 役 取上げ、 

追放 等の 定めであった。 

町內 又は 聯合 寄 合 

以上の 町役人 制度に 依りて 觸等、 挽 書の 布逮ゃ 町內經 費の 收支决 算等迄 夫. <  役柄に より 取述 ぶので あるが、 尙 

ほ 自治 組織の 根本 を爲す ものに 町村 寄 合なる ものが あった。 之れ に は 一 町 內に屬 する ものと、 數町 聯合に 31 する 

ものと 二つ あるが、 前者に あって は 

1 、 年寄 初 寄 合 

1 、 八朔 勘定 寄 合 

1 、 年末 勘定 寄 合  ， 

1 、 宗 lb 判 取 寄 合 

1 、 五人組 寄 合 

二 一 1 


二 一 二 

1 、 臨時 寄 合 

とし、 後者に あって は 

1 、 町方 ニ季 勘定 寄 合 

1 、 神事 寄 合  ， 

である、 年寄 初 寄 合 は 町 計と 稱し、 町 內各戶 順次に 之み 勤め、 膳部 は 出席者 肉ら 持 參し、 酒 は 寄 八！： 當桥. より 出 

す を 例と した。 席順 配列 は嚴 なりし も 時に 酩^に 及んで 遂に 亂 する^ 多く、 八朔 寄 合 は 正月より 半年 諸 入用の 牧 

支 精算 を爲 し、 年末 寄 合 は 後半 年の 諸 入 W 牧支 精算 を爲 し、 宗 3:3 判 取 寄 合 は、 宗門 並に 各戶 主の 名 を 取調べ 掠 印 

せし むる も Q で 五人組 寄 合 は、 其 組 下に 通達 を 要する 裹項 又は 談 すべき 藥項 等を議 する もの、 臨時 寄 合 は 臨 に 

事件の 發生 せる 時に 於て 爲し、 町方 ニ季總 勘定 寄 合 は、 惣 年寄、 町方 取綠 方、 年 行 {91- 等 立會の 下に 市中 一 や S の^ 

入用 收 支の 精算 を爲 し、 出納簿に 明記す るので ある、 神事 寄 合 は 町 議に關 する 事 15^ にあらざる も 13 おおの づ から 

常例と なり、 御 杳宮祌 社祭禮 等に 當り、 筋 組 順番に 芝居、 狂言、 輕業 等の 輿 業を爲 し、 一般に igi はせ しむる 卞！ I- に. 

關 して 協議 をな す もので、 年 行事 各 町 年寄 立會 した。 町方 ニ季 勘定 寄 合 は、 六月 十二 乃な 定期と し、 町.^ 所に 於 

てな し、 神 lEf 寄 合 は 其 筋 組に 於て、 七月 又は 八月 年 行事 宅 等に 於て なし、 各 町 限りの 寄 合 は、 八朔 は 七 =: 末- 

末 寄 合 は 十二月に 各戶 順番に 於て なし、 宗旨 判 取 寄 合 は 十月に 多く 町 年寄 宅に 於て 會し、 其 他の 諾會 八！： は 定期が 

なく、 町會 所の 設けな き 町 を 除く 外 は、 各戶 順番、 或は 寺院 (寺院 住職 は 月 行事 al 身潘 等の 諸 役 を 免す)、 に會 

し、 町方 ニ季 勘定 寄 合 並に 祌 iei- 寄 合に は辨當 以外 手當を 給せ す、 其 费用は 町 或は 筋 紐の 食 IS とした。 


村內に 於け る 寄 合 は、 頭 百姓 寄 合、 數村 聯合 寄 合 は、 八 ケ村葭 島 新田 聯合 庄屋 寄 合、 八 ケ村葭 島 新 m 聯合 村 役 

寄 合 等と し、 頭 百姓 寄 合 は 村費 諸 精算 及び 檢昆下 調 年貢 免 割 水損旱 损等總 て村內 一般に 關 する 事項 を議 し、 各 村 

聯合 庄屋 寄 合 は、 各 村 庄屋 九 人集會 し、 聯合に 關 する 諸 入用 精算 及び 植付の 調査 稻作檢 見 願 等の を議 し， 又は 

奉行所より 達した る 臨時の 事項 を議 し、 各 村々 役 寄 合 は、 各 村 庄屋 年寄 集合し ハ牛貢 上納 等に 關 する 諸 粉^ を爲す 

ものである、 各 村 定期の 集合 は 正月、 三月、 五：：！： 及び 七月より 卜 二月 迄 毎月 庄屋 宅 又は 寺院に 於て 開き、 聯合に 

か. -る 定期 寄 合 は、 筆頭 庄屋の 通達に 依り、 奉行所 門前の 八 ケ村會 所に 開會 し、 集 〈1" に耍 する 費用 は 村 入費 を以 

てし、 辨當を 給す る 以外に 手當 なく、 この 外 伊勢 講と稱 し、 毎年 一 回 各 町 (村內 の 一 部落) に藥 金し、 ^大祌 

宫を祀 り、 戶主 以下 兒宣を 集め 膳 を 饗し、 鬮を 以て 其 年の 伊勢 參宮 代表者 二 名 又は 三 名 を 選び 費用の 一部 は 町 5: 

各戸より 醵出 充當 する 外、 町內に 於け る 家督 相續 又は 婚姻 振舞 料 等の 收入を 之 等の 費用に 流 川した。 

維新 後の 區劃 編制 

慶應 三年 十二月 九日 王政復古に 依る 諭 吿文發 せられて 幕府 時代の 諸 制茲に 一新し、 此月、 田 宮如雲 伏 見 驛取綠 

として 任に 就き、 下 板 橋 二 丁目 元 尾 州 藩邸に 市中 取締 所 を 置き、 明治 元年 三月 大阪町 東 本願 寺掛所 (別院) へ 役 

所 を 移し、 同日 京都 裁判所 出張 伏 水 役所と 改稱、 四月 十九 日府縣 制實施 ある や 京都府 所轄に 縛して 二 年 二月 十二 

日 伏 水 京都. 时 出張 廳 と改稱 され、 權大參 事大 山 彥八其 長官と なった。 後ち 六 年 二月 之れ を廢 して 本府 に^ 磁し、 

十二 年 四月 十一 日 伏見區 役所 を 設置し、 京都府 戶籍 係であった 竹 中 兼和區 長と なり、 十四 年に は その 伏兑 區を廢 

二 1 三 


二 一 TO: 

して 紀伊 郡に 併合し、 紀伊 郡役所の 管轄に 屬 したが 大正 十四^ 四 H: 郡制 廢 4- から 郡役所 は^せられた。 

之れ より 先き 明治 四 年 四：！^ 四日、 同五日を以て1H^劃編成並に戶長、 副戶 長の 制令 發 布せられ、 五 年 五 月 總^ 長 

助役、 各區に 15^ 長、 副區 長、 毎 町に 戶長、 副 戶長を 置き、 市中 取締役 所に、 大 年寄 役場、 總15£長役^^を^ぃたが 

十二 年 三月 廢 4^ せられ、 中年 寄、 副 年寄、 正 長、 副區長 役場 は各骄 組各區 に、 年寄 役 瘍は毎 町に 澄 かる ije- となつ 

た。 後ち 伏 水區の 下に 戶長 役塲を 設け、 各 組に 戶長を 置いた が 十四 年 一 ほ 紀^ 郡に lig し、 各 町 聯合して 聯合 1:' 長 

役瘍を 設けた。 この 問 一 R 劃 分 合 各 町 番組の 編成 は a 々變； 史 したが、 明治 一 一十 二 年 町村制 -wi 施に 至る 迄の を 示 

せば 左の 如くで ある。 

► 明治 元年 十一 一月 二十 六日 從 前の 組 を 十七 番組に 劃し 1 1 百 六十 九ケ 町.^ - 統轄 

. ,  (深 草地 域に 關係 なき^ 組 各 町 は 省く) 

鍵屋町 惠美須 町 ^ 

南 新 町 北 新 町 藤森玄 町 

鍵屋町 南 蓮 池 町 北 池 町 

飯 食 町 極樂町 

直 違撟南  一 丁 H  E 逮梳北  一 丁：：：  ^遠 橘 二 r  = 

直 遠 橋 五 丁  Im 直 違 橋 六 丁：：：  15- 逮 七 j:= 

直 遠 橋 十 丁！：： 直 遠 橋 十一 丁：：：  5^荷御前町 


四 番組 十八 ケ町 

. 墨染 横町 一 

十九 軒 町 一 

七 瀨川町 一 

五番 組 十六 ケ町 一 

直 違 橋 M  一丁  rH 

遠 橋 八 rGt 


堀 ノ上町 

七 軒 町 

山村 町 

寺. 內 町 

直 遠 橋片町 

直 遠 橋 四 丁目 

直 遠 橋 九 丁目，， 


稻荷中 之 町 

十五 番組 二十 ニケ町 

中 寺 町 

風呂屋 町 

鳥居 崎 町 

山 崎 町 


久保寺 町 

树屋町 

出 雲， 町 

樋 ノ上町 

鈑治屋 町 


複木橋 町 

谷 口町 

南 寺 町 

越 前 町 

大龜谷  一 丁目 

魚屋 町 

明治 五 年 五月 十三 日從 前の 番組の 稱呼 を廢し 十六 區に 劃す 

伏 1 贏 元 五番 組 伏 見 第 二 元 十五 番組 

伏 見 4 お 四 一?il 元 三 番組 

伏 第 七區 元 二 番組 

伏 見 第 十 區元七 番組 

伏 見 第 十三 區 元 十四 番組 

伏 見 第 十六 m 元 

明治 七 年 八月 一 一十 七日 從 前の 區 劃 を四區 域と 爲し 二百 六十 七 ケ町を 管す 

第一 嵐 五十六 町 

谷 口町 久寳寺 町 大谷町 北 


伏 見 第 五 區 元 十 一 番組 

伏 見 第 八 區元八 番組 

伏 見 第 十 一 區元九 番組 

伏！ ni^f ル 十四 Isi 尤 一 番組 


本 

上 


町 

町 


北 寺 町 

阪 口町 

ヒ十軒 町 

伊達 町 


伏 見 第 三 酉 元 四 桥組 

伏 見 第 六 iHi 元 十二^ 紐 

伏兒第 九區 元 十 桥組 

伏 第 十二 ぼ 元 十六 桥組 

伏 見 第 十五 區 元 六 骄組， 


寺 


稻荷极 木 橋 町 


二 1 五 


二 1 六 


稻荷 中ノ町 S£ 荷 御前 町 直 遠 橋 十一 丁 ほ 

. 直 遠 橋 八丁 Hz 直 違 橋 七 丁 nM  +は遠 橋 六 丁 E 

■  1^ 違 橋 三 丁  E 直 違 橋 二 丁  nz  iQ- 違 橋 北  一丁目 

南 新 町 北， 新 町 七 軒 町 

十九 軒 町 墨染 横町 山村 町 

寺內町 七 瀨川町 北 悲池町 

西树屋 町 • 繾 屋町 北 葸 美酒 町 

II 治屋町 伊逹 町 大氣谷  一 Tn 

出 雲 町 越 前 町 最上 町 

中 寺 町  南 寺 町  東^屋 町 

風呂屋 町 

第二 15! 六十 ケ町 

第三 151! 七十 ケ町 

第四區 八十 一 ケ町 

明治 十 年 四月 左記 字 町 を 分割して 所屬村 へ 編入 

深 草 町 (大龜 村) 十六 ケ町 (伏 見 第 一 區) ：  f 


K 逮橋十 丁  n: 

1^ 遠 2^ 五 丁：：： 

s^m  一  丁：：： 

£111 居 崎 町 

極樂町 

南 t.lj 池 町 

堀 ノ上町 

樋 ノ上町 

千 本 町 


^^ー逮橘九丁：：： 

+に 遠！ i 片町 

藤 森 玄 一,^^ 町 

北 鍵 S 町 

松 下町 

山 崎 町 

1^  ロ^ 


大龜谷  一丁目 越 前 町 風呂屋 町 阪 口町 千 本 町 

树屋町 南 寺 町 北 寺 町 中 寺 町 大谷町 

久寳寺 町 東 堀 ノ上町 出 雲 町 松 下町 七十 軒 町 

極 ノ上町 

堀內町 五ケ 町 (伏 見 第一 區) 

銀 治屋町 魚屋 町 山 崎 町 伊達 町 35^ 上 町 

深 草 町 (深 草 村) 六ケ町 (伏 見 第一 一 IHi) 

飛越 町 上 西 新 町 下 西 新 町 上 1^、 町 下 夷町 

. 北 奈良屋 町 

明治 十二 年 四月 十 一 日 郡 編制 法 I 篦 施の 爲伏見 市街 を總 治して 伏 見 町と 爲し之 を六ケ 組に 分ち 二百 十九 ケ町を 

統治す 

伏 水 第一 組 三十 五ケ 町 

直 遠 橋片町 直 遠 橋 南  一丁目 直 違 橋 北  一丁目 直 遠 橋 二 丁  Gn  1^ 遠梳三 r::: 

直 違 橋 四 丁 E 直 違 橋 五丁目 直 遠 橋 六 丁目 直 違 橋 七 丁目 直 逮梳八 r 目 

直 遠 橋 九 丁  nn 直 遠 橋 十 丁目 直 違 橋 十一 丁目 稻荷 御前 町 稻荷 中ノ町 

稻荷複 木 橋 町 堀 ノ上町 西 树屋町 鏠屋町 寺內町 

二 1 七 


二 1 八 


北惠 美酒 町 

藤 森 玄蕃町 

北 蓮 池 町 


墨 染橫町 

十九 軒 町 

七 瀨川町 


七 


0 


軒 

食 


町 


南 


極 


新 町 

鍵屋町 

樂 町 


伏 水 第二 組 五十一 ケ町 

伏 水 1^ 三組 三十 ケ町 

伏 水 第 四 組 四十 ケ町 

伏 水 19 五 組 三十 五ケ 町 

伏 水 第 六 組 二十 八ケ町 

► 明治 十四 年 一 月 十四日 伏 見 15^ を 廢し紀 伊 郡に 併合し 1^ 域 名 稱を改 む 

紀伊郡 第五 組 元 伏 見 第 一 組  紀伊郡 節 六 組 元伏兑 第一 一組 

紀伊郡 第 七 組 元 伏 見 第三 組  紀伊郡 節 八 組 元 伏： nj- 第 四 組 

紀伊郡 第 九 組 元 伏 第五 組 紀町郡 第 十 組 元 伏 見 第 六 組 

► 明治 十四^ 十月 十九 日 組 名 を廢し 左記の 通 改稱す 

山村 町 外 三十 四ケ町 聯合  元 紀伊郡 第五 組 

京 町 南 八丁 目 外 五十 ケ町 聯合  元 紀伊郡 第 六 組 

京 町 北 七 丁目 外 二十 九ケ町 聯合  元 紀伊郡 第 七 組 


北 新 

南 蓮 池 

鳥居 崎 


東 町 外 三十 七ケ町 聯合 

南 濱町外 三十 四ケ町 聯合 

鍋 島 町 外 二十 七ケ町 聯合 


元 紀伊郡 第 八 組 

元 紀伊郡 第 九 組 

元 紀伊郡 第 十 組 


明治 十七 年 七月 十 一 日從 前の 名稱は 聯合 戶長役 勿 位置 變； 史に 依り 左記 改稱 す： 


直 遠 橋 三 丁目 三十. 四ケ町 聯合 

米屋 町 外 五十 ケ町 聯合 

新 町 六 丁目 外 二十 九ケ町 聯合 

東 菱屋町 外 三十 九ケ町 聯合 

南 濱町外 三十 四ケ町 聯合 

両替 町  一 丁目 外 二十 七ケ町 聯合 


元 山村 町 外 三十 四ケ町 聯合 

元 京 町 南 八丁  e: 外 五十 ケ町 聯合 

元 京 町 北 七 丁 EI 外 一 一十 九ケ町 聯合 

元 東 町 外 三十 九ケ町 聯合 

元 南 濱町外 三十 四ケ町 聯合 

元 鍋 島 町 外 三十 四ケ町 聯合 


► 明治 二十 二 年 五月 十 五日市 町村制 實 施の 際 伏 IJ^ 管內 左記 字 町 を 分割して 所屬 村へ 編入 

深 草 町 (深 草 村) 二十 八ケ町 (直 違撟三 丁目 外 三十 四ケ町 聯合) 


直 遠 橋片町 

直 遠 橋 四 丁目 

直-違 橋 九 丁目 

稻荷禝木^^町 

北 键屋町 


直 違 橋 南  一 丁目 

直 遠 橋 五丁目 

直 違 橋 十 丁目 

北 新 町 

南 蓮 池 町 


直 遠 橋 北  一 丁目 

直 違 橋 六 丁目 

直 逮橋十  一 丁目 

藤 森 玄蕃町 

北 蓮 池 町 


直 違 橋 二  丁  E 

直 遠 橋 七 丁 ほ 

稻荷 御前 町 

十九 軒 町 

七 瀨川町 


底遠梳 三： Jn 

直遠梳 八丁 = 

稻荷 中ノ町 

山お 

寺內町 


二 1 九 


ニニ 〇 


飯 食 町 極樂町 鳥 井崎 町 

向島 村 三ケ町 (両替 町 一 丁目 外 一 一十 七ケ町 聯合) 

向島橋詰 町 向島 中ノ町 向島 下ノ町 


維新 後の 町役人 


明治 初年より、 町村制 發 布に 至る までの 町役人 は 左の 如くで ある。 

亨大 年寄 及總 15£長 氏名 

任命 年月日 

明治 元年 十二月 二十 六日 

明治 元年 十二月 二十 六日 

同 

明治 五 年 六月 八日 

▼ 大 年寄 助役 及 總區長 助役 氏名 

任命 年 ほ 日 

明治 元年 十二月 二十 六日 

同 


退任 年月日 

明治 五 年 五月 四日 

明治 四 年 六月 七日 

同 


退任 ギ 月日 

明治 二 年 三月 十七 日 

同 


氏 

友 井 

立 本 


名 

文 助 

省 吾 


石 E 源お 衛 

村 上ボ兵 衛 

氏  名 

松 m 伍^ 衛 

大倉治 右衛門 


同 

同 . 

明治 二 年 八月 十四日 

同 

明治 四 年 六月 一 一十 五日 

明治 五 年 十 一 月 二十 二日 

明治 七 年 十月 八日 

▼ 中年 寄 及 副 年寄 區長及 副區長 氏名 

▽ 第ー區 (元 五番 組) 

中年 寄 lEi 長 

任命 年月日 

明治 元年 十二月 

明治 四 年 四 月 

朋治 K 年 九月： ；！1 


同 

明治 五六 月 八日 

明治 四 年 正月 二十 三日 

明治 七 年 十月 二日 

明治 五 年 二月 二十 七日 

明治 五 年 三 e:  二十 二日 死亡 

明治 五 年 一 月 二十 二日 

明治 七 年 四月 十九 日 


齋藤伊 丘ハ衛 

村 上 巿兵衛 

今 堀 露右衛 e: 

伊藤 長 左衛門 

奥 田 吉兵衛 

中井忠 兵 衛 

淸水 淸三郞 

今 堀 喜 右 衛門 

海老 池 太兵衛 


副 年寄 副區長 

氏 . 名  任命 年月日  氏 名 

今 村 長 造  明治 元年 十二月  松 村 善 右衛門 

松 付 善 右衛門  明治 四 年 四月  伊東 善五郞 

今 村長 造  明治 六 年 八月  大石 長兵衛 

ニニ 1 


▽ 第二 酉 (元 十五 番組) 

明治 元年 十 一 一月 

明治 四 年 八月 

明治 五 年 八月 

▽ 第 三 區 (元 四 番組) 

明治 元年 十一 ；月 

明治 二 年 八月 


武 村 宗 吉 

尾 崎 淸五郞 

大久保 次 郞右衛 i 

奥 田 吉兵衛 

宇 野 又 七 


► 四 151： 域に 變；6„ ^當 時の iHi: 長. 副區長 氏名 

0  長 

任命 年月日  氏  名 

明治 七 年 八月 十五 日 大久保 次 郞右衛 門 

► 聯合 戶長氏 名 

^^遠橋三丁目外三十四ケ町 (元 伏： 一  組) 


明治 七 年 六月 

明治 元年 十一 一月 

明治 四 年 八月 

明治 五 年 八月 

明治 一： 几 年 十二： ：！： 

明治 二 年 八月 

明治 六 年 九月 


副 iHil 長 

任命 年：：；： d 

明治 七 年 八月 十五 日 


松 井 ：个 右衛門 

尾崎淸 五郎 

大久保 次 郞.； ；： 衛 門 

山 ffl 源 左衛門 

宇 野乂七 

寺 內 市 右衛門 

万 保 利 丘ハ 衛 


氏 名 

宇 野乂七 


任命 年月日 

明治 十二 年 四月 十四日 

明治 十二 年 十 一 月 十八 日 

明治 十八 年 十 一 月 九日 


氏 名 

大久保 次郞 右衛門 

文 珠 四 郞兵衛 

今 村 這 之 助 


町村制 發布 以後 

明治 一 一十一 一年 四 月 一 日、 新たに 町村制 實 施せられ て兹に 從來の 山村 町 外 三十 四ケ町 聯合 戶長 役塲の 制度が 更改 

され、 現有 各 町 を總轄 せる 深 草 村役場 を 設置す るに 至った が、 此年福 稻村棱 木 橋 以北 は 京都市へ 編入され、 次で 

大正 七 年 14 び 十條通 以北の 地 を 市へ 編入され たので ある。 

而 して 町村制 實 施に 伴 ふ 最初の 村 會議艮 は 同年 四月 十九 日 一級、 翌 二十日 二級と 分ち 選擧 され、 同 二十日 1  吐ち 

に 村長 大久 保治郞 市、 助役 森 守 信の 兩 氏が 推擧 され、 茲に 自治 機關が 構成 を 遂げた のであった。 


▽ 歷代 町村 長 

當  選 

明治 二十 二 年 四月 二十日 

同 二十 三年 三月 日 


退  職 

明治 一 一十三 年 三月 一一； 十日 

同一 一十 五 年 十一 一月 十三 日 


氏  名 

大久保 治郞^ 

森  守 信 


同一 一十 五 年 十一 一月 十一 1: 日 

同 二十 七 年 八月 二十 五日 

同 二十 七 年 十 一 月 二十 八日 

同一 一十 八 年 一 月 七日 

同 三十 年 九月 十五 日 

同 三十 一 年 八月 十七 日 

同 三十 三年 八月 十 一 日 


田 

森 


同一 一十 七 年 八月 一 一十 五日 

同 二十 七 年 八月 二十 七日 

同 二十 七 年 十一月 二十 八日 

同 三十 年 九 ni: 十五 日 

同 三十 一年 七月 三十 一 日 

同 三十 一一； 年 七月 三十 一 日 

同 三十 三年 八月 一 一十 五日 

(森 氏 は 職務 管掌 を 命ぜられ、 村長 就任に 付 解職) 

同 三十 三年 八月 1 1 十日  同 三十 四 年 一 二月 一 一十 八日 

同 三十 四 年 六 n: 三日  同 三十 四 年 十 ni: 三十 一 日 

(熊 谷 氏 は 臨時 代理 を 命ぜられ、 村長 就任に 付 解職) 

同 三十 四 年 十月 十八 日  同 三十 七 年 四月 十九 日 

同 三十 七 年 五月 H 十日  同 三十 八 年 十  一 n: 九日 

同 三十 八 年 十一 一月 十五 日  同 四十 一 年 八 月 十八 日 

(今 邑氏は 疾病，  1 職し、 石 田 氏 は營幾 上 村內に 居住し 得ざる ため^^) 

同 四十 一年 八月 二十 九月  同 四十 一 年 八月 三十日  今 邑 


ニニ  W 

愛川 鉄. 郞 

大久保 治 郎^ 

小 西 七左衛 門 

尾 崎 潔 次 

村太吉 

村 小一 L 


今 

ム！ =r. 

石 


範 

永 


0 

0 

這 

次 


川 鉄次郎 

a 範 這 

W 吉左 衛 e: 


範 這 


(疾病の ため 當選辭 退) 

同 四十 一 年 十月 五日 

大正 元年 十月 二十 五日 

同 六 年 二月 十日 

同 十 年 五月 十三 日 

同 十四 年 九月 日 

昭和 三年 一 月 日 

▽ 歷代助 

明治 一 一十一 一年 四月 一 一十 日 

同一 一十三 年 四月 十四日 

同一 一十 五 年 五月 九日 

同一 一十 六 年 一 月 六日 

同一 一十 八 年 一 月 三十日 

同 三十 年 十月 一 一十 日 

同一 一； 士 一年 三月！ 一十 日 


大正 元年 十月 十二 日 

同 五 年 十 一 月 四日 . 

同 十 年 二月 九日  一 

同 十四 年 五月 十二 日 

昭和 二 年 九月 日  一 

同 六 年 三月 三十 一日 一 

明治 二十 三年 三月 日 一 

同 二十 五 年 五月 九日 一 

同一 一十 五 年 十一 一月 一 一十三 日 一 

同 二十 八 年 一月 三十日 _ 

同 三十 年 九月 十五 日 一 

同 三十 二 年 一月 十九 日 一 

同 三十 三年 三月 二十 九日 一 


靑山 和 造 

石 田 吉左衛 門 

愛川 金 二 

同 

石 E 吉左衛 門 

同 


森  守. 信 

遠山 純肇 

愛川 鉄 次 郞 

小 西 七 左衛門 

田 村太吉 

尼 崎 甚四郞 

武村 佐太郞 

ニニ 五 


同 三十 三年 四月 十 一 日 

同 三十 三年 九月 一 一十 一 日 

同 三十 四 年 十月 十八 日 

明治 三十 四 年 十一 一月 十四日 

同 三十 五 年 十一 一月 一 一十 六日 

同 三十 八 年 九月 五日 

同 三十 八 年 十一 一月 一 一十 五日 

同 四十 三年 五月 十八 日 

同 四十 四 年 十月 廿 五日 

大疋五 年 六月 一 一十 四日 

(村長 就任の ため 辭職) 

同 六 年 十月 一 日 

(大正 九 年 三月 一日 「章」 

同 十一 年 一月 日 

同 十五 年 十月 三十日 

昭和 六 年 二月 一 日 


同 三十 三年 八 月 十 一 日  石 田 吉左衛 門 

同 三十 四 年 五月 三十日  山 田 淸兵衛 

同 三十 五 年 十一月 二十四日 尾 崎 四郞 

明治 三十 八 年 十二月 十五 日 田 村 禹次郞 

同 三十 八 年 四月 十五 日  山 田 淸兵衛 

同 三十 八 年 十二月 二十 二日 石 田 士ロ 左衛門 

同 四十 二 年 二月 十五 日  愛川 金 二 

同 四十 四 年 七月 十八 日  松 井 孫 1^ パ 衛 

大正 四 年 十 一 月 六日  淸水 媒太郞 

同 六 年 二月 十日  愛川 金 二 

同 十 年 九月 三十日  芳 澤 喜 ；ー； 郎 

と 改名) 

同 十五 年 一 月日  芳澤  章 

昭和 五 年 十 m:  二十 九日  平 岡 作兵衛 

同 六 年 三！！^ 三十 一日  今 邑幹令 


(田 村 氏 は 有給 助役と して 就 住) 

▽ 町 衬 會 議 員 (本攔 は橫讀 みに せす 立て 讀 みに 配列せ り) 


選擧 年月日 

明治 廿ニ年 

四  月 

明治 廿五年 

. 四  月 

同 


返 職 年月日 

明治 廿五年 

三 月 

に 

明治 廿五年 

三  月 

明治^ 1 年 

三 月 

同 


氏 名 

田 中 長 左衛門 

森 守 宗 

寺 內計之 助 

今 邑 範 這 

大石 長兵衛 

田 村太吉 

宇地 井 源 助 

林戶 太三郞 

武村 佐太郞 

寺 內計之 助 

森 守 信 

田 中 長 左衛門 


選擧 年月日 

明治 廿 三年 

三 月 


退職 年月日 

明 冶廿ー 一年 

七 月 

明治 升 八 年 

四  月 

明治 廿五年 

三 月 

明治 廿八年 

五 月 


氏 名 

武 村 宗 吉 

大久保 治郞市 

松 村 小一 一； 郞 

小 西 七左衛 門 

北 野 六 之 助 

寺內 秀次郞 

宇 野 彌四郞 

久保 安之助 

山 E 淸兵衛 

久保 安之助 

久保 彌太郞 

尾 崎潔潘 


ニニ 八 


同 

明治 廿五年 

四  月 

明治 廿八年 

五  月 

明治^ 一  年 

三 月 

同 


同 

明治 卅 一 年 

三  月 

同 


同 

明治 卅四年 

五  月 

明治 卅七年 

三  月 

冋 


尾 

、 

尾 

久 


崎 潔 次 

村 佐太郞 

西 安次郎 

崎 甚四郞 

村 德次郞 

崎 潔 濯 

村 太 吉 

野 六 之 助 

內 七 郞兵衛 

井 治  一二 郞 

田 吉左衛 門 

中 長 左衛門 

保 彌太郞 

崎 甚四郞 

保 安之助 


同 

同 

明 冶 廿六年 

十 月 

• 同 

明治 卅 一 年 

三  月 

同 

明 冶 卅四年 

五 n 


同 


同 

同 

明治 卅 一 年 

三  月 

明治 廿八年 

五 月 


明治 卅丘年 

七 n::: 死) 


同 


4/  p  /IT 


松 村 小：： ■ 郞 

松 井 市 右衛門 

今 a 範 這 

愛川 鉄次郞 

寺 內 七 郞-. ^、衛 

尾 崎 潔 次 

大石長 ^ 衛 

小 四 七左衛 iZ 

松 村 小パ郞 

宇地 井 五兵衛 

松 ^  ^お 衛門 

片桐鶴 之 助 

愛川 鉄次郞 

中 村^ 次郎 

增 E お 右衛門 


同 同 五明 五明 九 明 同 同 
治 治 治 
四 世 州- 
十四 四 
月 年 月 年 月 年 


明治 卅四年 

九 月 

明治 卅四年 

五  月 

明治 卅四年 

九 月 

明治 卅七年 

一二  月 

同 


同 

同 


明治 卅七年 

三  月 

明治 卅四年 

七  月 

返 任 

明治 四十 三 

年 三 月 

明治 卅七年 

三  月 

明治 卅四年 

五 . 月 

明治 四十 一 一 

年 五月 (死) 

同 

同 


寺 本 甚兵衛 

^東 藤吉郞 

尾 崎 潔 次 

長 谷川 寘太郞 

增 田 宗 右衛門 

片桐鶴 之 助 

久保松 之 助 

寺 內 七 郞兵衛 

山 田淸兵 衛 

武村 房次郞 

小 寺 常次郞 

愛川 金 二 

靑山和 造 

石 村彌七 

松 村 小三郞 


明治 卅四年 

九  月 

明治 卅四年 

五  月 

明治 卅四年 

五  月 

明治 卅七年 

三  月 

同 


明治 卅八年 

四  月 

明治 卅四年 

五  月 


明： 四十 三 

年 三 月 

冋 

同 


明：^. E 卅七年 

三  月 

大正 一 一年 

四 月 

同 . 

同 


山 m 淸兵衛 

尾. 崎 潔. 濯 

柴田 含太郞 

石 田 吉左衛 e: 

小 西 小三郞 

E 村太吉 

大石 長兵衛 

西 村 松 之 助 

北 野 六 之 助 

上田 松 之 助 

西 村豊次 0 

加 膝 幸 助 


ニニ 九 


明 冶 四十 三 

年 三 月 

大正 二 年 

五 月 

同 


同 

同 

大正 五 年 十 

1 月 (死) 

大正 六 年 

五 月 

同 


同 

同 


淸 

增 

ゝ 

平 

靑 

淸 

伊 


水 楳太郞 

田 宗 右衛門 

野 藤次郞 

保 安之助 

邑 範 這 

良 造 

寺 常次郎 

岡 佐太郞 

山 和 造 

川 金 二 

井伊 三郞 

村 豊次郞 

水 楳太郞 

東 藤吉郞 


二三 〇 


同 

同 

大£" 

五 

卩 

同 

同 


月 


中 

石 

林 


井 末次郞 

村 丈 右衛門 

合 ^ 三 郞 

井 平 右衛門 

田な 太郞 

崎 潔 次 

m  .f; 口 左衛門 

村 小 三 郞 

保 ぶ： 三 郎 

村太吉 

村 丈右衛 e: 

戶 德次郞 

崎 治郎吉 


明治 四十 三 

年 三 月 

大正 二 年 

五 月 

同 


同 五大 一大 同 同 一大 五大 同 同 

Jh     TL  正正 

ふ -f"*  七 山 

月 年月 年  月 年月 年 


同 同 同 同 同 五大 一大 同 
正 正 
六 七 
月 年 月 年 


同 

大正 4. 年 

四 月 

大正 十 年 

四月 (補： M) 

同 

大正 十 年 

四月 (補 缺) 

同 

大正 六 年 

八月 (辭 職) 

同 

大正 九 年 

十二月 

同 

大正 十四 年 

四  月 


松 井 平 右衛門 

增 田 宗 右衛門 

松 井 平 右衛門 

林戶 德次郞 

西 村 丈 右衛門 

平 岡 佐太郞 

石 田 吉左衛 門 

今 邑幹令 

久 保 喜 三 郞 

淸水 樑太郞 

西 村 松 之 助 

長 谷川 雾三郞 

芳 澤 喜 三 郞 

長 谷川 幸次郞 

奥 田 淺太郞 

松 井 市太郞 


同 

大正 十 年 

四 月 

大正 六 年 

九月 (辭 職) 

大正 十 年 

四 月 

大正 六 年 

八月 (^職) 

大 一.^ 十 年 

四月 (拙 缺) 

同 

大正 十 年 

四月 (袖 缺) 

同 

大正 十 年 

四 月 

同 


河 

靑 

愛 


/ 

田 

石 


合 伊 三 郞 

山 和 造 

村 豐次郞 

東 藤吉郞 

川 金 二 

良 造 

崎 治郞吉 

西 小三郞 

村太吉 

松 之 助 

井 孫太郞 

野末 吉 

井 末次郞 

藤幸肪 

藤 吉 之 助 

田 吉左衛 門 


二三 


同 

大正 六 年 

五 月 

大正 十 年 

五 月 


同 

大正 六 年 

五 月 

大正 六 年 

五 月 

大正 六 年 

五 月 

同 


同  同  愛川 金 二 

同  同  今 邑幹令 

同  同  芳澤章 

同  同  青山 和 造 

同  同  西 村 松 之 助 

.同  同  杖 野末 吉 

同  同  平 田 鹤之助 

同  同  高木 庄左衛 門 

同  同  寺 石 瀧次郞 

同  同 、尾 崎 彥四郞 

同  同  木 村長 兵衛 

同  同  . 久 保  元 

同  同  大久保 孝 三 

同  同  林 長治郞 

同  同  今邑 轮 令 


二三 二 

同  同  川 崎 治郞吉 

同  同  長 ハ介川 幸次郞 

同  m:  伊東 膝告 0 

同  同  中 井新 f?c 郞 

同  同  久保元 

同  同  田 中^ 吉 

同  同  藪 良^ 

同  同  两 忖茂吉 

同  11：  河 合 a- 三 郞 

同  同  中 井 末次郎 

大正 十四 年 昭和 四 年  J,,,^  C  e.^^wM. 

五 月 四 お 高木 注 4f  r 

同  同  杖 野末 吉 

同  同  長 (介 川 幸次郞 

同  ^  平 岡 作 兵 衛 


f 司 同 同 同 同 同 同 同五昭 f^j 同 同 同冋同 冋 

禾 U 

四 
月 年 


同 

昭和 六 年 

三 月 

IF 

同 


林 

淸 

杖 

久 


戶 德次郞 

良 造 

川 金 二 

m 吉左衛 e: 

本 幸次郞 

村 豊 次 郞 

水 楳太郞 

田 吉左衛 門 

村 豊 次 郞 

邑 轮 令 

石 和三郞 

保 源 之 助 

本 丈 之 助 

野末 吉 

田  竹 

保 元 


同 

同 


同 

rnr 

同 

rnr 

同 


T ブ 

靑 

奥 

西 

吉 

梁 


澤 章 

崎 治郞吉 

山和迭 

西 龜次郞 

m 徳次郞 

m  三郞 

村茂吉 

m 德次郞 

村秀求 

仲 久三郞 

お 川 岩 松 

山 膨次郞 

m 久次郞 

川 金 二 

川 正太郞 

四^ 次郞 


二三 四 

同  同  小 西 卷三郞  同  同  大久保 孝 三 

同  同  高木 健 次  ^  同  .e- 石^ 次郞 

同  同  古川 長 太郞  . 同  同  岡 本 幸次郞 

± 地と 生 度の 現勢 

昭和 六 年^に 於け る 民 友地總 反^ は、 有 租地五 四 四 町 七 反 (內 徴收 免除 一一： 五町 九 反)、 免租地 二 九 町 九 反であって 

此有租 地に 於け る 地目^ 集計 を擧 ぐれば  . 

▽ 田 一〇 八、 六 反 ▽ 畑 二三 七、 六 反 ▽ 宅地 九 〇、 八 反 ▽ 池沼 一反 ▽ 山林 一 〇 六、 四 反 ▽ 原野 一、 二 反 ▽ 合 

計-^；-四四、 七 段 

であり、 次に 免租地に 於け る 種類で は マ舉 校 敷地 一 町 I 一反 ▽^ii! 地 五町 六 反 ▽ 用惡 水路 八 反 ▽ 溜池 七 町 七 反 

塘 一 反 ▽ 軌道 用地 五町 ▽ 隔離 病 舍 敷地 一 反 ▽ 射 耀ぉ& 敷地 四 反 マ鐵 道 用地 一 町 vil 河川 地 八 町 ▽ 合計 一 ； 十九 町 九 反 

である。 

更に 耕地 面積の 現狀 では 

一毛作 田  二毛作 m  畑 

自作 地  一 一九 反  一 一 一 五 反  九 八 七 反 

小作 地  〇  六 四 〇  一 二 六 六 

き 計  二 九  七 六 五  ニニ 五三 


次 に 公私 有 林野 面積 の現狀 では 


▽ 立 木地 

針 薬 樹林 

^葉 樹林 

針澗 混合 

竹 林 


落 部 有 

五 反 

〇 


寺院 有 

九 反 

三 


〇 


、私 有 

六 五六 反 

八 三 

二 一 〇 

一 四 六 

七 八 


▽ 無 立 木地 

即ち 立 木地 は 部落 有に 於て 一 1 反、 寺 K 有に 於て 二三 反、 私有に 於て 一 〇 九 五 反 であり、 無 立 木地 は 部落 有、 寺 

院 有に はなく 私有に 於て 七 八 反 ある 譯 である。 

次に 昭和 六 年 調 资の舉 區內に 於け る 農産物、 畜産 物、 林産物、 鑛產 物、 工業 物を擧 ぐれば . 

▽ 先 づ農產 物に 於て 


米  六 八 三 反  一 、 六 八 〇 石 

麥  三 二八  三 一六 

食用 産物 五六 

蔬菜 花卉 11 

,D> 性質 上 農 物 なれ ど 工業 物と 觀ら るべき 製茶に 於て は 

製茶  二、 七 八四赏  三 四 

玉 露  一、 四 二 〇  二て 

煎 茶  八 四 四  六、 

番茶  一 〇〇 

.0  ^  四 二 〇  六" 


內 へ 


三 〇_ 


一 六 七 _ 

四 〇 ニ圓 

三 〇〇 

七 五一 一 

五 〇 

三 〇〇 


一 一四 〇 圓 

九 八 二 

四 六 五 

五 七 四 


二三 六 

兹に農 物の 生產數 量に 就て 現勢と 比較 對 照し 輿 味 ある は 明治 4. 年 前後の 生 yi- 数 ：：-=.• であると 忍 ふ、 即ち の總代 

より 夫々 横 村知蔡 へ 報吿 せる 數字は 

► 明治 十三 年 一二 月 第一 組 深^ 村 總代小 西 七！；： 衛 門 氏より 知^へ の 報告に ▽ 米 一 一千？ ： 卜 九.，；： 八.：.' (平^ 出 

來高) 7麥 九 一白 一 一十 石 ▽ 茱種 一；： 十お 一  萬八千^:;、^>蕃寂四千五百^:;1>獨ぉー 一 百 六十 五 UI> 桃 ニ禹千 五 

百 简！> 梨 三 萬 二 千 二百 ®v 柿 八 一 SI 二 千 筒 ▽ 此 農業 (男) 百 十七 戶 (女) ；：： 戶、 賦 金な 九 T-;  :w 五十 S: 錢 ( 

内、 國税 四十 八圓、 府税 百 四 卜 四 圆五拾 s: 錢) 。 

► 明治 八 年に 調査し 大龜ハ <： 村 総代 松 井^ 造 氏より 知事への 報告に ▽ 米 一 下  一 ：^；：ヮ麥 七 卜^ 石 vlw  一  ffi: 九で 

八： 白目 A 薩摩宇 五 千 JMV 獨活六 千：；： 百 買 ▽ 桃 一 萬 一 一 百 筒 ▽ 梨 三 萬 k3_M:D>w 九 一 2 三千 梅 ぼ 石 1>ぷ，" 桃 六.； S 

此農業 (男) 二十 四戶 (女) ナシ、 貢 机 四十 五 錢五厘 (內、 1： 稅拾六 錢、 ^稅ニ 拾 九錢丑 M) 

► 明： m 拾 五 年 十 一 月、 幅稻村戶長^^野守信氏ょり知事へ の報吿に1>米八ぼ九十七石^麥九卜五.，；：五.^〉菜 

種 四十 一 一石 四 斗 ▽ 茄子 一 一千 四 卜^ ▽ 大根 一 萬 四百 貫 ▽ 蕪四百 八十 貫 ▽ 干 藍 五 百 二十 ^:3:D> 水菜；；； 千^ ヮ此！；^ 

+  m  (與) 五十二 戶 (女) ナシ、 赋金五 拾八圆 三十 錢 (內， 國 稅六圓 五十 錢、 府稅五 卜 一 问七 卜；. -錢) 0 

► 更に 明治 八 年調资 の伏兑 第 一 區 (谷 口町 外 五 拾 五ケ 町) に 於け る 農工 其 他 一 般生ャ ぼ 物の 數ぉ； は 左の 如く 

であるが、 此 種目 を 眺める 時、 現在 旣に其 生產を 失へ る もの あり 地方 的に 職業の 推移 窺 ひ 知る 事が 出来 

ると m しふ 

大根 一 禹五千 七 百 八十 四 贯八百 目 味 美俗-一城 山 大根 ト稱 ス、 靑 椒六百 二十 九 貫目 品 良 下 1:1:、 椒 a!  二 石 


五斗 八 夭、 宛 豆 三百 茛目、 刀 鞘 豆 百 九十 五赏 目、 孟宗苟 四百 九十 八 F 、目、 品位 中等 下 同、 梨 子 五 萬 六 千 二 

百顆、 柿 子 九 千 八 百顆、 當歸 二百 四十 贯目、 製茶 八 千 六 百 三十 斤、 刻 煙草 百 四十 四 寅 目、 鶏 三 ぼ 七 卜 七 羽 

鶏蛋 三千 三百 三十 九 個、 哂 木綿 六 萬 九 千 五十 反、 塵紙 千 百 八十 五 束、 錫 范押紙 十二 萬 枚、 鍬 二百 十 柄、 

薄 5 二百 枚、 鋸 七 千 五 百 七十 七 枚、 鉋 一 萬 一 一千 百牧、 剃刀 一 一千 三百 枚、 土製 火鉢 千 六 百 三十 個、 ！：！： 火 鱸 千 

百 五十 個、 同 三 德八百 五十 個、 土器 三千 枚、 燒瓦 一 萬 一 一千 九 百 枚、 竹 籠 千 四百 四十 個、 I!i:|t き 一 萬 五 千 柄、 

同 皮 笠 千 個、 同 扇： 1 萬 四千 枚、 同 彫 七 百 五十 個、 杉 盥桶類 千 八 百 八十 五 個、 同 箱 類 三 萬 二 千 六 fQ 九十 二 

個、 同 燈明臺 三千 八 kn 十 個、 同 屋根板 八百餘 束、 椋ノ棒 四百 條、 輕 板 鍬 六 千 柄、 桐 下駄 五 千 九； a 足 Kf. 繩； i 

五 百條、 眞纖服 鏡 廓 四千 八 百 個、 栂子隱 子 一 萬 二 千 個、 牛 骨 緖ダ四 萬 六 千 個、 同 ii 七 萬 二 千四ぱ 股、 土偶 

人類 二 萬 九 千 九 百 五十 個、 

► 昭和 六 年度 調资の 農產物 以外に 於け る生產 種目と 其價 格に 於て は 

▽ 畜産 物 1. 牛、 九 八 〇 膨、 豚 、ニー  八 圓^ 牛乳、 一 1 r 四 八 〇圆マ鶏 一七、 二八 一 圓1> 馬 i-s 薬、 四、 

〇〇〇 画 

▽ 林産物 11 林野 伐採、 一 四 六 圓1>  林野 産物、 五六、 六 二 一圓 

▽ 鑛產物 ！ 石材 土石、 五、 三 〇 八圓 

▽  H 業物 11 襲 製品、 一、 二 四 八 圓0罐 詰、 二 九 二、 八 六七圓 ▽ 綿織物、 二 〇〇11マ染 物 V、K 金) 、 三 六 

〇、 九 一 八圓 ▽ 帽子、 一 五 〇圓1> 陶磁器、 一 五、 五 0〇圆1> 瓦 及 土管、 一 、 六 〇〇圓7 皮革 製：： i、 四 一 、 

三 二 七 


二三 六 

兹に §1^1^ 物の 生產數 量に 就て 現勢と 比較 對 照し 舆味 ある は 明治 十 年 前後の 生 ー數： であると 忍 ふ、 即ち の總代 

より 夫 々 横 村 知事 へ 報告せ る 數字は 

► 明治 十三 年 三月 第一 組 深 草 村 總代小 西 七 右衛 e: 氏より 知^への 報告に ▽ 米 一 一千 百ー ： 卜 九 石 八 斗 (平ハ4^.出 

來高) 1>麥 九 百 一 一十 石 ▽ 茱種百 三十お vtw 一  萬 八千^ vf 叔 四千 五 百 F、v 獨沾ー 一 百 六十 五赏 vgl  一 i^r 五 

kn^v 梨 三 萬 二 千 二百 歸> 柿八禹 一： 千 筒 ▽ 此 農業 (ER) 百 十七 戶 (女) ；：； 戶、 賦 金な 九 .r;:w 五十 g: 錢 ( 

內、 國稅 四十 八圓、 府稅百 四 卜 四 圆五拾 g: 錢) 。 

► 明治 八 年に 調査し 大龜ハ < ：村總 代 松 井 市 造 氏より 知事への 報告に ▽ 米 一 T 一  石 一:>麥 七.；' 一;-, お 一  九 r 

八： 白目 A 薩摩宇 五 千 JMV 獨活六 千：；： klftv 桃 一 萬 一 一 百 筒 ▽ 梨 三 萬 S1V 沛 九ず：： 三千 梅 ぼ 石 ▽ や 桃 六.； W 

简〉此 農 衆 (男) 二十 四戶 (女) ナシ、 貢租 四十 五 錢五厘 (內、 1： 稅^ 六錢、 -时稅 二 拾 九錢： AM.) 

► 明：！ H 拾 五 年 十 一 月、 幅 稻村戶 長 曾 野 守 信 氏より 知事への 報告に ▽ 米 八；：： 九十 七 石 〉麥 九 卜 五 •，；： 五 や ▽ 菜 

種四士 一石 四 斗 ▽ 茄子 一 一千 四十^ ▽ 大根 一 萬 四百 貫 ▽ 蕪四百 八十 貫 ▽ 干 藍 五 百 二 卜 水菜-:: 千 此 i;^ 

. 業 (男) 五十二 戶 (女) ナシ、 賦金五 拾八圓 三十 錢 (內， 國 稅六圓 五十 錢、 府稅五 卜  一 M 七 卜 五錢) 0 

► 更に 明治 八 年 調 杏の 伏兑第 一 區 (谷 口町 外 五 拾 五ケ 町) に 於け る 農工 其 他 一 般生 _ ゆ. 物の 數： V： は 左の.^ く 

であるが、 此 種目 を 眺める 時、 现在旣 に 其 生産 を 失へ る もの あり 地方 的に 職 戴の 推移 を窥ひ 知る 事が 出來 

ると ふ 

大根 一 禹五千 七 百 八十 四 貫、 八 百 目 味 美俗-一城 山 大根 ト稱 ス、 靑 蕃椒 六 百 二十 九赏目 品 C2{ 下 1:1:、 椒粉ニ 石 


五斗 八 升 宛 豆 三百 筲目、 刀 鞘 豆 百 九十 五贳 目、 孟宗苟 四百 九十 八 5:;、 目、 品位 中等 下 同、 梨 子 五 萬 六 千 二 

百顆、 柿 子 九 千 八 百颗、 當歸 二百 四十 貫目、 製茶 八 千 六 百 三十 斤、 刻 煙草 百 四十 目、 鷄三ぱ 七 ト七羽 

鶴蛋 三千 三百 三十 九 個、 晒木綿 六 萬 九 千 五十 反、 塵紙 千 百 八十 五 束、 錫 范押紙 十二 萬 枚、 鍬 二百 十抦、 

薄^ 三百 枚、 鋸 七 千 五 百 七十 七 枚、 鉋 一 萬 二 千 百 枚、 剃刀 二 千 三百 枚、 土製 火鉢 千 六 百 三十 個、 ：：！： 火 鱸 千 

百 五十 個、 同 三 德八百 五十 個、 土器 三千 枚、 燒瓦 一 萬 一 一千 九 百 枚、 竹 籠 千 四百 四十 個、 I^tw 一  萬 五 千 柄、 

同 皮 笠 千 個、 同 扇 #1 萬 四千 枚、 同 彫 七 百 五十 個、 杉 盥桶類 千 八 百 八十 五 個、 同 箱 類 三 萬 二 千 六 fa 九十 二 

個、 同 燈明臺 三千 八 kn 十 個、 同 屋根板 八百餘 束、 椋ノ棒 四百 條、 樫 板 鍬 六 千 柄、 桐 下駄 五 千 九； a 足 i 宁繩； i 

五 百條， 眞鐘 眼鏡 廓 四千 八 百 個、 栂子墜 子 一 萬 二 千 個、 牛 骨 緖ダ四 萬 六 千倾、 冋 ii 七 萬 二 千 四な 股、 土偶 

人類 二 萬 九 千 九 百 五十 侗、 

► 昭和 六 年度 調 杏の 農産物 以外に 於け る生產 種目と 其價 格に 於て は 

▽ 畜產物 11 牛、 九 八 〇• 圓、 豚、 二 一 八 圓〉 牛乳、 一 1 一、 四 八 〇圆1> 鷄 一七、 二八 一 圓1>  馬 薬、 四、 

〇〇〇 週 

▽ 林産物 11 林野 伐採、 一 四 六 圓1> 林野 産物、 五六、 六 二 一圓 

▽ 鱭產物 ！ 石材 土石、 五、 三 ◦ 八圓 

▽  H 業物 11 藁 製品、 一、 二 四 八 圓〉罐 詰、 二 九 二、 八 六 七 圓1> 綿織物、 二 〇〇111>染 物 (JH 金) 、 三 六 

〇、 九 一 八 圓1> 帽子、 一 五 。圓〉 陶磁器、 一 五、 五 0〇圆^ 瓦 及 土管、 一 、 六 〇〇圓7 皮革 製" i、 四 一 、 

二三 七 


二三 八 

五 五 〇圓1> 木製品、 三 八、 〇 四 五 圆ヮ 竹製 品、 一、 九 六 五 圓ヮ 綿糸^ 鎮、 八 八 一、 六 七 六 II …和紙、 二、 

八 八 〇圓1> 煉瓦、 一〇、 一 二八 Ilv 被服 絕綿 九、 九 六ニ圓 ▽ 電氣及 瓦斯 機具 材料、 ニニ、 五 〇〇^0 金^ 

製品、 三 七 四、 二、  二 一圓 ▽ 彫刻 玉石 細工、 三 六、 七 二 〇圓マ 石 土 製品、 四 一四、 四 二 九 脚 ▽ 旭 物^、 三 

五九圓 ▽ 印刷 製本、 ニー、 三 〇 五 圓マ 文 具 類、 三 二 七 圓7 表装 類、 五- 一七 四 紙製品、 一、G〇0^ 

▽ 祝 祭具、 六 〇〇圓ヮ 寶藥及 淸凉飮 料、 八、 五 〇〇圓> 飮食雜 類、 二、 九 二 〇圓7 車輛、 三 六 〇 圓。 

會社及 支店 所在地 

► 銀 行 

川 崎 第 百 銀行 稻荷 支店 (稻荷 中 之 町) 

ザ會 社 

1 、 松 田 商事 株式 會社 (複木 橋 町) 

1 、 合資 會社仁 張 工務 所 (一ノ坪 町) 

一 、 林 材木 店 (野手 町) 

一 ， 合資 會社近 善 商店 (直 遠 橋 南 一 丁目) 

一 、 合 名 會社林 又 商店 (直 違 橋 九 丁目) 

1 、 農林 蔬 株式 會社 (直 違 橋 九 丁目) 


1 、 芳澤 土地 建物 合資 會社 (北 新 町)  " 

1 、 合 名 會社南 商店 (西 ノ內 町)  一 

1 、 吉河 合資 會社 (直 遠 橋 南 一 丁目).  一 

1 、 深 草 製 針 所 (綿 森 町)  ； 

1 、 合資 會社 朝日 織物 製作所 (野手 町)  _ 

1 、 株式 舎 社 京華 洋行 (直 違 橋 南  一 丁目)  j 

1 、 株式 會社竹 中罐詰 製造所 (北 新 町)  一 

1 、 日本 研磨 砥石 株式 會社 (中ノ 島 町)  i 

1 、 京都 工業 合 资會社 (上 横繩 町)  一 

1 、 稻荷 自動車 株式 會社 (稻荷 御前 町)  一 

一 、 合資 會社黑 川 友 染ェ楊 (西 川原 町)  一 

一 、 合資 會社 中央 染ェ锡 (下 横繩 町) 

1 ， 合資 會社三 福 (開 土 町)  一 

1 、 合資 會社北 村 石材 店 (直 違 橋 八丁 目)  一 

1 、 合 资會社 三 大寺藥 局 (慮 違 橋 二 丁目)  , 

1 、 玉鍵屋 (稻荷 御前 町) 

二三. 


二 四 〇 

一 、 稻荷 合同 運ぎ 株式 會社 (禝木 橋 町) 

1 、 丸コ畑 商店 (北 新 町) 

1 、 合 名 會社深 礎 商店 (加 賀屋 町)  ， 

1 、 合 名 會社河 幸 商店 (北 鍵 尾 町)  、 

市 編入 問題の 去就 

昭和 六 年、 京都^ 隣接 市町村 編入に 就き 佐 上 知事が 關係 編入 市町村 へ 發した諮問は可成り紛糾し^^3?に滿足な 

答申が 得られぬ 雲 行に なった 處 から、 知事 以下 部長 及び 關係 課長 は 此等巿 町村 當局 を！ -訪 して 嚇 しつ.；：；：： めつ 說得 

に 頗る 努 むる 處 あり、 最後に は內務 省の 次 田地 方 局長 迄が 編 人 反 對の强 硬な 主張 をな す a 治 體へ乘 出し. お： を 求 

むる 處 あった。 而し て此 時に 於け る 深 草 町長 石 田 氏 は 次 田 局長 へ 對し佐 上 知： へ 述べた ると 同様の 反對！ -出 を以 

て 陳情す る處 あつたが、 其 要旨 は 

京都市が 編入 案に 直面し 現在に 至る も 尙ほ擧 制度 を 魔 止せない は 奇怪で ある。 此等 は^に 誠な のない： Ei; 

を 表明す る もので、 現 狀の儘 深 草 町が 京都市へ 編入 せんか 初等 敎育 上に 重大な 不利 を 忍ばねば ならぬ。 ： は 

に 強制 編入 は 地方自治 體 の携亂 である、 

と 云 ふので あった。 更に 深 草町會 では 本 問題 を愼 重に 考慮す る 必要 上から 全識員 を 四 班に 分ち、 名 古 2:1、 大阪、 

神戶、 京都の 四 都市へ 出； ぬし、 旣に 編入な 斷 行した 各 町村に 就き その 資狀を 調 水 几した が、 此 參考资 料に 徴 する も 


編入され た 地域 は 多く 惠 まれて 居らす、 單に深 草、 京都の 經費負 擔を對 照した 丈け でも 

京都市 は 家屋 一 坪當り 十一 ー錢八 厘， 家屋 稅個數 一 個に 對 する 歩合 は三錢 一 一 厘で あるに 對し、 深 草 町 (五 年 

度 豫算額 十一 一 萬 四千 八 百 三十 四 圓) は 家屋 一 坪 當り八 錢八厘 六 糸 (家屋 坪數 十四 萬 一 千 七： & 六十 坪 一 一 合) 

家屋 課 稅個數 一 個に 對 する 歩合 は 一 ー錢 1 1 厘 一 糸 (課 稅個數 五十六 萬 七 千 四十 八) で、 深^ 町 は 京都市より 

家屋 一 坪當 りで 四錢 安、 家屋 課稅個 數に對 する 歩合 は 一 錢安、 

であり、 斯 かる 不利 を 忍んで 迄 編入すべき 理由 を發 見せない と、 議員 を 擧げて 反 對の腰 は 確かな ものが あった。 

之れ に對應 して 紀伊郡 全體の 意嚮 は 吉祥 院、 上 鳥 羽 兩村を 除外し 强 硬な 反 對說 であり、 若し 竹 s、 深 草 を 除き 

他の 接 鑌地各 村 を 强制編 人す る塲合 は、 深 草、 竹田兩 村が 合 體し新 市の 建設に 猛進し 以て 負 擔の輕 きに 就かう と 

の 理事 者 同志の 談合 も 成立した のであった。 而 して 他方 伏 見 市の 本 問題に 對 する 態度 も、 同樣に 大勢 は 反 對に倾 

い て 居り、 更に 向島 村の 如き は 議員の 反對 結束 を 監守し 援助す る 意味から 村民 の 名で 本 問题の 調査 委 a を擧 

げ、 上田 村長に 反對 陳情書 を 突 付けて 猛 運動 を 起した 處 から、 佐 上 知事 は 焦慮して- iim 內務 部長、 中 村 事務官 を 

帶 同して 訪れ、 反對 代表 村民 九十 名と 村役場に 會 見し 說得 頗る 努めた が 容易に 緩和され す、 知 $1- の歸 つた 後で 依 

然雲 行が 險惡 なた め 再び 反對猛 運動 を 起すべき を 申合せた のであった。 

斯うした 時、 深 草 側で は 向島 村の 此强 硬な 態度よりも 寧ろ 伏 s-j^ の 態度に 期待す る處が 多かった ので ある。 そ 

れは伏 見 市が 若し 編入に 傾けば 京 伏の 中間に 介在す る 深 草と して は 到底 强制 編入 は 免れす と觀 じたから である。 

艰 せる 哉、 伏 見市會 議員の 一部 は 知事の 諮問に 對 する 答申 附議 市會を 開く 前 { 竹から 警察 51^ 長の 活動と なり、 核々 
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敬 一： 察 著へ 招かる. - あり、 歸來 俄かに 反 對の氣 勢が 鈍って 編入 贊成 側が 過半 數を 制する に 至り、 逮に： 决の 結果 は 

會 場に 臨める 知事の 微笑 を 以て 迎 へられる に 至った ので ある。 されば 大勢 旣に 定まり 深 町 も 策 全く？ =1^1 き、 1^ に 

向島 其 他 の 各 村と 共に 大勢 順應 を餘義 なく された のであった。. 

水道と 疏水の 恩 惠 

深 草地 域 を縱斷 して 丹 下 ダムより 伏 見 堀 詰に 至る 疏水 は、 琵琶湖に 取水せ る i: 小 都市 疏水の^ 1 期ェ j^r に 作 ふ も 

のであって、 北 垣 知事に は 

山河 襟帶 £11 然の 城た る を 誇る 京都 も 徒らに 舊習を 疆 守す るので は 益.. - 萎微衰 類す る、 將來の 都^の 盛衰 は 

1 に懸 つて 商工業の 發達 如何に ある を覺 らば、 此際 一大 英斷を 以て 工業の 發途を 促進すべく 疏水 rag- をせ 

ねばなる まい 

との 抱負が あり 是れ を實 現せ しむべく 巿當局 を 說き起 H せしめた ものである。 從 つて 其 第一 期 HM- の梭成 は、 史 

に 延長して 伏 見に 至り 淀川と 紫く 時， 兹に 北陸の 物貨 が長濱 より 舟稹の 儘で 大阪へ 運輸す るの 利便が 生す る もの 

で、 敦賀 港より 鐵 道を藉 りての み 運送せ し 物貨が 疏水 沿道の 企業 を も 刺戟す る こと は 地方 魔 業 上^すべき^ だと 

云 ふに あった。 而 して 此 疏水 開 鑿 は 深 草に 於け る 農耕 地に も 非常な 恩惠 となり、 從來 「深 草の 田 倍れ」 と稱 せら 

れた 程に 耕作地 は 羊 践に惱 まされた ので あるが、 疏水 開鑿 後 は自. 5 に满慨 用水 を 得られ、 疏水 以西に 於て は醬： 秘 

疑 ひなき 良 W を 生す るに 至った ので ある。 


此 工事 は 一 一十 五六 兩 年度 繼績 事業と して 豫算十 一 1 萬 一 千 三百 一 一十 八 圓餘を 投じ、 深 草の 福稻に 水路 務所を 置 

き 工事 を督 して 同一 一十 八 年 三月 末 竣功した が、 七條 以南 丹 下 溜に 至る 第 四 ェ展の 距離 一 一千 九 百 六十 一 一間の 收用土 

地に は 田畑の 遣れ 地 も 可成り 多 いが 水利 上から 農耕 地の 甦生せ る を 見れば 深 草と して は惠 まれた ェ惠 とせねば な 

らぬ. - 

次に 現在の 伏兑區 地內に 於て 率先 水道 布 設の計 劃を爲 せる は 深 草で ある。 之れ に 倣 ふて 桃 山が 計 劃し、 伏 見 も 

亦 京都市 編 人前に 獨立 水源 池に よる 給水 計 割 を 立案した ので あつたが、 土地の 西 半 部 は 地 殼の自 作用に よる 深 

歷湧 出水が 豊富に 得らる i 關 係から 餘り 乘り氣 になら す、 結局 黄え 切らぬ 儘で 編入し 現在に 及んで ゐる。 卽ち深 

草 は曩年 消化器 性傳染 病の 績發に 恐 惶を來 した ことがあり、 是 れを豫 防す るに は 井戸水 を 使^しての 水 i^g の 快感 

に 浸る 目先 經濟 に囚 はれす、 先づ 健康 水 を 得ねば ならぬ て ふ 自覺 から 上水道 敷設 を 計 劃し、 昭和 四 年 二月 二十 七 

日の 町會に 之れ が 建設 資金 充當 のた め 拾萬圓 起債 (年利 六 分 五 厘 以內) の 件 を 附議し、 此起债 額 は 上水道 使 川 料 

其 他 一 般歳人 を 以て 償還 財源と する 事 を可决 したので あった。 

期くて 第一 次 敷設 計 劃に 於て は禝木 橋より 直 違 橋 三 丁目 迄 を 六 吋 管、 それ 以南 を 四 吋、 西 折して 飯 食 町より 營 

所 道に 出て、 瓦斯 管 代用に て 墨染に 達し 一 方 極樂寺 町より 分岐せ る もの は 省線 鐵路の 西側 を 南下して 西 出 一 帶を 

迂回せ る もので あり、 此 水道 組合の 事業 を鑭 承して 更に 第二次 擴張 工事 を 起し、 此 建設 及び 買 收豫算 十六 與 一 千 

五 百 五十 九 圓を巿 編入 直前の 昭和 六 年 三月 末日に 可决 した 事 は、 起債 償 C ぽ額を 市へ 轉 嫁せ しむる もので あり 鮮ゃ 

かな 理事 者の 手腕と 稱 さねば ならぬ。 
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惟 ふに 市 編入 問題に 當 面しての 深 草の 立場 を考 ふる 時 は、 第一 に 負擔關 係を詳 知す る 必要 あり、 その^だ f 利 

なる 事實は 理事 者 及び 議員の 一鬼 集せ る 資料に よりて 明白で あるが 故に、 編入 は 大勢に 於て 餘^ なしと すれば 比に S 

入 直前の 决議を 以て 計 劃 事業に 要する 費 額 を 起債に 仰ぎ、 その 償還 額を轉 嫁す る は 或 意味に 於て 利益 を 町民へ 奪 

還す る もので あり. 脆く も 大勢に 順應 する もの へ の 當然の 報酬と せねば なるまい。 

今や 此事實 は 京都市の 誠意 を 以て 迎 ふる 處 となり、 承繼 せる 處の 配水管 

▽ 二 五 四 粍が 一 五 四 一 米 ▽ 一  五 二 粍が 七 五 四 四 米 ▽ 一  二 七 粍が 一 八 四 九 米 ▽ 1 〇 ニ^が 四 六 四 八 米 ▽ 八 九 

粍が 九 一 八 米 ▽ 七 六 粍が 八 六 四 三 米 

以上の延長は昭和六年度末に於て完全に給水ェ^^な終り、 住 は 一般に その 恩惠に 浴して W るので ある。 

師闥 用地の 賈收 

第 十六 師圑は 明治 四十 一年 三月より 各所 屬兵營 其 他の 起工 あり、 十月に 竣成、 師關 司令部 は 十 一 月 一 日 を 以て 

假 駐屯所より 移轉、 各隊も それ - 移 轉し來 つたので あるが、 之れ より 先、 一： 十六 聯隊の 設？ はあり、 明治 二 拾 

九 年に 練兵場 用地 を 物色して 萬疊 敷に 長 山 御 林 を 加へ た 約 五 萬 坪 を 買收 する に內 おし、 土地 所お おの 思惑 を 怖れ 

て當 時の 村長 尾 崎 潔 次 氏 は 郡長 荒 井 公木 氏 其 他 吏員と 倶に 夜陰 窃かに 提灯 をつ け實 測した ことが 遂に 所有^ 側の 

知る 處 となり、 土地 收 用法 を騎 して 耕地 買 收を瞞 し 打ちに 行 ふ 如き あれば 我等の 生活 は 脅かされ ると 村民 は 西岸 

寺に 集合し 酒樽の 鏡 を 抜いて 氣勢 を舉げ 小作 を 煽動す る あり、 交渉 波 潤 を 極めた が. 結局 收 額に 5〉s 局の 讓歩を 


見て 之れ に應 する に 至った。 

超えて 明治 四十 年に は師圓 司令部 及び 各所 屬 部隊 兵 舍の 建設に 伴 ふ 深 草 練兵 の 新設 計 劃が あり、 現今の 騎兵 

聯隊 以東 一 帶に涉 る 耕地に 於て 尠くとも 三十 萬 坪 を買牧 する の 意嚮で あつたが、 此 地域 は 住民の 生活 上から 耕作 

地と して 手 離し かねる 苦情が 績々 起り、 餘儀 なく 現今の 練兵 塲 (三十 五 萬 a-) に 就き 買 收交涉 を 進む るに 至り、 

所有者 側と 接衝 して 坪 一 圓八 拾錢、 之れ に 地上 物件 買收費 及び 小作人に 對 する 補償 を 含めて 坪 當りニ 拾 錢を增 額 

し兹に 坪ニ圓 にて 契約の 成立 を 遂げた のであった。 

引續き 射擊塲 用地の 買收が 同様 S. ニ圓で 成立し、 尙ほ飯 食 部 北側、 師圑 街道の 東に 沿 ふ 称 倉庫 川 地 三千 五 fa 坪 

の 買 收交涉 が 起り、 此 時の 坪 一 一圓 五拾錢 は不當 なりと して 本省の 增師支 廠長阳 中 大佐 は 土地 收川法 を 適用す るに 

至った が、 本 問題の 府參 事會へ 諮問 せらる- -ゃ參 事 會員は 土地 所有者 側へ 好意 を 示し 射孿場 附近と 地價を 著しく 

異にする 理由 を 鮮明した ので 結局 法 適用の 效 なく 地主 側の 主張 は 認められて 豫定の 買牧額 を收受 する に 至った。 

斯 くして 兵舍の 竣成、 附屬 所有地の 買收は 一 段落 を吿 げたが、 此 間に 於け る 深 草村當 局の 勞苦は 想像に 餘りぁ 

る もの あり、 知事、 郡長の 壓 迫と 師圑 御用商人 請負師の 不當な 威 迫に 不安な 幾日 か を 過し、 時には 身 を 以て 危ふ 

く 暴力 漢の難 を 避けた 事 も ある 杯、 今 は單に 往時の 語り草ながら 悲壯な 幾 場面が 繰られた のであった。 

深 草の 改正 町名 

昭和 六 年 三月 二十 三日 京都府 告示 第二 百 十九 號を 以て 同年 四月 一 日 接繽ー 一 拾 七ケ布 町村 を 編入 し^に 大 京都市が 

二 四 五 
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實 現の 結 菜、 同年 五月 十 五日市 告示 第 九十 九 猇で此 等 編入 市町村 名な 改稱 し、 全部，^ 制と なった が、 その 中に 

深 草地 域に 於け る改稱 町名 を 摘記 すれば 

(總て 町名 は横讀 みに せす 一 行每に 縱て讀 みに する) 


深 草 稻荷棱 木 橋 町 

同 直 遠 橋 十 丁目 

同 六 丁目 

同 二 丁目 

深 草 十九 軒 町 

同 芳本町 

同 寺內町 

同 下 高 松 町 

同 相 深 町 

同 北 鍵屋町 

同 向川原 町 

同フ ケノ內 町 

同 正覺町 


同 稻荷中 之 町 

同 九 丁目 

同 五 r 目 

同 北  一丁目 

同 藤 森 玄蕃町 

芳 永 町 

同 七 瀨川町 

同 上 橫繩町 

同 藤 W 坪 町 

同 山村 町 

同 一 ノ坪町 

同 平 田 町 

同 願 成 町 


同 稻荷 御前 町 


八丁 目 

四 丁目 

南 一 丁目 

烏 居 崎 町 

極樂町 

北 蓮 池 町 

下 橫繩町 

中 川原 町 

西 川原 町 

鈴 嫁 町 

同 稍 荷 居 前^ 

同 本 寺 山 町 


逮橘十 一 r 目 

同 七 丁目 

同 三 丁目 

パ W 

北 新 町 

飯 食 町 

南 池 町 

森吉町 

六 反 田 町 

下 川原 町 

滅川町 

車阪町 

開 土 町 


同 開 土 口町 

同 野手 町 

同坊町 

同 東 伊達 町 

同 藤 森 町 

同 紺屋 町 

同 善導 寺 町 

同 越後 屋敷町 

同 フ チ町 

同 キト 口町 

同 野 田 町 

同 カラメ 町 

同 川 久保町 

同 寳塔寺 山 町 

同 偕 坊山町 

同 扇 ケ原町 


同 赞山町 

同 極 樂寺町 

同 僧坊 町 

同 西 伊達 町 

同 石橋 町 

同 佐 野 屋敷町 

同加賀 屋敷町 

同大 島 屋敷町 

同 池 ノ內町 

同 西 浦 町 

同 町 通 町 

同 小 森 町 

同 今 在家 町 

同 西 出 山 町 

同 中 ノ鄕山 町 

同 飯 食 山 町 


同 藪 之內町 

同 西 出 町 

同 瓦 町 

同 枯木 町 

同 中 ノ島町 

同 出 羽 屋敷町 

同 泓ノ壺 町 

同 關 屋敷町 

同 西 飯 食 町 

同 五 反 W 町 

同 陵 町 

同 綿 森 町 

同ス、 ハキ町 

同 坊山町 

同 硬 粉 山 町 

同 鞍ケ谷 


同 大門 町 

同 田 ハ<: 町 

同 柬瓦町 

同 向畑 町 

同 墨染 i- 

同柴田 屋敷町 

同 新 門 丈 町 

同 小 久保町 

同 堀 田 町 

同 八 反 m 町 

同 松 本 町 

同 ケ ナサ 町 

同 石 峰 寺 山 町 

同 眞宗院 山 町 

同 極樂寺 山 町 

同 馬 ハ介町 

二 四 七 


同 霧 ケ谷町 

同 镫ケハ 町 

同 八 ils 町 

同 東 久寶寺 町 

同 禹疊敷 町 

同 安信 町 


二  e: 八 

同 束 軸 町 

同 谷 口町 

同 大； 介 町 

同 五郎太 町 

同 31? 山 町 


同 神明 講谷町  同 向 ケ原町 

, 同 砂子 谷 町  同 {n 砂 町 

同 宮谷町  同 兜 山 町 

深 草 大龜谷 西 久寳寺 町  同 西 寺 町 

同 金 森 出 雲 町  同 六 鉢 町 

同 東 寺 町  同 大山 町 

同 古 御 香 町  同 敦賀町 

同 古城 山 

計 百 四十 七 町 


町名の. K 來 考察 

昔 は 極樂寺 村、 北 村、 釵食村 II この 三 村 は 深 草の 本鄕 であった が 其 濫艇の ハー,^ は詳 かで ない、 然し 現在の 四 

出、 田 谷、 坊、 I？ 坊、 此四町 は 北 村に 屬し たもので ある は 推測に 難から ぬ處 だ。 飯 食 村 は 明治 元年の 町名 紐转に 

當り四 番組 十八 ケ 町に 數 へられて i 玄蕃、 七瀨川 以南の 各 町と 共に、 疆篇各 町の is と 分れた が、 以後 

は 深 草地 內に數 へられて 居り、 豊 公文 錄 三年 伏 見 築城の 時 朝 觀の爲 め 今の 伏兑 街道 を 開いた その 時に 軒^ 相 接す 

る 町並みみ- 爲し たもので あらう。 又、 中古に は 深 草 を 三鄕に 分ち、 上ノ鄉 (今の 稻荷 前より 一 木 松 附近 迄 n お を 


包含す る 一 帶) 中ノ鄕 (それ 以南、 藤ノ森 附近 迄) 下ノ鄕 (墨染 界隈から 土橋 竹 田 ロ邊り 迄) に 分て る 事 は、 德： 

川 初期の 撿地 高調べ にも 現 はれて 居る。 t  ； 

大龜谷 は 狼 谷で ある こと 具 さに 日本 紀の欽 明朝の 記に あり、 秦大津 父が 深 草より 谷 口、 小 野 を 經て近 江 地方へ 

往復した 頃、 二 狼 相 鬪ふを 助けた 物語りが ある。 後年 或る 者 は 淸凉^ で 德川義 直 (五郎太 丸) を 生んだ お 齙の局 

の 名に 因み ぉ龜 谷が 正しい と 說を爲 した けれど、 旣に欽 明 帝 時代に 狼 谷の 稱 ある 限り 疑 ふ餘地 はない。 竟り 深荜ー 

地方の 方言で (お ほかみ) を (お ほかめ) と 云ふ處 から 狼が 大龜に 誤られた ので あらう。 

德川 時代に 於け る 大龜谷 村の 字 名 は 頗る 多く  一 

玉 泉 寺 下、 元 善 香、 道 庵、 水吞道 if、 北口 北 裏、 (4: 口川 端、 遠藤但 馬、 高 田 屋敷、 岡本吉 右衛門、 北 條屋ー 

敷、 佐々 木、 瀨成、 橋 廻り、 土岐 玄昌、 玉 泉 寺 前、 佐 竹、 秋 田 太郞、 酒 井下 總、 不破平 右衛門、 大^^1叫、 

海 寳寺町 屋敷、 村田權 右衛門、 原 m 市 十郞、 藤 森 誓願 寺、 稻紫彥 六、 兼 松 源 兵衛、 藤 森 山 下、 松 平和 . 

中 村又藏 屋敷、 大平、 櫻 町正圓 寺、 紅 雪、 山 岡 修理、 土岐左 馬， 奥山、 堀監 物、 八 島 坂 口 北 裏、 遠 藤與右 

衛門、 水 野 石 見、 右京、 藤 森 長 通り、 織 田 三十 郞、 南部 屋敷、 入 安、 水 淵 左 馬屋 敷、 小 栗 柄 近、 敷 山 一 

畑、 紅 雪 元 屋敷、 土岐 玄昌、 關東 山、 分 部 左 京、 山 新 町、 { 呂ハ <： 南側、 山 新 町 北側、 長 谷川、 酒 井 作右衛 e: 

紀伊 守、 谷 口 西 川端、 谷 口 西 右近、 服部權 太夫、 お 大屋 敷、 高 橋、 谷 口 都屋、 本鐡、 川原 樱町， 淨 安寺、 

大昌 寺、 大昌寺 山 谷 崎 中 尾、 鳥居 崎、 宮谷 北側、 監物 屋敷， 谷 口 久寳寺 町、 中 川 七 右衛門、 我 孫子、 川 勝； 

谷 口川 端 岩石、 谷川 端、 談所 山、 櫻 町笹屋 町、 ^屋 町、 魔 申 山 新 町、 中 町 千 本 町 柬裘、 池ノ 端、 又 助 畑 一： Sj 

二 四 九  一 


二 五 〇 

畑、 北 五郎太 町、 大山 最上 町、 鳥居 前、 大：： 介 山 東 山、 大昌寺 山 畑、 山 大谷、 大谷中 ノ^。 

以上の 如くで ある。 斯 くも 伏兒 築城に 基く 武家屋敷 又は 社寺 領賦 田に 因む 名稱 など 頗る 小字が 多かった^ から 

維新 後 地租 改正の 際、 傳來の 字稱を 十六に 合併した が、 即ち 

北 寺^ 西、 七 拾 軒 町、 中川內 膳， 金 森 出 雲、 六 鉢 町 西、 安信、 敦贺 町、 久齊寺 南 辻、 古 御 ^宵、 一 £i ^數、 

五郎太 町、 久寳寺 西南、 六 鉢 町、 千 本 中 町中 ノ山、 大山、 寺 町 東裘。 

以上で ある。 而 して 此改稱 の 際、 民家 現在の 地 字 は 其 儘に 保^された。 

尙ほ 京都市 編入 直前に 改正され て 現在 使 はれて ゐる 町名のう ち攀 者が 名稱 の. S 來を 探り？； - たもの では 

▽ 車 坂 町 11 稻 荷の 東北、 東； 1 寺の 東 山中に あり 稻荷三 ケ峰祠 へ 行幸の 御^が 過ぎ 給 ひしょり 名づく か、 

▽ 鈴 塚 町 11 中古 鴨 川 洪水の 時祗闺 社の 神輿 流れ 來り該 地に 於て 鈴の 止まりし より 名づ くとの 傳說が ある、 

7祓 川 町 11 稻荷社 水無月 大祓 執行の 小川の 流れ を 灌漑 用水と した 處 から 該 川の 名 を 流域の 地名と した。 

居 前 町 11 稻荷大 華 居の 正面に 當る ため その 名 を 採れる もの 

V ケ ナサ 町 1— 足利時代 迄 は 現在の 砂 川をケ ナサ 川と 云った。 即ち 此川は 福； i 村と 深 やの 境界 を爲 した もの、 

▽ 五良 太 町 11 石 清水 八幡宮の 社 司であった 志 水 加 賀守宗 淸の女 は 家康の 側室 お^の 局で あり、 この IS が淸」 i 似 庵 

に 居り 一 一子 を 生み、 一 人 は 夭死し、 もう 一 人 は 尾 州 大納言 義直 公で ある。 即ち 1^ 直 公の 幼名が 五郎太 丸な 

ので ある。 

▽ 南 蓮 池 町 II 北 蓮 池 町 も 同じく、 此 界隈 は 昔濕澤 地で 蓮 多く、 夏 ともなれば 碧 瑠璃の 淨盆を 浮べて，：： に W に 


色 美しく 蓮の 花が 唤 いたらし い。 

>釵 食 町 11 我々 の 主食物た る 飯に 限らす 總て 語原 的に 解釋 すれば 穀物 は 「ィ ヒ」 である。 祈年祭の 祝祠に 「初 

穗乎 沒千顥 八百顏 11 」 と あり、 この 顥 (力 ヒ) を 普通に 機と 解して ゐ るが、 汁に 對 する 語と して は 調理 

した もの を擧げ るの が妥當 であり、 傳說 時代に は 旣に稼 稿の 道が 開け たれば 菜實に 露命 を^ぐ 原始時代 を 

想像す る 必要が なく、 此 意味から (炊) カシ、 食爲 (クシ) を 知る 神への 供饌は 炊した ものが 正當 とされ 

る 往昔 飯 食 町 は 藤 森 社の 神 田 を 作り 力 シヒを 祭典の 時 棒げ たこと もあった と 思 はれる。 

▽ 七 瀨川町 11 傳說 では 谷 口町の 篠ケ 谷から 出て 東洞院 迄に 七 曲り 七瀨 ある 處 から 地名と された、 と ある。 然し 

筆者 は 更に 此 地名に 異なる 判斷を 下したい。 夫れ は我祌 祭の 上に 固 な 且つ 軍： 要な 行事と して 被が あり、 

京都 附近で 往昔 行 はれた ものに 七瀨献 があった。 山城で は 大島， 橘、 小島で 行った と 古記に ある けれど 斯 

かる 地名の 所在 は詳 かで ない。 若し 平安京の 隅々 に 大將軍 社を祀 つた 陰陽道からの 神^と すれば 藤 森 社に 

は その 大將 軍が あり、 七 瀨赦も 亦 行 はれた 方面との 推考 もつ く譯 だ。 尙ほ此 靈所祓 に 特に 七の 數を 選んだ 

こと は、 七が 五に 次いての 支那で は 喧しい 數 とされて 居り、 日月 五 を 合せて 七 ai- と稱 する は 道家の 重 

ん する 處 だ。 之れ に擬 へて 七 經七廟 七 K 七茱 など 因んだ 名 數は茶 だ 多い。 

▽ 開 土 町 11 開 土 口町 も 同様 だが、 山の 麓 を 尾根と 云 ひ、 藤ノ 尾が 旣に拓 けて 祠 があった やうに、 荷 山 は 麓 か 

ら人. -に拓 かれて ゆき、 新たに 開拓され て 住宅街 を爲 した 土地柄 を 指す もので あらう。 

1>西 川原 町 11 松ケ 崎、 大文字 兩 山塊の 隘路 を 破って 大 湖の 水が 流 下し、 そこに 岩 倉 盆地が 出來 たと 観る 地 

二 五 一 


二 五 二 

者の 研究が 眞寶 であれば 加 茂 川 は 一直に 南下し、 洪水 毎に 氾濫して 流域！！^ を^ました ものに 違 ひない。 即 

ち 鈴 塚の 傅說も 有史 以前の 考察 を 後に 永く 繰返して 現實 とした 洪水に 井 h くもので あり、 練お；^ わ 附近から 伏 

la へ かけての 濕澤地 は 耕作 も 居住 も 不可能であった 時代が あったら うと 思 はれる。 されば 此加茂 川の 一い 盯 

に 南下した 沿岸から 西に 當る 地域な ので 名 づけた もので あらう。 l^fHK: が此 考察 を愤恤 づける ものに 大 •.i- 七 

年 京都市へ 編入され た 福； i 地 內の字 施饑鬼 m が ある。 此地は 平安朝 時代に 法 性 寺の^ 侶が 孟 蘭^の 大施娥 

鬼な 執行した 處で、 當時は 加 茂 川の 大洲 であった との 記錄が あり 洪水 it に 加 茂 川が 暴威.^. 板った 地域で あ 

るを識 るので ある。 

其 他豊公 築城 後の 武家屋敷に 因む もの、 或 ひ は 伽藍の 結構で 洛 南に 驟稱 された： i 樂寺 所在の 地域に e: む もの 杯頗 

る 多い が、 それに は 考察の 筆 を 止めて、 近年 傳說に 富む 地名が 心なき 官公吏の 手に 體珂 され ゆく を W むおから、 

今 は 俚 人の ロノ 端に 縫 かに 殘る舊 字 名 を 纏め、 他日 篤 擧の士 の 考證の 資料に 供して 置かう。 

御所 ノ內、 龕 前堂ケ 原、 堂 庭、 茶 力 庭、 水 汲、 家 山、 柏 原野、 松 蔭、 大日、 一 丈 ケ原、 土 帥、 お 山、 日 野 

谷、 火 打 ハ合、 御與 塚、 藥師 堂、 馬場 口、 高山、 十 輪、 東ノ車 塚、 西ノ車 塚、 岡 田 井、 戒 擠， 念 佛^、 念怫 

講、 茶 曰 田、 御隱、 御所 階 土、 鎌 倉 井、 和 田 森、 松 本、 反 橋、 佛水、 鐯樓、 八^ 塚、 帶刀、 霄 コボチ 

、 鱗 (介、 濘ケ 谷、 聖ケ 坂、 大平、  . 


第十敎 育 

私塾 寺小屋 賻代 

安政 元年 伏 見 奉行 內藤豊 後 守 は 組 下 與カ小 野 三十 郞、 杉 山 左右 介、 組 同心 谷 源 之 進 等に 命じて 組 尾 敷 廓 內に舉 

舍を 創設し 其 事務 を 司らし め、 組與カ 同心の 子弟 及び 市中 有志 者の 子弟の 入舉を 許して 優則學 舍と稱 した。 敎科 

書 は 小舉、 四書 五經、 史記、 左傳 等であって、 每日辰 刻より 授業 を 始め 午後に 終業した が、 講義 は 例月 十二 次、 

耍術は 例月 六 次に して、 十五 年 以下の 生徒に は 文武 兩道を 兼修せ しめた。 武技 は 塞 稽古と 稱 して 例年 塞 三十日 缺 

席せ ない ものに は 金百疋 を賞與 し、 例月 講義の 爲め 出勤す る 敎員ニ 名に は 二 箇月に 金 二百 疋を 給與 し、 讀 方敎授 

のた め 日勤す る敎 員に は 二 筒 月に 五 百疋、 助教 兼、 世話 掛 凡そ 十 名へ は 各 年給 三 klT 止、 助敎は 更^に 日々 二 名， W 出 

勤、 武技の 師範 三 名に は 各ニ箇 年に 百疋 を給與 した。 而 して 敎員は 文武 教員が 五名、 助敎兼 世話 褂が十 名、 小 使 

一名で 生徒 は 六十 餘名 あり、 fi 義 日に は 奉行が 臨^し、 時として は 奉行 自ら 書 を 講じた 事 も あり、 例 ハ巾歲 始1 ^ 

古始、 冬至に は 聖像 を 壁 上に 揭げ 各自 之れ を拜 し、 組與 力、 同心の 父兄 も 亦 生徒と 共に 講義 を聽 いたので ある リ 

1 方此 優则舉 舍に對 して 庶民の 敎育機 關には 私塾 寺小屋が あった。 維新に 於け る此 等の 機關に 就て は 其詳， 1 を 

識る ことが 出來 ぬけれ ども 全盛 を 極めた る は嘉永 安政 以後の ことで ある。 面して 此 等の 私塾 寺 小： 2- も 明治に 入り 

て は 多く 業を廢 したが 當 時の 主なる もの を擧 ぐれば 

二 五 三 


▽ 治 源 堂 (文久 —明治) (男 八 〇、 女 四 〇) 山村 町 

1>晴 雲 堂 (慶應 —明治) (男 五 〇、 女 四 〇) 山 崎 町 

V  11  (慶應 I 明治) (男 四 〇) 大龜谷 村 

V  11  (慶應 —明治) (5;-  二 〇) 深 草 村 

V  !.—  (安政— 明： 1^) (男 三 〇 、女 二 五) 六 地 藏 

V  11  (安政— 明治) (男 五 〇、 女 一一； 〇) 同 

(文 久， I 明治) (男 五 〇、 女： 一： 五) 新 町 八丁 目 

(文久 —明治) (男 四 〇 、女 二 〇) 指 物 町 

(嘉永 1- 明治) (男 二 一〇 、女 八 五) 上 板撟町 


1>蟠 龍 堂 

•  ▽ 文 專 堂 

▽ 松 竹 亭 

以上 私塾 は 深 草地 域より 距離の 近い もの を擧 げたに 過ぎぬ が此 以外で 創設 古く 设も 盛んにして 伏！ Is- 奉行所 役人 等 

も 師事し、 他に 一頭 地を拔 いたの は 新 町 四 丁目 (原 思 軒) 奥 野 精一 の 私塾であった。 


二 五 四 

松 本 雄太郞 

淺 W 伍兵衛 

遠山 純惠 

南唯實 

幡 山 豊 次 郞 

久連松 良 純 

隅 E 周 次郞 

御 牧 仁 左衛門 


維 新 


の 教育 


明治 二 年 京都市 は 全國に 卒先して 敎育 機關を 創設し 舊 時の 面目 を 一 新した が是れ 王政 維新 文述？ の 機運に！： 

戟 された からと は 云 ひ 主たる 動機 は 突如と して 起った 聖駕 奉！ i にあった。 當時住2^は觫愕失望して爲す^を知ら 

す、 人心 消沈し： 白事衰 廢し、 千お 餘 年の 帝都の： S 目 は 一朝に して 地に 墜ち たので ある。 されば 志 は 深く こ 


れを憂 ひ、 此際頹 勢を旣 倒に 挽回す るの 策は敎 育の 普及 發達を 圖り實 業な 振興し 富力の 增 進に 俟 つより 途 がない 

と觀 じ、 兹に千 障 萬 難を排 して 遂行 實 現に 努めた ので ある。 即ち 明治 三年 十二月 京都府 は 學體を 下して 

道の 體 たる 物と して 在らざる なく、 時と し て^ぜざる なし、 其 理は則 綱常、 其 事 は 則 政 刑、 舉校は 斯道 を 

講じ、 實用を 天下 國 家に 施す ものな り、 然 則孝餘 倫敎、 治國平 天下の 道、 格 物 窮理日 新の 學、 是皆 {且 しく 

究穀 すべき 所に して、 內 外相 兼ね、 彼是 相資 け、 所謂 天地の 公道に 基き、 知識 を 世界に 求む るの 聖 33 に 副 

はん を 要す、 勉 めざるべ けんや。  ， 

と、 以て 管 內の敎 育 振興 を圖 り、 施設 己に 舉制 頒布 以前に 於て 見るべき ものあった 事が 分る と 思 ふ。 而 して 

畏くも 明治天皇 陛下に 於 かせられて は、 深く 故 都の 盛衰 を輸念 あらせられ、 車駕東 幸に 際して は 現 米 一 萬 石、 金 

十 禹両を 御 下賜に なり、 此恩 賜金 は 府の敎 育 基金に 充てられて 居る が、 更に 叙 慮 を 京都の 敎育 制度に 用ゐ させら 

れて御 駐輦に 際して は 特に 聖駕 を抂げ させられ 敎 育の 狀 况を蠻 されし こと 一 再に 止まらぬ ので ある。 即ち 伏；：^^ 

1 校 は 京都の 尙德、 柳池兩 校と 共に 當時 聖駕光 臨の 榮に 浴した る もので、 聖恩の 厚き に 感激せ ねばならぬ。 

伏兑は 明治 五 年 八月 二日の 擧制發 布に 先ち、 小舉校 建營の 急務 を 認め、 同年 一月 二十日 之れ が 願 出 を 各 組より 

爲 したが、 其 耍皆は 「幼 意之 者藝術 執行 之 儀 は 今日の 耍務 須叟も 不可 忽旣に 京都 は從御 廳 厚 御世 話 被 爲在各 組 

落成に 候 就て は 伏 水の 義も 便利の 地相 撰小擧 校三ケ 所建營 仕度と 奉存候 (中略) 何卒 御 許容 被 成 下 候 様 偏に 奉 

願 上 候」 大 年寄、 助役 之れ に 奥印して 提出した る處、 六月に 至って 許可 あり、 且つ 三校に 對し 百 圓 宛下附 された 

ので 同ギ 十月 二十日 深 草 村の 內字 山村に 創立し 他の 下 板 橋、 南濱 と共に 三校 相次で 竣成し 授業 を 開始した ので あ 

二 五 五 


二 五六 

る 0 

當時 狩の 定 むる 敎 則に 依れば、 小 擧校を 上等、 下等の 二等に 分ち、 各 八 級と し、 祭 則に 句 _1、 算術、 s ^字の 三 

科 あり、 敎 镇は舊 態の 儘で 寺小屋、 私塾と 異なる 處 なかった が、 明治 八 年 七 H: 改正され て 敎室其 他の 施？ 乂" を 改め 

四 名 列び の 長 卓 を 用 ひ 椅子 を 付し 所謂 立敎 式と なった ので ある。 後ち 明治 十二 年敎 育令發 布と 共に 制度 も 亦  一 

し、 大學 區を廢 止し、 學制 上の 條規 たる 漢書、 習字、 算術、 地理、 歷史、 修身、 物理、 博物の 大意 を投 くるに 至 

り、 同 十四 年に は從 來の舉 校定 期 休業日た る 一日、 十五 日 を- M して 日曜み-休業日と 定め、 更に 敎 則の 改正から 小 

學校を 初等科 目 自六級 至 一 級、 中等 科目 自六級 至 一 級、 高等 課： n,:: 四 級 至 一 級の 三等に 分ち、 初等科^ 科 は 修身 

漢書、 習字、 算術、 體操、 中等 科 は 地理、 史、 圖翥、 博物， 物理 を 加へ、 高等科 は 更に 化 m.! -、 生现、 幾何、 ^ 

濟を 課し、 教科書 は 多く 初歩の 漢本 所謂 洋書 直譯の 小擧讀 本であった。 即ち此當^-に於ける-^下 厂般の寧^；^は他 

府縣に 比し 著しく 異彩 を 放った もので、 長官の 學事 視察 は 頻繁に 行 はれ、 巡視 官は 自ら 試 II： を爲 し、 以て 敎：： ：： を 

督勵 し、 試驗に は大、 中、 小の 區^ を 設け 嚴 格なる 撿查の 下に 行 ふたが、 受驗 生徒 は當日 特に 衣服 を め、 附添 

ひの 父兄に 擁せられて 未明に 試驗 傷へ 入る を 例と し、 門前に は 菓子 店、 露店 等 立ち 列び、 宛然 氏神のお 禮 常：" を 

彷彿せ しめたと 云 ふこと だ。 

遡って 深 草 第一 校の 前身た る 伏 水 第一 小學校 創設 當 時に 及べば、 當 時の 通舉區 域 は 禝木橋 以南、 現在 伏兑 學^ 

に巋 する 堀 上 以北の 三十 五ケ 町と 葡伏水 第二 區の 大龜 谷地 域 を 包括した もので、 翌六 年に は 深 草 小字 淵に 一 校 を 

設け、 舊深 草、 福稻 及び 竹 田 村との 組合と し 之れ を 深 小舉 校と 稱 した。 其 後明 治 十五 年に 至り 此机合 寧 校 は 夫 


* 分離して 各 一 校 を 創設す る 事と なり、 此時深 草 小 學校は 墨 染小擧 校と 改稱 された が 校 名 は舉校 所在の 地名に 據 

つお こと 勿論で ある。 次で 十八 年 八月、 墨 染校は 位置の 便宜上から 直 違 橋 三 丁目 現在の 地に 移轉增 築され 循誘小 

學 校と 改稱 し、 同 二十 年 七月、 尋常の 二字 を 加へ、 同 二十 二 年 四月 町村制 實 施の 結 3^ 學區 域の 離合が あり、 此時 

舊堀 內部內 であった 小字 峄、 五郎太 町 は大龜 谷へ 編入され、 南 新より 堀ノ 上に 至る 七ケ町 は伏兑 町へ 編入され て 

複木橋 以南、 山村 町 迄の 一 一十 八 ケ町は 深 草村區 域と なり 此時深 草 尋常 小舉 校と 改めた ので ある。 

當時稻 荷地內 にあった 福 稻小擧 校 は 深 草 校の 分敎窒 としたが、 明治 一 一十 四 年 四月 之れ を廢し 同年 八： n:^ 校 敷地 

を 取 撰げ、 廢校後 其 儘 存置され た舊深 草小學 校々 舍を 移して 使用し 爾来 拾餘 年間 持 績し來 つたが 人口 增 加に 作 ふ 

就學兒 意の 增 加から 校 舍の狹 隙を吿 げたる を 以て 同 三十 七 年 一 月より 新築 工事 を 起し 同年 八月 竣功、 尙ほ W 績き 

舊校舍 の 改築 を 行 ひ 三十 八 年 漸く 完成せ しに、 程なく 義務 敎育 年限の 延長に 遇って 舉級增 加の 必要に：；；/ られ： 1： 四 

十二 年 更に 校 地の 買 收を行 ひ 新 校 舍の增 築 を 四十 三年に 起し 同年 七月 竣成 以て 今日に 至った ので ある。 

歷 代小學 校長 


就 職 

明治 廿ニ年 八月 十九 日 

同年 十一月 日 

大正 元年 八月 一 日 

同 七 年 三月 卅 一 日 


退 職 

同年 十 一 月 十三 日 

同 四十 五 年 五月 卅 一 日 

同 七 年 三月 卅 一 日 

阏 <  年  一一； E. ，ヒ^ t 


氏 名 

長 谷川 榮之進 

藤 田 道ニ郞 

梶 常藏 

橫田秋 次 


同 八 年 三月 卅 一 日 

同 十 年 三 a: 卅 一 日 

同 十 一 年 三月 卅 一 日 

同 十一 年 十一 月 八日 

同 六 年 七月 十五 日 

▽ 明治 五 年 伏 水 第一 小學校 創立 當 時の 校長 は 太 田家 顯、 同六年以後は的^£1§秀勝、 杉 本 雄 太郞、 棚 橋，.；^ 水、 

岡 田 正與の 諸氏 順次 就 住した がその 就 退職 年月 を詳 かにし 得ない。 

► 大正 五 年 深 草 尋常 小學 校に 高等科 を 併置し、 同時に 第一 一校 を增設 したので 校 名 を 深ない 第 一 尋常 高等 小 ゆ と改 

稱し、 增設校 は 深 草 第二 尋常 小擧 校と 稱 した。 即ち 第二 校 は 同年 四月 一 日より 分離 設^され たもので あるが 校舍 

の 新築 落成 迄 第 一 校に 校務 を 執って 竣功 を俟ち 同年 十月 十六 日 漸く 校舍が 完成した 鹿から 移轉 したので ある。 後 

ち 大正 八 年 四月に 高等科 を 併置し 次で 昭和 六 年 京都市へ 編入と 同時に 高等科 を廢 止し 現在に 及んで 居る。 (校 地 

面積 一 五 〇〇 坪、 內 屋外 運動場 は 五 一 一四 坪) 

亨歷 代小擧 校長 

加 藤 四郞、 中 井 淸藏、 橫田秋 次、 池 田 正 次郞、 鈴 木 喜 東郞、 

► 幼兒の 心身 を 健全 圓滿 に發 達せし め 善良なる 性情 を 涵養 せんとせば 先づ 幼稚園 を 設け 以て 家： M 敎育を 袖 ふこと 

がなければ ならぬ との 主張から 昭和 四 年 六 H: 十七、 十九 日兩 回に 涉り深 草町當 局 は 町.^ を 召桀し 町立 幼稚園 は 


同 十 年 一一： 月卅ー 日 

同 十 一 年 二； 卅 一 日 

同 十一 年 十 一 月 八日 

昭和 六 年 七月 十五 tn 


二 五八 

大石 右一 

今 井淸明 

調子 金 之 助 

齋 ^  吉 

澤井堯 夫 


案 を^ 議 したが、 此 財源に は 部落 有 財 產を寶 却して 充當 する 事と し、 直 遠 橋 三 丁目 外 二十 七ケ 町から 二 千 七圓、 

大字 深 草から 一 一千 九 kn 九十 七圓、 福稻 から 一 一千 九 百 五. H ハ圓の 部落 有 財產寶 却に 依る 合計 资金七 千 九 ぼ 六十 圆を 

以て 建設す る こと を可决 し、 現在で は旣に 開 園 保育 忙從 事し 良好な 成績 を牧 めて ゐる。 

► 都市 生活 を 量の 上に 表 はす もの は 人口で あり、 京都市 も數 次の 編入に よりて 地域 を擴大 せなかったならば 中央 

部 は旣に 人口 飽和の 狀態 にあり 人口 增 加の 餘 地はなかった 害で ある。 此 意味から 市 隣接地と して 深 草 は 市電と 京 

阪電鐵 との 交通網に 惠 まれ 發展を 著しく 促進し、 囊 きに は 大正 五 年の 第二 小舉校 新設の 必要 を 生ぜし め、 後ち 又 

兹に 第三 尋常 小擧校 增設の 必要 を 痛感せ しむる に 至った。 即ち 深 草 町 は 市 編入の に當 り、 卜 七 萬 九 千 七： 白圓 

の 建築費 起 偵 一 時 借 入れの 件 を可决 し、 以て 藤 森 神社 南へ 建築 を 了した ので ある 

マ舉 校長  奥 村 耕治郞  ， 

▽ 舉校錢  大谷範 治 

▽ 大ハ <： 範治氏 は 明治 三十 九 年 開業 以来の 村醫、 學校醫 である。 

^>學 區 會 議 員 

會議員  (擧務 委員) 

同  (同) 

同  (學 lei 會 議長) 


今 邑 幹 令 

大 久保牵 三 

高木 健 次 

二 五 九 


二 六。 

同  (同 副議長)  梁 川 正太郞 

同  林戶 德次郞 

同  久保 榮次郞 

同  芳澤聿 

同  北 野 信太郞 

同  小 西 卷三郞 

同  村 上 彌三郞 

同  吉仲久 三 郞 

同  西 村 政太郞 

同  愛川 俊 三 

同  長 谷川 豐次郞 

同  石 田 久次郞 

^  中 村 捨次郞 


o  o 

地 'X 

たヽ 
理 ち、 體 


t> 匇卒の 調査 なれば 誤りな きを 保し 難い 

マ 矯正すべき は …… 、 禁止すべき は © の記號 


名 詞 


ゆうだち (夕立) 


しづき 


しづく  (乘) 


あら- 


あられ  (-f 欣) 


あで 

0 人 體 

、 、 、 、 

じ やん ぎ. 

、 、 、 、 

ひざ ぼん 

、 、 、 

まいげ 

、 、 、 、 

ほと ころ 


せ うん べん 

せ， うんべ 


どす ご ゑ 


あぜ (畔) 

ざんぎり (散 髮) 

ひざぶ し (膝 節) 

まゆげ (眉毛) 

ふところ (懷) 

せう べん (小便) 

(大聲 ) 


じ や. 

ざ に 


くちびら 

、 、 

いび 

、 、 、 、 

で ぼちん 

、 、 、 

か だら 

、 、 

のぞ 

、 、 、 、 

ふと ぼん 

、 、 、 、 

ふと もん 


(砂利) 

(小石) 


くちびる (唇) 

ゆび (指) 

(額) 

からだ 

(喉) 

ふと も  >, (太股) 


かんち 

、 、 、 

おみや 


かた 目 (£:: 眼) 


(足) 

、 、 、 、 、 、 、 

ほ ベた ほべ た (頻 ). 

はげち よろ はげ (>i ^ル) 一 


どた ま 

す こたん 


(頭) 


ひん がらめ ひがらめ (斜視) 


衣 ^ 

HP お、 お、 
版 つ、 つ、 

類 む、 も、 


、 ば、 せ • 


おつもり (御 頭) 

じばん じゅばん (襦杵 ) 

^^^^ ざう り (草履) 

ふじ くら 

で きり もん きもの (着物) 

もよ ぎ  もえぎ (萠黃 ) 

まい だれ き 21} 

ひ ぼ ひも (絲) 

しゃつ ぼん (帽子) 

ふっきん ふきん (布巾) 

わらん じょり わら ぢ (草鞋) 

ゆび や ゆびわ (指輪) 


くっし やみ くさめ (^) 


はんてん； 

、、、、一 

はんち や" 

、 、 

しす j 

き だ ： 

、 ， 一 

つち ： 

びろ ど 一 


はんて (半 手) 

しゅす (橘 子) 

せった (雲 駄) 

。まつち f 股 下ン 

(- i  VJJ- ノ モノに 

びろうど (天 fii 械) 


しゃな だ さなだ 

はな ご  はな を (鼻緒) 

ちゃんぶ くろ ちゃぶくろ (茶袋) 

ぬの (布) 

つつ- r ぼ つ- - そで (简 袖) 


け はん 

、 、 、 、 

もんめん 

、 、 、 

の- * こ 

、 、 、 、 

はぶたい 

、 、 、 、 

ての ご ひ 

、 、 、 、 、 

ひとい もん 

、 、 、 、 、 

ひと へ もん 

、 、 、 、 、 

しと へ もん 

.»  、 、 、 

づ つきん 

、 、 、 、 

ぞっきん 

、 、 、 、 

た— び ー 
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